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土木工事標準設計図集取扱要項

（目 的）
１．この土木工事標準設計図集 （以下 「標準図集」 という。）は福島県土木部が施工する土木工事の共通的な構造物
の標準化と規格化をはかり、 もって土木工事の設計・施工・積算・契約などにおける業務の簡素化と構造物の精度
の向上を図り、 円滑な工事の施工を期することを目的とする。

（適 用 範 囲）
２．この標準図集は、 共通的な構造物の標準的な設計とそれに伴う設計計算により作製されたもので、 特別な工法及
び特殊条件にかかる構造物には適用しない。
ただし、 標準図集に類似した構造物はできる限りこの標準図集に準じて設計を行うこととし、 その適用にあたって
は使用上の注意に十分留意して行うこと。

（取 扱 方 法）
３．この標準図集によったときは次の取扱いによる。

� この標準図集により設計積算をする時は、 該当する工種の材料表の数値を求め設計積算をすること。

� 該当する工事のこの標準図集による分類名及び工種記号を設計書等の摘要欄に記入して、 図面の添付は要しな
い。

� 入札、 契約書の作成又は現場説明等にあたっては、 前項のとおり設計書には図面を添付しないとしているので
請負業者にあらかじ該当図面を用意させるものとする。
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排水－１
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福島県土木部

排水－２

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
����	
��

名 称 場所打ち側溝

車道用諸数値表

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｈ２ ｈ３ ｈ４ ｂ４ コンクリート（ｍ３） 基礎工（ｍ２） 型わく（ｍ２）
Ｉ－Ａ－ａ－３０Ｂ ３００ ４００ ６００ ７００ １５０ ７．００
Ｉ－Ａ－ａ－３０Ｃ ３００ ５００ ６００ ７００ １５０ ７．００
Ｉ－Ａ－ａ－４０Ａ ４００ ４００ ７００ ８００ １５０ ８．００
Ｉ－Ａ－ａ－４０Ｂ ４００ ５００ ７００ ８００ １５０ ８．００
Ｉ－Ａ－ａ－５０Ａ ５００ ５００ ８００ ９００ １５０ ９．００

歩道用諸数値表

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｈ２ ｈ３ ｈ４ ｂ４ コンクリート（ｍ３） 基礎工（ｍ２） 型わく（ｍ２）
Ｉ－Ａ－ｂ－３０Ｂ ３００ ４００ ６００ ７００ １５０ ７．００
Ｉ－Ａ－ｂ－３０Ｃ ３００ ５００ ６００ ７００ １５０ ７．００
Ｉ－Ａ－ｂ－４０Ａ ４００ ４００ ７００ ８００ １５０ ８．００
Ｉ－Ａ－ｂ－４０Ｂ ４００ ５００ ７００ ８００ １５０ ８．００
Ｉ－Ａ－ｂ－５０Ａ ５００ ５００ ８００ ９００ １５０ ９．００
Ｉ－Ａ－ｂ－５０Ｂ ５００ ６００ ８００ ９００ １５０ ９．００

備考 １． 延長１０ｍ毎にエラスタイト厚１０ｍｍを目地に使用のこと。
２． 車道用は片側側壁による土圧を受ける場合である。
３． 蓋の寸法によりｂ４、ｈ３、ｈ４の寸法及びコンクリート量、 型枠数量を欄に記入のこと。

１８．４．１



福島県土木部排水－３

Ｉ－Ｂ－ａｂ－３０Ａ～５０Ａ

Ｉ－Ｄ－ａｂ－５０～１００

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
�����

�
�

名 称 場所打ち側溝

車道用諸数値表

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｈ２ ｈ３ コンクリート（ｍ３）基礎工（ｍ２）型わく（ｍ２）
Ｉ�Ｂ�ａ�３０Ａ ３００ ３００ ６００ ７００ １００ ４５０ １．８０ ７．００ １８．０
Ｉ�Ｂ�ａ�３０Ｂ ３００ ４００ ６００ ７００ １５０ ５５０ ２．１０ ７．００ ２２．０
Ｉ�Ｂ�ａ�３０Ｃ ３００ ５００ ６００ ７００ １５０ ６５０ ２．４０ ７．００ ２６．０
Ｉ�Ｂ�ａ�４０Ａ ４００ ４００ ７００ ８００ １５０ ５５０ ２．２５ ８．００ ２２．０
Ｉ�Ｂ�ａ�４０Ｂ ４００ ５００ ７００ ８００ １５０ ６５０ ２．５５ ８．００ ２６．０
Ｉ�Ｂ�ａ�５０Ａ ５００ ５００ ８００ ９００ １５０ ６５０ ２．７０ ９．００ ２６．０

歩道用諸数値表

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｈ２ ｈ３ コンクリート（ｍ３）基礎工（ｍ２）型わく（ｍ２）
Ｉ�Ｂ�ｂ�３０Ａ ３００ ３００ ６００ ７００ １００ ４５０ １．８０ ７．００ １８．０
Ｉ�Ｂ�ｂ�３０Ｂ ３００ ４００ ６００ ７００ １５０ ５５０ ２．１０ ７．００ ２２．０
Ｉ�Ｂ�ｂ�３０Ｃ ３００ ５００ ６００ ７００ １５０ ６５０ ２．４０ ７．００ ２６．０
Ｉ�Ｂ�ｂ�４０Ａ ４００ ４００ ７００ ８００ １５０ ５５０ ２．２５ ８．００ ２２．０
Ｉ�Ｂ�ｂ�４０Ｂ ４００ ５００ ７００ ８００ １５０ ６５０ ２．５５ ８．００ ２６．０
Ｉ�Ｂ�ｂ�５０Ａ ５００ ５００ ８００ ９００ １５０ ６５０ ２．７０ ９．００ ２６．０
Ｉ�Ｂ�ｂ�５０Ｂ ５００ ６００ ８００１，０００ １５０ ７５０ ３．００ １０．００ ３０．０
備考 １． 延長１０ｍ毎にエラストイト厚１０ｍｍを目地に使用のこと。

２． 車道用は片側側壁に過載荷重による土圧を受ける場合である。

車道用諸数値表

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｈ１ ｈ２ ｈ３ コンクリート（ｍ３）基礎工（ｍ２）型わく（ｍ２）
Ｉ�Ｄ�ａ�５０ ５００ ７００１，０８０１，１８０ １４０ １５０ １５０ ８５０ ４．７０ １１．８０ ３４．３４
Ｉ�Ｄ�ａ�６０Ａ ６００ ６００１，１４０１，２４０ １２０ １５０ １５０ ７５０ ４．２３ １２．４０ ３０．３０
Ｉ�Ｄ�ａ�６０Ｂ ６００ ７００１，１８０１，２８０ １４０ １５０ １５０ ８５０ ４．８５ １２．８０ ３４．３４
Ｉ�Ｄ�ａ�６０Ｃ ６００ ８００１，２２０１，３２０ １６０ １５０ １５０ ９５０ ５．５１ １３．２０ ３８．３８
Ｉ�Ｄ�ａ�７０ ７００ ７００１，２８０１，３８０ １４０ １５０ １５０ ８５０ ５．００ １３．８０ ３４．３４
Ｉ�Ｄ�ａ�８０ ８００ ８００１，４２０１，５２０ １６０ １５０ １５０ ９５０ ５．８１ １５．２０ ３８．３８
Ｉ�Ｄ�ａ�９０ ９００ ９００１，５６０１，６６０ １８０ １８０ ２００１，０８０ ７．１３ １６．６０ ４３．６３
Ｉ�Ｄ�ａ�１００ １，０００１，０００１，７００１，８００ ２００ １８０ ２００１，１８０ ８．０６ １８．００ ４７．６７

歩道用諸数値表

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｈ１ ｈ２ ｈ３ コンクリート（ｍ３）基礎工（ｍ２）型わく（ｍ２）
Ｉ�Ｄ�ｂ�６０Ｃ ６００ ８００１，２２０１，３２０ １６０ １５０ １５０ ９５０ ５．５１ １３．２０ ３８．３８
Ｉ�Ｄ�ｂ�８０ ８００ ８００１，４２０１，５２０ １６０ １５０ １５０ ９５０ ５．８１ １５．２０ ３８．３８
Ｉ�Ｄ�ｂ�９０ ９００ ９００１，５６０１，６６０ １８０ １８０ ２００１，０８０ ７．１３ １６．６０ ４３．６３
Ｉ�Ｄ�ｂ�１００ １，０００１，０００１，７００１，８００ ２００ １８０ ２００１，１８０ ８．０６ １８．００ ４７．６７

１８．４．１



福島県土木部

排水－４

ＩＩ－Ａ－ａ－３０Ａ～５０Ａ ＩＩ－Ｂ－ａ－３０Ａ～５０Ａ

＊車道用・歩道用とも同じ

工 種 記 号 排 水 工 ��
�
�
�������	��

名 称 場所打ち側溝

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｂ４ ｂ５ ｈ２ ｈ３ ｂ４ コンクリート（ｍ３） 基礎工（ｍ２） 型わく（ｍ２）
ＩＩ－Ａ－ａ－３０Ａ ３００ ３００ ４５０ ５００ ― ― １００ ４５０ ― １．１３ ５．００ ９．０
ＩＩ－Ａ－ａ－３０Ｂ ３００ ４００ ４５０ ５００ ― ― １５０ ５５０ ― １．２８ ５．００ １１．０
ＩＩ－Ａ－ａ－４０Ａ ４００ ４００ ５５０ ６５０ ― ― １５０ ５５０ ― １．４３ ６．５０ １１．０
ＩＩ－Ａ－ａ－４０Ｂ ４００ ５００ ５５０ ６５０ ― ― １５０ ６５０ ― １．５８ ６．５０ １３．０
ＩＩ－Ａ－ａ－５０Ａ ５００ ５００ ６５０ ７５０ ― ― １５０ ６５０ ― １．７３ ７．５０ １３．０

ＩＩ－Ｂ－ａ－３０Ａ ３００ ３００ ４５０ ５００ ７０ ８０ １００ ５５０ １００ １．２１ ５．００ １０．４
ＩＩ－Ｂ－ａ－３０Ｂ ３００ ４００ ４５０ ５００ ７０ ８０ １５０ ６５０ １００ １．３６ ５．００ １２．４
ＩＩ－Ｂ－ａ－４０Ａ ４００ ４００ ５５０ ６００ ７０ ８０ １５０ ６５０ １００ １．５１ ６．００ １２．４
ＩＩ－Ｂ－ａ－４０Ｂ ４００ ５００ ５５０ ６００ ７０ ８０ １５０ ７５０ １００ １．６６ ６．００ １４．４
ＩＩ－Ｂ－ａ－５０Ａ ５００ ５００ ６５０ ７００ ７０ ８０ １５０ ７５０ １００ １．８１ ７．００ １４．４

備考 １． 延長１０ｍ毎にエラスタイト厚１０ｍｍを目地に使用のこと。
２． 片側側壁に過載荷重による土圧を受ける場合である。
３． 上記材料表は減少を考慮していないので設計にあたっては考慮のこと。

材料減少量 （１０ｍ当り）

ｈ１ ｈ２
材 料

こう配 コンクリート（ｍ３） 基礎工（ｍ２）

１５０ １５０
１：０．２ ０．０２３ ０．４５０
１：０．３ ０．０３４ ０．６７５
１：０．４ ０．０４５ ０．９００

１８．４．１



福島県土木部排水－５

ＩＩ－Ｃ－ａ－５０～１００ ＩＩ－Ｄ－ａ－５０～１００

＊車道用・歩道用ともに適用

工 種 記 号 排 水 工 ��
�
�
������	��

名 称 場所打ち側溝

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４ コンクリート（ｍ３） 基礎工（ｍ２） 型わく（ｍ２）
ＩＩ－Ｃ－ａ－５０ ５００ ７００ ７９０ ８４０ １４０ ― ― １５０ １５０ ８５０ ― ２．７３ ８．４０ １７．１７
ＩＩ－Ｃ－ａ－６０Ａ ６００ ６００ ８７０ ９２０ １２０ ― ― １５０ １５０ ７５０ ― ２．５７ ９．２０ １５．１５
ＩＩ－Ｃ－ａ－６０Ｂ ６００ ７００ ８９０ ９４０ １４０ ― ― １５０ １５０ ８５０ ― ２．８８ ９．４０ １７．１７
ＩＩ－Ｃ－ａ－６０Ｃ ６００ ８００ ９１０ ９６０ １６０ ― ― １５０ １５０ ９５０ ― ３．２１ ９．６０ １９．１９
ＩＩ－Ｃ－ａ－７０ ７００ ７００ ９９０ １，０４０ １４０ ― ― １５０ １５０ ８５０ ― ３．０３ １０．４０ １７．１７
ＩＩ－Ｃ－ａ－８０ ８００ ８００ １，１１０ １，１６０ １６０ ― ― １５０ １５０ ９５０ ― ３．５１ １１．６０ １９．１９
ＩＩ－Ｃ－ａ－９０ ９００ ９００ １，２３０ １，２８０ １８０ ― ― １８０ ２００ １，０８０ ― ４．３７ １２．８０ ２１．８１
ＩＩ－Ｃ－ａ－１００ １．０００ １，０００ １，３５０ １，４００ ２００ ― ― １８０ ２００ １，１８０ ― ４．９３ １４．００ ２３．８３

ＩＩ－Ｄ－ａ－５０ ５００ ７００ ７９０ ８４０ １４０ ７０ ８０ １５０ １５０ ９５０ １００ ２．８１ ８．４０ １９．１７
ＩＩ－Ｄ－ａ－６０Ａ ６００ ６００ ８７０ ９２０ １２０ ７０ ８０ １５０ １５０ ８５０ １００ ２．６５ ９．２０ １７．１５
ＩＩ－Ｄ－ａ－６０Ｂ ６００ ７００ ８９０ ９４０ １４０ ７０ ８０ １５０ １５０ ９５０ １００ ２．９６ ９．４０ １９．１７
ＩＩ－Ｄ－ａ－６０Ｃ ６００ ８００ ９１０ ９６０ １６０ ７０ ８０ １５０ １５０ １，０５０ １００ ３．２９ ９．６０ ２１．１９
ＩＩ－Ｄ－ａ－７０ ７００ ７００ ９９０ １，０４０ １４０ ７０ ８０ １５０ １５０ ９５０ １００ ３．１１ １０．４０ １９．１７
ＩＩ－Ｄ－ａ－８０ ８００ ８００ １，１１０ １，１６０ １６０ ７０ ８０ １５０ １５０ １，０５０ １００ ３．５９ １１．６０ ２１．１９
ＩＩ－Ｄ－ａ－９０ ９００ ９００ １，２３０ １，２８０ １８０ ７０ ８０ １８０ ２００ １，１８０ １００ ４．４５ １２．８０ ２３．８１
ＩＩ－Ｄ－ａ－１００ １．０００ １，０００ １，３５０ １，４００ ２００ ７０ ８０ １８０ ２００ １，２８０ １００ ５．０１ １４．００ ２５．８３

備考 １． 延長１０ｍ毎にエラスタイト厚１０ｍｍを目地に使用のこと。
２． 片側側壁に過載荷重による土圧を受ける場合である。
３． 上記材料表は減少を考慮していないので設計にあたっては考慮のこと。

材料減少量 （１０ｍ当り）

ｈ１ ｈ２
材 料

こう配
コンクリート
（ｍ３）

基礎工
（ｍ２）

１５０ １５０
１：０．２ ０．０２３ ０．４５０
１：０．３ ０．０３４ ０．６７５
１：０．４ ０．０４５ ０．９００

１８０ ２００
１：０．２ ０．０３２ ０．５６０
１：０．３ ０．０４９ ０．８４０
１：０．４ ０．０６５ １．１２０

１８．４．１



福島県土木部

排水－６

工 種 記 号 排 水 工 凡例・部材リスト一覧表

名 称 歩車道境界ブロック
人にやさしいまちづくり用ブロック

型
歩
道

マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ

ＩＩ－Ｅ－ａ－Ｍ１

歩車道境界標準ブロック

ＩＩ－Ｅ－ａ－Ｍ２

歩車道境界ブロック切下げ

フ
ラ
ッ
ト
型
歩
道

ＩＩ－Ｆ－ａ－３００Ｒ，ＩＩ－Ｆ－ａ－２５０Ｒ

歩車道境界標準ブロック

ＩＩ－Ｆ－ａ－２００Ｒ，ＩＩ－Ｆ－ａ－１５０Ｒ

歩車道境界ブロック切下げ

乗
り
入
れ
用
ブ
ロ
ッ
ク

ＩＩ－Ｈ－ａ－７００

歩行者動線用乗り入れブロック
Ａ 標準

Ｌ＝１．２標準

Ｌ＝０．６まで生産可 （受注品）

ＩＩ－Ｈ－ｒ－７００

歩行者動線用乗り入れブロック （Ｒ物）
Ａ 標準 ２．０～６．０ＭＲとする

ＩＩ－Ｅ－ａ－Ｄ５

一般出入口用乗り入れブロック
マウントアップ型・半フラット型歩道

集
水
桝

ＩＩ－Ｈ－ｂ－７００

歩行者動線用集水桝

１７．４．１

230001
線

230001
線

230001
線

230001
線

230001
線

230001
線

230001
テキストボックス
H29.4削除

230001
テキストボックス
H29.4削除

230001
テキストボックス
H29.4削除



福島県土木部排水－７

工 種 記 号

名 称

（歩車道境界ブロック）
排水－ ７　削除
排水－ ８　削除
排水－ ９　削除
排水－10　削除【H29.4.1】
排水－11　削除【H29.4.1】
排水－12　削除【H29.4.1】

１７．４．１



福島県土木部

排水－１３

工 種 記 号 排 水 工 ����������

名 称 歩車道境界ブロック 福島県型及びＪＩＳ型

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

ブロックの呼び名・重量
Ａ Ｂ Ｄ Ｈ Ｌ 基礎工（ｍ２）ブロック（個） 敷モルタル（ｍ３） 目地モルタル（ｍ３）

ＩＩ－Ｆ－ａ－３００Ｒ １８０ ２３０ ４３０ ２００ ６００ ４．３０ 16.5(5.0) ０．０９９ ０．００５
福島県３００型 ９０ｋｇ／個（３００ｋｇ／個）
ＪＩＳ３００型 ９１ｋｇ／個（３０３ｋｇ／個）

備考 目地間隔を５ｍｍとして計上した。
※適用にあたっての注意事項
歩車道境界ブロック （Ｈ＝３００、両面Ｒ型） については、 性能が同じで形状が若干違う 「福島県型」・「ＪＩＳ型」の２種類が市場に流通していることから、 下記のとおり取

り扱うこととする。
１ 「福島県型」、「ＪＩＳ型」 のどちらを適用してもよい。
２ 基礎工、 敷モルタルの幅は、 「福島県型」、「ＪＩＳ型」どちらの適用に関わらず、 「福島県型」 の下幅 （Ｂ＝２３０ｍｍ）により設計するものとする。

呼 び 名
寸 法 （ｍｍ）

ａ ｂ ｈ ｈ１ ｈ２ ｒ �

歩車道境界ブロックＣｒ

福島県型 １８０ ２３０ ３００ ２５０ ５０ ３０
（２，０００）
（１，０００）
６００

ＪＩＳ型 １８０ ２４０ ３００ ３００ ０ ３０
（２，０００）
（１，０００）
６００

製品寸法の許容差 ±２ ±３ ±３ － － － （±５）
±３

１８．４．１



福島県土木部排水－１３－１

工 種 記 号 排 水 工 ����������

名 称 歩車道境界ブロック ＪＩＳ型

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ａ Ｂ Ｄ ｈ Ｈ Ｌ 基礎工（ｍ２）ブロック（個） 敷モルタル（ｍ３） 目地モルタル（ｍ３）
ＩＩ－Ｆ－ａ－２５０Ｒ １８０ ２３０ ４３０ ２５０ １５０ ６００ ４．３０ １６．５（５．０） ０．０９９ ０．００４

ブロックの呼び名・重量

両面Ｂ２５０Ｒ型　７４ｋｇ／個（２４６ｋｇ／個）
備考 目地間隔を５ｍｍとして計上した。

呼 び 名
寸 法 （ｍｍ）

ａ ｂ ｈ ｒ �

両面歩車道境界ブロック Ｂｒ １８０ ２３０ ２５０ ３０
（２，０００）
（１，０００）
６００

製品寸法の許容差 ±２ ±３ ±３ － （±５）
±３

１８．４．１



福島県土木部

排水－１４

工 種 記 号 排 水 工 ����������	
���

名 称 歩車道境界ブロック切下げ
横断歩道接続部一般出入口部等

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

ブロックの呼び名・重量
Ａ Ｂ Ｄ ｈ Ｈ Ｌ 基礎工（ｍ２）ブロック（個） 敷モルタル（ｍ３） 目地モルタル（ｍ３）

ＩＩ－Ｆ－ａ－１５０Ｒ １８０ ２２０ ３８０ ２５０ １５０ ６００ ３．８０ １６．５ ０．０９９ ０．００４ ５９ｋｇ／個

ＩＩ－Ｆ－ａ－２００Ｒ １８０ ２２０ ３８０ ３００ ２００ ６００ ３．８０ １６．５ ０．０９９ ０．００５ ７８ｋｇ／個

備考 １．目地間隔を５ｍｍとして計上した。
２．基礎工の数量については、 舗装構成の厚さにより変わります。

１８．４．１



福島県土木部排水 － 15

工 種 記 号

名 称

（歩行者同線用乗り入れブロック・集水桝）
排水－ 15　削除【H29.4.1】
排水－ 16　削除【H29.4.1】
排水－ 17　削除【H29.4.1】



福島県土木部

排水－１８

※ 場所打ちコンクリートの勾配は、 排水量、 排水方法、 前後の状況等を
考慮して、 決定すること。 （２％、６％、 １０％等）

工 種 記 号 排 水 工 ����������	�


名 称
旧マウントアップ型
歩車道境界ブロック （ＪＩＳ型）

数値表

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） ブロック

の 種 類Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｈ１ ｈ２

材 料 表 （ １ ０ｍ当り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　コンクリート（ｍ３）　　 基礎工（ｍ２）　 型わく（ｍ２） 　　　ブロック（個） 敷モルタル（ｍ３） 　　目地モルタル（ｍ３）

ＩＩ－Ｅ－ａ－３０Ａ ３００ １５０ ４６５ ２９５ ６５０ ２００ １１０ Ａ ０．２８２ ６．５０ １．１０ Ａ１６．５（５．０） ０．０６６ ０．００３

ＩＩ－Ｅ－ａ－３０Ｂ ３００ ２００ ５００ ２９５ ７００ ２５０ １１０ Ｂ ７．００ １．１０ Ｂ１６．５（５．０） ０．００４

ＩＩ－Ｅ－ａ－３０Ｃ ３００ ２５０ ５０５ ２９５ ７００ ３００ １１０ Ｃ ７．００ １．１０ Ｃ１６．５（５．０） ０．００５

ＩＩ－Ｅ－ａ－４０Ａ ４００ １５０ ５６５ ３９５ ７５０ ２００ １２０ Ａ ７．５０ １．２０ Ａ１６．５（５．０） ０．００３

ＩＩ－Ｅ－ａ－４０Ｂ ４００ ２００ ６００ ３９５ ８００ ２５０ １２０ Ｂ ８．００ １．２０ Ｂ１６．５（５．０） ０．００４

ＩＩ－Ｅ－ａ－４０Ｃ ４００ ２５０ ６０５ ３９５ ８００ ３００ １２０ Ｃ ８．００ １．２０ Ｃ１６．５（５．０） ０．００５

ＩＩ－Ｅ－ａ－５０Ａ ５００ １５０ ６６５ ４９５ ８５０ ２００ １３０ Ａ ８．５０ １．３０ Ａ１６．５（５．０） ０．００３

ＩＩ－Ｅ－ａ－５０Ｂ ５００ ２００ ７００ ４９５ ９００ ２５０ １３０ Ｂ ９．００ １．３０ Ｂ１６．５（５．０） ０．００４

ＩＩ－Ｅ－ａ－５０Ｃ ５００ ２５０ ７０５ ４９５ ９００ ３００ １３０ Ｃ

０．２８２

０．２８２

０．３９６

０．３９６

０．３９６

０．５３１

０．５２１

０．５２１ ９．００ １．３０ Ｃ１６．５（５．０）

０．０７５

０．０７８

０．０６６

０．０７５

０．０７８

０．０６６

０．０７５

０．０７８ ０．００５

備考 目地間隔を５ｍｍとして計上した。

（単位：ｍｍ）

製品寸法の許容差
ａ ｂ,ｈ及び�

±２ ±３（±５）

呼 び 名
寸 法 （ｍｍ）

ａ ｂ ｈ ｒ �

歩 車 道

境界ブロック

Ａ １５０ １７０ ２００ ２０ （１，０００）
６００

Ｂ １８０ ２０５ ２５０ ３０
（２，０００）
（１，０００）
６００

Ｃ １８０ ２１０ ３００ ３０
（２，０００）
（１，０００）
６００

１８．４．１



福島県土木部排水－１９

※ 場所打ちコンクリートの勾配は、 排水量、 排水方法、 前後の状況等を
考慮して、 決定すること。 （２％、６％、 １０％等）

工 種 記 号 排 水 工 �����������	���

名 称 旧マウントアップ型
歩車道境界ブロック切下げ型 （歩道部）

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｈ１ コンクリート（ｍ３） 基礎工（ｍ２） 型枠（ｍ２） ブロック（個） 敷モルタル（ｍ３）

ＩＩ－Ｅ－ａ－３０Ｄ３ ０．２８５ ７．００ １．１０ １６．５ ０．０７８

ＩＩ－Ｅ－ａ－４０Ｄ３ ８．００ １．２０ １６．５ ０．０７８

ＩＩ－Ｅ－ａ－５０Ｄ３

３００ ５００ ２９０ ７００ １１０

４００ ６００ ３９０ ８００      １２０

５００ ７００ ４９０ ９００      １３０

０．４００

０．５２５ ９．００ １．３０ １６．５ ０．０７８

備考 埋め込み深さ１００ｍｍの場合は高さ１５０ｍｍのブロックを使用する。
製品寸法の許容差は一般部に使用されるブロックに準ずる。

ブロック
重 量 表

Ｄ３型 ２８ｋｇ
Ｄ４型 ５７ｋｇ

１８．４．１



福島県土木部

排水－２０

※ 場所打ちコンクリートの勾配は、 排水量、 排水方法、 前後の状況等を
考慮して、 決定すること。 （２％、６％、 １０％等）

工 種 記 号 排 水 工 �����������	���

名 称 旧マウントアップ型
歩車道境界ブロック切下げ型 （車道部）

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

Ｂ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｈ１ コンクリート（ｍ３） 基礎工（ｍ２） 型枠（ｍ２） ブロック（個） 敷モルタル（ｍ３）

０．５６０ ７．００ ２．１０ １６．５ ０．０７８

８．００ ２．２０ １６．５ ０．０７８

ＩＩ－Ｅ－ｂ－３０Ｄ３

ＩＩ－Ｅ－ｂ－４０Ｄ３

ＩＩ－Ｅ－ｂ－５０Ｄ３

３００ ５００ ２９０ ７００ １１０

４００ ６００ ３９０ ８００ １２０

５００ ７００ ４９０ ９００ １３０

０．７２５

０．９００ ９．００ ２．３０ １６．５ ０．０７８

備考 埋め込み深さ１００ｍｍの場合は高さ１５０ｍｍのブロックを使用する。
製品寸法の許容差は一般部に使用されるブロックに準ずる。

ブロック
重 量 表

Ｄ３型 ２８ｋｇ
Ｄ４型 ５７ｋｇ

１８．４．１



福島県土木部排水－２１

工 種 記 号 排 水 工 ����������	�

名 称 Ｌ型排水溝ＪＩＳ型

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

１個当り重量（ｋｇ） ブロック種類
Ｂ Ｈ ｂ２ ｂ３ ｈ１ ｈ２ Ｌ 基礎工（ｍ２） 　　　側こう（個） 　　敷モルタル（ｍ３） 　目地モルタル（ｍ３）

ＩＩ－Ｇ－ａ－２５Ａ ８０ ― ５．５０ １６．５ ０．１３５ ０．０３ ４９ ２５０Ａ

ＩＩ－Ｇ－ａ－２５Ｂ ８０ ６．５０ １６．５ ０．１６５ ０．０３ ６１ ２５０Ｂ

ＩＩ－Ｇ－ａ－３０ ８５ ７．００ １６．５ ０．１８０ ０．０４ ６８ ３００

ＩＩ－Ｇ－ａ－３５

２５０ １００ ５５０ ― ２

５０ １００ ６５０ １００３

００ １００ ７００ １００３

５０ １００ ７５０ １００ ９０

６００

８５ ６００

９０ ６００

９５ ６００ ７．５０ １６．５ ０．１９５ ０．０４ ７５ ３５０

製品寸法の
許 容 差

　　　　　　（単位：ｍｍ）

ｂ、ｄ、ｆ 　ｇ、ｉ、 �
±２ ±３

ＪＩＳＡ５３７２の附属書５に準ずる。

呼 び 名
寸 法 （ｍｍ）

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｌ

鉄 筋
コンクリート
Ｌ 型

２５０Ａ ２５０ １００ ― ３５０ ５５ １００ １５５ ８０ ― ６００
２５０Ｂ ２５０ １００ １００ ４５０ ５５ １００ １５５ ８０ ８５ ６００
３００ ３００ １００ １００ ５００ ５５ １００ １５５ ８５ ９０ ６００
３５０ ３５０ １００ １００ ５５０ ５５ １００ １５５ ９０ ９５ ６００

１８．４．１



福島県土木部

排水－２２

ＪＩＳＡ５３７２の附属書５に準ずる。

工 種 記 号 排 水 工 ����������
�
	

名 称 上ぶた式Ｕ型側溝 １種２種 （ＪＩＳ型）

記 号
側溝寸法表（単位：ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り） 側溝１個

当り重量
（ｋｇ）Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ６ ｈ１ ｈ２ Ｌ 基礎工

（ｍ２）
モルタル（ｍ２） 側こう

（個）敷モルタル 目地モルタル

Ⅲ�Ａ�ａ�２４ 　２４０   ２４０   ３３０    ４５      ２２０     ５０     ４００    ５０     ２９０ 4.00 0.09 ０．００３ １６．５
（１０．０） ５３

Ⅲ�Ａ�ａ�３０Ｂ ３００   ３００  ４００    ５０       ２６０     ６０     ５００    ６０      ３６０ ０．００５ １６．５
（１０．０） ７９

Ⅲ�Ａ�ａ�３６Ｂ ３６０   ３６０  ４６０    ５０      ３１０      ６５     ５５０    ６５      ４２５ ０．００６ １６．５
（１０．０） １００

Ⅲ�Ａ�ａ�４５       ４５０   ４５０  ５６０    ５５      ４００     ７０     ６００     ７０     ５２０ ０．００８ １６．５
（１０．０） １８９

Ⅲ�Ａ�ａ�６０       ６００  ６００  ７４０    ７０       ５４０    ８０     ８００     ８０      ６８０ ０．０１２ １６．５
（１０．０） ２１１

備考 目地間隔を ５ｍｍとして計上した。

製品寸法の許容差

Ｂ，Ｈ及びｂ２ ±２ｍｍ

ｂ３，ｂ４，ｈ１及びＬ ±３ｍｍ

寸法の許容差
幅及び長さ ±３ｍｍ
厚 さ ±２ｍｍ

記 号 種類 呼び名
１枚当り重量

（ｋｇ）ｂ ｂ１ ｔ １ｔ ２ｔ � ｒ（２）　　ｂ２
（２）

Ⅶ-Ｃ-ｄ-２４

１種

２４０ ３３０ ５０ ４５ ４０ ５
６００
（５００） １５ ９０ ２１

Ⅶ-Ｃ-ｄ-３０ ３００ ４００ ５５ ６０ ５０ １０ ６００
（５００） １５ １００ ３４

Ⅶ-Ｃ-ｄ-３６ ３６０ ４６０ ５５ ６５ ５５ １０ ６００
（５００） １８ １２０ ４３

Ⅶ-Ｃ-ｄ-４５ ４５０ ５６０ ６０ ７０ ６０ １０ ６００
（５００） １８ １２０ ５６

Ⅶ-Ｃ-ｄ-６０ ６００ ７４０ ７５ ７５ ６５ １０ ６００
（５００） １８ １５０ ８０

Ⅶ-Ｃ-e-２４

２種

２４０ ３３０ ５０ １００ ８５ １５ ６００
（５００） １５ ９０ ４７

Ⅶ-Ｃ-e-３０ ３００ ４００ ５５ １００ ８５ １５ ６００
（５００） １５ １００ ５７

Ⅶ-Ｃ-e-３６ ３６０ ４６０ ５５ １００ ８５ １５ ６００
（５００） １８ １２０ ６５

Ⅶ-Ｃ-e-４５ ４５０ ５６０ ６０ １２０ １００ ２０ ６００
（５００） １８ １２０ ９６

Ⅶ-Ｃ-e-６０ ６００ ７４０ ７５ １５０ １３０ ２０ ６００
（５００） １８ １５０ １６０

備考 １．１種は輪荷重を受けないもの。
２．２種は４０ｋＮの輪荷重に耐えるもの。

主として歩道に設置するもの １ 種

車両 （後輪一輪３２ｋＮ以下） が隣接して走
行することはまれで， 走行することがあっ
ても一時待避などで低速で走行するような
場所に， 車道に平行して設置するもの

２ 種

１８．４．１

寸　法　（mm）

(1,000)
600

(1,000)
600

(1,000)
600

(1,000)
600

(1,000)
600

5.00 0.12

5.50 0.135

6.00 0.15

8.00 0.21



福島県土木部排水－ 23

工 種 記 号 排 水 工 �����������
	�
��������

名 称 普通型側溝及び普通型側溝用ふた

�

23.４.１



福島県土木部

排水－２４

ＪＩＳＡ５３７２の附属書６に準ずる。

工 種 記 号 排 水 工 ������������

名 称 ベンチフリューム

内断面深さ
許容差 （ｍｍ）

幅 深 厚 長
～３００ ±３ ±２ ±２ ±５

３５０～５５０ ±５ ±３
＋３
－２

±５

６００～ ±７ ±５
＋５
－２

±５

記 号
寸 法 表 （単位：ｍｍ） 材　　　料　　　表　（１０ｍ当り）

Ａ ａ１ ａ２ Ｂ ｂ２ Ｈ ｈ１ ｂ３，ｈ２ ｈ３ ｈ４ Ｌ 　基礎工（ｍ２） 　　敷モルタル（ｍ３） 　目 地 モ ル タ ル （ ｍ３） 　　側こう（個）

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－２０ ２００ ３０ １０ １７０ ４００ １５０ １００ ３５ ２５ １８５ ２，０００ ４．００ ０．０９０ ０．０００５ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－２５ ２５０ ３０ １０ ２１５ ４５０ １７５ １００ ３５ ３０ ２１０ ２，０００ ４．５０ ０．１０５ ０．０００６ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－３０ ３００ ３０ １０ ２６０ ５００ ２００ １００ ４０ ３０ ２４０ ２，０００ ５．００ ０．１２０ ０．０００７ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－３５ ３５０ ３５ １０ ３００ ５５０ ２３５ １００ ４５ ３５ ２８０ ２，０００ ５．５０ ０．１３５ ０．００１０ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－４０ ４００ ４０ １５ ３４５ ６００ ２６０ １００ ５０ ４０ ３１０ ２，０００ ６．００ ０．１５０ ０．００１２ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－４５ ４５０ ４０ １５ ３９０ ６００ ２９５ １００ ５０ ４０ ３４５ ２，０００ ６．００ ０．１５０ ０．００１３ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－５０ ５００ ４５ １５ ４３５ ６５０ ３２０ １００ ５５ ４５ ３７５ ２，０００ ６．５０ ０．１６５ ０．００１６ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－６０ ６００ ４５ － ５２０ ７５０ ３８０ １００ ６０ － ４４０ ２，０００ ７．５０ ０．１９５ ０．００２１ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－７０ ７００ ５０ － ６１０ ８５０ ４４０ １５０ ７０ － ５１０ ２，０００ ８．５０ ０．２２５ ０．００２７ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－８０ ８００ ５０ － ６９５ ９５０ ４９０ １５０ ７５ － ５６５ ２，０００ ９．５０ ０．２５５ ０．００３２ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－９０ ９００ ５５ － ７８５ １，０５０ ５５０ １５０ ８５ － ６３５ ２，０００ １０．５０ ０．２８５ ０．００４０ ５．０

ＩＩＩ－Ａ－ｇ－１００ １，０００ ５５ － ８７５ １，１５０ ６００ １５０ ９０ － ６９０ ２，０００ １１．５０ ０．３１５ ０．００４６ ５．０

備考 １．目地モルタルは目地間隔５ｍｍとして計算した。

１８．４．１



福島県土木部排水－２５

工 種 記 号 排 水 工 �������������	

������������

名 称 落ちふた式Ｕ型側溝 １種 （ＪＩＳ型）

側溝本体

記 号 種類 呼び名
寸 法 （ｍｍ）

ａ ｂ ｃ ｄ ｄ’ ｅ ｆ ｈ ｔ ｔ’ ｒ Ｌ ｙ

１種

２５０ ２５０ ２３０ ２５０ ４０ ５５ ５５ ５５ ２０ ９０ １２０ ５０ ２，０００ ５００
３００Ａ ３００ ２８０ ３００ ４０ ５５ ６０ ６０ ２０ ９５ １２０ ５０ ２，０００ ５６０
３００Ｂ ３００ ２７０ ４００ ４０ ５５ ６５ ６５ ２０ ９５ １２０ ５０ ２，０００ ５６０
３００Ｃ ３００ ２６０ ５００ ４０ ５５ ７０ ７０ ２０ ９５ １２０ ５０ ２，０００ ５６０
４００Ａ ４００ ３７０ ４００ ４０ ５５ ６５ ６５ ２０ １１０ １３５ ５０ ２，０００ ６６０
４００Ｂ ４００ ３６０ ５００ ４０ ５５ ７０ ７０ ２０ １１０ １３５ ５０ ２，０００ ６６０
５００Ａ ５００ ４６０ ５００ ４５ ６０ ７０ ７０ ２０ １２５ １５０ ５０ ２，０００ ７６０

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－２５０

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－３００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－３００Ｂ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－３００Ｃ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－４００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－４００Ｂ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－５００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－５００Ｂ ５００Ｂ ５００ ４５０ ６００ ４５ ６０ ７５ ７５ ２０ １２５ １５０ ５０ ２，０００ ７６０
許容差 ±３ － ±３ － ±６

記 号
材 料 表 （１０ｍ当り） 側溝１個（２ｍ）

当りの重量切込砕石（ｍ２） 敷モルタル（ｍ３） 目地モルタル（ｍ３） 側こう（個）
５．００ ０．０９０ ０．００１ ５．０ ２９０（ｋｇ）
５．６０ ０．１０８ ０．００２ ５．０ ３４８
５．６０ ０．１０８ ０．００２ ５．０ ４２０
５．６０ ０．１０８ ０．００２ ５．０ ４９７
６．６０ ０．１３８ ０．００２ ５．０ ４５７
６．６０ ０．１３８ ０．００３ ５．０ ５３６
７．６０ ０．１６８ ０．００３ ５．０ ５９４

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－２５０

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－３００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－３００Ｂ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－３００Ｃ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－４００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－４００Ｂ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－５００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｈ－５００Ｂ ７．６０ ０．１６８ ０．００３ ５．０ ６８０

蓋

記 号 種類 呼び名 標準重量

ＶＩＩ－Ｃ－ｆ－２５０

１種

２５０ ３６２ ５０ ９０ ５５ ３５ ５００ ２９

ＶＩＩ－Ｃ－ｆ－３００ ３００ ４１２ ５１ ９５ ５５ ４０ ５００ ３３

ＶＩＩ－Ｃ－ｆ－４００ ４００ ５１２ ５１ １１０ ６５ ４５ ５００ ４７

ＶＩＩ－Ｃ－ｆ－５００ ５００ ６２２ ５６ １２５ ７５ ５０ ５００ ６５
許容差 ±３ － ±３ － － ±３ －

主として歩道に設置するもの １ 種

ＪＩＳＡ５３７２の附属書５に準ずる。

１８．４．１



福島県土木部

排水－２６

工 種 記 号 排 水 工 �������������	

������������

名　　　称 落ちふた式Ｕ型側溝 ３種 （ＪＩＳ型）

側溝本体

記 号 種類 呼び名
寸 法 （ｍｍ）

ａ ｂ ｃ ｄ ｄ’ ｅ ｆ ｈ ｔ ｔ’ ｒ Ｌ ｙ

３種

２５０ ２５０ ２３０ ２５０ ４５ ５５ ６５ ６５ ３０ ９０ １２０ ５０ ２，０００ ５００
３００Ａ ３００ ２８０ ３００ ５０ ５５ ７０ ７０ ３０ ９５ １４０ ５０ ２，０００ ５６０
３００Ｂ ３００ ２７０ ４００ ５０ ５５ ７０ ７０ ４０ ９５ １４０ ５０ ２，０００ ５３０
３００Ｃ ３００ ２６０ ５００ ５０ ５５ ８０ ８０ ４０ ９５ １４０ ５０ ２，０００ ５４０
４００Ａ ４００ ３７０ ４００ ５５ ５５ ７０ ７０ ４０ １１０ １４０ ５０ ２，０００ ６３０
４００Ｂ ４００ ３６０ ５００ ５５ ５５ ８０ ８０ ４０ １１０ １４０ ５０ ２，０００ ６４０
５００Ａ ５００ ４６０ ５００ ６０ ６０ ８０ ８０ ４０ １２５ １５５ ５０ ２，０００ ７４０

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－２５０

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－３００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－３００Ｂ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－３００Ｃ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－４００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－４００Ｂ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－５００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－５００Ｂ ５００Ｂ ５００ ４５０ ６００ ６０ ６０ ９０ ９０ ４０ １２５ １７５ ５０ ２，０００ ７５０
許容差 ±３ － ±３ － ±６

蓋 （単位：ｍｍ）

記 号 種類 呼び名
寸 法 標準重量

ＶＩＩ－Ｃ－ｇ－２５０

３種

２５０ ３６２ ３５２ ９０ ５００ ３７

ＶＩＩ－Ｃ－ｇ－３００ ３００ ４１２ ４０２ ９５ ５００ ４５

ＶＩＩ－Ｃ－ｇ－４００ ６５

ＶＩＩ－Ｃ－ｇ－５００ ９１

       ４００ ５１２ ５０２ １１０ ５００ 

       ５００ ６２２ ６１２ １２５ ５００

許容差 ±３ － ±３  ±３ －

記 号 側溝１個（２ｍ）

当りの重量

材料表（１０ｍ当り）

切込砕石（ｍ２） 敷モルタル（ｍ３） 目地モルタル（ｍ３） 側こう（個）

５．００ ０．０９０ ０．００２ ５．０ ３３３（ｋｇ）

０．１０８ ０．００２ ５．０ ４１９

０．０９９ ０．００２ ５．０ ４７２

０．１０２ ０．００３ ５．０ ５８５

０．１２９ ０．００３ ５．０ ５１６

０．１３２ ０．００３ ５．０ ６３４

０．１６２ ０．００４ ５．０ ７００

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－２５０

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－３００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－３００Ｂ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－３００Ｃ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－４００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－４００Ｂ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－５００Ａ

ＩＩＩ－Ａ－ｉ－５００Ｂ

５．６０

５．３０

５．４０

６．３０

６．４０

７．４０

７．５０ ０．１６５ ０．００４ ５．０ ８４９

車両 （後輪一輪５０ｋＮ以下） が隣接して走
行することはまれで， 走行することがあっ
ても一時待避などで低速で走行するような
場所に， 車道に平行して設置するもの

３ 種

ＪＩＳＡ５３７２の附属書５に準ずる。

１８．４．１

ｂ  ｂ１  ｔ  Ｌ （ｋｇ/枚）



福島県土木部排水－２７

１． 適用範囲

安全かつ安定した品質のグレーチングを供給することを目的とし， 福島県土木部で使用するグレーチングについて適用する。

２． 構造

主部材 （スベリ止メ） と横部材を格子に組み， 全交点電気圧接したものを使用し， 車椅子・自転車等の安全性に配慮し横部材ピッチを５０ｍｍとする。

細目を使用する場合も安全性に配慮しスベリ止メとする。

３． 使用材料 （主部材）

ＪＩＳＧ３１０１（一般構造用圧延鋼材） の２種 （ＳＳ４００）または， これと同等のものを使用する。

４． 溶融亜鉛めっき

(1)

(2)

溶融亜鉛めっきの種類 グレーチングの表面は， 防食の目的で ＪＩＳＨ８６４１（溶融亜鉛めっき） ２種 ４５（ＨＤＺ４５）を施す。

品質 めっき面は， 実用的になめらかで不めっきその他使用上有害な欠陥があってはならない。

付着量は次表による。

(3)　 検査 付着量の検査は ＪＩＳＨ４０１（溶融亜鉛めっき試験方法） により行う。

工 種 記 号 排 水 工 ��
�
�
�
�
�
���	
�			

名 称 グレーチング 標準仕様

類 記 号 付着量（ｇ/ｍ２） 膜 厚種

２種 ４５ ＨＤＺ４５ ４５０以上 ６３�以上

主部材寸法 主部材ピッチ 横部材ピッチ

３０．０ ５０．０

５０．０

５０．０

５０．０

５０．０

Ｆ－１９×３　　　　　　スベリ止メ

Ｉ－２５×５×３ スベリ止メ

Ｉ－３２×５×３ スベリ止メ

Ｉ－３８×５×３ スベリ止メ

Ｉ－４４×５×３ スベリ止メ

Ｉ－５０×７×４ スベリ止メ

３０．０

３０．０

３０．０

３０．０

３５．３ ５０．０

主部材寸法 主部材ピッチ 横部材ピッチ

３５．３ ５０．０

５０．０

５０．０

５０．０

５０．０

Ｉ－５５×７×４ スベリ止メ

Ｉ－６０×７×４ スベリ止メ

Ｉ－６５×７×４ スベリ止メ

Ｉ－７５×７×４ スベリ止メ

Ｉ－９０×７×４ スベリ止メ

Ｉ－１００×７×４ 　スベリ止メ

３５．３

３５．３

３５．３

３５．３

３５．３ ５０．０

１７．４．１



福島県土木部

排水－２８

５．型式選定

� 型式選定 ※Ｃ，Ｄは側溝， Ｅは横断溝扱いとする。

� 車両進行方向

� 荷重 道路橋示方書抜粋

� 衝撃係数 基本的には， 横断溝の場合ｉ＝０．４，側溝の場合ｉ＝０とし， 集排水ますは， 横断溝と同じ方向にグレーチングを設置する。

� 許容応力 約 １８ｋＮ/ｃｍ２とする。

工 種 記 号 排 水 工 ��
�
�
�
�
�
���	
�			

名 称 グレーチング 標準仕様

県記号 使用目的 荷 重 ス パ ン 衝撃係数
許容応力
（ｋＮ／ｃｍ２）

Ａ 側 溝 Ｔ－２５，Ｔ－２ みぞ幅 ０ 約１８
Ｂ 横 断 溝 Ｔ－２５ みぞ幅＋５０ｍｍ ０．４ 約１８
Ｃ 落蓋型側溝 Ｔ－２５，Ｔ－２ かさ上げ材の内側間隔 ０ 約１８
Ｄ Ｕ字溝型側溝 Ｔ－２， 歩道用 （５ｋＮ／ｍ２） みぞ幅＋２０ｍｍ ０ 約１８
Ｅ 集排水ます Ｔ－２５，Ｔ－２ 開口寸法 ０ 約１８

種別
総重量

（ｔ）

後輪一輪荷重

（ｋＮ）

衝撃を考慮した荷重

（ｋＮ）

車輪接地面積

ａ（ｃｍ）×ｂ（ｃｍ）

Ｔ－２５ ２５ １００ １４０ ２０×５０

Ｔ－２ ２ ８ ２０×１６

歩道

１１．２

５ｋＮｍ２の等分布荷重

１７．４．１



福島県土木部排水－２９

６．強度計算

� 構造のモデル化および載荷要領

� 荷重の計算

イ） 単位面積当りの荷重：Ｗ（ｋＮ／ｃｍ２）

� �
������

�
�
��

�

ロ） 主部材１本にかかる荷重：Ｗ（ｋＮ）

ケース� � ��������	��� ケース� � ������

�����	�����

工 種 記 号 排 水 工 ��
�
�
�
�
�
���	
�			

名 称 グレーチング 標準仕様

ｗ：荷重

�：スパン

ａ：係数�
��

�
�
���
���

ｗ：後輪一輪の荷重

ｉ：衝撃係数 （０ｏｒ０．４）

�
�
��

�：車輪接地面積 （ｃｍ２）

ｗ：単位面積当りの荷重 （ｋＮ／ｃｍ２）

Ｐ：主部材のピッチ

���	���：荷重の分布幅 （ｃｍ）

�：スパン （ｃｍ）

１７．４．１



福島県土木部

排水－３０

ハ） 曲げモーメント：Ｍ（ｋＮ・ｃｍ）

ケース（Ａ） ケース（Ｂ）

��
��������

�
��

��

�

ニ） 応力：�（ｋＮ／ｃｍ２）

��
�

�
Ｍ：曲げモーメント （ｋＮ・ｃｍ）

Ｚ：主部材１本当りの断面係数 （ｃｍ３／本）

ホ） たわみ：�

ケース（Ａ） ケース（Ｂ）

��
��

	
�
���������

�
�

	���
��

���
	

	���

工 種 記 号 排 水 工 ��
�
�
�
�
�
���	
�			

名 称 グレーチング 標準仕様

ｗ：主部材１本にかかる荷重 （ｋＮ）

�：スパン （ｃｍ）

ａ：係数

ｗ：主部材１本にかかる荷重 （ｋＮ）

�：スパン （ｃｍ）

ａ：係数�
��

�
���������

Ｅ：����
�
�ｋＮ／ｃｍ２

Ｉ：主部材１本当りの断面二次モーメント （ｃｍ４）



福島県土木部排水－３１

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
�����	��

名 称 グレーチング 側溝用

荷重 記 号 みぞ幅
グレーチング 受 枠 総重量

（ｋｇ）ａ寸法 ｂ寸法 高さｈ 主部材 横部材ピッチ 重量 寸 法 重量
２００ ３００ ９９５ ４４ Ｉ－４４ ５０ １６．５ Ｌ－５０×６０×６ １０．０ ２６．５
２５０ ３５０ ９９５ ４４ Ｉ－４４ ５０ １８．８ Ｌ－５０×６０×６ １０．０ ２８．８
３００ ４００ ９９５ ５０ Ｉ－５０ ５０ ２７．５ Ｌ－５６×６０×６ １０．６ ３８．１
３５０ ４５０ ９９５ ５５ Ｉ－５５ ５０ ３３．４ Ｌ－６１×６０×６ １１．１ ４４．５
４００ ５００ ９９５ ６５ Ｉ－６５ ５０ ４２．８ Ｌ－７１×６０×６ １１．９ ５４．７
４５０ ５５０ ９９５ ７５ Ｉ－７５ ５０ ５３．８ Ｌ－８１×６０×６ １２．８ ６６．６
５００ ６００ ９９５ ９０ Ｉ－９０ ５０ ６８．４ Ｌ－９６×６０×６ １４．３ ８２．７
２００ ３００ ９９５ ２５ Ｉ－２５ ５０ ９．６ Ｌ－２９．５×５９．５×４．５ ６．５ １６．１
２５０ ３５０ ９９５ ２５ Ｉ－２５ ５０ １１．０ Ｌ－２９．５×５９．５×４．５ ６．５ １７．５
３００ ４００ ９９５ ２５ Ｉ－２５ ５０ １２．５ Ｌ－２９．５×５９．５×４．５ ６．５ １９．０
３５０ ４５０ ９９５ ２５ Ｉ－２５ ５０ １４．０ Ｌ－２９．５×５９．５×４．５ ６．５ ２０．５
４００ ５００ ９９５ ３２ Ｉ－３２ ５０ １９．３ Ｌ－３８×６０×４．５ ７．０ ２６．３
４５０ ５５０ ９９５ ３２ Ｉ－３２ ５０ ２１．０ Ｌ－３８×６０×４．５ ７．０ ２８．０

　　　　　　　Ⅷ－Ａ－ａ－２００Ｓ
　　　　　　 Ⅷ－Ａ－ａ－２５０Ｓ
　　　　　　 Ⅷ－Ａ－ａ－３００Ｓ
Ｔ－２５　　Ⅷ－Ａ－ａ－３５０Ｓ
　　　　　　 Ⅷ－Ａ－ａ－４００Ｓ
　　　　　　 Ⅷ－Ａ－ａ－４５０Ｓ
　　　　　　 Ⅷ－Ａ－ａ－５００Ｓ
　　　　　　 Ⅷ－Ａ－ｃ－２００Ｓ
　　　　Ⅷ－Ａ－ｃ－２５０Ｓ
　　　　Ⅷ－Ａ－ｃ－３００Ｓ
Ｔ－２　　Ⅷ－Ａ－ｃ－３５０Ｓ
　　　　Ⅷ－Ａ－ｃ－４0０Ｓ
　　　　Ⅷ－Ａ－ｃ－４５０Ｓ
　　　　Ⅷ－Ａ－ｃ－５００Ｓ ５００ ６００ ９９５ ３２ Ｉ－３２ ５０ ２２．９ Ｌ－３８×６０×４．５ ７．０ ２９．９

※寸法及びアンカー形状は各メーカの標準仕様とする。
※主部材はスベリ止メとし， 横部材は５０ｍｍピッチとする。

標準寸法及び重量表

１７．４．１



福島県土木部

排水－３２

工 種 記 号 排 水 工 �������������

名 称 グレーチング 横断用

※寸法及びアンカー形状は各メーカの標準仕様とする。
標準寸法及び重量表 ※主部材はスベリ止メとし， 横部材は５０ｍｍピッチとする。

荷重 記 号 みぞ幅
グレーチング 受 枠 総重量

（ｋｇ）ａ寸法 ｂ寸法 高さｈ 主部材 横部材ピッチ 重量 寸 法 重量

Ｔ－２５

３００ ４００ ９９５ ６０ Ｉ－６０ ５０ ３６．０ Ｌ－７６×６０×６ １２．８ ４８．８
３５０ ４５０ ９９５ ６５ Ｉ－６５ ５０ ４２．４ Ｌ－８１×６０×６ １３．３ ５５．７

Ⅷ－Ｂ－ａ－３００Ｓ

Ⅷ－Ｂ－ａ－３５０Ｓ

Ⅷ－Ｂ－ａ－４００Ｓ ４００ ５００ ９９５ ７５ Ｉ－７５ ５０ ５２．６ Ｌ－９１×６０×６ １４．２ ６６．８
４５０ ５５０ ９９５ ７５ Ｉ－７５ ５０ ５７．２ Ｌ－９１×６０×６ １４．２ ７１．４
５００ ６００ ９９５ ９０ Ｉ－９０ ５０ ７１．５ Ｌ－１０６×６０×６ １５．６ ８７．１

Ⅷ－Ｂ－ａ－４５０Ｓ

Ⅷ－Ｂ－ａ－５００Ｓ

Ⅷ－Ｂ－ａ－６００Ｓ ６００ ７００ ９９５ ９０ Ｉ－９０ ５０ ７９．７ Ｌ－１０６×６０×６ １５．６ ９５．３

１７．４．１



福島県土木部排水－３３

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
����	���

名 称 グレーチング
落蓋型側溝用 （かさ上げタイプ）

標準寸法及び重量表 ※主部材はスベリ止メとし， 横部材は５０ｍｍピッチとする。

荷重 記 号 適用する側溝
グレーチング部材 グレーチングの大きさ 重量

（ｋｇ）主部材 横部材ピッチ ａ寸法 ｂ寸法 Ｈ

Ⅷ－Ｃ－ａ－２５０Ｓ 　　Ⅲ－Ａ－ｉ－２５０　　 ５０ ３６０ ９９５ ９０ ２６．７
５０ ４１０ ９９５ ９５ ３５．７

Ⅷ－Ｃ－ａ－４００Ｓ 　　Ⅲ－Ａ－ｉ－４００ＡＢ Ｉ－６５ ５０ ５１０ ９９５ １１０ ５１．２

Ⅷ－Ｃ－ａ－５００Ｓ 　　Ⅲ－Ａ－ｉ－５００ＡＢ Ｉ－９０ ５０ ６２０ ９９５ １２５ ７７．９

Ⅷ－Ｃ－ｂ－２５０Ｓ　　 Ⅲ－Ａ－ｈ－２５０ Ｉ－２５ ５０ ３６０ ９９５ ９０ ２０．９
５０ ４１０ ９９５ ９５ ２３．４

Ⅷ－Ｃ－ｂ－４００Ｓ 　　Ⅲ－ Ａ－ｈ－４００ＡＢ Ｉ－３２ ５０ ５１０ ９９５ １１０ ３０．６

Ⅷ－Ｃ－ｂ－５００Ｓ 　　Ⅲ－ Ａ－ｈ－５００ＡＢ Ｉ－３２ ５０ ６２０ ９９５ １２５ ３４．２

１７．４．１

Ｔ－２５
Ⅷ－Ｃ－ａ－３００Ｓ 　　Ⅲ－Ａ－ｉ－３００ＡＢＣ 

Ⅷ－Ｃ－ｂ－３００Ｓ 　　Ⅲ－Ａ－ｈ－３００ＡＢＣ Ｉ－２５

Ｉ－４４

Ｉ－50

Ｔ－２



福島県土木部

排水－３４

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
����	
��

名 称 グレーチング Ｕ字溝用

標準寸法及び重量表 ※主部材はスベリ止メとし， 横部材は５０ｍｍピッチとする。

荷重 記 号
みぞ幅
（ｍｍ）

グレーチング
重量
（ｋｇ）

実寸法 製品長さ
（Ａ）

主部材 横部材ピッチ 使用アングル
（ａ） （ｂ）

１５０ １３０ ９９５ ２１０ Ｉ－２５ ５０ Ｌ－４０×４０×５ ９．６
１８０ １６０ ９９５ ２４０ Ｉ－２５ ５０ Ｌ－４０×４０×５ １０．５
２００ １８０ ９９５ ２６０ Ｉ－２５ ５０ Ｌ－４０×４０×５ １１．０
２４０ ２２０ ９９５ ３００ Ｉ－２５ ５０ Ｌ－４０×４０×５ １２．２
３００ ２８０ ９９５ ３６０ Ｉ－２５ ５０ Ｌ－４０×４０×５ １３．９
３６０ ３４０ ９９５ ４２０ Ｉ－３２ ５０ Ｌ－４０×４０×５ １８．０
４５０ ４３０ ９９５ ５１０ Ｉ－３２ ５０ Ｌ－４０×４０×５ ２１．０
１５０ １３５ ９９３ １９５ Ｆ－１９ ５０ Ｌ－３０×３０×３ ５．２
１８０ １６５ ９９３ ２２５ Ｆ－１９ ５０ Ｌ－３０×３０×３ ５．８
２００ １８５ ９９３ ２４５ Ｆ－１９ ５０ Ｌ－３０×３０×３ ６．１
２４０ ２２５ ９９３ ２８５ Ｆ－１９ ５０ Ｌ－３０×３０×３ ７．０
３００ ２８５ ９９３ ３４５ Ｆ－１９ ５０ Ｌ－３０×３０×３ ８．１
３６０ ３４５ ９９３ ４０５ Ｆ－１９ ５０ Ｌ－３０×３０×３ ９．２

Ⅷ－ Ｄ－ａ－１５０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ａ－１８０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ａ－２００Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ａ－２４０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ａ－３００Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ａ－３６０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ａ－４５０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ｂ－１５０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ｂ－１８０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ｂ－２００Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ｂ－２４０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ｂ－３００Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ｂ－３６０Ｓ
Ⅷ－ Ｄ－ｂ－４５０Ｓ ４５０ ４３５ ９９３ ４９５ Ｆ－１９ ５０ Ｌ－３０×３０×３ １１．０

１７．４．１

Ｔ－２

歩道用



福島県土木部排水－３５

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
�����	���

名 称 グレーチング
集水桝用 （正方形落し込みタイプ）

※寸法及びアンカー形状は各メーカの標準仕様とする。
標準寸法及び重量表 ※主部材はスベリ止メとし， 横部材は５０ｍｍピッチとする。

荷重 記 号 開口寸法
グレーチング本体 受 枠 総重量

（ｋｇ）ａ寸法 ｂ寸法 高さ 主部材 重量 Ａ寸法 Ｂ寸法 高さ 重量
６００×６００ ７００ ７００ ７５ Ｉ－７５ ４９．８ ７２０ ７２０ ８１ １７．３ ６７．１
７００×７００ ８００ ８００ ７５ Ｉ－７５ ６５．０ ８２０ ８２０ ８１ １９．８ ８４．８
８００×８００ ９００ ８９０ ９０ Ｉ－９０ ９０．７ ９２０ ９２０ ９６ ２４．８ １１５．５
９００×９００ １，０００ ９９５ ９０ Ｉ－９０ １１４．４ １，０２０ １，０２０ ９６ ２７．９ １４２．３

５３７
５７２ １００ Ｉ－１００ １５８．２ １，１３０ １，１３０ １０６ ３３．６ １９１．８

６００×６００ ７００ ７００ ３８ Ｉ－３８ ２１．９ ７２０ ７２０ ４４ １３．１ ３５．０
７００×７００ ８００ ８００ ４４ Ｉ－４４ ３３．７ ８２０ ８２０ ５０ １５．０ ４８．７
８００×８００ ９００ ９００ ４４ Ｉ－４４ ４１．２ ９２０ ９２０ ５０ １７．９ ５９．１
９００×９００ １，０００ ９９５ ５０ Ｉ－５０ ６５．２ １，０２０ １，０２０ ５６ ２０．２ ８５．４

５３７
５７２ ５０ Ｉ－５０ ８２．４ １，１３０ １，１３０ ５６ ２２．２ １０４．６

１７．４．１

1,000×1,000

1,000×1,000

1,100

1,100

Ｔ－２５

Ｔ－２

Ⅷ－ E－ａ－６００Ｓ
Ⅷ－ E－ａ－７００Ｓ
Ⅷ－ E－ａ－８００Ｓ
Ⅷ－ E－ａ－９００Ｓ

Ⅷ－ E－ｃ－６００Ｓ
Ⅷ－ E－ｃ－７００Ｓ
Ⅷ－ E－ｃ－８００Ｓ
Ⅷ－ E－ｃ－９００Ｓ

Ⅷ－ E－ａ－１０００Ｓ

Ⅷ－ E－ｃ－１０００Ｓ



福島県土木部

排水－３６

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
�����	
���

名 称 グレーチング 集水桝用 （開閉式タイプ）

※寸法及びアンカー形状は各メーカの標準仕様とする。
標準寸法及び重量表 ※主部材はスベリ止メとし， 横部材は５０ｍｍピッチとする。

荷重 記 号 開口寸法
グレーチング本体 受 枠 総重量

（ｋｇ）ａ寸法 ｂ寸法 高さ 主部材 重量 Ａ寸法 Ｂ寸法 高さ 重量
３００ ５５ Ｉ－５５ １１．３ ５２０ ３２０ ６１ ６．３ １７．６
４００ ５５ Ｉ－５５ １５．１ ５２０ ４２０ ６１ ７．５ ２２．６
５００ ５５ Ｉ－５５ １９．０ ５２０ ５２０ ６１ ８．６ ２７．６

５００×３００ ６００ ３００ ６５ Ｉ－６５ １５．６ ６２０ ３２０ ７１ ７．６ ２３．２
４００ ６５ Ｉ－６５ ２０．９ ６２０ ４２０ ７１ ８．９ ２９．８
５００ ６５ Ｉ－６５ ２６．７ ６２０ ５２０ ７１ １０．１ ３６．８
３００ ７５ Ｉ－７５ ２０．８ ７２０ ３２０ ８１ ９．３ ３０．１
４００ ７５ Ｉ－７５ ２７．８ ７２０ ４２０ ８１ １０．６ ３８．４
５００ ７５ Ｉ－７５ ３４．８ ７２０ ５２０ ８１ １２．０ ４６．８
３００ ３２ Ｉ－３２ ６．２ ５２０ ３２０ ３７ ４．７ １０．９
４００ ３２ Ｉ－３２ ８．０ ５２０ ４２０ ３７ ５．４ １３．４
５００ ３２ Ｉ－３２ ９．８ ５２０ ５２０ ３７ ６．０ １５．８
３００ ３８ Ｉ－３８ ８．７ ６２０ ３２０ ４４ ５．５ １４．２
４００ ３８ Ｉ－３８ １１．１ ６２０ ４２０ ４４ ６．３ １７．４
５００ ３８ Ｉ－３８ １３．５ ６２０ ５２０ ４４ ７．１ ２０．６
３００ ３８ Ｉ－３８ １０．２ ７２０ ３２０ ４４ ５．８ １６．０
４００ ３８ Ｉ－３８ １２．８ ７２０ ４２０ ４４ ６．７ １９．５

Ⅷ－Ｅ－ｄ－３００ＡＳ

Ⅷ－Ｅ－ｄ－４００ＡＳ

Ⅷ－Ｅ－ｄ－５００ＡＳ

Ⅷ－Ｅ－ｄ－３００ＢＳ

Ⅷ－Ｅ－ｄ－４００ＢＳ

Ⅷ－Ｅ－ｄ－５００ＢＳ

Ⅷ－Ｅ－ｄ－３００ＣＳ

Ⅷ－Ｅ－ｄ－４００ＣＳ

Ⅷ－Ｅ－ｄ－５００ＣＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－３００ＡＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－４００ＡＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－５００ＡＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－３００ＢＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－４００ＢＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－５００ＢＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－３００ＣＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－４００ＣＳ

Ⅷ－Ｅ－ｆ－５００ＣＳ

５００×４００ ６００
５００×５００ ６００
６００×３００ ７００
６００×４００ ７００
６００×５００ ７００
４００×３００ ５００
４００×４００ ５００
４００×５００ ５００
５００×３００ ６００
５００×４００ ６００
５００×５００ ６００
６００×３００ ７００
６００×４００ ７００
６００×５００              ７００ ５００ ３８ Ｉ－３８ １５．６ ７２０ ５２０ ４４ ７．５ ２３．１

１７．４．１

４００×３００ ５００
４００×４００ ５００
４００×５００ ５００

Ｔ－２５

Ｔ－２



福島県土木部排水－３７

工 種 記 号

名 称

ダクタイルグレーチング
排水－３７ 削除
排水－３８ 削除
排水－３９ 削除
排水－４０ 削除
排水－４１ 削除
排水－４２ 削除

１７．４．１



福島県土木部

排水－４３

●ＦＣＫ桝本体

注意：ＩＩＩ－ Ａ－ｃ，ＩＩＩ－ Ａ－ｈ，ＩＩＩ－ Ａ－ｉに使用する。

●グレーチング ＦＣＫＳ８８４１

組合規格

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
�
����	
����

名 称 集水ます 側溝用

ＦＣＫ桝本体 ＦＣＫ桝用グレーチング蓋

記 号
寸 法（ｍｍ） 穴の大

きさＴ
基礎の大きさ 参考重量 （ｋｇ）

Ｔ－２５ Ｔ－２
蓋の
形式記 号

寸法 （ｍｍ） 参考
重量 記 号

寸法 （ｍｍ） 参考
重量Ｂ Ｌ ｄ Ｘ Ｙ Ｈ＝７００ Ｈ＝９００ Ｈ＝１１００ Ｈ＝１３００ ｂ ａ Ｂ Ｌ

ＩＸ－Ａ－ａ－４００Ｃ ４００ ８００ ６０ ５００ ８４０ １，２４０ ４０３ ５４４ ６７３ ８３３ ＩＸ－Ａ－ｂ－４００Ｃ ５０１ ９００ ５６．２ ＩＸ－Ａ－ｃ－４００Ｃ ５０１ ９００ ２５．４
ピ
ン
ヒ
ン
ジ
タ
イ
プ

四
方
受
枠

ＩＸ－Ａ－ａ－５００Ｃ ５００ ８００ ５７ ７０５ ９４０ １，２４０ ４０３ ５５５ ６９６ ８６６ ＩＸ－Ａ－ｂ－５００Ｃ ６０７ ９００ ６７．６ ＩＸ－Ａ－ｃ－５００Ｃ ６０７ ９００ ３１．１
ＩＸ－Ａ－ａ－６００Ａ ６００ ６００ ７０ ７２５ １，０４０ １，０４０ ３８１ ５０３ ６５６ ８１５ ＩＸ－Ａ－ｂ－６００Ａ ６７８ ７００ ４６．９ ＩＸ－Ａ－ｃ－６００Ａ ６７８ ７００ ２４．２
ＩＸ－Ａ－ａ－６００Ｂ ６００ ８００ ５９ ７２５ １，０４０ １，０４０ ４２４ ５８７ ７３９ ９２０ ＩＸ－Ａ－ｂ－６００Ｂ ６７８ ９００ ７７．２ ＩＸ－Ａ－ｃ－６００Ｂ ６７８ ９００ ３４．７
ＩＸ－Ａ－ａ－７００ ７００ ７００ ６７ ７４５ １，１４０ １，１４０ ４０８ ５７１ ７２２ ９０３ ＩＸ－Ａ－ｂ－７００ ７８４ ８００ ６３．３ ＩＸ－Ａ－ｃ－７００ ７８４ ８００ ３５．８
ＩＸ－Ａ－ａ－８００ ８００ ８００ ６４ ８６０ １，２４０ １，２４０ ４５６ ６４１ ８１５ １，０１８ ＩＸ－Ａ－ｂ－８００ ８９０ ９００ １０１．６ ＩＸ－Ａ－ｃ－８００ ８９０ ９００ ４５．７
ＩＸ－Ａ－ａ－９００ ９００ ９００ ６７ ８６０ １，３４０ １，３４０ ４８８ ６９５ ８９１ １，１１７ ＩＸ－Ａ－ｂ－９００ ９９５ １，０００ １３４．４ ＩＸ－Ａ－ｃ－９００ ９９５ １，０００ ７１．４
ＩＸ－Ａ－ａ－１，０００１，０００ １，０００ ５２ ８６０ １，４４０ １，４４０ ５６１ ７９０ １，００８ １，２５５ ＩＸ－Ａ－ｂ－１，０００５７０／５３５ １，１００ １８０．８ ＩＸ－Ａ－ｃ－１，０００５７０／５３５ １，１００ ８８．４
許 容 差 ±３ ±２

配筋
縦筋 φ６．０－８本 注：グレーチングは、 参考重量でメーカーにより異なります。
横筋 Ｄ１０－２本 Ｄ１０－３本

※寸法及びアンカー形状は各メーカの標準仕様とする。
※主部材はスベリ止メとし， 横部材は５０ｍｍピッチとする。

１７．４．１
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福島県土木部

排水－４５

● 寸法表及び材料表 （１０ｍ当り）

記 号 寸 法 （ｍｍ） 参考重量
（ｋｇ）

基礎砕石
（ｍ２）

基礎コンク
リート（ｍ３）

インバート
コンクリート（ｍ３）

型枠
（ｍ２）

製品
（本）Ｂ Ｈ ａ ｃ ｂ１ ｂ２ ｔ

��Ａ�ａ�３００

５００

４４５

３００

３００ ５００ ６００

５０

３２６ ６，０００ ０．２５０ ０．２１０

１．０００ ５．０

��Ａ�ａ�４００ ５４５ ４００ ５１０ ６１０ ４０３ ６，１００ ０．２５５ ０．２１２
��Ａ�ａ�５００ ６４５ ５００ ４５５
��Ａ�ａ�６００ ７４５ ６００ ５３０ ６３０ ５６０ ６，３００ ０．２６５ ０．２１５
��Ａ�ａ�７００ ８４５ ７００ ６２５
��Ａ�ａ�８００ ９４５ ８００ ５５０ ６５０ ７６０ ６，５００ ０．２７５ ０．２１８
��Ａ�ａ�９００ １，０４５ ９００ ８３０
��Ａ�ａ�１０００ １，１４５ １，０００ ５７０ ６７０ ９９５ ６，７００ ０．２８５ ０．２２１
��Ａ�ａ�１１００ １，２４５ １，１００ １，０７０
��Ａ�ｂ�４００

６１０

５６０

４００

４００ ６１０ ７１０

５０

４５９ ７，１００ ０．３０５ ０．２７７

１．０００ ５．０

��Ａ�ｂ�５００ ６６０ ５００ ６２０ ７２０ ５３５ ７，２００ ０．３１０ ０．２７８
��Ａ�ｂ�６００ ７６０ ６００ ５９０
��Ａ�ｂ�７００ ８６０ ７００ ６４０ ７４０ ７１５ ７，４００ ０．３２０ ０．２８１
��Ａ�ｂ�８００ ９６０ ８００ ７８０
��Ａ�ｂ�９００ １，０６０ ９００ ６６０ ７６０ ９３０ ７，６００ ０．３３０ ０．２８４
��Ａ�ｂ�１０００ １，１６０ １，０００ １，０００
��Ａ�ｂ�１１００ １，２６０ １，１００ ６８０ ７８０ １，１８０ ７，８００ ０．３４０ ０．２８４
��Ａ�ｂ�１２００ １，３６０ １，２００ １，２７０
��Ａ�ｃ�５００

７２０

６７５

５００

５００ ７２０ ８２０

１００

６００ ８，２００ ０．７２０ ０．３４３

２．０００ ５．０

��Ａ�ｃ�６００ ７７５ ６００
７４０ ８４０

７１５
８，４００ ０．７４０ ０．３４６��Ａ�ｃ�７００ ８７５ ７００ ７８０

��Ａ�ｃ�８００ ９７５ ８００ ８４５
��Ａ�ｃ�９００ １，０７５ ９００

７７０ ８７０
１，０４０

８，７００ ０．７７０ ０．３５１��Ａ�ｃ�１０００ １，１７５ １，０００ １，１２０
��Ａ�ｃ�１１００ １，２７５ １，１００ １，２００
��Ａ�ｃ�１２００ １，３７５ １，２００

７９０ ８９０
１，３９０

８，９００ ０．７９０ ０．３５４��Ａ�ｃ�１３００ １，４７５ １，３００ １，４８０
��Ａ�ｃ�１４００ １，５７５ １，４００ １，５７０
��Ａ�ｄ�６００

８３０

７９０

６００

６００ ８３０ ９３０

１００

７６０ ９，３００ ０．８３０ ０．４１０

２．０００ ５．０

��Ａ�ｄ�７００ ８９０ ７００
８５０ ９５０

８９０
９，５００ ０．８５０ ０．４１３��Ａ�ｄ�８００ ９９０ ８００ ９６０

��Ａ�ｄ�９００ １，０９０ ９００ １，０３０
��Ａ�ｄ�１０００ １，１９０ １，０００

８８０ ９８０
１，２４０

９，８００ ０．８８０ ０．４１７��Ａ�ｄ�１１００ １，２９０ １，１００ １，３２０
��Ａ�ｄ�１２００ １，３９０ １，２００ １，４１０
��Ａ�ｄ�１３００ １，４９０ １，３００

９００１，０００
１，６２０

１０，０００ ０．９００ ０．４２０��Ａ�ｄ�１４００ １，５９０ １，４００ １，７１０
��Ａ�ｄ�１５００ １，６９０ １，５００ １，８００
備考 １．梁の長さが５００ｍｍである為， １０ｍ当たりの蓋は１０枚とする。

２．勾配調整コンクリートとインバートコンクリートは同時施工とする。
３．製品天端に凹凸模様を施したものもある。
４．詳細寸法等製造会社により若干異なる。

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
������	��

名 称 勾配調整型側溝 Ａタイプ

● 寸法表

記 号
寸法 （ｍｍ） 参考重量

（ｋｇ）ａ ａ� ｔ ｔ�

車
道
用

�－Ａ－ｅ－３００ ４００ ３８０ ９５

－

４２
�－Ａ－ｅ－４００ ５００ ４８０ １１０ ６１
�－Ａ－ｅ－５００ ６００ ５８０ １２５ ８４
�－Ａ－ｅ－６００ ７００ ６８０ １４０ １１１

歩
道
用

�－Ａ－ｆ－３００ ４００ ３８０ ９５ ５５ ３１
�－Ａ－ｆ－４００ ５００ ４８０ １１０ ６５ ４４
�－Ａ－ｆ－５００ ６００ ５８０ １２５ ７０ ５７
�－Ａ－ｆ－６００ ７００ ６８０ １４０ ８０ ７４

１８．４．１



福島県土木部排水－４６

かさ上げタイプ

（１ｍ用） （０．５ｍ用）

流雪溝タイプ （桝蓋タイプで雪壊し網付）

（１ｍ用） （０．５ｍ用）

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
��������

名 称 勾配調整型側溝 Ａタイプ側溝蓋

記 号 呼び名
寸 法 （ｍｍ）

主 部 材
（ｍｍ）

参考重量（ｋｇ）
Ａ Ｈ ｈ

�

１ｍ用 ０．５ｍ用 １ｍ用 ０．５ｍ用

�－Ａ－ｇ－３００

車
道
用

か
さ
上
げ
タ
イ
プ

３００ ４００ ９５ ４４

９９５ ４９５

Ｉ－４４×５×３ ３０ １６

�－Ａ－ｇ－４００ ４００ ５００ １１０ ５０ Ｉ－５０×７×４ ４３ ２２

�－Ａ－ｇ－５００ ５００ ６００ １２５ ６０ Ｉ－６０×７×４ ５８ ３０

�－Ａ－ｇ－６００ ６００ ７００ １４０ ７５ Ｉ－７５×７×４ ７７ ４０

�－Ａ－ｈ－３００ 流
雪
溝
タ
イ
プ

３００ ３９０ ９５ ４４

９８６ ４９０

Ｉ－４４×５×３ ４９ ２６

�－Ａ－ｈ－４００ ４００ ４９０ １１０ ５０ Ｉ－５０×７×４ ６３ ３４

�－Ａ－ｈ－５００ ５００ ５９０ １２５ ６０ Ｉ－６０×７×４ ８０ ４４

�－Ａ－ｈ－６００ ６００ ６９０ １４０ ７５ Ｉ－７５×７×４ １０３ ５６

�－Ａ－ｉ－３００

軽
荷
重
用

か
さ
上
げ
タ
イ
プ

３００ ４００ ９５ ３８

９９５ ４９５

Ｉ－３８×５×３ ２８ １４

�－Ａ－ｉ－４００ ４００ ５００ １１０ ４４ Ｉ－４４×５×３ ３７ １９

�－Ａ－ｉ－５００ ５００ ６００ １２５ ５０ Ｉ－５０×７×４ ５０ ２６

�－Ａ－ｉ－６００ ６００ ７００ １４０ ５５ Ｉ－５５×７×４ ６２ ３２

�－Ａ－ｊ－３００ 流
雪
溝
タ
イ
プ

３００ ３９０ ９５ ３８

９８６ ４９０

Ｉ－３８×５×３ ４７ ２５

�－Ａ－ｊ－４００ ４００ ４９０ １１０ ４４ Ｉ－４４×５×３ ５７ ３０

�－Ａ－ｊ－５００ ５００ ５９０ １２５ ５０ Ｉ－５０×７×４ ７２ ４０

�－Ａ－ｊ－６００ ６００ ６９０ １４０ ５５ Ｉ－５５×７×４ ８５ ４７

備考 （ ）内寸法はｈ＝４４ｍｍ以下に適用します。
主部材はスベリ止メとし， 横部材は５０ｍｍピッチとする。

１７．４．１



福島県土木部

排水－４７

＜車道用＞ Ｔ－２５

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
������	��

名 称 勾配調整型側溝 Ｂタイプ

側溝Ｌ＝２．０ｍ

記 号
寸 法 表 （ｍｍ） 標準質量

（ｋｇ）
個数
（本）

基 礎 材 １０ｍ当り
Ａ Ｃ Ｂ Ｈ ａ ｂ 敷モルタル（ｍ３）基礎工 （ｍ２）インバート（ｍ３）

�－Ｂ－ａ－３００

３００

３００

５２０

４６５ ４２０ ５２０ ３８１ ５ ０．１２６ ５．２０ ０．０８０

�－Ｂ－ａ－４００ ４００ ５６５ ４１０ ５１０ ４３５ ５ ０．１２３ ５．１０ ０．０７５

�－Ｂ－ａ－５００ ５００ ６７５ ４２０ ５２０ ５４７ ５ ０．１２６ ５．２０ ０．０８０

�－Ｂ－ａ－６００ ６００ ７７５ ４２０ ５２０ ６０６ ５ ０．１２６ ５．２０ ０．０８０

�－Ｂ－ａ－７００ ７００ ８８０ ４２４ ５２０ ７０１ ５ ０．１２７ ５．２０ ０．０８５

�－Ｂ－ａ－８００ ８００ ９９０ ４３６ ５４０ ８３３ ５ ０．１３１ ５．４０ ０．０９０

�－Ｂ－ｂ－４００

４００

４００

６３０

５８０ ５１０ ６１０ ４５６ ５ ０．１５３ ６．１０ ０．１２５

�－Ｂ－ｂ－５００ ５００ ６９０ ５２０ ６２０ ５６７ ５ ０．１５６ ６．２０ ０．１４０

�－Ｂ－ｂ－６００ ６００ ７９０ ５１２ ６１０ ６３５ ５ ０．１５４ ６．１０ ０．１３５

�－Ｂ－ｂ－７００ ７００ ９００ ５２４ ６２０ ７６２ ５ ０．１５７ ６．２０ ０．１４５

�－Ｂ－ｂ－８００ ８００ １，００５ ５２６ ６３０ ８６８ ５ ０．１５８ ６．３０ ０．１５０

�－Ｂ－ｂ－９００ ９００ １，１１５ ５３８ ６４０ １，０１０ ５ ０．１６１ ６．４０ ０．１６０

�－Ｂ－ｂ－１０００ １，０００ １，２２０ ５４０ ６４０ １，１３０ ５ ０．１６２ ６．４０ ０．１６０

�－Ｂ－ｃ－５００

５００

５００

７５０

７０５ ６２０ ７２０ ６０６ ５ ０．１８６ ７．２０ ０．１９５

�－Ｂ－ｃ－６００ ６００ ８１５ ６３０ ７３０ ７６４ ５ ０．１８９ ７．３０ ０．２１５

�－Ｂ－ｃ－７００ ７００ ９１５ ６２０ ７２０ ８０９ ５ ０．１８６ ７．２０ ０．２０５

�－Ｂ－ｃ－８００ ８００ １，０２０ ６２６ ７３０ ９１９ ５ ０．１８８ ７．３０ ０．２１５

�－Ｂ－ｃ－９００ ９００ １，１２５ ６２８ ７３０ １，０３０ ５ ０．１８８ ７．３０ ０．２２０

�－Ｂ－ｃ－１０００ １，０００ １，２３５ ６４０ ７４０ １，１９０ ５ ０．１９２ ７．４０ ０．２３５

�－Ｂ－ｃ－１１００ １，１００ １，３４５ ６５２ ７５０ １，３６０ ５ ０．１９６ ７．５０ ０．２５０

�－Ｂ－ｃ－１２００ １，２００ １，４５０ ６５４ ７５０ １，５００ ５ ０．１９６ ７．５０ ０．２５５

�－Ｂ－ｄ－６００

６００

６００

８６０

８３５ ７３０ ８３０ ７７７ ５ ０．２１９ ８．３０ ０．２７５

�－Ｂ－ｄ－７００ ７００ ９４０ ７３２ ８３０ ８７８ ５ ０．２２０ ８．３０ ０．２８５

�－Ｂ－ｄ－８００ ８００ １，０４５ ７３４ ８３０ ９８８ ５ ０．２２０ ８．３０ ０．２９５

�－Ｂ－ｄ－９００ ９００ １，１５０ ７３６ ８４０ １，１００ ５ ０．２２１ ８．４０ ０．３０５

�－Ｂ－ｄ－１０００ １，０００ １，２５０ ７２６ ８３０ １，１８０ ５ ０．２１８ ８．３０ ０．２９５

�－Ｂ－ｄ－１１００ １，１００ １，３５５ ７２８ ８３０ １，３１０ ５ ０．２１８ ８．３０ ０．３０５

�－Ｂ－ｄ－１２００ １，２００ １，４６５ ７４０ ８４０ １，４８０ ５ ０．２２２ ８．４０ ０．３２５

※ 勾配調整コンクリートは， インバートコンクリートと同時施工とする。 （別途計上）
※ 詳細寸法等は， 製造会社により若干異なる。

記 号
寸法表 （ｍｍ）標準質量

ａ　　ｈ　　(kg/枚)

ＶＩＩ－Ｃ－ｇ－３００ ４１２ ９５ ４６
６６
９２

ＶＩＩ－Ｃ－ｇ－４００ ５１２ １１０

ＶＩＩ－Ｃ－ｇ－５００ ６２２ １２５

ＶＩＩ－Ｃ－ｇ－６００ ７３２ １４５ １２５

１８．４．１



福島県土木部排水－４８

側溝Ｌ＝２．０ｍ

記 号
寸 法 表 （ｍｍ） 標準質量

（ｋｇ）
個数
（本）

基 礎 材 １０ｍ当り
Ａ Ｃ Ｂ Ｈ ａ ｂ 敷モルタル（ｍ３） 基礎工（ｍ２） インバート（ｍ３）

�－Ｃ－ａ－３００

３００

３００

５００

４５５ ４００ ５００ ３３１ ５ ０．１２０ ５．００ ０．０３５

�－Ｃ－ａ－４００ ４００ ５６０ ４００ ５００ ４０３ ５ ０．１２０ ５．００ ０．０３５

�－Ｃ－ａ－５００ ５００ ６６５ ４００ ５００ ４８０ ５ ０．１２０ ５．００ ０．０３５

�－Ｃ－ａ－６００ ６００ ７５５ ３８０ ４８０ ４７９ ５ ０．１１４ ４．８０ ０．０３０

�－Ｃ－ａ－７００ ７００ ８６５ ３９４ ４９０ ５８７ ５ ０．１１８ ４．９０ ０．０４０

�－Ｃ－ａ－８００ ８００ ９７０ ３９６ ５００ ６７４ ５ ０．１１９ ５．００ ０．０４０

�－Ｃ－ｂ－４００

４００

４００

６００

５７５ ５００ ６００ ４２３ ５ ０．１５０ ６．００ ０．０７０

�－Ｃ－ｂ－５００ ５００ ６８０ ５００ ６００ ５０２ ５ ０．１５０ ６．００ ０．０７０

�－Ｃ－ｂ－６００ ６００ ７７０ ４７２ ５７０ ４９８ ５ ０．１４２ ５．７０ ０．０６０

�－Ｃ－ｂ－７００ ７００ ８８０ ４８４ ５８０ ６０７ ５ ０．１４５ ５．８０ ０．０６５

�－Ｃ－ｂ－８００ ８００ ９８５ ４８６ ５９０ ６９６ ５ ０．１４６ ５．９０ ０．０７０

�－Ｃ－ｂ－９００ ９００ １，０９５ ４９８ ６００ ８２４ ５ ０．１４９ ６．００ ０．０７５

�－Ｃ－ｂ－１０００ １，０００ １，２００ ５００ ６００ ９２２ ５ ０．１５０ ６．００ ０．０７５

�－Ｃ－ｃ－５００

５００

５００

７２０

６９５ ６００ ７００ ５４２ ５ ０．１８０ ７．００ ０．１１０

�－Ｃ－ｃ－６００ ６００ ８００ ６００ ７００ ６２６ ５ ０．１８０ ７．００ ０．１１０

�－Ｃ－ｃ－７００ ７００ ９１５ ５９０ ６９０ ６９５ ５ ０．１７７ ６．９０ ０．１３０

�－Ｃ－ｃ－８００ ８００ １，０００ ５８６ ６９０ ７３４ ５ ０．１７６ ６．９０ ０．１０５

�－Ｃ－ｃ－９００ ９００ １，１１０ ５９８ ７００ ８６１ ５ ０．１７９ ７．００ ０．１２０

�－Ｃ－ｃ－１０００ １，０００ １，２１５ ６００ ７００ ９６２ ５ ０．１８０ ７．００ ０．１２０

�－Ｃ－ｃ－１１００ １，１００ １，３２０ ６０２ ７００ １，０７１ ５ ０．１８１ ７．００ ０．１２５

�－Ｃ－ｃ－１２００ １，２００ １，４２５ ６０４ ７００ １，１８０ ５ ０．１８１ ７．００ ０．１２５

�－Ｃ－ｄ－６００

６００

６００

８４０

８１５ ６９０ ７９０ ６３０ ５ ０．２０７ ７．９０ ０．１４０

�－Ｃ－ｄ－７００ ７００ ９２０ ６９２ ７９０ ７５２ ５ ０．２０８ ７．９０ ０．１５０

�－Ｃ－ｄ－８００ ８００ １，０２０ ６８４ ７８０ ７７７ ５ ０．２０５ ７８．０ ０．１４５

�－Ｃ－ｄ－９００ ９００ １，１３０ ６９６ ８００ ９０６ ５ ０．２０９ ８．００ ０．１６０

�－Ｃ－ｄ－１０００ １，０００ １，２３５ ６９６ ８００ １，０１０ ５ ０．２０９ ８．００ ０．１６５

�－Ｃ－ｄ－１１００ １，１００ １，３４０ ６９８ ８００ １，１１８ ５ ０．２０９ ８．００ ０．１７０

�－Ｃ－ｄ－１２００ １，２００ １，４４５ ７００ ８００ １，２３６ ５ ０．２１０ ８．００ ０．１７５

※ 勾配調整コンクリートは， インバートコンクリートと同時施工とする。 （別途計上）
※ 詳細寸法等は， 製造会社により若干異なる。

＜歩道用＞

工 種 記 号 排 水 工 ����
�
�
������	��

名 称 勾配調整型側溝 Ｃタイプ

記 号
寸法表 （ｍｍ）標準質量

ＶＩＩ－Ｃ－ｆ－３００ ４１２ ９５ ３４
４７
６５

ＶＩＩ－Ｃ－ｆ－４００ ５１２ １１０

ＶＩＩ－Ｃ－ｆ－５００ ６２２ １２５

ＶＩＩ－Ｃ－ｆ－６００ ７３２ １４５ ８３

１８．４．１

ａ　　ｈ　　(kg/枚)



21．4．1

排水－49        

福島県土木部 

工 種 記 号 

名  称 

（掃流型側溝） 
排水－49 削除【H21.4.1】

（クリーン側溝）
排水－50　削除【H16.4.1】
排水－51　削除【H16.4.1】
排水－52　削除【H16.4.1】
排水－53　削除【H16.4.1】
排水－54　削除【H16.4.1】

（法止側溝）
排水－55　削除【H21.4.1】
排水－56　削除【H21.4.1】
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スタンプ



暗 渠 工

２



暗渠－１

１） パイプカルバード ２

２） 呑・吐口工 …９

３） コルゲートパイプ １３

４） 排水樋管 ２１

５） 異形カルバード ３１

６） ボックスカルバード ３７

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

２．暗 渠 工



福島県土木部

暗渠－２

適用条件

１．突出型 （Ｐｒｏｊｅｃｔｔｙｐｅ）

外圧管１種 Ａ形， Ｂ形， Ｃ形 道路協会式 （正の突出形）

外圧管２種 Ａ形， Ｂ形， Ｃ形 道路協会式 （正の突出形）

工 種 記 号 暗 渠 工 ��
�
�
�����������

名 称 パイプカルバード （基礎選定図）

１５．４．１



福島県土木部暗渠－３

適用条件

１．溝形 （Ｄｉｔｃｈｔｙｐｅ）

外圧管１種 Ａ形， Ｂ形， Ｃ形 道路協会式 （溝形）

使用方法

１．設計条件としては次に示すものとする。

１埋設形式 （Ｐｒｏｊｅｃｔ型），（Ｄｉｔｃｈ型）

２土質 （γ＝土の単位体積重＝１８．０ｋＮ／ｍ３）

３活荷重 Ｔ－２５

４管径：遠心力鉄心コンクリート管 （ＪＩＳＡ５２７２附属書２）…１種，２種

５管径：Ｄ （ｍｍ）

６土かぶり：Ｈ （ｍ）

２．管径と土かぶりの交点を見だせばよい。

外圧管２種 Ａ形， Ｂ形， Ｃ形 道路協会式 （溝形）

注意事項

１．現地の条件によって管径Ｄ＝１，０００ｍｍを超え３６０�固定基礎としなければならない場合は，

コンクリート管厚及びに配筋については別途検討するものとする。

２．土かぶりの少ない施工時には， 活荷重の衝撃が予想以上に大きくなる場合も考えられるので，

管内に支保工等を設けるのがよい。

工 種 記 号 暗 渠 工 ��
�
�
���������

名 称 パイプカルバード （基礎選定図）

１５．４．１



福島県土木部

暗渠－４

パイプカルバード基礎形式選定図 （補足－１）

１．突出型

突出型とは管を直接自然地盤または， よく締固められた地盤上に設置し， その上に盛土をする形式をいう。

例外として溝を掘って管を埋設しても突出型と考えられる例として下図の場合がある。

� 軟弱地盤に埋設される場合でくいにより指示されている。

� 溝幅が管径に比べ２倍以上ある。

� Ｈ′が溝幅の�以下である。

２．溝 型

溝型とは自然地盤または， よく締固めた盛土に溝を掘削して埋設する型式であり， プレロードを行い長期間放置した盛土を掘削し管を設置する場合も溝型とする。

工 種 記 号 暗 渠 工 ��
�
�
���������

名 称 パイプカルバード （基礎選定図）（補足－１）



福島県土木部暗渠－５

工 種 記 号 暗 渠 工 ������������

名　　　  称 パイプカルバード （９０度固定基礎）

（１０ｍ当り）

記 号
寸 法 表 （ｍｍ） 材 料 表

概 要
Ｄ ｔ ｂ１ ｂ２ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４

コンクリー
ト（ｍ３）

基礎工
（ｍ２）

型わく
（ｍ２）

管本数
（本）

Ｉ－Ａ－ａ－２０ ２００ ２７ ４００ ６００ ５０４ １４０ １００ １５０ ０．５０９ ６．００ ２．８００ ５．０ ＪＩＳＡ５３７２
の附属書 ２
遠心力鉄筋
コンクリー
ト管使用

Ｉ－Ａ－ａ－２５ ２５０ ２８ ４５０ ６５０ ５５６ １５０ １００ １５０ ０．５９７ ６．５０ ３．０００ ５．０

Ｉ－Ａ－ａ－３０ ３００ ３０ ５００ ７００ ６１０ １６０ １００ １５０ ０．６８８ ７．００ ３．２００ ５．０

Ｉ－Ａ－ａ－３５ ３５０ ３２ ５５０ ７５０ ６６４ １７０ １００ １５０ ０．７８４ ７．５０ ３．４００ ５．０

Ｉ－Ａ－ａ－４０ ４００ ３５ ５５０ ７５０ ７７０ ２２０ １５０ １５０ １．０４８ ７．５０ ４．４００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－４５ ４５０ ３８ ６００ ８００ ８２６ ２３０ １５０ １５０ １．１７１ ８．００ ４．６００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－５０ ５００ ４２ ６５０ ８５０ ８８４ ２４０ １５０ １５０ １．２９８ ８．５０ ４．８００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－６０ ６００ ５０ ７５０ ９５０１，０００ ２６０ １５０ １５０ １．５６３ ９．５０ ５．２００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－７０ ７００ ５８ ８５０１，０５０１，１６６ ３２０ ２００ １５０ ２．２４２ １０．５０ ６．４００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－８０ ８００ ６６ ９５０１，１５０１，２８２ ３４０ ２００ １５０ ２．５８７ １１．５０ ６．８００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－９０ ９００ ７５１，０５０１，２５０１，４００ ３６０ ２００ １５０ ２．９４７ １２．５０ ７．２００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－１００ １，０００ ８２１，２００１，４００１，５６４ ３８０ ２００ ２００ ３．５１４ １４．００ ７．６００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－１１０ １，１００ ８８１，３００１，５００１，７２６ ４４０ ２５０ ２００ ４．５３０ １５．００ ８．８００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－１２０ １，２００ ９５１，４００１，６００１，８４０ ４６０ ２５０ ２００ ４．９９８ １６．００ ９．２００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－１３５ １，３５０ １０３１，６００１，８００２，００６ ４８０ ２５０ ２００ ５．９２９ １８．００ ９．６００ ４．１

Ｉ－Ａ－ａ－１５０ １，５００ １１２１，７５０１，９５０２，１７４ ５１０ ２５０ ２００ ６．７１２ １９．５０ １０．２００ ４．２

Ｉ－Ａ－ａ－１６５ １，６５０ １２０１，９００２，１００２，３９０ ５８０ ３００ ２００ ６．４２８ ２１．００ １１．６００ ４．２

Ｉ－Ａ－ａ－１８０ １，８００ １２７２，１００２，３００２，５５４ ６１０ ３００ ２００ ９．６６５ ２３．００ １２．２００ ４．２

Ｉ－Ａ－ａ－２００ ２，０００ １４５２，３００２，５００２，７９０ ６４０ ３００ ２００ １０．９０３ ２５．００ １２．８００ ４．２

備考 コンクリート管は， 外圧管１・２種より選択し， Ａ・Ｂ・Ｃ・ＮＣ形を明示のこと。

１８．４．１



福島県土木部

暗渠－６

工 種 記 号 暗 渠 工 ������������

名　　　  称 パイプカルバード （１８０度固定基礎）

（１０ｍ当り）

記 号
寸 法 表 （ｍｍ） 材 料 表

概 要
Ｄ ｔ ｂ１ ｂ２ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４

コンクリー
ト（ｍ３）

基礎工
（ｍ２）

型わく
（ｍ２）

管本数
（本）

Ｉ－Ｂ－ａ－２０ ２００ ２７ ５００ ７００ ５０４ ２３０ １００ １５０ ０．８８９ ７．００ ４．６００ ５．０ ＪＩＳＡ５３７
２の附属書
２遠心力鉄
筋コンクリー
ト管使用

Ｉ－Ｂ－ａ－２５ ２５０ ２８ ５５０ ７５０ ５５６ ２６０ １００ １５０ １．０４１ ７．５０ ５．２００ ５．０

Ｉ－Ｂ－ａ－３０ ３００ ３０ ６００ ８００ ６１０ ２８０ １００ １５０ １．１７１ ８．００ ５．６００ ５．０

Ｉ－Ｂ－ａ－３５ ３５０ ３２ ６５０ ８５０ ６６４ ３１０ １００ １５０ １．３３０ ８．５０ ６．２００ ５．０

Ｉ－Ｂ－ａ－４０ ４００ ３５ ７００ ９００ ７７０ ３９０ １５０ １５０ １．８３９ ９．００ ７．８００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－４５ ４５０ ３８ ７５０ ９５０ ８２６ ４２０ １５０ １５０ ２．０２７ ９．５０ ８．４００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－５０ ５００ ４２ ８００１，０００ ８８４ ４５０ １５０ １５０ ２．２１４ １０．００ ９．０００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－６０ ６００ ５０ ９００１，１００１，０００ ５００ １５０ １５０ ２．５７６ １１．００ １０．０００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－７０ ７００ ５８１，０５０１，２５０１，１６６ ６１０ ２００ １５０ ３．７７４ １２．５０ １２．２００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－８０ ８００ ６６１，２００１，４００１，２８２ ６７０ ２００ １５０ ４．５９２ １４．００ １３．４００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－９０ ９００ ７５１，３５０１，５５０１，４００ ７３０ ２００ １５０ ５．４７３ １５．５０ １４．６００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－１００ １，０００ ８２１，４５０１，６５０１，５６４ ７９０ ２００ ２００ ６．０４１ １６．５０ １５．８００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－１１０ １，１００ ８８１，６００１，８００１，７２６ ８９０ ２５０ ２００ ７．８２１ １８．００ １７．８００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－１２０ １，２００ ９５１，７５０１，９５０１，８４０ ９５０ ２５０ ２００ ８．９６８ １９．５０ １９．０００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－１３５ １，３５０ １０３１，９００２，１００２，００６１，０３０ ２５０ ２００ １０．０３１ ２１．００ ２０．６００ ４．１

Ｉ－Ｂ－ａ－１５０ １，５００ １１２２，１００２，３００２，１７４１，１２０ ２５０ ２００ １１．７１０ ２３．００ ２２．４００ ４．２

Ｉ－Ｂ－ａ－１６５ １，６５０ １２０２，３５０２，５５０２，３９０１，２５０ ３００ ２００ １５．２５３ ２５．５０ ２５．０００ ４．２

Ｉ－Ｂ－ａ－１８０ １，８００ １２７２，５００２，７００２，５５４１，３３０ ３００ ２００ １６．６２１ ２７．００ ２２．６００ ４．２

Ｉ－Ｂ－ａ－２００ ２，０００ １４５２，８００３，０００２，７９０１，４５０ ３００ ２００ １９．６９２ ３０．００ ２９．０００ ４．２

備考 コンクリート管は， 外圧管１・２種より選択し， Ａ・Ｂ・Ｃ・ＮＣ形を明示のこと。

１８．４．１



福島県土木部暗渠－７

工 種 記 号 暗 渠 工 �����������

名 称 パイプカルバード （３６０度固定基礎）

３６０°固定基礎 寸法及び材料表

記 号
寸 法 表 （ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

概 要
Ｄ ｔ ｂ ｂ１ ｂ２ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｊ ｋ コンクリー

ト（ｍ３）
均しコンク
リート（ｍ３）

基礎工
（ｍ２）

型 枠
（ｍ２）

簡易型
枠（ｍ２）

コンクリー
ト管本数

Ｉ－Ｃ－ａ－２０ ２００ ２７ ５６０ ４６０ ７６０ ６６０ ４６０１００ － ３６０（＝２×１８０） １．６０９ ０．２８０ ７．６０ ９．２００ １．０００ ５．０ ＪＩＳＡ５３７２
の附属書 ２
遠心力鉄筋
コンクリー
ト管（１種）
を使用

Ｉ－Ｃ－ａ－２５ ２５０ ２８ ６２０ ５２０ ８２０ ７２０ ５２０１００ － ４２０（＝２×２１０） １．９６９ ０．３１０ ８．２０ １０．４００ １．０００ ５．０
Ｉ－Ｃ－ａ－３０ ３００ ３０ ６６０ ５６０ ８６０ ７６０ ５６０１００ － ４６０（＝２×２３０） ２．１１８ ０．３３０ ８．６０ １１．２００ １．０００ ５．０
Ｉ－Ｃ－ａ－３５ ３５０ ３２ ７２０ ６２０ ９２０ ８２０ ６２０１００１６０ ２００（＝１×２００） ２．４９８ ０．３６０ ９．２０ １２．４００ １．０００ ５．０
Ｉ－Ｃ－ａ－４０ ４００ ３５ ８８０ ７８０１，０８０９８０ ７８０１５０１４０ ４００（＝２×２００） ４．３４９ ０．４４０ １０．８０ １５．６００ １．０００ ４．１
Ｉ－Ｃ－ａ－４５ ４５０ ３８ ９４０ ８４０１，１４０１，０４０８４０１５０１７０ ４００（＝２×２００） ４．８８３ ０．４７０ １１．４０ １６．８００ １．０００ ４．１
Ｉ－Ｃ－ａ－５０ ５００ ４２１，０００９００１，２００１，２００９００１５０ － ８００（＝４×２００） ５．４２１ ０．５００ １２．００ １８．０００ １．０００ ４．１
備考 コンクリート管は， 外圧管１種とし， Ａ・Ｂ・Ｃ・ＮＣ形を明示のこと。

鉄筋材料表

記 号
縦方向鉄筋Ｒ１ （１ｍ当り） 横方向鉄筋Ｒ２ （１ｍ当り） 横方向鉄筋Ｒ３ （１ｍ当り） 鉄筋重量

（ｋｇ）鉄筋径 本数単位重量（ｋｇ／ｍ）
重量
（ｋｇ） 鉄筋径 本数

１本当り
長さ（ｍｍ）

単位重量
（ｋｇ／ｍ）

重量
（ｋｇ） 鉄筋径 本数 １本当り

長さ（ｍｍ）
単位重量
（ｋｇ／ｍ）

重量
（ｋｇ） 形 状

Ｉ－Ｃ－ａ－２０ Ｄ１３ ６ ０．９９５ ５．９７０ Ｄ１３ ５ ３６０ ０．９９５ １．７９１ Ｄ１３ ５ １，２４０ ０．９９５ ６．１６９

［

１３．９３０
Ｉ－Ｃ－ａ－２５ Ｄ１３ ６ ０．９９５ ５．９７０ Ｄ１３ ５ ４２０ ０．９９５ ２．０９０ Ｄ１３ ５ １，３６０ ０．９９５ ６．７６６

［

１４．８２６
Ｉ－Ｃ－ａ－３０ Ｄ１３ ６ ０．９９５ ５．９７０ Ｄ１３ ５ ４６０ ０．９９５ ２．２８９ Ｄ１３ ５ １，４４０ ０．９９５ ７．１６４

［

１５．４２３
Ｉ－Ｃ－ａ－３５ Ｄ１３ ８ ０．９９５ ７．９６０ Ｄ１３ ５ ５２０ ０．９９５ ２．５８７ Ｄ１３ ５ １，５６０ ０．９９５ ７．７６１

［

１８．３０８
Ｉ－Ｃ－ａ－４０ Ｄ１３ １０ ０．９９５ ９．９５０ Ｄ１３ ５ ６８０ ０．９９５ ３．３８３ Ｄ１３ ５ １，８８０ ０．９９５ ９．３５３

［

２２．６８６
Ｉ－Ｃ－ａ－４５ Ｄ１３ １０ ０．９９５ ９．９５０ Ｄ１３ ５ ７４０ ０．９９５ ３．６８２ Ｄ１３ ５ ２，０００ ０．９９５ ９．９５０

［

２３．５８２
Ｉ－Ｃ－ａ－５０ Ｄ１６ １０ １．５６０ １５．６００ Ｄ１３ ５ ８００ ０．９９５ ３．９８０ Ｄ１３ ５ ２，１２０ ０．９９５ １０．５４７

［

３０．１２７
備考 縦方向鉄筋には継手分は含んでいないので必要により計上のこと。

１８．４．１



福島県土木部

暗渠－８

工 種 記 号 暗 渠 工 ������������

名 称 パイプカルバード （３６０度固定基礎）

３６０°固定基礎 寸法及び材料表

記 号
寸 法 表 （ｍｍ） 材 料 表 （１０ｍ当り）

概 要
Ｄ ｔ ｂ ｂ１ ｂ２ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｊ ｋ コンクリー

ト（ｍ３）
均しコンク
リート（ｍ３）

基礎工
（ｍ２）

型 枠
（ｍ２）

簡易型枠
（ｍ２）

コンクリー
ト管本数

Ｉ－Ｃ－ａ－６０ ６００ ５０ １，１００１，０００１，３００１，２５０１，０００１５０ １５０６００（＝３×２００） ６．１５２ ０．５５０ １３．００ ２０．０００ １．０００ ４．１ ＪＩＳＡ５３７２の
附属書２遠心
力鉄筋コンク
リート管（１
種）を使用

Ｉ－Ｃ－ａ－７０ ７００ ５８ １，３２０１，２２０１，５２０１，４７０１，２２０２００ １６０８００（＝４×２００） ９．６５４ ０．６６０ １５．２０ ２４．４００ １．０００ ４．１
Ｉ－Ｃ－ａ－８０ ８００ ６６ １，４４０１，３４０１，６４０１，５９０１，３４０２００ １２０１，０００（＝５×２００）１１．１３４ ０．７２０ １６．４０ ２６．８００ １．０００ ４．１
Ｉ－Ｃ－ａ－９０ ９００ ７５ １，５６０１，４６０１，７６０１，７１０１，４６０２００ １８０１，０００（＝５×２００）１２．６５７ ０．７８０ １７．６０ ２９．２００ １．０００ ４．１
Ｉ－Ｃ－ａ－１００１，０００ ８２ １，６８０１，５８０１，８８０１，８３０１，５８０２００ １４０１，２００（＝６×２００）１４．３２３ ０．８４０ １８．８０ ３１．６００ １．０００ ４．１
備考 コンクリート管は， 外圧管１種とし， Ａ・Ｂ・Ｃ・ＮＣ形を明示のこと。

鉄筋材料表

記 号
縦方向鉄筋Ｒ１ （１ｍ当り） 横方向鉄筋Ｒ２ （１ｍ当り） 鉄筋重量

（ｋｇ）鉄筋径 本 数 単位重量
（ｋｇ／ｍ）

重 量
（ｋｇ） 鉄筋径 本 数 １本当り 単位重量

長さ（ｍｍ）（ｋｇ／ｍ）
重 量
（ｋｇ） 形 状

Ｉ－Ｃ－ａ－６０ Ｄ１３ ２０ ０．９９５ １９．９００ Ｄ１３ １０ ２．３２０ ０．９９５ ２３．０６４

［

４２．９６４
Ｉ－Ｃ－ａ－７０ Ｄ１３ ２４ ０．９９５ ２３．８８０ Ｄ１３ １０ ２．７６０ ０．９９５ ２７．４６２

［

５１．３４２
Ｉ－Ｃ－ａ－８０ Ｄ１６ ２８ １．５６０ ４３．６８０ Ｄ１３ １０ ３．０００ ０．９９５ ２９．８５０

［

７３．５３０
Ｉ－Ｃ－ａ－９０ Ｄ１６ ２８ １．５６０ ４３．６８０ Ｄ１３ １０ ３．２４０ ０．９９５ ３２．２３８

［

７５．９１８
Ｉ－Ｃ－ａ－１００ Ｄ１６ ３２ １．５６０ ４９．９２０ Ｄ１３ １０ ３．４８０ ０．９９５ ３４．６２６

［

８４．５４６
備考 縦方向鉄筋には継手分含んでいないので必要により計上のこと。

１８．４．１



福島県土木部暗渠－９

（吐口工）

工 種 記 号 暗 渠 工 �����������

名 称 パイプカルバード （呑口工）

記 号
形 状 寸 法 （ｍｍ） 材 料 表 （１ヶ所当り）

Ｄ ｔ Ｌ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ コンクリー
ト（ｍ３）

基礎工
（ｍ２）

型 枠
（ｍ２）

Ｉ－Ｄ－ａ－２０ ２００ ２７ ３００ ４６０ ６６０ １５０ １５０ １００ ３６０ ０．０２１ ０．１９８ ０．１５９

Ｉ－Ｄ－ａ－２５ ２５０ ２８ ３００ ５００ ７００ １５０ １５０ １００ ４００ ０．０２２ ０．２１０ ０．１６５

Ｉ－Ｄ－ａ－３０ ３００ ３０ ３００ ５６０ ７６０ １５０ １５０ １００ ４６０ ０．０２５ ０．２２８ ０．１７４

Ｉ－Ｄ－ａ－３５ ３５０ ３２ ３００ ６２０ ８２０ １５０ １５０ １００ ５２０ ０．０２８ ０．２４６ ０．１８３

Ｉ－Ｄ－ａ－４０ ４００ ３５ ３００ ７８０ ９８０ １５０ ２００ １００ ６２０ ０．０４７ ０．２９４ ０．２７６

Ｉ－Ｄ－ａ－４５ ４５０ ３８ ３００ ８２０ １，０２０ １５０ ２００ １００ ６７０ ０．０４９ ０．３０６ ０．２８４

Ｉ－Ｄ－ａ－５０ ５００ ４２ ３００ ８８０ １，０８０ ２００ ２００ １００ ７３０ ０．０５３ ０．３２４ ０．２９６

Ｉ－Ｄ－ａ－６０ ６００ ５０ ３００ １，０００ １，２００ ２００ ２００ １００ ８５０ ０．０６０ ０．３６０ ０．３２０

Ｉ－Ｄ－ａ－７０ ７００ ５８ ３００ １，２２０ １，４２０ ２００ ２５０ １００ １，０２０ ０．０９２ ０．４２６ ０．４５５

Ｉ－Ｄ－ａ－８０ ８００ ６６ ３００ １，３４０ １，５４０ ２００ ２５０ １００ １，１４０ ０．１０１ ０．４６２ ０．４８５

Ｉ－Ｄ－ａ－９０ ９００ ７５ ３００ １，４６０ １，６６０ ２００ ２５０ １００ １，２６０ ０．１１０ ０．４９８ ０．５１５

１８．４．１



福島県土木部

暗渠－１０

工 種 記 号 暗 渠 工 �����������

名 称 パイプカルバード （呑口工）

記 号
形 状 寸 法 表 （ｍｍ） 材 料 表

Ｄ Ｔ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ コンクリー
ト（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

基礎工
（ｍ２）

Ｉ－Ｄ－ｂ－３０ ３００ ３０ １，２００ ９５０ ８６０ １５０ ９００ ６５０ ３００ ３００ １００ ２００ ６６０ １００ １００ ３００ ４６０ １５０ １００ １，４００ １，１５０ ０．４３ ４．７２ １．６１

Ｉ－Ｄ－ｂ－３５ ３５０ ３２ １，２００ １，０００ ９１４ １５０ ９００ ７００ ３００ ３００ １００ ２００ ７１４ １００ １００ ３００ ５１４ １５０ １００ １，４００ １，２００ ０．４７ ４．７８ １．６８

Ｉ－Ｄ－ｂ－４０ ４００ ３５ １，２００ １，１００ ９７０ １５０ ９００ ８００ ３００ ３００ １００ ２００ ７７０ １００ １００ ３００ ５７０ １５０ １００ １，４００ １，３００ ０．５４ ５．９７ １．８２

Ｉ－Ｄ－ｂ－４５ ４５０ ３８ １，２００ １，１５０ １，０２６ １５０ ９００ ８５０ ３００ ３００ １００ ２００ ８２６ １００ １００ ３００ ６２６ １５０ １００ １，４００ １，３５０ ０．５９ ６．５４ １．８９

Ｉ－Ｄ－ｂ－５０ ５００ ４２ １，２００ １，２００ １，０８４ １５０ ９００ ９００ ３００ ３００ １００ ２００ ８８４ １００ １００ ３００ ６８４ １５０ １００ １，４００ １，４００ ０．６３ ７．１３ １．９６

Ｉ－Ｄ－ｂ－６０ ６００ ５０ １，２００ １，３００ １，２００ １５０ ９００ １，０００ ３００ ３００ １００ ２００ １，０００ １００ １００ ３００ ８００ １５０ １００ １，４００ １，５００ ０．７０ ８．３５ ２．１０

Ｉ－Ｄ－ｂ－７０ ７００ ５８ １，２００ １，４００ １，３１６ １５０ ９００ １，１００ ３００ ３００ １００ ２００ １，１１６ １００ １００ ３００ ９１６ １５０ １００ １，４００ １，６００ ０．８４ ９．６２ ２．２４

Ｉ－Ｄ－ｂ－８０ ８００ ６６ １，２００ １，５５０ １，４３２ １５０ ９００ １，２５０ ３００ ３００ １００ ２００ １，２３２ １００ １００ ３００ １，０３２ １５０ １００ １，４００ １，７５０ ０．９７ １１．２３ ２．４５

Ｉ－Ｄ－ｂ－９０ ９００ ７５ １，２００ １，６５０ １，５５０ １５０ ９００ １，３５０ ３００ ３００ １００ ２００ １，３５０ １００ １００ ３００ １，１５０ １５０ １００ １，４００ １，８５０ １．０９ １２．６４ ２．５９



福島県土木部暗渠－１１

工 種 記 号 暗 渠 工 �����������

名 称 パイプカルバード （吐口工）

記 号
形 状 寸 法 表 （ｍｍ） 材 料 表

Ｄ Ｔ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ コンクリー
ト（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

基礎工
（ｍ２）

Ｉ－Ｅ－ａ－３０ ３００ ３０ ７００ ９５０ ５６０ ５５０ ４６０ ６５０ １５０ ３６０ １００ １５０ １００ １００ ９００ １，１５０ １５０ ０．１５ １．４３ １．０４

Ｉ－Ｅ－ａ－３５ ３５０ ３２ ７７０ １，０００ ６１４ ６２０ ５１４ ７００ １５０ ４１４ １００ １５０ １００ １００ ９７０ １，２００ １５０ ０．１７ １．６６ １．１６

Ｉ－Ｅ－ａ－４０ ４００ ３２ ８５０ １，１００ ７２０ ７００ ５７０ ８００ １５０ ４７０ １００ １５０ １５０ １００ １，０５０ １，３００ １５０ ０．２６ ２．１８ １．３７

Ｉ－Ｅ－ａ－４５ ４５０ ３８ ９４０ １，１５０ ７７６ ７９０ ６２６ ８５０ １５０ ５２６ １００ １５０ １５０ １００ １，１４０ １，３５０ １５０ ０．３０ ２．４８ １．５４

Ｉ－Ｅ－ａ－５０ ５００ ４２ １，０３０ １，２００ ８３４ ８８０ ６８４ ９００ １５０ ５８４ １００ １５０ １５０ １００ １，２３０ １，４００ １５０ ０．３５ ２．８３ １．７２

Ｉ－Ｅ－ａ－６０ ６００ ５０ １，２００ １，３００ ９５０ １，０５０ ８００ １，０００ １５０ ７００ １００ １５０ １５０ １００ １，４００ １，５００ １５０ ０．４４ ３．５６ ２．１０

Ｉ－Ｅ－ａ－７０ ７００ ５８ １，３７０ １，４００ １，１１６ １，２２０ ９１６ １，１００ １５０ ８１６ １００ １５０ ２００ １００ １，５２０ １，６００ １５０ ０．６５ ４．６５ ２．４３

Ｉ－Ｅ－ａ－８０ ８００ ６６ １，５５０ １，５５０ １，２３２ １，４００ １，０３２ １，２５０ １５０ ９３２ １００ １５０ ２００ １００ １，７５０ １，７５０ １５０ ０．８１ ５．７２ ３．０６

Ｉ－Ｅ－ａ－９０ ９００ ７５ １，７３０ １，６５０ １，３５０ １，５８０ １，１５０ １，３５０ １５０ １，０５０ １００ １５０ ２００ １００ １，９３０ １，８５０ １５０ ０．９７ ６．７６ ３．５７



福島県土木部

暗渠－１２

工 種 記 号 暗 渠 工 �������������

名 称 パイプカルバード （吐口工）

記 号
形 状 寸 法 表 （ｍｍ） 材 料 表

Ｄ Ｔ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ コンクリー
ト（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

基礎工
（ｍ２）

Ｉ－Ｅ－ａ－１００ １，０００ ８２ ２，０００ １，２００ ２５０ １５０ １００ ２，２００ １，１５０ １，６００ １００ ２００ １５０ ２，１００ １，７５０ １５０ １００ １．４４ ９．１１ ４．６２

Ｉ－Ｅ－ａ－１１０ １，１００ ８８ ２，１００ １，３００ ２５０ １５０ １００ ２，３００ １，２５０ １，８００ １００ ２５０ ２００ ２，２５０ １，９００ １５０ １００ １．８６ １０．７６ ５．１８

Ｉ－Ｅ－ａ－１２０ １，２００ ９５ ２，３００ １，４００ ３００ １５０ １００ ２，５００ １，４００ １，９５０ １００ ２５０ ２００ ２，４５０ ２，１００ １５０ １００ ２．３１ １２．８８ ６．１３

Ｉ－Ｅ－ａ－１３５ １，３５０ １０３ ２，５００ １，６００ ３００ １５０ １００ ２，７００ １，５５０ ２，１００ １００ ２５０ ２００ ２，９００ ２，５５０ １５０ １００ ２．９４ １６．０２ ７．８３

Ｉ－Ｅ－ａ－１５０ １，５００ １１２ ２，７００ １，７００ ３５０ １５０ １００ ２，９００ １，７００ ２，２５０ １００ ２５０ ２００ ２，９５０ ２，６００ １５０ １００ ３．４２ １７．７１ ８．５６

Ｉ－Ｅ－ａ－１６５ １，６５０ １２０ ３，０００ １，９００ ４００ １５０ １００ ３，２００ １，９００ ２，５００ １００ ３００ ２００ ３，２００ ２，８５０ １５０ １００ ４．７１ ２２．１４ １０．２４

Ｉ－Ｅ－ａ－１８０ １，８００ １２７ ３，２００ ２，１００ ４００ １５０ １００ ３，４００ ２，０５０ ２，６５０ １００ ３００ ２００ ３，４５０ ３，１００ １５０ １００ ５．４６ ２５．２７ １１．７３



福島県土木部暗渠－１３

（その１） 工 種 記 号 暗 渠 工 ����
�
�
����	
�

名 称 コルゲートパイプ �型円形 （フランジ型）

板厚表 （土被りと直径） （板厚の単位：ｍｍ）

直 径

（ｍｍ）

最小土
カブリ
（ｍ）

土 カ ブ リ （ｍ）

～
１．５

～
３．０

～
４．５

～
６．０

～
７．５

～
９．０

～
１０．５

～
１２．０

～
１３．５

～
１５．０

～
１６．５

～
１８．０

～
２１．０

～
２４．０

～
２７．０

～
３０．０

４００ ０．４ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ ２．０ ２．０ ２．７ ２．７ ３．２ ３．２ ４．０

６００ ０．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ ２．０ ２．７ ２．７ ２．７ ３．２ ３．２ ４．０

８００ ０．６ ２．０ １．６ １．６ ２．０ ２．０ ２．７ ２．７ ３．２ ３．２ ４．０ （４．０）

１，０００ ０．６ ２．７ ２．０ ２．０ ２．０ ２．７ ２．７ ３．２ ４．０ ４．０

１，２００ ０．６ ２．７ ２．０ ２．０ ２．７ ２．７ ３．２ ４．０

１，３５０ ０．６ ２．７ ２．０ ２．０ ２．７ ３．２ ４．０

１，５００ ０．６ ３．２ ２．７ ２．７ ３．２ ４．０ ４．０

１，６５０ ０．６ ３．２ ２．７ ２．７ ３．２ ４．０

１，８００ ０．６ ３．２ ３．２ ３．２ ３．２ ４．０

範囲 Ａ （ゴシック体で示す部分） 範囲 Ｂ （太線枠下の部分） 範囲 Ｃ （普通字体に （ ） を付けた部分）
（注）直径 １，５００ｍｍ以上のパイプには， なるべくＩＩ型を使用することが望ましい。

範 囲 裏込めの変形係数
（ｋｇ／ｃｍ２） 裏 込 め 材 料 と そ の 締 固 め 度

範囲Ａ
ゴチック体で示す部分 ７５～１５０ 砂または切込み砂利を用いるのが望ましいが， 若干細粒分のある山砂でも， 最大乾

燥密度の９０％以上に締固めればよい。

範囲Ｂ
太 線 枠 下 の 部 分 １５０～２５０ 砂または切込み砂利を用い， 最大乾燥密度の９５％以上に締固める。

範囲Ｃ
普通字体に（）をつけた部分 ２５０以上 とくに粒度の良い切込み砂利などを選定して， 十分な施工管理のもとで最大乾燥密

度の９５％以上に締固める。



福島県土木部

暗渠－１４

（その２）

フランジ型の円形組立図

工 種 記 号 暗 渠 工 ����
�
�
����	
�

名 称 コルゲートパイプ �型円形（フランジ型）

記 号
直 径

板 厚 ｍｍ

断面積 １本当り
長 さ

ボ ル ト 数 量

１．６ ２．０ ２．７ ３．２ ４．０ 普通の
場 合

水密の
場 合１ ｍ 当 り 重 量

ｍｍ  ｋｇ／ｍ  ｋｇ／ｍ ｋｇ／ｍ ｋｇ／ｍ　 ｋｇ／ｍ ｍ２ ｍ 本／ｍ 本／ｍ

Ⅲ－Ａ－ａ－４０ ４００ ２３．６ ２８．９ ３８．３ ０．１２６ ０．６４８ １５．２２ ３７．１０

Ⅲ－Ａ－ａ－６０ ６００ ３３．３ ４１．０ ５４．４ ６３．８ ０．２８３ ０．６４８ １５．２２ ３７．１０

Ⅲ－Ａ－ａ－８０ ８００ ４４．２ ５４．３ ７１．７ ８４．５ １０５．０ ０．５０２ ０．６４８ ３０．４５ ３７．１０

Ⅲ－Ａ－ａ－１００ ６６．２ ８７．８ １０４．０ １２８．０ ０．７８５ ０．６４８ ３０．４５ ３７．１０

Ⅲ－Ａ－ａ－１２０ ７８．８ １０４．０ １２３．０ １５２．０ １．１３０ ０．６４８ ４３．７５ ５０．４０

Ⅲ－Ａ－ａ－１３５ ８７．７ １１６．０ １３７．０ １６９．０ １．４３１ ０．６４８ ４３．７５ ５０．４０

Ⅲ－Ａ－ａ－１５０ １２８．０ １５１．０ １８７．０ １．７６６ ０．６４８ ４７．０７ ５３．７３

Ⅲ－Ａ－ａ－１６５ １４０．０ １６５．０ ２０４．０ ２．１３７ ０．６４８ ４７．０７ ５３．７３

Ⅲ－Ａ－ａ－１８０ １７９．０ ２２２．０ ２．５４３ ０．６４８ ４７．０７ ５３．７３

Ⅲ－Ａ－ｂ－６０ ６００ ３２．５ ４０．０ ５３．１ ６２．７ ０．２８３ １．０５３ １５．２５ ３４．４５

Ⅲ－Ａ－ｂ－８０ ８００ ４３．３ ５３．０ ７０．２ ８２．７ １０５．０ ０．５０２ １．０５３ ３０．４９ ３４．４５

６４．９ ８５．８ １０１．０ １２８．０ ０．７８５ １．０５３ ３０．４９ ３４．４５

７６．８ １０２．０ １２０．０ １４５．０ １．１３０ １．０５３ ３８．４１ ４２．３７

８５．７ １１３．０ １３４．０ １６３．０ １．４３１ １．０５３ ３８．４１ ４２．３７

１２５．０ １４８．０ １８９．０ １．７６６ １．０５３ ４０．３９ ４４．３５

１３７．０ １６１．０ １９７．０ ２．１３７ １．０５３ ４０．３９ ４４．３５

Ⅲ－Ａ－ｂ－１００

Ⅲ－Ａ－ｂ－１２０ 

Ⅲ－Ａ－ｂ－１３５

Ⅲ－Ａ－ｂ－１５０

Ⅲ－Ａ－ｂ－１６５

Ⅲ－Ａ－ｂ－１８０ １７５．０ ２１７．０ ２．５４３ １．０５３ ４０．３９ ４４．３５

（※組立て金具重量を含む）

1,000

1,200

1,350

1,500

1,650

1,800

1,000

1,200

1,350

1,500

1,650

1,800



福島県土木部暗渠－１５

（その１） 工 種 記 号 暗 渠 工 ����������	��

名 称 コルゲートパイプ 
型円形 （大型円型）

板厚表 （土被りと直径） （板厚の単位：ｍｍ）

直 径

（ｍｍ）

最小土
カブリ
（ｍ）

土 カ ブ リ （ｍ）

～
１．５

～
３．０

～
４．５

～
６．０

～
７．５

～
９．０

～
１０．５

～
１２．０

～
１３．５

～
１５．０

～
１６．５

～
１８．０

～
２１．０

～
２４．０

～
２７．０

～
３０．０

１，５００ ０．６ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ３．２ ４．０ ４．０ ４．０ ５．３ ５．３ ６．０ ６．０

１，７５０ ０．６ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ３．２ ４．０ ４．０ ４．５ ５．３ ６．０ ６．０ （６．０） （６．０）

２，０００ ０．６ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ２．７ ３．２ ４．０ ４．０ ４．５ ５．３ ６．０ （６．０） （６．０） （６．０） （６．０）

２，５００ ０．６ ３．２ ２．７ ２．７ ２．７ ３．２ ４．０ ４．０ ４．５ ５．３ ６．０ ６．０ （６．０） （６．０） （６．０） （７．０）

３，０００ ０．６ ４．０ ３．２ ３．２ ３．２ ４．０ ４．５ ５．３ ５．３ ６．０ （６．０） （６．０） （６．０） （７．０） （７．０）

３，５００ ０．６ ４．０ ３．２ ３．２ ４．０ ４．５ ５．３ ６．０ ６．０ ６．０ （６．０） （６．０） （７．０）

４，０００ ０．６ ４．５ ４．０ ４．０ ４．５ ４．５ ５．３ ６．０ ６．０ （６．０） （６．０） （７．０） （７．０）

４，５００ ０．６ ５．３ ４．５ ４．５ ５．３ ６．０ ６．０ ６．０ ６．０ （７．０） （７．０）

範囲Ａ （ゴシック体で示す部分）範囲Ｂ （太線枠下の部分） 範囲Ｃ （普通字体に（ ）を付けた部分）

範 囲 裏込めの変形係数
（ｋｇ／ｃｍ２） 裏 込 め 材 料 と そ の 締 固 め 度

範囲Ａ
ゴチック体で示す部分 ７５～１５０ 砂または切込み砂利を用いるのが望ましいが， 若干細粒分のある山砂でも， 最大乾

燥密度の９０％以上に締固めればよい。

範囲Ｂ
太 線 枠 下 の 部 分 １５０～２５０ 砂または切込み砂利を用い， 最大乾燥密度の９５％以上に締固める。

範囲Ｃ
普通字体に（）をつけた部分 ２５０以上 とくに粒度の良い切込み砂利などを選定して， 十分な施工管理のもとで最大乾燥密

度の９５％以上に締固める。



福島県土木部

暗渠－１６

（その２）

ボルトの形状寸法

工 種 記 号 暗 渠 工 ����������	��

名 称 コルゲートパイプ 
型円形（大型円型）

記 号 直 径

（ｍｍ）

セクション組合せ
断面積

（ｍ２）

板 厚 （ｍｍ） ボルト本数
（本／ｍ）

Ａ Ｂ Ｃ 計
２．７ ３．２ ４．０ ４．５ ５．３ ６．０ ７．０

ｋｇ／ｍ 　ｋｇ／ｍ　 ｋｇ／ｍ　 ｋｇ／ｍ　 ｋｇ／ｍ　 ｋｇ／ｍ  ｋｇ／ｍ 　ｔ≦５．３ ｔ≧６．０
Ⅲ－Ａ－ｃ－１５０ １，５００ ２ ２ ４ １．７７ １７３ ２００ ２４４ ２７２ ３１６ ３６５ ４１９ ６５ ９２

Ⅲ－Ａ－ｃ－１７５ １，７５０ ３ １ ４ ２．４０ １９６ ２２８ ２７８ ３１０ ３６１ ４１６ ４７８ ６８ ９５

Ⅲ－Ａ－ｃ－２００ ２，０００ ４ ４ ３．１４ ２２０ ２５６ ３１３ ３４９ ４０９ ４６７ ５３７ ７０ ９７

Ⅲ－Ａ－ｃ－２２５ ２，２５０ １ ３ ４ ３．９７ ２４４ ２８４ ３４７ ３８８ ４５２ ５１８ ５９７ ７３ １００

Ⅲ－Ａ－ｃ－２５０ ２，５００ ２ ２ ４ ４．９１ ２６８ ３１２ ３８２ ４２７ ４９７ ５６９ ６５６ ７６ １０２

Ⅲ－Ａ－ｃ－３００ ３，０００ ４ ４ ７．０７ ３６８ ４５２ ５０４ ５８７ ６７１ ７７５ ８１ １０７

Ⅲ－Ａ－ｃ－３５０ ３，５００ ２ ４ ６ ８８４ ４４０ ５３８ ６０１ ７００ ８０２ ９２４ １１１ １５１

Ⅲ－Ａ－ｃ－４００ ４，０００ ４ ２ ６ １２．５７ ６０８ ６７８ ７９０ ９０４ １，０４３ １１６ １５６

Ⅲ－Ａ－ｃ－４５０ ４，５００ ６ ６ １５．９０ ７５６ ８８１ １，００６ １，１６２ １２１ １６１

ボルト長さ

板 厚

ｍｍ

山 用 （Ｌ） 谷 用 （Ｌ）

材 質パッキング不用 パッキング使用 パッキング不用 パッキング使用

２枚重 ３枚重 ２枚重 ３枚重 ２枚重 ３枚重 ２枚重 ３枚重

２．７～４．０ ４０（１０） ４５（１３） ４５（１３） ４５（１３） ４２（１５） ４８（１５） ４８（１５） ４８（１５） ４Ｔ

４．５～５．３ ５０（１５） ５５（１８） ５５（１８） ５５（１８） ５２（１５） ５８（１８） ５８（１８） ５８（１８）
７Ｔ

６．０～７．０ ５５（１８） ６５（１８） ６５（１８） ６５（１８） ５８（１８） ６８（１８） ６８（１８） ６８（１８）

（ ）内はボルトの首下ブランク部分Ａ※の寸法。



福島県土木部暗渠－１７

（その１） 工 種 記 号 暗 渠 工 ����������	��

名 称 コルゲートパイプ アーチ型

板厚表 （土被りと直径） （板厚の単位：ｍｍ）

ス パ ン

（ｍｍ）

最小土
カブリ
（ｍ）

土 カ ブ リ （ｍ）

～
１．０

～
１．５

～
２．０

～
２．５

～
３．０

～
３．５

～
４．０

～
４．５

～
５．０

～
５．５

～
６．０

１，５００～３，０００ ０．６ ４．０ ４．０ ３．２ ３．２ ３．２ ３．２ ４．５ ５．３ ６．０ ６．０ ７．０

３，５００ ０．６ ４．０ ４．０ ３．２ ３．２ ３．２ ４．０ ４．５ ５．３ ６．０ ７．０ ７．０

４，０００ ０．６ ４．５ ４．５ ４．０ ４．０ ４．０ ４．５ ５．３ ６．０ ７．０ ７．０

４，５００ ０．６ ５．３ ５．３ ４．５ ４．５ ４．５ ５．３ ６．０ ７．０ ７．０

５，０００ ０．７ ６．０ ５．３ ４．５ ４．５ ５．３ ６．０ ７．０ ７．０

５，５００ ０．７ ６．０ ６．０ ５．３ ５．３ ６．０ ７．０ ７．０

６，０００ ０．８ ７．０ ６．０ ６．０ ７．０ ７．０ ７．０

６，５００ ０．９ ７．０ ７．０ ７．０ ７．０ ７．０

７，０００ ０．９ ７．０ ７．０ ７．０ ７．０

範囲Ａ （ゴシック体で示す部分） 範囲Ｂ （太線枠下の部分）
（注） この表はライズ／スパン ＝ ０．３～０．５の範囲に適用する。 （道路下）

範 囲 裏込めの変形係数
（ｋｇ／ｃｍ２） 裏 込 め 材 料 と そ の 締 固 め 度

範囲Ａ
ゴチック体で示す部分 ７５～１５０ 砂または切込み砂利を用いるのが望ましいが， 若干細粒分のある山砂でも， 最大乾

燥密度の９０％以上に締固めればよい。

範囲Ｂ
太 線 枠 下 の 部 分 １５０～２５０ 砂または切込み砂利を用い， 最大乾燥密度の９５％以上に締固める。

範囲Ｃ
普通字体に（）をつけた部分 ２５０以上 とくに粒度の良い切込み砂利などを選定して， 十分な施工管理のもとで最大乾燥密

度の９５％以上に締固める。



福島県土木部

暗渠－１８

（その２） 工 種 記 号 暗 渠 工 ����������	��

名 称 コルゲートパイプ アーチ型

記 号

スパンライズライズスパン半 径断面積セクションの組合せ 板 厚 ｍｍ ボルト数量

Ｓ Ｒ
Ｒ／Ｓ

ｒ Ａ Ａ Ｂ

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍ２ 枚 枚

計 　　 ３．２ 　    ４．０    　４．５    　５．３     　６．０     　７．０      ｔ≦５．３   ｔ≧６．０

枚   ｋｇ／ｍ  ｋｇ／ｍ ｋｇ／ｍ  ｋｇ／ｍ  ｋｇ／ｍ  ｋｇ／ｍ    本／ｍ   本／ｍ

Ⅲ－Ｂ－ａ－１５０  １，５００    ８１０     ０．５４       ７５０     ０．８９       － １，１ ８８．３ １０９．０ １２２．０ １４３．０ １６１．０ １８７．０ ８ ８

２ ２ １２４．０ １５３．０ １７１．０ ２００．０ ２２７．０ ２６２．０ ２４ ３０

１ ２ １５２．０ １８７．０ ２０９．０ ２４５．０ ２７８．０ ３２２．０ ２６ ３３

－ ２ １８１．０ ２２２．０ ２４８．０ ２９０．０ ３２９．０ ３８１．０ ２９ ３５

２ ３ ２１６．０ ２６６．０ ２９７．０ ３４６．０ ３９５．０ ４５６．０ ４４ ５７

１ ３ ３００．０ ３３５．０ ３９１．０ ４４５．０ ５１５．０ ４６ ５９

－ ３ ３７４．０ ４３６．０ ４９６．０ ５７４．０ ４９ ６２

２ ４ ４２３．０ ４９３．０ ５６３．０ ６５０．０ ６４ ８４

Ⅲ－Ｂ－ａ－２００   ２，０００   １，０６０     ０．５３  １，０００     １．５７    -　－

Ⅲ－Ｂ－ａ－２５０  ２，５００   １，３１０     ０．５２   １，２５０     ２．４６       １

Ⅲ－Ｂ－ａ－３００   ３，０００   １，５６０     ０．５２   １，５００     ３．５３       ２

Ⅲ－Ｂ－ａ－３５０   ３，５００   １，８１０     ０．５２   １，７５０     ４．８１       １

Ⅲ－Ｂ－ａ－４００  ４，０００   ２，０６０     ０．５２   ２，０００     ６．２８       ２

Ⅲ－Ｂ－ａ－４５０  ４，５００   ２，３１０     ０．５１   ２，２５０     ８．００       ３

Ⅲ－Ｂ－ａ－５００  ５，０００   ２，５６０     ０．５１   ２，５００     ９．８１       ２

Ⅲ－Ｂ－ａ－５５０  ５，５００   ２，８１０     ０．５１   ２，７５０   １１．９０       ３ １ ４ ５３８．０ ６１４．０ ７０９．０ ６６ ８６

－ ４ ６６５．０ ７６８．０ ６９ ８９

２ ５ ８４３．０ ８４ １１１

Ⅲ－Ｂ－ａ－６００  ６，０００   ３，０６０     ０．５１   ３，０００   １４．００       ４

Ⅲ－Ｂ－ａ－６５０   ６，５００   ３，３１０     ０．５１   ３，２５０   １６．６０       ３

Ⅲ－Ｂ－ａ－７００  ７，０００   ３，５６０     ０．５１   ３，５００   １９．２０       ４ １ ５ ９０２．０ ８７ １１３

山形鋼種類別ボルト必要数

記 号 形 状 寸 法（ｍｍ）
板 厚 別 本 数（本） ボルトの区分

２．７～５．３
（ｍｍ）

６．７～７．０
（ｍｍ） ２．７～４．０ ４．５～７．０

Ｌ１ Ｌ－１２５×７５×７×６５０ ２ ４

φ１９
×４０（ｍｍ）
４Ｔ

φ１９
×５５（ｍｍ）
７Ｔ

Ｌ２ Ｌ－１２５×７５×７
×１，８５０ ６ １２

Ｌ３ Ｌ－１２５×７５×７
×２，４００ ８ １６

Ｌ４ Ｌ×１２５×７５×７
×１，８５０ ６ １２

Ｌ５ Ｌ×１２５×７５×７
×２，４５０ ８ １６

(B) (C)



福島県土木部暗渠－１９

（その１）

計 算 図 表

工 種 記 号 暗 渠 工 ����
�
�
����	��

名 称 コルゲートパイプ アーチ型基礎

ライズ
ラパン比

基礎の
躯体高さ

前 面
コウ配

０．５ ０．５０ ０．２

ライズ
ラパン比

基礎の
躯体高さ

前 面
コウ配

０．５ １．００ ０．２

ライズ
ラパン比

基礎の
躯体高さ

前 面
コウ配

０．５ １．５０ ０．２



福島県土木部

暗渠－２０

　　Ｈ　　Ａ 　

（その２）

ライズ／スパン比０．３ ライズスパン比０．４，０．５

工 種 記 号 暗 渠 工 ����
�
�
����	��

名 称 コルゲートパイプ アーチ型基礎

記 号
形 状 寸 法 （ｍｍ） ライズ 材料表（１０ｍ当り）

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ Ｄ Ｈ Ｈ１ Ｈ２ スバン比コンクリート（ｍ３）
型 枠
（ｍ２）

Ⅲ－Ｃ－ａ－５０ ３５０ ６７０ １２０ － １００ ５００ ２００ ３００ ０．３ ２．５７ １０．２

Ⅲ－Ｃ－ａ－１００ ３５０ ８７０ ３２０ － １００ １，０００ ２００ ８００ ０．３ ５．８２ ２０．６

Ⅲ－Ｃ－ａ－１５０ ３５０ １，０７０ ５２０ － １００ １，５００ ２００ １，３００ ０．３ ９．３３ ３１．０

Ⅲ－Ｃ－ｂ－５０ ３５０ ７３０ １２０ ６０ １００ ５００ ２００ ３００ ０．４０．５ ２．７８ １０．３

Ⅲ－Ｃ－ｂ－１００ ３５０ １，０３０ ３２０ １６０ １００ １，０００ ２００ ８００ ０．４０．５ ６．７８ ２０．８

Ⅲ－Ｃ－ｂ－１５０ ３５０ １，３３０ ５２０ ２６０ １００ １，５００ ２００ １，３００ ０．４０．５ １２．２８ ３１．２

記 号 荷 重

ｑｌ コルゲートパイプにかかる活荷重

ｑｄ 〃 死荷重

ＨＡ コルゲートパイプからの水平力

ＶＢ 〃 垂直力

Ｖ１ 躯体重量

Ｖ２ 背面土砂重量

Ｈｂ 水平土圧

ΣＨ 全水平荷重

ΣＶ 全垂直荷重

ｑＡ 地盤反力

ｑＢ 〃



福島県土木部暗渠－２１

工 種 記 号

名 称

（排水樋管）
暗渠－２１ 削除
暗渠－２２ 削除
暗渠－２３ 削除
暗渠－２４ 削除
暗渠－２５ 削除
暗渠－２６ 削除
暗渠－２７ 削除
暗渠－２８ 削除
暗渠－２９ 削除
暗渠－３０ 削除

１６．４．１



福島県土木部暗渠－３１

管種選定図

適用条件 適用条件

１．突出型 （Ｐｒｏｊｅｃｔｔｙｐｅ） １．溝型（Ｄｉｔｃｈｔｙｐｅ）

使用方法

１．設計条件としては次に示すものとする。

１埋設形式 （Ｐｒｏｊｅｃｔ型），（Ｄｉｔｃｈ型）
２土質 （γ＝土の単位体積重量＝１８．０ｋＮ／ｍ３）

３活荷重 Ｔ－２５
４管径：Ｄ（ｍｍ）

５土かぶり：Ｈ （ｍ）
６Ｉ形の下限値は， 土かぶり ０ｍとする。

２．呼び径と土かぶりの交点を見出せばよい。

注意事項

１．掘削溝幅 （２Ｄ＋０．５ｍ）とする。

２．安全率＝１．２５

工 種 記 号 暗 渠 工 ����
�
�
����	����

名 称 異形カルバート
遠心ボックスカルバート （管種選定図）



福島県土木部

暗渠－３２

（その２） 工 種 記 号 暗 渠 工 ��������������

名 称 異形カルバート
遠心ボックスカルバート （	形）

（	形）

記 号 呼び径
寸 法 （単位：ｍｍ） 材料（１０ｍ当り）

重 量
（ｋｇ／本）内径 高さ・幅 厚さ 長さ 基礎幅 基礎厚 敷モルタル 切込砕石

（Ｄ） （Ｂ） （Ｔ） （Ｌ） （Ｂ１） （ｔ） （ｍ３） （ｍ２）
Ⅶ－Ａ－ａ－１５０ １５０ １５０ ２５４ ５２ ２，０００ ４５４

１５０

０．０７６ ４．５４ ２２０
Ⅶ－Ａ－ａ－２００ ２００ ２００ ３０８ ５４ ２，０００ ５０８ ０．０９２ ５．０８ ３０１
Ⅶ－Ａ－ａ－２５０ ２５０ ２５０ ３６２ ５６ ２，４００ ５６２ ０．１０９ ５．６２ ４７０
Ⅶ－Ａ－ａ－３００ ３００ ３００ ４２０ ６０ ２，４００ ６２０ ０．１２６ ６．２０ ６１０
Ⅶ－Ａ－ａ－３５０ ３５０ ３５０ ４７８ ６４ ２，４００ ６７８ ０．１４３ ６．７８ ７６６
Ⅶ－Ａ－ａ－４００ ４００ ４００ ５４０ ７０ ２，４００ ７４０ ０．１６２ ７．４０ ９６３
Ⅶ－Ａ－ａ－４５０ ４５０ ４５０ ６０４ ７７ ２，４００ ８０４ ０．１８１ ８．０４ １，２００
Ⅶ－Ａ－ａ－５００ ５００ ５００ ６６６ ８３ ２，４００ ８６６ ０．２００ ８．６６ １，４４０
Ⅶ－Ａ－ａ－６００ ６００ ６００ ７８６ ９３ ２，４００ ９８６

２００

０．２３６ ９．８６ １，９６０
Ⅶ－Ａ－ａ－７００ ７００ ７００ ９１０ １０５ ２，４００ １，１１０ ０．２７３ １１．１０ ２，５９０
Ⅶ－Ａ－ａ－８００ ８００ ８００ １，０３２ １１６ ２，４００ １，２３２ ０．３１０ １２．３２ ３，２７０
Ⅶ－Ａ－ａ－９００ ９００ ９００ １，１５２ １２６ ２，４００ １，３５２ ０．３４６ １３．５２ ４，０３０

１３５ ２，４００ １，４７０ ０．３８１ １４．７０ ４，８３０
１５０ ２，４００ １，６００ ０．４２０ １６．００ ５，９００

ＣＳＢＩ形の強さ

呼び径

全 長 加 圧 部 分 加 圧

試験荷重（ｋＮ／ｍ）

ひび割れ 破 壊

１５０
２００
２５０
３００
３５０

７２
７４
７６
７８
８０

１０８
１１１
１１４
１１７
１２０

１１７ ２３４

４００
４５０
５００
６００
７００

８５
８８
９１
１０１
１１０

１２８
１３２
１３７
１５２
１６５

８００
９００
１０００
１１００

１１８
１２６
１３３
１３９

１７７
１８９
２００
２０９

１８．４．１

1,000    1,000  1,270
1,100    1,100  1,400

Ⅶ－Ａ－ａ－１０００
Ⅶ－Ａ－ａ－１１００

試験荷重（ｋＮ／ｍ）

ひび割れ 破 壊



福島県土木部暗渠－３３

（その２） 工 種 記 号 暗 渠 工 ��������������

名 称 異形カルバート
遠心ボックスカルバート （	形）

（	形）

記 号 呼び径
寸 法 （単位：ｍｍ） 材料（１０ｍ当り）

重量
（ｋｇ／本）内径 幅 幅 厚さ 長さ 基礎幅 基礎厚 敷モルタル 切込砕石

（Ｄ） （Ｂ） （ＢＣ） （Ｔ） （Ｌ） （Ｂ１） （ｔ） （ｍ３） （ｍ２）
Ⅶ－Ａ－ｂ－２００ ２００ ２００ ２８０ ３１４ ５６ ２，０００ ４８０

１５０

０．０８４ ４．８０ ２５８
Ⅶ－Ａ－ｂ－２５０ ２５０ ２５０ ３３０ ３６４ ５６ ２，４００ ５３０ ０．０９９ ５．３０ ３８１
Ⅶ－Ａ－ｂ－３００ ３００ ３００ ３８０ ４２４ ６０ ２，４００ ５８０ ０．１１４ ５．８０ ４８４
Ⅶ－Ａ－ｂ－３５０ ３５０ ３５０ ４４０ ４８２ ６４ ２，４００ ６４０ ０．１３２ ６．４０ ６０５
Ⅶ－Ａ－ｂ－４００ ４００ ４００ ５００ ５４６ ７０ ２，４００ ７００ ０．１５０ ７．００ ７５９
Ⅶ－Ａ－ｂ－４５０ ４５０ ４５０ ５６０ ６１０ ７７ ２，４００ ７６０ ０．１６８ ７．６０ ９４０
Ⅶ－Ａ－ｂ－５００ ５００ ５００ ６２０ ６７４ ８３ ２，４００ ８２０ ０．１８６ ８．２０ １，１３０
Ⅶ－Ａ－ｂ－６００ ６００ ６００ ７３０ ７９６ ９３ ２，４００ ９３０ ０．２１９ ９．３０ １，５２０
Ⅶ－Ａ－ｂ－７００ ７００ ７００ ８４０ ９２０ １０５ ２，４００ １，０４０ ０．２５２ １０．４０ １，９９０
Ⅶ－Ａ－ｂ－８００ ８００ ８００ ９６０ １，０４４ １１６ ２，４００ １，１６０ ０．２８８ １１．６０ ２，５３０
Ⅶ－Ａ－ｂ－９００ ９００ ９００ １，０７０ １，１６６ １２６ ２，４００ １，２７０ ０．３２１ １２．７０ ３，０９０

１，０００ １，１８０ １，２８４ １３５ ２，４００ １，３８０
２００

０．３５４ １３．８０ ３，６９０
１，１００ １，３００ １，４１６ １５０ ２，４００ １，５００ ０．３９０ １５．００ ４，５１０

ＣＳＢ　Ⅳ形の強さ

呼び径
全 長 加 圧
試験荷重（ｋＮ／ｍ）

ひび割れ 破 壊
２００
２５０
３００
３５０

７０
７２
７４
７６

１０５
１０８
１１１
１１４

４００
４５０
５００
６００
７００

８１
８４
８７
９５
１０４

１２２
１２６
１３１
１４３
１５６

８００
９００
１０００
１１００

１１２
１２０
１２６
１３２

１６８
１８０
１８９
１９８

１８．４．１

１，０００
１，１００

Ⅶ－Ａ－ｂ－１０００
Ⅶ－Ａ－ｂ－１１００



福島県土木部

暗渠－３４

工 種 記 号 暗 渠 工 ��������������

名 称 異形カルバート 掃流ボックスカルバート

記 号 呼び径
寸 法 （ｍｍ）

重量
（ｋｇ）

材料（１０ｍ当り）

内径（Ｄ） 幅（Ｂ） 幅（Ｈ） Ｔ１厚さ Ｔ２厚さ Ｔ３厚さ 基礎幅（Ｗ） 個数
本

敷モルタル
ｍ３

切込砕石
ｍ２

Ⅶ－Ｂ－ａ－３００ ３００ ３００ ４２０ ４２０ ６０ ６０ ６０ ６２０ ４７６ ５ ０．１３０ ６．２０

Ⅶ－Ｂ－ａ－３５０ ３５０ ３５０ ４９０ ４９０ ７０ ７０ ７０ ６９０ ６２６ ５ ０．１５０ ６．９０

Ⅶ－Ｂ－ａ－４００ ４００ ４００ ５６０ ５６０ ８０ ８０ ８０ ７６０ ８７２ ５ ０．１７０ ７．６０

Ⅶ－Ｂ－ａ－５００ ５００ ５００ ６８０ ６８０ ９０ ９０ ９０ ８８０ １，２１７ ５ ０．２００ ８．８０

Ⅶ－Ｂ－ａ－６００ ６００ ６００ ８００ ８００ １００ １００ １００ １，０００ １，６６９ ５ ０．２４０ １０．００

Ⅶ－Ｂ－ａ－７００ ７００ ７００ ９２０ ９２０ １１０ １１０ １１０ １，１２０ ２，０３５ ５ ０．２８０ １１．２０

Ⅶ－Ｂ－ａ－８００ ８００ ８００ １，０４０ １，０４０ １２０ １２０ １２０ １，２４０ ２，５４５ ５ ０．３１０ １２．４０

Ⅶ－Ｂ－ａ－９００ ９００ ９００ １，１６０ １，１６０ １３０ １３０ １３０ １，３６０ ３，１０４ ５ ０．３５０ １３．６０

Ⅶ－Ｂ－ａ－１０００ １，０００ １，２８０ １，２８０ １４０ １４０ １４０ １，４８０ ３，８７４ ５ ０．３８０ １４．８０

注１：緊結種類は， ３００～６００は，連結ボルトを中央で緊結， ７００～１０００は，連結プレート・連結ボルトを上下で緊結する。

１８．４．１

1000



福島県土木部暗渠－３５

（その１）

設計条件

活荷重：Ｔ－２５

土の単位体積重量：γ＝１８ｋＮ／ｍ３

鉛直土圧係数：α＝１．０

水平土圧係数：ｋｏ＝０．３

地下水無し

工 種 記 号 暗 渠 工 ��������������

名 称 異形カルバート アーチカルバード
許容最大土被り

呼び名 最大土かぶり （ｍ）
� � Ｉ 型 Ｉ Ｉ 型 特厚型
８００×５６０ ５．８ ７．９ －
８００×６４０ ５．８ ７．９ －
８００×７２０ ５．９ ７．８ －
８００×８００ ６．１ ７．８ １６．５
８００×８８０ ６．３ ７．８ １６．５
８００×９６０ ６．６ ７．８ １６．５
１０００×７００ ５．３ ７．８ －
１０００×８００ ５．２ ７．７ －
１０００×９００ ５．６ ７．７ －
１０００×１０００ ５．６ ７．８ １４．７
１０００×１１００ ５．６ ８．０ １４．７
１０００×１２００ ５．６ ８．３ １４．７
１２００×８４０ ５．２ ７．７ －
１２００×９６０ ５．２ ７．７ －
１２００×１０８０ ５．２ ７．７ －
１２００×１２００ ５．３ ７．８ １３．７
１２００×１３２０ ５．３ ８．０ １３．７
１２００×１４４０ ５．３ ８．２ １３．７
１５００×１０５０ ４．９ ６．８ －
１５００×１２００ ４．８ ６．７ －
１５００×１３５０ ４．９ ６．７ －
１５００×１５００ ４．９ ６．８ １２．２
１５００×１６５０ ５．１ ７．０ １２．２
１５００×１８００ ５．１ ７．２ １２．１
１８００×１２６０ ３．６ ６．５ －
１８００×１４４０ ３．５ ６．４ －
１８００×１６２０ ３．５ ６．４ －
１８００×１８００ ４．５ ６．４ １０．８
１８００×１９８０ ４．６ ６．６ １１．０
１８００×２１６０ ４．７ ６．８ １１．０

注）最小土かぶりは， 舗装厚または０．５ｍである。

呼び名 最大土かぶり （ｍ）
� � Ｉ 型 Ｉ Ｉ 型 特厚型

２０００×１４００ ４．０ ６．２ －
２０００×１６００ ４．１ ６．１ －
２０００×１８００ ４．１ ６．１ －
２０００×２０００ ４．２ ６．２ １１．０
２０００×２２００ ４．３ ６．３ １１．３
２０００×２４００ ４．４ ６．６ １１．７
２２００×１５４０ ３．４ ６．０ －
２２００×１７６０ ３．３ ５．９ －
２２００×１９８０ ３．３ ５．９ －
２２００×２２００ ３．４ ６．０ １０．６
２２００×２４２０ ３．５ ６．２ １０．９
２２００×２４６０ ３．６ ６．４ １１．４
２５００×１７５０ ３．３ ５．４ －
２５００×２０００ ３．３ ５．３ －
２５００×２２５０ ３．３ ５．３ －
２５００×２５００ ３．４ ５．４ １０．１
２５００×２７５０ ３．５ ５．５ １０．５
２５００×３０００ ３．３ ５．８ １１．０
２８００×１９６０ ３．４ ４．７ －
２８００×２２４０ ３．３ ４．６ －
２８００×２５２０ ３．３ ４．７ －
２８００×２８００ ３．３ ４．７ １０．４
２８００×３０８０ ３．５ ４．８ ９．９
２８００×３２００ ３．３ ４．９ ９．９
３０００×２１００ ３．４ ４．７ －
３０００×２４００ ３．３ ４．６ －
３０００×２７００ ３．３ ４．６ －
３０００×３０００ ３．３ ４．７ １０．０
３０００×３２００ ３．４ ４．８ ９．９

基礎寸法及び材料

記 号 内幅
Ｂ

基礎標準寸法（ｍｍ） 材料１０ｍ当り

Ｂ１ Ｈ１ Ｈ２ 基礎砕石
（ｍ２）

基礎コンク
リート（ｍ３）

敷モルタル
（ｍ３）

１，２００

１５０ １００
１２．００ １．２００ ０．３６０

１，４４０ １４．４０ １．４４０ ０．４３２

１，６６０ １６．６０ １．６６０ ０．４９８

１，９８０

２００ １５０

１９．８０ ２．９７０ ０．５９４

２，３２０ ２３．２０ ３．４８０ ０．６９６

２，５４０ ２５．４０ ３．８１０ ０．７６２

２，７６０ ２７．６０ ４．１４０ ０．８２８

３，０８０

２５０ ２００
３０．８０ ６．１６０ ０．９２４

３，４２０ ３４．２０ ６．８４０ １．０２６

Ⅶ－Ｄ－ａ－８００ 　　　　８００
Ⅶ－Ｄ－ａ－１０００ 　１，０００
Ⅶ－Ｄ－ａ－１２００ 　１，２００
Ⅶ－Ｄ－ａ－１５００ 　１，５００
Ⅶ－Ｄ－ａ－１８００ 　１，８００
Ⅶ－Ｄ－ａ－２０００ 　２，０００
Ⅶ－Ｄ－ａ－２２００ 　２，２００
Ⅶ－Ｄ－ａ－２５００ 　２，５００
Ⅶ－Ｄ－ａ－２８００ 　２，８００
Ⅶ－Ｄ－ａ－３０００ 　３，０００ ３，６４０ ３６．４０ ７．２８０ １．０９２

１８．４．１



福島県土木部

暗渠－３６

（その２） 工 種 記 号 暗 渠 工 ��������������

名 称 異形カルバート アーチカルバード

（ｍｍ）

呼び名
製 品 寸 法 Ｉ型・ＩＩ型

参考重量
（ｋｇ／本）

特厚型
参考重量
（ｋｇ／本）� � � �� �� �� ��

８００×５６０

８００

５６０

１，５００ １００
（１３０）

１２０
（１６０） ４００ １，６００

１，１５０ －
８００×６４０ ６４０ １，２１０ －
８００×７２０ ７２０ １，２７０ －
８００×８００ ８００ １，３３０ １，７９０
８００×８８０ ８８０ １，３９０ １，８７０
８００×９６０ ９６０ １，４５０ １，９４０
１０００×７００

１，０００

７００

２，０００ １２０
（１５０）

１３０
（１８０） ５００ ２，０００

２，２１０ －
１０００×８００ ８００ ２，３３０ －
１０００×９００ ９００ ２，４５０ －
１０００×１０００ １，０００ ２，５７０ ３，３８０
１０００×１１００ １，１００ ２，６９０ ３，５３０
１０００×１２００ １，２００ ２，８１０ ３，６８０
１２００×８４０

１，２００

８４０

２，０００ １３０
（１６０）

１４０
（１９０） ６００ ２，４００

２，８４０ －
１２００×９６０ ９６０ ３，０００ －
１２００×１０８０ １，０８０ ３，１６０ －
１２００×１２００ １，２００ ３，３３０ ４，２６０
１２００×１３２０ １，３２０ ３，４７０ ４，４６０
１２００×１４４０ １，４４０ ３，６２０ ４，６５０
１５００×１０５０

１，５００

１，０５０

２，０００ １４０
（１８０）

１６０
（２１０） ７５０ ３，０００

３，８８０ －
１５００×１２００ １，２００ ４，０９０ －
１５００×１３５０ １，３５０ ４，３００ －
１５００×１５００ １，５００ ４，５１０ ５，９１０
１５００×１６５０ １，６５０ ４，７２０ ６，１８０
１５００×１８００ １，８００ ４，９３０ ６，４５０

（ｍｍ）

呼び名
製 品 寸 法 Ｉ型・ＩＩ型

参考重量
（ｋｇ／本）

特厚型
参考重量
（ｋｇ／本）� � � �� �� �� ��

１８００×１２６０

１，８００

１，２６０

２，０００ １６０
（２００）

１７０
（２３０） ９００ ３，６００

５，１８０ －
１８００×１４４０ １，４４０ ５，４７０ －
１８００×１６２０ １，６２０ ５，７６０ －
１８００×１８００ １，８００ ６，０５０ ７，８１０
１８００×１９８０ １，９８０ ６，３３０ ８，１７０
１８００×２１６０ ２，１６０ ６，６２０ ８，５３０
２０００×１４００

２，０００

１，４００

１，５００ １７０
（２２０）

１９０
（２７０） １，０００ ４，０００

４，６７０ －
２０００×１６００ １，６００ ４，９２０ －
２０００×１８００ １，８００ ５，１８０ －
２０００×２０００ ２，０００ ５，４３０ ７，３１０
２０００×２２００ ２，２００ ５，６９０ ７，６４０
２０００×２４００ ２，４００ ５，９４０ ７，９７０
２２００×１５４０

２，２００

１，５４０

１，５００ １８０
（２３０）

２００
（２９０） １，１００ ４，４００

５，４２０ －
２２００×１７６０ １，７６０ ５，７２０ －
２２００×１９８０ １，９８０ ６，０１０ －
２２００×２２００ ２，２００ ６，３１０ ８，４６０
２２００×２４２０ ２，４２０ ６，６１０ ８，８４０
２２００×２６４０ ２，６４０ ６，９００ ９，２２０
２５００×１７５０

２，５００

１，７５０

１，５００ １９０
（２５０）

２１０
（３２０） １，２５０ ５，０００

６，４８０ －
２５００×２０００ ２，０００ ６，８４０ －
２５００×２２５０ ２，２５０ ７，２００ －
２５００×２５００ ２，５００ ７，５５０ １０，４９０
２５００×２７５０ ２，７５０ ７，９１０ １０，９６０
２５００×３０００ ３，０００ ８，２７０ １１，４２０
２８００×１９６０

２，８００

１，９６０

１，０００ ２１０
（２７０）

２３０
（３３０） １，４００ ５，６００

５，３３０ －
２８００×２２４０ ２，２４０ ５，６３０ －
２８００×２５２０ ２，５２０ ５，９２０ －
２８００×２８００ ２，８００ ６，２２０ ８，３１０
２８００×３０８０ ３，０８０ ６，５１０ ８，６９０
２８００×３２００ ３，２００ ６，６４０ ８，８５０
３０００×２１００

３，０００

２，１００

１，０００ ２２０
（２８０）

２４０
（３６０） １，５００ ６，０００

５，９８０ －
３０００×２４００ ２，４００ ６，３１０ －
３０００×２７００ ２，７００ ６，６４０ －
３０００×３０００ ３，０００ ６，９７０ ９，３８０
３０００×３２００ ３，２００ ７，１９０ ９，６６０

注）（ ）は特厚型を示す。



福島県土木部暗渠－３７

設計条件

道路下 （Ｔ－２５），土被り ０．５～３．０ｍに使用する
コンクリート設計基準強度 　　　　　σｃｋ＝３５Ｎ／ｍｍ２以上

コンクリート許容曲げ圧縮応力度 　　σｃａ＝１２Ｎ／ｍｍ２以上

鉄筋の許容引張応力度 （ＳＤ２９５）σｓａ＝１６０Ｎ／ｍｍ２

土の性質

単位体積重量：γｓ＝１８ＫＮ／ｍ３土

圧係数：Ｋａ＝０．５

内部摩擦角：φ ＝ ３０゜
注意事項

１．ボックスカルバート長は， ２ｍ／個， １．５ｍ／個， １ｍ／個にて算出して

いるが， 長さが異なる製品を使用する場合は， 個数が異なるので注意す

ること。

２．設計条件と異なる場合は， 別途設計計算後使用すること。

３．ボックスカルバート断面 （Ｂ×Ｈ）は代表断面を明示しており， 異な

る断面の使用を制限するものではない。

工 種 記 号 暗 渠 工 ������
���� ���
�����	���

名 称 ボックスカルバート ＲＣタイプ

記 号
寸 法 表　　（mm） 参考数量表（１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ＢＯ ＨＯ Ｌ コンクリー
ト（ｍ３）

型 枠
（ｍ２） 個数 重量

（ｋｇ／個）
基礎材
（ｍ２）

敷モルタル
（ｍ３）

６００ ８６０ ８６０ ２，０００ １．０６ ５ ２，０００ １２．６ ０．２６
８００ １，０６０ １，０６０ ２，０００ １．２６ ５ ２，５２０ １４．６ ０．３２

１，０００ １，２６０ １，２６０ ２，０００ １．４６ ５ ３，１６０ １６．６ ０．３８
１，０００ １，７８０ １，３２０ ２，０００ １．９８ ５ ４，４７０ ２１．８ ０．５３
１，５００ １，７８０ １，８２０ ２，０００ １．９８ ５ ５，１７０ ２１．８ ０．５３
１，５００ ２，３２０ １，８６０ ２，０００ ２．５２ ５ ６，９８０ ２７．２ ０．７０
２，０００ ２，３２０ ２，３６０ ２，０００ ２．５２ ５ ７，７８０ ２７．２ ０．７０
２，０００ ２，９００ ２，４４０ １，５００ ３．１０ ６．７ ８，０９０ ３３．０ ０．８７

Ⅷ－Ａ－ａ－６００×６００ 　　　　　６００
Ⅷ－Ａ－ａ－８００×８００ 　　　　　８００
Ⅷ－Ａ－ａ－１０００×１０００ 　１，０００
Ⅷ－Ａ－ａ－１５００×１０００ 　１，５００
Ⅷ－Ａ－ａ－１５００×１５００ 　１，５００
Ⅷ－Ａ－ａ－２０００×１５００ 　２，０００
Ⅷ－Ａ－ａ－２０００×２０００ 　２，０００
Ⅷ－Ａ－ａ－２５００×２０００ 　２，５００
Ⅷ－Ａ－ａ－３０００×２０００ 　３，０００ ２，０００ ３，４８０ ２，５２０ １，０００ ３．６８

２．０
２．０
２．０
２．０
２．０
２．０
２．０
２．０
２．０ １０ ７，３７０ ３８．８ １．０４



福島県土木部

暗渠－３８

設計条件

道路下 （Ｔ－２５），土被り ０．５～３．０ｍに使用する
コンクリート設計基準強度 　　　　　　　σｃｋ＝４０Ｎ／ｍｍ２以上

プレストレス導入時強度 　　　　　　　　σｐａ＝３５Ｎ／ｍｍ２以上

設計荷重作用時 　・許容曲げ圧縮応力度 　σｃａ＝１５Ｎ／ｍｍ２以上

　　　　　　　　・許容曲げ引張応力度 　σｂｔ＝１．５Ｎ／ｍｍ２以上

鉄筋の許容引張応力度 （ＳＤ２９５）　　σｓａ＝１６０Ｎ／ｍｍ２

ＰＣ鋼棒 （ＪＩＳＧ３１０９）ＳＢＰＴ １０８０／１２３０
土の性質

単位体積重量：γｓ＝１８ＫＮ／ｍ３

土圧係数：Ｋａ＝０．５

内部摩擦角：φ ＝ ３０゜
注意事項

１．ボックスカルバート長は， ２ｍ／個， １．５ｍ／個にて算出しているが，

長さが異なる製品を使用する場合は， 個数が異なるので注意すること。

２．設計条件と異なる場合は， 別途設計計算後使用すること。

３．ボックスカルバート断面 （Ｂ×Ｈ）は代表断面を明示しており異なる

断面の使用を制限する

ものではない。

工 種 記 号 暗 渠 工 ������
���������
�����	���

名 称 ボックスカルバート ＰＣタイプ

記 号
寸 法 表 （ｍｍ） 参 考 数 量 表 （１０ｍ当り）

Ｂ Ｈ ＢＯ ＨＯ Ｌ コンクリー
ト（ｍ３）

型 枠
（ｍ２） 個 数 重 量

（ｋｇ／個）
基礎材
（ｍ２）

敷モルタル
（ｍ３）

１，０００ １，２５０ １，２５０ ２，０００ １．４５ ５ ３，０４０ １６．５ ０．３８
１，０００ １，８００ １，３００ ２，０００ ２．００ ５ ４，４３０ ２２．０ ０．５４
１，５００ １，８００ １，８００ ２，０００ ２．００ ５ ５，１８０ ２２．０ ０．５４
１，５００ ２，３００ １，８００ ２，０００ ２．５０ ５ ５，９３０ ２７．０ ０．６９
２，０００ ２，３００ ２，３００ ２，０００ ２．５０ ５ ６，６８０ ２７．０ ０．６９
２，０００ ２，８６０ ２，３６０ ２，０００ ３．０６ ５ ８，９７０ ３２．６ ０．８６

Ⅷ－Ａ－ｂ－１０００×１０００ 　１，０００
Ⅷ－Ａ－ｂ－１５００×１０００ 　１，５００
Ⅷ－Ａ－ｂ－１５００×１５００ 　１，５００
Ⅷ－Ａ－ｂ－２０００×１５００ 　２，０００
Ⅷ－Ａ－ｂ－２０００×２０００ 　２，０００
Ⅷ－Ａ－ｂ－２５００×２０００ 　２，５００
Ⅷ－Ａ－ｂ－３０００×２０００ 　３，０００ ２，０００ ３，４００ ２，５００ ２，０００ ３．６０

２．０
２．０
２．０
２．０
２．０
２．０
２．０ ５ １２，９００ ３８．０ １．０２



擁 壁 工

３



擁壁－１

１） 重力式擁壁 ２

２） もたれ式擁壁 …１３

３） 小型重力式擁壁 １９

４） コンクリート片法枠 ２３

５） 擁壁ブロック ２８

６） テールアルメ ３０

７） 多数アンカー ３４

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

３．擁 壁 工



福島県土木部

擁壁－２

（その１） 使用上の注意事項

１．標準図の高さ， 底版幅， 前面こう配に対する関係は次表のとおりで， それぞれの前面こう配， 集録高さごとに底版幅を数種類に分けて設計し断面も形状寸法

ごとに示してある。

２．重力式擁壁を利用する場合は， 高さ， 前面こう配， 裏込め土の種類， 背面の盛土形状から該当する形状寸法を見出す必要がある。

３．高さが変化する場合で延長方向に連続施工する場合は， 現場における最大高さを基準として選定する。

４．背面の盛土形状が変化する場合は， その盛土形状の範囲で利用できる形状寸法の最大のものを選定する。 なお， このような場合には擁壁の下部を随時切断す

ることによってつけるものとする。

５．コンクリートの水平打継目には， 用心鉄筋として， Ｄ１３ｍｍを５０ｃｍ間隔程度に配置すること。 なお数量は別途設計すること。

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
��

��

�����	����

名 称 重力式擁壁

重力式擁壁の集録範囲
高 さ
（ｍ）

Ｈ（ｍ）
１．０ ２．０ ３．０

前面こう配
Ｎ１

底版幅Ｂ
（ｍ）

１．０

０．０２

０．６０
０．７０
０．８０
０．９０

０．３
０．７０
０．９０

０．５ ０．９０

高 さ
（ｍ）

Ｈ（ｍ）
１．０ ２．０ ３．０

前面こう配
Ｎ１

底版幅Ｂ
（ｍ）

２．０

０．０２
１．４０
１．６０
１．８０

０．３

１．００
１．２０
１．４０
１．６０
１．８０

０．５
１．４０
１．６０
１．８０

高 さ
（ｍ）

Ｈ（ｍ）
１．０ ２．０ ３．０

前面こう配
Ｎ１

底版幅Ｂ
（ｍ）

３．０

０．０２

２．００
２．２０
２．４０
２．６０

０．３

１．４０
１．６０
１．８０
２．００
２．２０
２．４０
２．６０

０．５

２．００
２．２０
２．４０
２．６０

注意：●が基準高さを表す， ○は高さの変化に応じて使用する。



福島県土木部擁壁－３

（その２）

６．裏込め土の土質定数は， 土質試験によって決定するのが望ましいが， 標準設計では， 土木指針で規定されている擁壁高さが８ｍ程度以下の擁壁で土質試験を

行うのが困難な場合に用いる土質定数を準用した。

基礎地盤が変化している場合の例

（仮定）最大高さ３．０ｍで裏込め土が礫質土Ｃ１であり， 前面勾配が１：０．５であって， 勾配をそろえたい時。

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
��

��

�����	����

名 称 重力式擁壁

土質定数表
標準設計での
呼 称

裏込め土の
種 類

単位体積重量
（γｓ）

内部摩擦角
（φ）

Ｃ１ レ キ 質 土 ２０．０ｋＮ／ｍ３ ３５°
Ｃ２ 砂 質 土 １９．０ｋＮ／ｍ３ ３０°
Ｃ３ シルト・粘性土 １８．０ｋＮ／ｍ３ ２５°



福島県土木部

擁壁－４

注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況に応じて別
途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。 ま
た， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設ける
のが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分を赤線で囲
むなど， 使用箇所を明記するのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 ���	� 
��	���

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１
（ｋＮ／ｍ２）

ｑ２
（ｋＮ／ｍ２）

Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００

１．００ ０．０

Ｃ１

水平 ０．００ ０．６００ １５．３ ５．５２ １．４９ ０．０９７ ５０ １ １．６７ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００

２．０

０．２５ ０．６００ １５．２ ５．３８ １．４６ ０．０９６ ５０ １ １．７０ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．６００ １５．０ ５．１２ １．４２ ０．０９４ ４９ １ １．７６ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．６００ １４．８ ４．８０ １．３６ ０．０９２ ４７ ２ １．８５ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．６００ １４．６ ４．４７ １．３１ ０．０９０ ４６ ３ １．９６ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００

１．８

０．２５ ０．６００ １５．３ ５．５７ １．５０ ０．０９７ ５１ １ １．６５ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．６００ １５．３ ５．５１ １．４８ ０．０９７ ５０ １ １．６７ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．６００ １５．２ ５．３７ １．４６ ０．０９６ ５０ １ １．７０ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．６００ １５．１ ５．１８ １．４３ ０．０９５ ４９ １ １．７５ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００

１．５

０．２５ ０．６００ １５．６ ５．８７ １．５５ ０．０９９ ５２ ０ １．５９ ＧＷ１
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．７００ １８．３ ６．６９ １．６９ ０．０９２ ４７ ５ １．６４ ＧＷ２
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．７００ １８．５ ６．９１ １．７１ ０．０９３ ４７ ５ １．６０ ＧＷ２
Ｉ�Ａ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．７００ １８．６ ７．０７ １．７３ ０．０９３ ４８ ５ １．５８ ＧＷ２
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００

Ｃ２

水平 ０．００ ０．７００ １７．８ ６．９１ １．８８ ０．１０６ ４８ ２ １．５４ ＧＷ２
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００

２．０

０．２５ ０．７００ １７．９ ７．００ １．８９ ０．１０６ ４９ ２ １．５３ ＧＷ２
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００ ０．５０ ０．７００ １７．９ ７．０１ １．８９ ０．１０６ ４９ ２ １．５３ ＧＷ２
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００ ０．７５ ０．７００ １７．８ ６．９５ １．８８ ０．１０６ ４９ ２ １．５４ ＧＷ２
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００ １．００ ０．７００ １７．８ ６．８６ １．８７ ０．１０５ ４８ ２ １．５５ ＧＷ２
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００

１．８

０．２５ ０．８００ ２０．７ ７．６７ １．９５ ０．０９５ ４４ ７ １．６２ ＧＷ３
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００ ０．５０ ０．８００ ２０．９ ７．９４ １．９８ ０．０９５ ４５ ８ １．５８ ＧＷ３
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００ ０．７５ ０．８００ ２１．１ ８．１４ ２．００ ０．０９５ ４５ ８ １．５５ ＧＷ３
Ｉ�Ａ�Ｃ２�１０００ １．００ ０．８００ ２１．２ ８．２９ ２．０１ ０．０９５ ４５ ８ １．５４ ＧＷ３
Ｉ�Ａ�Ｃ３�１０００

Ｃ３
水平 ０．００ ０．９００ ２３．１ ８．６５ ２．２１ ０．０９６ ４２ ９ １．６０ ＧＷ４

Ｉ�Ａ�Ｃ３�１０００ ２．０ ０．２５ ０．９００ ２３．５ ９．０９ ２．２４ ０．０９５ ４３ １０ １．５５ ＧＷ４
Ｉ�Ａ�Ｃ３�１０００ ０．５０ ０．９００ ２３．９ ９．４８ ２．２６ ０．０９５ ４３ １０ １．５１ ＧＷ４
注：補助記号ＧＷ１～ＧＷ４を末尾に附記して使用する。

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ ＨＯ／Ｈ

単位体積重量
土 砂 ｋＮ／ｍ３

コンクリート ｋＮ／ｍ３ ２３
コンクリート設計基準強度 　σｃｋ １８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号） Ｈ（ｍ） Ｂ（ｍ）コンクリート（ｍ３）
型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ１ １．００ ０．６０ ０．５００ ２．０２０
ＧＷ２ １．００ ０．７０ ０．５５０ ２．０４４
ＧＷ３ １．００ ０．８０ ０．６００ ２．０７７
ＧＷ４ １．００ ０．９０ ０．６５０ ２．１１８比

Ｎ／mｍ2
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注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況に応じて別
途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。 ま
た， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設ける
のが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分を赤線で囲
むなど， 使用箇所を明記するのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 �	�
� ���
��

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１

（ｋＮ／ｍ２）
ｑ２

（ｋＮ／ｍ２）
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００

２．００ ０．０

Ｃ１

水平 ０．００ １．４００ ６５．０ １９．９ １３．０ ０．２００ ８６ ７ １．９６ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００

２．０

０．２５ １．４００ ６８．４ ２２．７ １３．７ ０．２００ ９１ ７ １．８１ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．４００ ６９．９ ２４．０ １４．０ ０．２００ ９３ ７ １．７５ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．４００ ７０．３ ２４．３ １４．１ ０．２００ ９３ ７ １．７３ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ １．００ １．４００ ６９．８ ２３．９ １４．０ ０．２００ ９３ ７ １．７５ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００

１．８

０．２５ １．４００ ６８．９ ２３．２ １３．８ ０．２００ ９１ ７ １．７８ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．４００ ７１．２ ２５．１ １４．２ ０．２００ ９４ ７ １．７０ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．４００ ７２．４ ２６．１ １４．５ ０．２００ ９６ ７ １．６６ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ １．００ １．４００ ７２．９ ２６．５ １４．６ ０．２００ ９７ ７ １．６５ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００

１．５

０．２５ １．４００ ６９．８ ２３．９ １４．０ ０．２００ ９３ ７ １．７５ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．４００ ７３．３ ２６．８ １４．６ ０．２００ ９７ ８ １．６４ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．４００ ７５．８ ２９．０ １５．１ ０．２００ １０１ ８ １．５７ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ１�２０００ １．００ １．４００ ７７．８ ３０．６ １５．５ ０．２００ １０３ ８ １．５２ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００

Ｃ２

水平 ０．００ １．４００ ６５．２ ２２．６ １４．７ ０．２２６ ９２ １ １．７３ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００

２．０

０．２５ １．４００ ６８．９ ２６．０ １５．７ ０．２２８ ９７ １ １．５９ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００ ０．５０ １．４００ ７１．１ ２８．１ １６．３ ０．２２９ １０１ １ １．５２ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００ ０．７５ １．６００ ８４．２ ３１．０ １６．４ ０．１９５ ９１ １４ １．６３ ＧＷ１６
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００ １．００ １．６００ ８５．３ ３１．８ １６．６ ０．１９４ ９２ １４ １．６１ ＧＷ１６
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００

１．８

０．２５ １．４００ ６９．４ ２６．５ １５．８ ０．２２８ ９８ １ １．５７ ＧＷ１５
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００ ０．５０ １．６００ ８３．７ ３０．６ １６．３ ０．１９５ ９１ １４ １．６４ ＧＷ１６
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００ ０．７５ １．６００ ８６．５ ３２．９ １６．７ ０．１９３ ９３ １５ １．５８ ＧＷ１６
Ｉ�Ｂ�Ｃ２�２０００ １．００ １．６００ ８８．６ ３４．５ １７．０ ０．１９２ ９５ １５ １．５４ ＧＷ１６
Ｉ�Ｂ�Ｃ３�２０００

Ｃ３

水平 ０．００ １．６００ ７４．７ ２６．２ １７．０ ０．２２８ ８７ ７ １．７１ ＧＷ１６
Ｉ�Ｂ�Ｃ３�２０００

２．０

０．２５ １．６００ ７９．６ ３０．７ １８．０ ０．２２７ ９２ ７ １．５６ ＧＷ１６
Ｉ�Ｂ�Ｃ３�２０００ ０．５０ １．８００ ９５．０ ３５．１ １８．１ ０．１９１ ８６ １９ １．６２ ＧＷ１７
Ｉ�Ｂ�Ｃ３�２０００ ０．７５ １．８００ ９８．６ ３８．０ １８．５ ０．１８７ ８９ ２１ １．５６ ＧＷ１７
Ｉ�Ｂ�Ｃ３�２０００ １．００ １．８００ １０２ ４０．３ １８．７ ０．１８４ ９１ ２２ １．５１ ＧＷ１７
注：補助記号ＧＷ１４～ＧＷ１７を末尾に附記して使用する。

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ

単位体積重量
土 砂
コンクリート ２３

１８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号） Ｈ（ｍ） Ｂ（ｍ）コンクリート（ｍ３）
型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ１５
１．００ ０．９０ ０．６５０ ２．１１８
１．５０ １．１５ １．１６３ ３．１７７
２．００ １．４０ １．８００ ４．２３６

ＧＷ１６
１．００ １．００ ０．７００ ２．１６６
１．５０ １．３０ １．２７５ ３．２４９
２．００ １．６０ ２．０００ ４．３３２

ＧＷ１７
１．００ １．１０ ０．７５０ ２．２２１
１．５０ １．４５ １．３８８ ３．３３１
２．００ １．８０ ２．２００ ４．４４１

注： は最大で基本となる値である。

ＨＯ／Ｈ
ｋＮ／ｍ３

ｋＮ／ｍ３

コンクリート設計基準強度 　σｃｋ

比

Ｎ／mｍ2



福島県土木部

擁壁－６

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１
（ｋＮ／ｍ２）

ｑ２
（ｋＮ／ｍ２）

Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００

３．００ ０．０

Ｃ１

水平 ０．００ ２．０００ １３３ ４０．３ ４２．５ ０．３１９ １３０ ３ １．９９ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００

２．０
０．２５ ２．０００ １４４ ４８．７ ４６．０ ０．３２０ １４１ ３ １．７７ ＧＷ３５

Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ ０．５０ ２．０００ １４９ ５３．１ ４７．８ ０．３２０ １４６ ３ １．６９ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ ０．７５ ２．０００ １５２ ５４．９ ４８．６ ０．３２０ １４９ ３ １．６６ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ １．００ ２．０００ １５２ ５４．９ ４８．５ ０．３２０ １４９ ３ １．６６ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００

１．８
０．２５ ２．０００ １４５ ４９．５ ４６．３ ０．３２０ １４２ ３ １．７６ ＧＷ３５

Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ ０．５０ ２．０００ １５２ ５５．２ ４８．７ ０．３２０ １４９ ３ １．６５ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ ０．７５ ２．０００ １５６ ５８．５ ５０．１ ０．３２１ １５３ ３ １．６０ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ １．００ ２．０００ １５８ ６０．２ ５０．７ ０．３２１ １５５ ３ １．５８ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００

１．５
０．２５ ２．０００ １４６ ５０．８ ４６．８ ０．３２０ １４３ ３ １．７３ ＧＷ３５

Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ ０．５０ ２．０００ １５６ ５８．５ ５０．０ ０．３２１ １５３ ３ １．６０ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ ０．７５ ２．０００ １６３ ６４．２ ５２．４ ０．３２１ １６０ ３ １．５３ ＧＷ３５
Ｉ�Ｃ�Ｃ１�３０００ １．００ ２．２００ １８９ ７１．１ ５２．７ ０．２７９ １５１ ２０ １．５９ ＧＷ３６
Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００

Ｃ２

水平 ０．００ ２．２００ １４７ ４６．３ ４８．８ ０．３３２ １２７ ６ １．９０ ＧＷ３６
Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００

２．０
０．２５ ２．２００ １６０ ５６．７ ５２．８ ０．３３１ １３８ ７ １．６９ ＧＷ３６

Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００ ０．５０ ２．２００ １６８ ６３．４ ５５．３ ０．３３０ １４５ ８ １．５９ ＧＷ３６
Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００ ０．７５ ２．２００ １７３ ６７．６ ５７．０ ０．３２９ １４９ ８ １．５４ ＧＷ３６
Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００ １．００ ２．２００ １７６ ７０．３ ５８．０ ０．３２９ １５２ ８ １．５１ ＧＷ３６
Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００

１．８
０．２５ ２．２００ １６１ ５７．５ ５３．１ ０．３３１ １３９ ７ １．６８ ＧＷ３６

Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００ ０．５０ ２．２００ １７１ ６５．５ ５６．２ ０．３２９ １４７ ８ １．５６ ＧＷ３６
Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００ ０．７５ ２．４００ １９６ ７３．３ ５６．９ ０．２９０ １４１ ２３ １．６１ ＧＷ３７
Ｉ�Ｃ�Ｃ２�３０００ １．００ ２．４００ ２０３ ７８．０ ５８．２ ０．２８７ １４５ ２４ １．５６ ＧＷ３７
Ｉ�Ｃ�Ｃ３�３０００

Ｃ３
水平 ０．００ ２．４００ １６０ ５２．５ ５５．５ ０．３４７ １２４ ９ １．８３ ＧＷ３７

Ｉ�Ｃ�Ｃ３�３０００
２．０

０．２５ ２．４００ １７５ ６５．０ ６０．０ ０．３４３ １３５ １０ １．６２ ＧＷ３７
Ｉ�Ｃ�Ｃ３�３０００ ０．５０ ２．４００ １８６ ７４．２ ６３．２ ０．３４０ １４３ １２ １．５１ ＧＷ３７
Ｉ�Ｃ�Ｃ３�３０００ ０．７５ ２．６００ ２１３ ８２．９ ６３．７ ０．２９９ １３９ ２５ １．５４ ＧＷ３８
注：補助記号ＧＷ３５～ＧＷ３８を末尾に附記して使用する。

注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況に応じて別
途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。 ま
た， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設ける
のが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分を赤線で囲
むなど， 使用箇所を明記するのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 ����� 	
�����

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ 比 ＨＯ／Ｈ

単位体積重量
土 砂 ｋＮ／ｍ３

コンクリート ｋＮ／ｍ３ ２３
コンクリート設計基準強度 σｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号） Ｈ（ｍ） Ｂ（ｍ）コンクリート（ｍ３）
型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ３５

１．００ ０．９３ ０．６６５ ２．１３２
１．５０ １．２０ １．２００ ３．２００
２．００ １．４７ １．８７０ ４．２６８
２．５０ １．７３ ２．６６３ ５．３３２
３．００ ２．００ ３．６００ ６．４００

ＧＷ３６

１．００ １．００ ０．７００ ２．１６６
１．５０ １．３０ １，２７５ ３．２４９
２．００ １．６０ ２．０００ ４．３３２
２．５０ １．９０ ２．８７５ ５．４１５
３．００ ２．２０ ３．９００ ６．４９９

ＧＷ３７

１．００ １．０７ ０．７３５ ２．２０４
１．５０ １．４０ １．３５０ ３．３０３
２．００ １．７３ ２．１３０ ４．４０２
２．５０ ２．０７ ３．０８８ ５．５０６
３．００ ２．４０ ４．２００ ６．６０６

ＧＷ３８

１．００ １．１３ ０．７６５ ２．２３８
１．５０ １．５０ １．４２５ ３．３６０
２．００ １．８７ ２．２７０ ４．４８２
２．５０ ２．２３ ３．２８８ ５．５９８
３．００ ２．６０ ４．５００ ６．７２０

注： は最大で基本となる値である。



福島県土木部擁壁－７

注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況に応じて別
途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。 ま
た， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設ける
のが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分を赤線で囲
むなど， 使用箇所を明記するのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 ���	� 
��	���

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１
（ｋＮ／ｍ２）

ｑ２
（ｋＮ／ｍ２）

Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００

１．００ ０．３

Ｃ１

水平 ０．００ ０．７００ １４．６ ４．４９ ‐０．０４４ ‐０．００３ ２０ ２１ １．９５ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００

２．０

０．２５ ０．７００ １４．５ ４．２６ ‐０．０８６ ‐０．００６ ２０ ２２ ２．０４ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．７００ １４．４ ３．９６ ‐０．１４０ ‐０．０１０ １９ ２２ ２．１７ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．７００ １４．２ ３．６３ ‐０．２０１ ‐０．０１４ １８ ２３ ２．３５ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．７００ １４．１ ３．４７ ‐０．２２９ ‐０．０１６ １７ ２３ ２．４４ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００

１．８

０．２５ ０．７００ １４．６ ４．４４ ‐０．０５３ ‐０．００４ ２０ ２１ １．９７ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．７００ １４．５ ４．３２ ‐０．０７６ ‐０．００５ ２０ ２２ ２．０２ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．７００ １４．４ ４．１４ ‐０．１０８ ‐０．００７ １９ ２２ ２．０９ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．７００ １４．３ ３．９４ ‐０．１４５ ‐０．０１０ １９ ２２ ２．１９ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００

１．５

０．２５ ０．７００ １４．７ ４．７２ ‐０．００２ ０．０００ ２１ ２１ １．８７ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．７００ １４．８ ４．８８ ０．０２７ ０．００２ ２１ ２１ １．８１ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．７００ １４．８ ４．９９ ０．０４７ ０．００３ ２２ ２１ １．７８ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．７００ １４．８ ５．０５ ０．０５９ ０．００４ ２２ ２０ １．７６ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００

Ｃ２

水平 ０．００ ０．７００ １４．６ ５．４５ ０．２５９ ０．０１８ ２４ １８ １．６１ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００

２．０

０．２５ ０．７００ １４．６ ５．３９ ０．２４７ ０．０１７ ２４ １８ １．６３ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００ ０．５０ ０．７００ １４．６ ５．２９ ０．２２７ ０．０１６ ２４ １８ １．６５ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００ ０．７５ ０．７００ １４．５ ５．１７ ０．２０２ ０．０１４ ２３ １８ １．６９ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００ １．００ ０．７００ １４．５ ５．０３ ０．１７４ ０．０１２ ２３ １９ １．７３ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００

１．８

０．２５ ０．７００ １４．７ ５．５８ ０．２８８ ０．０２０ ２４ １７ １．５８ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００ ０．５０ ０．７００ １４．７ ５．６８ ０．３０７ ０．０２１ ２５ １７ １．５５ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００ ０．７５ ０．７００ １４．７ ５．７４ ０．３２１ ０．０２２ ２５ １７ １．５４ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ２�１０００ １．００ ０．７００ １４．８ ５．７８ ０．３２９ ０．０２２ ２５ １７ １．５３ ＧＷ９
Ｉ�Ｋ�Ｃ３�１０００ Ｃ３ 水平 ０．００ ０．９００ １９．０ ７．５７ ０．６５６ ０．０３５ ２６ １６ １．５０ ＧＷ１１
注：補助記号ＧＷ９～ＧＷ１１を末尾に附記して使用する。

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ 比 ＨＯ／Ｈ

単位体積重量
土 砂 ｋＮ／ｍ３

コンクリート ｋＮ／ｍ３ ２３
コンクリート設計基準強度 σｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号） Ｈ（ｍ） Ｂ（ｍ）コンクリート（ｍ３）
型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ９ １．００ ０．７０ ０．５５０ ２．０４４
ＧＷ１０ １．００ ０．８０ ０．６００ ２．０４９
ＧＷ１１ １．００ ０．９０ ０．６５０ ２．０６４
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擁壁－８

注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況に応じて別
途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。 ま
た， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設ける
のが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分を赤線で囲
むなど， 使用箇所を明記するのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 �	�
� ���
��

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１
（ｋＮ／ｍ２）

ｑ２
（ｋＮ／ｍ２）

Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００

２．００ ０．３

Ｃ１

水平 ０．００ １．０００ ３８．０ １３．５ １．９３ ０．０５１ ５０ ２６ １．６９ ＧＷ２３
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００

２．０

０．２５ １．０００ ３８．５ １４．６ ２．４３ ０．０６３ ５３ ２４ １．５９ ＧＷ２３
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．０００ ３８．５ １４．６ ２．４４ ０．０６３ ５３ ２４ １．５８ ＧＷ２３
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．０００ ３８．３ １４．０ ２．１９ ０．０５７ ５１ ２５ １．６４ ＧＷ２３
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ １．００ １．０００ ３８．２ １３．９ ２．１２ ０．０５６ ５１ ２５ １．６５ ＧＷ２３
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００

１．８

０．２５ １．０００ ３８．７ １５．０ ２．６４ ０．０６８ ５５ ２３ １．５４ ＧＷ２３
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．２００ ４６．６ １７．７ ３．５０ ０．０７５ ５３ ２４ １．５８ ＧＷ２４
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．２００ ４６．７ １７．９ ３．５６ ０．０７６ ５４ ２４ １．５７ ＧＷ２４
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ １．００ １．２００ ４６．６ １７．６ ３．４６ ０．０７４ ５３ ２４ １．５９ ＧＷ２４
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００

１．５

０．２５ １．２００ ４６．６ １７．７ ３．４８ ０．０７５ ５３ ２４ １．５８ ＧＷ２４
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．４００ ５６．３ ２１．５ ４．２４ ０．０７５ ５３ ２７ １．５７ ＧＷ２５
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．６００ ６７．１ ２５．２ ４．０９ ０．０６１ ５２ ３２ １．６０ ＧＷ２６
Ｉ�Ｌ�Ｃ１�２０００ １．００ １．６００ ６８．１ ２６．３ ４．２８ ０．０６３ ５３ ３３ １．５５ ＧＷ２６
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００

Ｃ２

水平 ０．００ １．２００ ４５．４ １７．８ ４．２３ ０．０９３ ５５ ２０ １．５３ ＧＷ２４
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００

２．０

０．２５ １．４００ ５４．６ ２１．７ ５．３０ ０．０９７ ５５ ２３ １．５１ ＧＷ２５
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００ ０．５０ １．６００ ６４．５ ２４．９ ５．４６ ０．０８５ ５３ ２８ １．５６ ＧＷ２６
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００ ０．７５ １．６００ ６５．１ ２５．６ ５．６３ ０．０８６ ５４ ２８ １．５２ ＧＷ２６
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００ １．００ １．６００ ６５．３ ２６．０ ５．７０ ０．０８７ ５４ ２７ １．５１ ＧＷ２６
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００

１．８

０．２５ １．６００ ６３．８ ２３．９ ５．２４ ０．０８２ ５２ ２８ １．６０ ＧＷ２６
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００ ０．５０ １．６００ ６５．４ ２６．１ ５．７２ ０．０８７ ５４ ２７ １．５１ ＧＷ２６
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００ ０．７５ １．８００ ７７．０ ２９．５ ４．９６ ０．０６４ ５２ ３４ １．５６ ＧＷ２７
Ｉ�Ｌ�Ｃ２�２０００ １．００ １．８００ ７８．１ ３０．８ ５．０８ ０．０６５ ５３ ３４ １．５２ ＧＷ２７
Ｉ�Ｌ�Ｃ３�２０００ Ｃ３ 水平 ０．００ １．６００ ６１．５ ２３．６ ６．４０ ０．１０４ ５３ ２３ １．５７ ＧＷ２６
Ｉ�Ｌ�Ｃ３�２０００ ２．０ ０．２５ １．８００ ７３．３ ２８．５ ６．６６ ０．０９１ ５３ ２８ １．５４ ＧＷ２７
注：補助記号ＧＷ２３～ＧＷ２７を末尾に附記して使用する。

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ 比 ＨＯ／Ｈ

単位体積重量
土 砂 ｋＮ／ｍ３

コンクリート ｋＮ／ｍ３ ２３
コンクリート設計基準強度 σｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号） Ｈ（ｍ） Ｂ（ｍ）コンクリート（ｍ３）
型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ２３
１．００ ０．７０ ０．５５０ ２．０４４
１．５０ ０．８５ ０．９３８ ３．０６６
２．００ １．００ １．４００ ４．０８８

ＧＷ２４
１．００ ０．８０ ０．６００ ２．０４９
１．５０ １．００ １．０５０ ３．０７４
２．００ １．２０ １．６００ ４．０９８

ＧＷ２５
１．００ ０．９０ ０．６５０ ２．０６４
１．５０ １．１５ １．１６３ ３．０９６
２．００ １．４０ １．８００ ４．１２８

ＧＷ２６
１．００ １．００ ０．７００ ２．０８８
１．５０ １．３０ １．２７５ ３．１３２
２．００ １．６０ ２．０００ ４．１７６

ＧＷ２７
１．００ １．１０ ０．７５０ ２．１２１
１．５０ １．４５ １．３８８ ３．１８２
２．００ １．８０ ２．２００ ４．２４２

注： は最大で基本となる値である。
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注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況
に応じて別途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とす
ること。 また， 擁壁前面にＶ字型の
鉛直打ち継目を設けるのが望ましく，
その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分
を赤線で囲むなど， 使用箇所を明記す
るのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 ���	� 
��	���

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１
（ｋＮ／ｍ２）

ｑ２
（ｋＮ／ｍ２）

Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００

３．００ ０．３

Ｃ１

水平 ０．００ １．４００ ７５．３ ２８．０ ９．０９ ０．１２１ ８２ ２６ １．６１ ＧＷ４５
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００

２．０

０．２５ １．６００ ８８．４ ３５．０ １３．１ ０．１４８ ８６ ２５ １．５２ ＧＷ４６
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ ０．５０ １．８００ １０１ ３９．４ １４．８ ０．１４６ ８４ ２９ １．５４ ＧＷ４７
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ ０．７５ １．８００ １０１ ３９．２ １４．７ ０．１４５ ８３ ２９ １．５５ ＧＷ４７
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ １．００ １．８００ １０１ ３８．７ １４．５ ０．１４３ ８３ ２９ １．５６ ＧＷ４７
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００

１．８

０．２５ １．８００ １０１ ３８．４ １４．３ ０．１４２ ８２ ２９ １．５７ ＧＷ４７
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ ０．５０ ２．０００ １１６ ４４．４ １６．０ ０．１３９ ８２ ３４ １．５６ ＧＷ４８
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ ０．７５ ２．０００ １１７ ４５．９ １６．７ ０．１４３ ８３ ３３ １．５２ ＧＷ４８
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ １．００ ２．０００ １１７ ４６．２ １６．８ ０．１４４ ８４ ３３ １．５２ ＧＷ４８
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００

１．５

０．２５ １．８００ １０２ ３９．７ １５．０ ０．１４８ ８４ ２９ １．５３ ＧＷ４７
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ ０．５０ ２．２００ １３２ ５０．５ １６．６ ０．１２５ ８１ ４０ １．５７ ＧＷ４９
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ ０．７５ ２．４００ １５１ ５７．８ １５．８ ０．１０４ ８０ ４７ １．５７ ＧＷ５０
Ｉ�Ｍ�Ｃ１�３０００ １．００ ２．４００ １５５ ６１．２ １６．５ ０．１０７ ８２ ４７ １．５２ ＧＷ５０
Ｉ�Ｍ�Ｃ２�３０００

Ｃ２

水平 ０．００ １．８００ ９７．０ ３７．４ １５．９ ０．１６４ ８３ ２４ １．５６ ＧＷ４７
Ｉ�Ｍ�Ｃ２�３０００

２．０

０．２５ ２．２００ １２６ ４９．１ １９．８ ０．１５７ ８２ ３３ １．５４ ＧＷ４９
Ｉ�Ｍ�Ｃ２�３０００ ０．５０ ２．４００ １４４ ５６．２ ２０．４ ０．１４２ ８１ ３９ １．５４ ＧＷ５０
Ｉ�Ｍ�Ｃ２�３０００ ０．７５ ２．６００ １６２ ６１．８ １８．９ ０．１１７ ７９ ４６ １．５７ ＧＷ５１
Ｉ�Ｍ�Ｃ２�３０００ １．００ ２．６００ １６４ ６３．６ １９．２ ０．１１８ ８０ ４６ １．５５ ＧＷ５１
Ｉ�Ｍ�Ｃ２�３０００

１．８
０．２５ ２．２００ １２７ ５０．０ ２０．２ ０．１５９ ８３ ３３ １．５２ ＧＷ４９

Ｉ�Ｍ�Ｃ２�３０００ ０．５０ ２．６００ １６１ ６０．８ １８．７ ０．１１６ ７９ ４５ １．５９ ＧＷ５１
Ｉ�Ｍ�Ｃ２�３０００ ０．７５ ２．６００ １６６ ６５．６ １９．６ ０．１１８ ８１ ４６ １．５１ ＧＷ５１
Ｉ�Ｍ�Ｃ３�３０００ Ｃ３ 水平 ０．００ ２．２００ １２０ ６５．６ ２２．１ ０．１１８ ８２ ２７ １．５５ ＧＷ４９
Ｉ�Ｍ�Ｃ３�３０００ ２．０ ０．２５ ２．６００ １５４ ６０．４ ２４．１ ０．１５６ ８１ ３８ １．５３ ＧＷ５１
注：補助記号ＧＷ４５～ＧＷ５１を末尾に附記して使用する。

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ 比 ＨＯ／Ｈ

単位体積重量
土 砂 ｋＮ／ｍ３

コンクリート ｋＮ／ｍ３ ２３
コンクリート設計基準強度 σｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号）Ｈ（ｍ）Ｂ（ｍ）
コンクリー
ト（ｍ３）

型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ４５

１．００ ０．７３ ０．５６５ ２．０４４
１．５０ ０．９０ ０．９７５ ３．０６７
２．００ １．０７ １．４７０ ４．０８９
２．５０ １．２３ ２．０３８ ５．１１１
３．００ １．４０ ２．７００ ６．１３４

ＧＷ４６

１．００ ０．８０ ０．６００ ２．０４９
１．５０ １．００ １．０５０ ３．０７４
２．００ １．２０ １．６００ ４．０９８
２．５０ １．４０ ２．２５０ ５．１２３
３．００ １．６０ ３．０００ ６．１４７

ＧＷ４７

１．００ ０．８７ ０．６３５ ２．０５８
１．５０ １．１０ １．１２５ ３．０８７
２．００ １．３３ １．７３０ ４．１１５
２．５０ １．５７ ２．４６３ ５．１４５
３．００ １．８０ ３．３００ ６．１７３

注： は最大で基本となる値である。

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号）Ｈ（ｍ）Ｂ（ｍ）
コンクリー
ト（ｍ３）

型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ４８

１．００ ０．９３ ０．６６５ ２．０７０
１．５０ １．２０ １．２００ ３．１０６
２．００ １．４７ １．８７０ ４．１４３
２．５０ １．７３ ２．６６３ ５．１７６
３．００ ２．００ ３．６００ ６．２１３

ＧＷ４９

１．００ １．００ ０．７００ ２．０８８
１．５０ １．３０ １．２７５ ３．１３２
２．００ １．６０ ２．０００ ４．１７６
２．５０ １．９０ ２．８７５ ５．２２０
３．００ ２．２０ ３．９００ ６．２６４

ＧＷ５０

１．００ １．０７ ０．７３５ ２．１１０
１．５０ １．４０ １．３５０ ３．１６４
２．００ １．７３ ２．１３０ ４．２１７
２．５０ ２．０７ ３．０８８ ５．２７４
３．００ ２．４０ ４．２００ ６．３２７

ＧＷ５１

１．００ １．１３ ０．７６５ ２．１３３
１．５０ １．５０ １．４２５ ３．２０１
２．００ １．８７ ２．２７０ ４．２６９
２．５０ ２．２３ ３．２８８ ５．３３３
３．００ ２．６０ ４．５００ ６．４０２
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擁壁－１０

注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況に応じて別
途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。 ま
た， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設ける
のが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分を赤線で囲
むなど， 使用箇所を明記するのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 ���	
 ���	��

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１
（ｋＮ／ｍ２）

ｑ２
（ｋＮ／ｍ２）

Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００

１．００ ０．５

Ｃ１

水平 ０．００ ０．９００ １６．９ ４．４９ ‐１．００ ‐０．０５９ １１ ２６ ２．２６ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００

２．０

０．２５ ０．９００ １６．８ ４．２６ ‐１．０４ ‐０．０６２ １１ ２６ ２．３７ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．９００ １６．７ ３．９６ ‐１．０８ ‐０．０６５ １１ ２６ ２．５２ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．９００ １６．５ ３．６３ ‐１．１２ ‐０．０６８ １０ ２７ ２．７３ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．９００ １６．４ ３．４７ ‐１．１５ ‐０．０７０ １０ ２７ ２．８４ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００

１．８

０．２５ ０．９００ １６．９ ４．４４ ‐１．０１ ‐０．０６０ １１ ２６ ２．２８ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．９００ １６．８ ４．３２ ‐１．０３ ‐０．０６１ １１ ２６ ２．３４ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．９００ １６．７ ４．１４ ‐１．０５ ‐０．０６３ １１ ２６ ２．４３ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．９００ １６．６ ３．９４ ‐１．０８ ‐０．０６５ １０ ２７ ２．５４ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００

１．５

０．２５ ０．９００ １７．０ ４．７２ ‐０．９７２ ‐０．０５７ １２ ２６ ２．１６ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ ０．５０ ０．９００ １７．１ ４．８８ ‐０．９５０ ‐０．０５６ １２ ２６ ２．１０ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ ０．７５ ０．９００ １７．１ ４．９９ ‐０．９３５ ‐０．０５５ １２ ２６ ２．０６ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ１�１０００ １．００ ０．９００ １７．１ ５．０５ ‐０．９２６ ‐０．０５４ １２ ２６ ２．０３ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００

Ｃ２

水平 ０．００ ０．９００ １６．９ ５．４５ ‐０．７０５ ‐０．０４２ １４ ２４ １．８６ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００

２．０

０．２５ ０．９００ １６．９ ５．３９ ‐０．７１６ ‐０．０４２ １３ ２４ １．８８ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００ ０．５０ ０．９００ １６．９ ５．２９ ‐０．７３２ ‐０．０４３ １３ ２４ １．９１ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００ ０．７５ ０．９００ １６．８ ５．１７ ‐０．７５３ ‐０．０４５ １３ ２４ １．９５ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００ １．００ ０．９００ １６．８ ５．０３ ‐０．７７６ ‐０．０４６ １３ ２４ ２．００ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００

１．８

０．２５ ０．９００ １７．０ ５．５８ ‐０．６８２ ‐０．０４０ １４ ２４ １．８２ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００ ０．５０ ０．９００ １７．０ ５．６８ ‐０．６６６ ‐０．０３９ １４ ２４ １．８０ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００ ０．７５ ０．９００ １７．０ ５．７４ ‐０．６５５ ‐０．０３８ １４ ２４ １．７８ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ２�１０００ １．００ ０．９００ １７．１ ５．７８ ‐０．６４９ ‐０．０３８ １４ ２４ １．７７ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ３�１０００ Ｃ３ 水平 ０．００ ０．９００ １６．９ ６．５７ ‐０．３２５ ‐０．０１９ １６ ２１ １．５５ ＧＷ１４
Ｉ�Ｕ�Ｃ３�１０００ ２．０ ０．２５ ０．９００ １７．０ ６．７２ ‐０．２９４ ‐０．０１７ １７ ２１ １．５１ ＧＷ１４
注：補助記号ＧＷ１４を末尾に附記して使用する。

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ 比 ＨＯ／Ｈ

単位体積重量
土 砂 ｋＮ／ｍ３

コンクリート ｋＮ／ｍ３ ２３
コンクリート設計基準強度 σｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号） Ｈ（ｍ） Ｂ（ｍ）コンクリート（ｍ３）
型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ１４ １．００ ０．９０ ０．６５０ ２．１１８
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注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況に応じて別
途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。 ま
た， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設ける
のが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分を赤線で囲
むなど， 使用箇所を明記するのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 �	�
� ��
���

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１
（ｋＮ／ｍ２）

ｑ２
（ｋＮ／ｍ２）

Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００

２．００ ０．５

Ｃ１

水平 ０．００ １．４００ ４７．２ １３．５ ‐３．５２ ‐０．０７５ ２３ ４５ ２．１０ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００

２．０

０．２５ １．４００ ４７．７ １４．６ ‐３．１２ ‐０．０６５ ２４ ４４ １．９６ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．４００ ４７．７ １４．６ ‐３．１１ ‐０．０６５ ２５ ４４ １．９６ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．４００ ４７．５ １４．０ ‐３．３２ ‐０．０７０ ２４ ４４ ２．０３ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ １．００ １．４００ ４７．４ １３．９ ‐３．３７ ‐０．０７１ ２４ ４４ ２．０５ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００

１．８

０．２５ １．４００ ４７．９ １５．０ ‐２．９５ ‐０．０６２ ２５ ４３ １．９１ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．４００ ４８．１ １５．６ ‐２．７４ ‐０．０５７ ２６ ４３ １．８５ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．４００ ４８．１ １５．６ ‐２．７３ ‐０．０５７ ２６ ４３ １．８５ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ １．００ １．４００ ４８．０ １５．３ ‐２．８６ ‐０．０６０ ２６ ４３ １．８８ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００

１．５

０．２５ １．４００ ４８．２ １５．７ ‐２．６９ ‐０．０５６ ２６ ４３ １．８４ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ ０．５０ １．４００ ４８．８ １７．２ ‐２．１５ ‐０．０４４ ２８ ４１ １．７０ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ ０．７５ １．４００ ４９．３ １８．２ ‐１．７８ ‐０．０３６ ３０ ４１ １．６２ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ１�２０００ １．００ １．４００ ４９．６ １８．９ ‐１．５４ ‐０．０３１ ３１ ４０ １．５７ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００

Ｃ２

水平 ０．００ １．４００ ４７．３ １６．２ ‐１．７６ ‐０．０３７ ２８ ３９ １．７５ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００

２．０

０．２５ １．４００ ４８．０ １８．０ ‐１．００ ‐０．０２１ ３１ ３７ １．５９ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００ ０．５０ １．４００ ４８．３ １８．９ ‐０．６４８ ‐０．０１３ ３３ ３６ １．５３ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００ ０．７５ １．４００ ４８．４ １９．２ ‐０．５２４ ‐０．０１１ ３３ ３６ １．５１ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００ １．００ １．４００ ４８．４ １９．２ ‐０．５３２ ‐０．０１１ ３３ ３６ １．５１ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００

１．８

０．２５ １．４００ ４８．１ １８．５ ‐０．７９６ ‐０．０１７ ３２ ３７ １．５６ ＧＷ３２
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００ ０．５０ １．６００ ５６．７ ２２．１ ‐０．４２３ ‐０．００７ ３４ ３６ １．５４ ＧＷ３３
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００ ０．７５ １．８００ ６６．１ ２５．５ ‐０．８８０ ‐０．０１３ ３５ ３８ １．５６ ＧＷ３４
Ｉ�Ｖ�Ｃ２�２０００ １．００ １．８００ ６６．６ ２６．４ ‐０．６９９ ‐０．０１０ ３６ ３８ １．５２ ＧＷ３４
Ｉ�Ｖ�Ｃ３�２０００ Ｃ３ 水平 ０．００ １．６００ ５４．６ ２０．９ ０．２６４ ０．００５ ３５ ３４ １．５７ ＧＷ３３
Ｉ�Ｖ�Ｃ３�２０００ ２．０ ０．２５ １．８００ ６４．２ ２５．６ ０．６６２ ０．０１０ ３７ ３４ １．５０ ＧＷ３４
注：補助記号ＧＷ３２～ＧＷ３４を末尾に附記して使用する。

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ 比 ＨＯ／Ｈ

単位体積重量
土 砂 ｋＮ／ｍ３

コンクリート ｋＮ／ｍ３ ２３
コンクリート設計基準強度 σｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号） Ｈ（ｍ） Ｂ（ｍ）コンクリート（ｍ３）
型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ３２
１．００ ０．９０ ０．６５０ ２．１１８
１．５０ １．１５ １．１６３ ３．１７７
２．００ １．４０ １．８００ ４．２３６

ＧＷ３３
１．００ １．００ ０．７００ ２．１２３
１．５０ １．３０ １．２７５ ３．１８５
２．００ １．６０ ２．０００ ４．２４６

ＧＷ３４
１．００ １．１０ ０．７５０ ２．１３８
１．５０ １．４５ １．３８８ ３．２０７
２．００ １．８０ ２．２００ ４．２７６

注： は最大で基本とする値である。
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擁壁－１２

注意事項
１．本図は， １ｍ当りの設計であり， 地震を考慮し
ていない。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを
使用すること。
３．設計条件の空欄には， 該当する設計条件を記入
すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計し，
材種， 敷厚および数量を該当する箇所に明記する
こと。 厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

５．水抜孔などの排水工は， 現場の状況に応じて別
途設計すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。 ま
た， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設ける
のが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とする。
７．数値表および材料表の該当する部分を赤線で囲
むなど， 使用箇所を明記するのがよい。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
��

��

�����

名 称 重力式擁壁 ���	
 ���	��

数値表：滑動摩擦係数μ＝０．６の場合 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

擁壁高
（ｍ）

Ｎ１
前面勾配

Ｃ
裏込め土
の種類

Ｎ
盛土勾配

ＨＯ／Ｈ
高さ比

Ｂ
底版幅
（ｍ）

ＮＦ
鉛直力
（ｋＮ）

ＨＦ
水平力
（ｋＮ）

Ｍ
モーメント
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度 ＦＳ
滑 動
安全率

ＧＷ
断面形
状番号

ｑ１
（ｋＮ／ｍ２）

ｑ２
（ｋＮ／ｍ２）

Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００

３．００ ０．５

Ｃ１

水平 ０．００ ２．０００ ９６．０ ２８．０ ‐７．２９ ‐０．０７６ ３７ ５９ ２．０６ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００

２．０
０．２５ ２．０００ ９８．０ ３２．３ ‐４．９６ ‐０．０５１ ４２ ５６ １．８２ ＧＷ５８

Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ ０．５０ ２．０００ ９８．６ ３３．５ ‐４．３１ ‐０．０４４ ４３ ５６ １．７７ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ ０．７５ ２．０００ ９８．３ ３２．９ ‐４．６３ ‐０．０４７ ４２ ５６ １．７９ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ １．００ ２．０００ ９８．２ ３２．７ ‐４．７２ ‐０．０４８ ４２ ５６ １．８０ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００

１．８
０．２５ ２．０００ ９８．４ ３３．２ ‐４．４９ ‐０．０４６ ４２ ５６ １．７８ ＧＷ５８

Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ ０．５０ ２．０００ ９９．５ ３５．５ ‐３．２２ ‐０．０３２ ４５ ５５ １．６８ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ ０．７５ ２．０００ ９９．９ ３６．２ ‐２．８３ ‐０．０２８ ４６ ５４ １．６５ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ １．００ ２．０００ ９９．７ ３５．９ ‐３．０２ ‐０．０３０ ４５ ５４ １．６７ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００

１．５
０．２５ ２．０００ ９９．０ ３４．４ ‐３．７９ ‐０．０３８ ４４ ５５ １．７３ ＧＷ５８

Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ ０．５０ ２．０００ １０１ ３８．７ ‐１．４９ ‐０．０１５ ４８ ５３ １．５７ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ ０．７５ ２．２００ １１５ ４５．０ ‐０．６９０ ‐０．００６ ５１ ５３ １．５３ ＧＷ５９
Ｉ�Ｗ�Ｃ１�３０００ １．００ ２．４００ １２９ ５０．９ ‐１．４１ ‐０．０１１ ５２ ５５ １．５３ ＧＷ６０
Ｉ�Ｗ�Ｃ２�３０００

Ｃ２

水平 ０．００ ２．０００ ９６．２ ３３．３ ‐２．１６ ‐０．０２２ ４５ ５１ １．７３ ＧＷ５８
Ｉ�Ｗ�Ｃ２�３０００

２．０
０．２５ ２．０００ ９８．６ ３９．４ １．５２ ０．０１５ ５２ ４７ １．５０ ＧＷ５８

Ｉ�Ｗ�Ｃ２�３０００ ０．５０ ２．４００ １２４ ４８．３ １．７０ ０．０１４ ５３ ５０ １．５４ ＧＷ６０
Ｉ�Ｗ�Ｃ２�３０００ ０．７５ ２．６００ １３８ ５３．３ ０．５４１ ０．００４ ５４ ５３ １．５６ ＧＷ６１
Ｉ�Ｗ�Ｃ２�３０００ １．００ ２．６００ １３９ ５４．２ ０．８３６ ０．００６ ５４ ５３ １．５４ ＧＷ６１
Ｉ�Ｗ�Ｃ２�３０００ １．８ ０．２５ ２．２００ １１０ ４２．９ １．５４ ０．０１４ ５２ ４８ １．５４ ＧＷ５９
Ｉ�Ｗ�Ｃ２�３０００ ０．５０ ２．６００ １３８ ５３．４ ０．５６６ ０．００４ ５４ ５３ １．５６ ＧＷ６１
Ｉ�Ｗ�Ｃ３�３０００ Ｃ３ 水平 ０．００ ２．２００ １０７ ４１．４ ３．６７ ０．０３４ ５３ ４４ １．５５ ＧＷ５９
注：補助記号ＧＷ５８～ＧＷ６１を末尾に附記して使用する。

設計条件
項 目 記号 単位 数値

擁 壁 高 Ｈ ｍ
盛 土 高 ＨＯ ｍ
裏 込 め 土 の 種 類 Ｃ
盛 土 勾 配 Ｎ
高 さ 比 ＨＯ／Ｈ

単位体積重量
土 砂 ｋＮ／ｍ３

コンクリート ｋＮ／ｍ３ ２３
コンクリート設計基準強度 σｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８
滑 動 安 全 率 Ｆｓ １．５

材料表 （１ｍ当り）
ＧＷ

（断面形状番号） Ｈ（ｍ） Ｂ（ｍ）コンクリート（ｍ３）
型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＧＷ５８

１．００ ０．９３ ０．６６５ ２．１１８
１．５０ １．２０ １．２００ ３．１７８
２．００ １．４７ １．８７０ ４．２３７
２．５０ １．７３ ２．６６３ ５．２９６
３．００ ２．００ ３．６００ ６．３５６

ＧＷ５９

１．００ １．００ ０．７００ ２．１２３
１．５０ １．３０ １．２７５ ３．１８５
２．００ １．６０ ２．０００ ４．２４６
２．５０ １．９０ ２．８７５ ５．３０８
３．００ ２．２０ ３．９００ ６．３６９

ＧＷ６０

１．００ １．０７ ０．７３５ ２．１３２
１．５０ １．４０ １．３５０ ３．１９８
２．００ １．７３ ２．１３０ ４．２６３
２．５０ ２．０７ ３．０８８ ５．３３０
３．００ ２．４０ ４．２００ ６．３９５

ＧＷ６１

１．００ １．１３ ０．７６５ ２．１４４
１．５０ １．５０ １．４２５ ３．２１７
２．００ １．８７ ２．２７０ ４．２９１
２．５０ ２．２３ ３．２８８ ５．３６１
３．００ ２．６０ ４．５００ ６．４３５

注： は最大で基本となる値である。
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（その１）

使用上の注意事項

１．もたれ式擁壁は良好な基礎地盤が必要であるため， 標準設計で対象とする基礎地盤は礫， 礫質土以上とし， 礫，礫質土地盤の場合は基礎コンクリート部を設け，

岩の場合は基礎コンクリート部は用いない構造とした。

２．もたれ式擁壁は次表のとおり， 適用基礎地盤， 裏込め土の種類， 擁壁高さ， 擁壁前面こう配， 背面こう配の関係を段階的に集録した。

このような集録方法としたのは， 高さの変化する場合を想定したためで， 現場における最大高さを基準として選定する。

もたれ式擁壁の集録範囲 （礫・礫質土）

対称基礎
地 盤

裏込め土
種 類

高 さ （Ｈ） （ｍ） 前面こう配
（Ｎ１）

背面こう配
（Ｎ２）２．０ ３．０ ４．０ ５．０ ６．０ ７．０ ８．０

礫

礫質土

礫質土
（Ｃ１）

０．３５ ０．３０

０．４０ ０．３５

０．４０ ０．３０

０．４５ ０．３５

０．４５ ０．３０

０．５０ ０．３５

０．５０ ０．３０

砂質土
（Ｃ２）

０．４５ ０．３０

０．５０ ０．４０

０．５０ ０．２５

注意：●印が基準高さを表す。 ○は高さの変化に応じて使用する。

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
�
�
�����	
���

名 称 もたれ式擁壁

もたれ式擁壁の集録範囲 （岩）

対称基礎
地 盤

裏込め土
種 類

高 さ （Ｈ） （ｍ） 前面こう配
（Ｎ１）

背面こう配
（Ｎ２）２．０ ３．０ ４．０ ５．０ ６．０ ７．０ ８．０

岩

礫質土

（Ｃ１）

０．３０ ０．２５

０．３５ ０．３０

０．３５ ０．２０

０．４０ ０．２５

０．４５ ０．２５

０．４５ ０．２５

０．４５ ０．２５

砂質土

（Ｃ２）

０．４０ ０．３５

０．４５ ０．３０

０．５０ ０．３０



福島県土木部

擁壁－１４

（その２）

３．もたれ式擁壁は盛土部で擁壁背面が水平な場合についての設計である。 したがって， 切土部に使用する場合は次の点に留意すること。

� 図－１のような場合は， �����で��が高くないこと。

� 図－２�のような場合は， 土のくさび作用によって盛土部と考える土圧より大きな土圧が作用することがあるので， 図－２�のように地山を処理し盛土状態に

修正すること。

４．伸縮目次の間隔は１０ｍ以下とし擁壁前面のＶ型の切れ目を持つ鉛直打継目の間隔は５ｍ程度とすること。

図－１ 切土部に使用する場合の条件

図－２ 切土部の処理 図－３ 基礎地盤が変化している場合の例

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
�
�
�����	
���

名 称 もたれ式擁壁
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（その１）

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
�
�
�����	
���

名 称 もたれ式擁壁 岩盤基礎

寸法・数値・材料表 （１ｍ当り） 滑動安全率ＦＳを最小とする が高さごとの基準値である。

記 号
Ｃ

裏込め土
の種類

Ｎ１
（前面勾配）

Ｎ２
（背面勾配）

Ｈ
（擁壁幅）
（ｍ）

Ｂ
（底版幅）
（ｍ）

ＮＦ
（鉛直力）
（ｋＮ）

ＨＦ
（水平力）
（ｋＮ）

Ｍ
（モーメント）
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度（ｋＮ／ｍ２） ＦＳ
滑 動
安全率

コンク
リート
（ｍ３）

型 枠

（ｍ２）

裏込め材

（ｍ３）ｑ１ ｑ２

Ｃ１

０．３０ ０．２５ ２．００ ０．５５０ ２４．５ ９．３２ ０．５７４ ０．０２３ ３３ ５６ １．８４ １．０００ ４．１５０ ０．４３８

０．３５ ０．３０
２．００ ０．５５０ ２４．０ ８．５３ ２．０２ ０．０８４ ４ ８４ １．９７ １．０００ ４．２０７ ０．４４４
２．５０ ０．５７５ ３０．９ １２．４ １．９３ ０．０６３ １９ ８９ １．７４ １．２８１ ５．２５９ ０．７０５
３．００ ０．６００ ３８．２ １７．１ ０．９５７ ０．０２５ ４８ ８０ １．５７ １．５７５ ６．３１１ ０．９６６

０．３５ ０．２０

２．００ ０．７５０ ２９．８ １０．１ １．３０ ０．０４４ ２６ ５４ ２．０６ １．２００ ４．１５９ ０．４３３
２．５０ ０．８２５ ３９．８ １４．８ ０．９１４ ０．０２３ ４０ ５６ １．８９ １．５９４ ５．１９８ ０．６８８
３．００ ０．９００ ５０．９ ２０．３ ‐０．３９１ ‐０．００８ ５９ ５４ １．７６ ２．０２５ ６．２３８ ０．９４３
３．５０ ０．９７５ ６３．０ ２６．６ ‐２．６８ ‐０．０４３ ８２ ４８ １．６６ ２．４９４ ７．２７７ １．１９８
４．００ １．０５０ ７６．２ ３３．８ ‐６．４６ ‐０．０８５ １０８ ３７ １．５８ ３．０００ ８．３１７ １．４５３

０．４０ ０．２５

２．００ ０．７５０ ２９．１ ９．３２ ２．８３ ０．０９７ ９ ６９ ２．１９ １．２００ ４．２１６ ０．４３８
２．５０ ０．８２５ ３８．９ １３．６ ３．５０ ０．０９０ １６ ７８ ２．００ １．５９４ ５．２７０ ０．６９６
３．００ ０．９００ ４９．６ １８．６ ３．６８ ０．０７４ ２８ ８２ １．８６ ２．０２５ ６．３２３ ０．９５３
３．５０ ０．９７５ ６１．４ ２４．５ ３．１８ ０．０５２ ４３ ８３ １．７６ ２．４９４ ７．３７７ １．２１１
４．００ １．０５０ ７４．１ ３１．１ １．８３ ０．０２５ ６１ ８１ １．６７ ３．０００ ８．４３１ １．４６９
４．５０ １．１２５ ８７．８ ３８．４ ‐０．６７８ ‐０．００８ ８１ ７５ １．６０ ３．５４４ ９．４８５ １．７２７

Ⅱ－Ａ－ａ－２０００
Ⅱ－Ａ－ｂ－２０００
Ⅱ－Ａ－ｂ－２５００
Ⅱ－Ａ－ｂ－３０００
Ⅱ－Ａ－ｃ－２０００
Ⅱ－Ａ－ｃ－２５００
Ⅱ－Ａ－ｃ－３０００
Ⅱ－Ａ－ｃ－３５００
Ⅱ－Ａ－ｃ－４０００
Ⅱ－Ａ－ｄ－２０００
Ⅱ－Ａ－ｄ－２５００
Ⅱ－Ａ－ｄ－３０００
Ⅱ－Ａ－ｄ－３５００
Ⅱ－Ａ－ｄ－４０００
Ⅱ－Ａ－ｄ－４５００
Ⅱ－Ａ－ｄ－５０００ ５．００ １．２００ １０３ ４６．６ ‐４．５４ ‐０．０４４ １０４ ６７ １．５４ ４．１２５ １０．５３９ １．９８４

（注）根入れ深さは500mm以上とし、擁壁前面に水路を設ける場合は、水路底面より300mm以上とする。
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注意事項
１．本図は， 擁壁背面の地表面が水平な場合およ
び地震を考慮しない場合である。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位のもの
を使用すること。
３．材料表中の寸法・数値， 材料表中の裏込め材
の数量は， 岩盤への根入れ長を５０ｃｍ，根入れ
深さ （ｈ）を５０ｃｍとしてあるので， 現場条件
がこれと異なる場合は， 別途計算すること。
４．擁壁背面の排水工には， 特に注意し， φ５０ｍｍ
程度の水抜き孔を２．０ｍ２に一箇所設ける。
５．コンクリートの水平打ち継目に対しては段を
つけ，用心鉄筋としてＤ１３の鉄筋を間隔５０ｃｍ，
長さ１００ｃｍ程度に配置すること。
６． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。
また， 擁壁前面にＶ字型の鉛直打ち継目を設
けるのが望ましく， その間隔は， ５ｍ程度とす
る。

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
�
�
�����	
���

名 称 もたれ式擁壁 岩盤基礎

滑動安全率ＦＳを最小とする が高さごとの基準値である。

記 号
Ｃ

裏込め土
の種類

Ｎ１
（前面勾配）

Ｎ２
（背面勾配）

Ｈ
（擁壁幅）
（ｍ）

Ｂ
（底版幅）
（ｍ）

ＮＦ
（鉛直力）
（ｋＮ）

ＨＦ
（水平力）
（ｋＮ）

Ｍ
（モーメント）
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度（ｋＮ／ｍ２） ＦＳ
滑 動
安全率

コンク
リート
（ｍ３）

型 枠

（ｍ２）

裏込め材

（ｍ３）ｑ１ ｑ２

Ｃ１

０．４５ ０．２５

２．００ ０．８５０ ３１．４ ９．３２ ４．０８ ０．１３０ ３ ７１ ２．３６ １．３００ ４．２５５ ０．４３８
２．５０ ０．９５０ ４２．５ １３．６ ５．７６ ０．１３５ ７ ８３ ２．１９ １．７５０ ５．３１８ ０．６９６
３．００ １．０５０ ５４．８ １８．６ ７．２７ ０．１３３ １３ ９２ ２．０６ ２．２５０ ６．３８２ ０．９５３
３．５０ １．１５０ ６８．４ ２４．５ ８．７２ ０．１２７ ２０ ９９ １．９６ ２．８００ ７．４４６ １．２１１
４．００ １．２５０ ８３．３ ３１．１ ９．５９ ０．１１５ ３０ １０４ １．８８ ３．４００ ８．５０９ １．４６９
４．５０ １．３５０ ９９．５ ３８．４ １０．２ ０．１０３ ４０ １０７ １．８１ ４．０５０ ９．５７３ １．７２７
５．００ １．４５０ １１７ ４６．６ ９．８７ ０．０８４ ５２ １０９ １．７６ ４．７５０ １０．６３７ １．９８４
５．５０ １．５５０ １３６ ５５．５ ９．０２ ０．０６６ ６５ １１０ １．７１ ５．５００ １１．７００ ２．５００
６．００ １．６５０ １５６ ６５．２ ６．８２ ０．０４４ ７９ １０９ １．６７ ６．３００ １２．７６４ ３．０１５

０．４５ ０．２５

２．００ ０．８５０ ３１．４ ９．３２ ４．０８ ０．１３０ ３ ７１ ２．３６ １．３００ ４．２５５ ０．４３８
２．５０ ０．９５０ ４２．５ １３．６ ５．７６ ０．１３５ ７ ８３ ２．１９ １．７５０ ５．３１８ ０．６９６
３．００ １．０５０ ５４．８ １８．６ ７．２７ ０．１３３ １３ ９２ ２．０６ ２．２５０ ６．３８２ ０．９５３
３．５０ １．１５０ ６８．４ ２４．５ ８．７２ ０．１２７ ２０ ９９ １．９６ ２．８００ ７．４４６ １．２１１
４．００ １．２５０ ８３．３ ３１．１ ９．５９ ０．１１５ ３０ １０４ １．８８ ３．４００ ８．５０９ １．４６９
４．５０ １．３５０ ９９．５ ３８．４ １０．２ ０．１０３ ４０ １０７ １．８１ ４．０５０ ９．５７３ １．７２７
５．００ １．４５０ １１７ ４６．６ ９．８７ ０．０８４ ５２ １０９ １．７６ ４．７５０ １０．６３７ １．９８４
５．５０ １．５５０ １３６ ５５．５ ９．０２ ０．０６６ ６５ １１０ １．７１ ５．５００ １１．７００ ２．５００
６．００ １．６５０ １５６ ６５．２ ６．８２ ０．０４４ ７９ １０９ １．６７ ６．３００ １２．７６４ ３．０１５
６．５０ １．７５０ １７７ ７５．７ ３．９８ ０．０２３ ９３ １０９ １．６４ ７．１５０ １３．８２８ ３．５３０
７．００ １．８５０ １９９ ８７．０ ‐０．７４５ ‐０．００４ １０９ １０７ １．６０ ８．０５０ １４．８９２ ４．０４６

０．４５ ０．２５

２．００ ０．８５０ ３１．４ ９．３２ ４．０８ ０．１３０ ３ ７１ ２．３６ １．３００ ４．２５５ ０．４３８
２．５０ ０．９５０ ４２．５ １３．６ ５．７６ ０．１３５ ７ ８３ ２．１９ １．７５０ ５．３１８ ０．６９６
３．００ １．０５０ ５４．８ １８．６ ７．２７ ０．１３３ １３ ９２ ２．０６ ２．２５０ ６．３８２ ０．９５３
３．５０ １．１５０ ６８．４ ２４．５ ８．７２ ０．１２７ ２０ ９９ １．９６ ２．８００ ７．４４６ １．２１１
４．００ １．２５０ ８３．３ ３１．１ ９．５９ ０．１１５ ３０ １０４ １．８８ ３．４００ ８．５０９ １．４６９
４．５０ １．３５０ ９９．５ ３８．４ １０．２ ０．１０３ ４０ １０７ １．８１ ４．０５０ ９．５７３ １．７２７
５．００ １．４５０ １１７ ４６．６ ９．８７ ０．０８４ ５２ １０９ １．７６ ４．７５０ １０．６３７ １．９８４
５．５０ １．５５０ １３６ ５５．５ ９．０２ ０．０６６ ６５ １１０ １．７１ ５．５００ １１．７００ ２．５００
６．００ １．６５０ １５６ ６５．２ ６．８２ ０．０４４ ７９ １０９ １．６７ ６．３００ １２．７６４ ３．０１５
６．５０ １．７５０ １７７ ７５．７ ３．９８ ０．０２３ ９３ １０９ １．６４ ７．１５０ １３．８２８ ３．５３０
７．００ １．８５０ １９９ ８７．０ ‐０．７４５ ‐０．００４ １０９ １０７ １．６０ ８．０５０ １４．８９２ ４．０４６
７．５０ １．９５０ ２２３ ９９．０ ‐６．２１ ‐０．０２８ １２４ １０５ １．５８ ９．０００ １５．９５５ ４．５６１
８．００ ２．０５０ ２４８ １１２ ‐１４．０ ‐０．０５６ １４１ １０１ １．５５ １０．０００ １７．０１９ ５．０７７

Ｃ２

０．４０ ０．３５ ２．００ ０．５５０ ２３．１ １０．３ １．５０ ０．０６５ １２ ７２ １．５７ １．０００ ４．２７３ ０．４５０

０．４５ ０．３０
２．００ ０．７５０ ２８．２ １１．１ ２．４２ ０．０８６ １２ ６４ １．７７ １．２００ ４．２８１ ０．４４４
２．５０ ０．８２５ ３７．６ １６．２ ２．６５ ０．０７１ ２２ ６９ １．６２ １．５９４ ５．３５２ ０．７０５
３．００ ０．９００ ４７．９ ２２．２ ２．０５ ０．０４３ ３８ ６８ １．５１ ２．０２５ ６．４２２ ０．９６６

０．５０ ０．３０

２．００ ０．８５０ ３０．５ １１．１ ３７．１ ０．１２１ ５ ６７ １．９２ １．３００ ４．３２４ ０．４４４
２．５０ ０．９５０ ４１．２ １６．２ ４．８８ ０．１１８ １１ ７６ １．７８ １．７５０ ５．４０５ ０．７０５
３．００ １．０５０ ５３．０ ２２．２ ５．７７ ０．１０９ １９ ８２ １．６７ ２．２５０ ６．４８６ ０．９６６
３．５０ １．１５０ ６６．１ ２９．１ ６．１１ ０．０９３ ３０ ８５ １．５９ ２．８００ ７．５６７ １．２２７

Ⅱ－Ａ－ｅ－２０００
Ⅱ－Ａ－ｅ－２５００
Ⅱ－Ａ－ｅ－３０００
Ⅱ－Ａ－ｅ－３５００
Ⅱ－Ａ－ｅ－４０００
Ⅱ－Ａ－ｅ－４５００
Ⅱ－Ａ－ｅ－５０００
Ⅱ－Ａ－ｅ－５５００
Ⅱ－Ａ－ｅ－６０００
Ⅱ－Ａ－ｆ－２０００
Ⅱ－Ａ－ｆ－２５００
Ⅱ－Ａ－ｆ－３０００
Ⅱ－Ａ－ｆ－３５００
Ⅱ－Ａ－ｆ－４０００
Ⅱ－Ａ－ｆ－４５００
Ⅱ－Ａ－ｆ－５０００
Ⅱ－Ａ－ｆ－５５００
Ⅱ－Ａ－ｆ－６０００
Ⅱ－Ａ－ｆ－６５００
Ⅱ－Ａ－ｆ－７０００
Ⅱ－Ａ－ｇ－２０００
Ⅱ－Ａ－ｇ－２５００
Ⅱ－Ａ－ｇ－３０００
Ⅱ－Ａ－ｇ－３５００
Ⅱ－Ａ－ｇ－４０００
Ⅱ－Ａ－ｇ－４５００
Ⅱ－Ａ－ｇ－５０００
Ⅱ－Ａ－ｇ－５５００
Ⅱ－Ａ－ｇ－６０００
Ⅱ－Ａ－ｇ－６５００
Ⅱ－Ａ－ｇ－７０００
Ⅱ－Ａ－ｇ－７５００
Ⅱ－Ａ－ｇ－８０００
Ⅱ－Ｂ－ａ－２０００
Ⅱ－Ｂ－ｂ－２０００
Ⅱ－Ｂ－ｂ－２５００
Ⅱ－Ｂ－ｂ－３０００
Ⅱ－Ｂ－ｃ－２０００
Ⅱ－Ｂ－ｃ－２５００
Ⅱ－Ｂ－ｃ－３０００
Ⅱ－Ｂ－ｃ－３５００
Ⅱ－Ｂ－ｃ－４０００ ４．００ １．２５０ ８０．３ ３６．９ ５．７０ ０．０７１ ４２ ８６ １．５２ ３．４００ ８．６４８ １．４８８

設計条件
項 目 記 号 単 位 数 値
コンクリート
単位体積重量 ｋＮ／ｍ３ ２３

コンクリート
設計基準強度 �ｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８

滑 動 安 全 率 ＦＳ １．５

土質定数

記号 裏込め土
の 種 類

単位体積重量
（γＳ）

内部摩擦
角 （φ）

Ｃ１ レキ質土 ２０．０ｋＮ／ｍ３ ３５°
Ｃ２ 砂 質 土 １９．０ｋＮ／ｍ３ ３０°
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（その１） 工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
�
�
�����	
���

名 称 もたれ式擁壁 礫質土地盤

寸法・数値・材料表 （１ｍ当り） 滑動安全率ＦＳを最小とする が高さごとの基準値である。

記 号
Ｃ

裏込め土
の種類

Ｎ１
（前面勾配）

Ｎ２
（背面勾配）

Ｈ
（擁壁幅）
（ｍ）

Ｂ
（底版幅）
（ｍ）

Ｈ１
（底版厚）
（ｍ）

Ｂ１
基礎前面
幅（ｍ）

ＮＦ
（鉛直力）
（ｋＮ）

ＨＦ
（水平力）
（ｋＮ）

Ｍ
（モーメント）
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度（ｋＮ／ｍ２） ＦＳ
滑 動
安全率

コンク
リート
（ｍ３）

型 枠

（ｍ２）

裏込め材

（ｍ３）ｑ１ ｑ２

ＩＩ－Ｃ－ａ－２０００

Ｃ１

０．３５ ０．３０ ２．００ ０．９５ ０．５０ ０．４２５ ２８．８ ８．５３ ２．４１ ０．０８４ １４ ４６ ２．０２ １．２０６ ４．１５５ ０．４４４
ＩＩ－Ｃ－ｂ－２０００

０．４０ ０．３５
２．００ ０．９５ ０．５０ ０．４２５ ２８．３ ７．７５ ３．３０ ０．１１７ ８ ５２ ２．１９ １．２０６ ４．２０５ ０．４５０

ＩＩ－Ｃ－ｂ－２５００ ２．５０ １．００ ０．５５ ０．４５３ ３５．８ １１．３ ４．０５ ０．１１３ １２ ６０ １．９０ １．５２３ ５．２６６ ０．６８９
ＩＩ－Ｃ－ｂ－３０００ ３．００ １．１０ ０．６０ ０．５３０ ４４．４ １５．５ ４．８８ ０．１１０ １６ ６５ １．７２ １．８８４ ６．３２８ ０．９２７
ＩＩ－Ｃ－ｃ－２０００

０．４０ ０．３０

２．００ １．００ ０．５０ ０．４００ ３０．６ ８．５３ ３．０２ ０．０９９ １３ ４９ ２．１６ １．２８８ ４．１８２ ０．４４４
ＩＩ－Ｃ－ｃ－２５００ ２．５０ １．１０ ０．５５ ０．４５５ ３９．９ １２．４ ４．０４ ０．１０１ １６ ５６ １．９３ １．６７３ ５．２３６ ０．６７９
ＩＩ－Ｃ－ｃ－３０００ ３．００ １．２０ ０．６０ ０．５１０ ５０．０ １７．１ ４．６９ ０．０９４ ２２ ６１ １．７６ ２．０８８ ６．２９１ ０．９１４
ＩＩ－Ｃ－ｃ－３５００ ３．５０ １．３０ ０．６５ ０．５６５ ６０．９ ２２．４ ４．７９ ０．０７９ ３０ ６４ １．６３ ２．５３４ ７．３４５ １．１４８
ＩＩ－Ｃ－ｃ－４０００ ４．００ １．４０ ０．７０ ０．６２０ ７２．５ ２８．４ ４．０６ ０．０５６ ３９ ６４ １．５３ ３．００９ ８．４００ １．３８３
ＩＩ－Ｃ－ｄ－２０００

０．４５ ０．３５

２．００ １．００ ０．５０ ０．４００ ３０．２ ７．７５ ３．９５ ０．１３１ ７ ５４ ２．３４ １．２８８ ４．２３４ ０．４５０
ＩＩ－Ｃ－ｄ－２５００ ２．５０ １．１０ ０．５５ ０．４５５ ３９．３ １１．３ ５．７１ ０．１４５ ７ ６４ ２．０９ １．６７３ ５．３０４ ０．６８９
ＩＩ－Ｃ－ｄ－３０００ ３．００ １．２０ ０．６０ ０．５１０ ４９．１ １５．５ ７．３７ ０．１５０ １０ ７２ １．９０ ２．０８８ ６．３７５ ０．９２７
ＩＩ－Ｃ－ｄ－３５００ ３．５０ １．３０ ０．６５ ０．５６５ ５９．７ ２０．３ ８．８５ ０．１４８ １５ ７７ １．７６ ２．５３４ ７．４４５ １．１６５
ＩＩ－Ｃ－ｄ－４０００ ４．００ １．４０ ０．７０ ０．６２０ ７１．１ ２５．８ ９．８３ ０．１３８ ２１ ８１ １．６５ ３．００９ ８．５１５ １．４０４
ＩＩ－Ｃ－ｄ－４５００ ４．５０ １．５０ ０．７５ ０．６７５ ８３．１ ３２．０ １０．１ ０．１２１ ２９ ８２ １．５６ ３．５１６ ９．５８５ １．６４２
ＩＩ－Ｃ－ｄ－５０００ ５．００ １．７０ ０．８０ ０．８３０ ９７．８ ３８．８ １２．９ ０．１３２ ３１ ８４ １．５１ ４．０５２ １．８８１ １．８８１

（注）根入れ深さは500mm以上とし、擁壁前面に水路を設ける場合は、水路底面より300mm以上とする。
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（その２）

注意事項
１．本図は， 擁壁背面の地表面が水平な場
合および地震を考慮しない場合である。
２．中間の設計条件に対しては， 直近上位
のものを使用すること。
３．材料表中の寸法・数値， 材料表中の裏
込め材の数量は， 基礎材厚を２０ｃｍ，根
入れ深さ （ｈ）を５０ｃｍとしてあるので，
現場条件がこれと異なる場合は， 別途計
算すること。
４．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別
途設計し明記すること。 厚さは， ２０ｃｍ
程度とすること。
５．擁壁背面の排水工には， 特に注意し，
φ５０ｍｍ程度の水抜き孔を２．０ｍ２に一箇
所設ける。
６．コンクリートの水平打ち継目に対して
は段をつけ， 用心鉄筋としてのＤ１３の
鉄筋を間隔５０ｃｍ，長さ１００ｃｍ程度に配
置すること。
７． 伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とする
こと。 また， 擁壁前面にＶ字型の鉛直
打ち継目を設けるのが望ましく， その間
隔は， ５ｍ程度とする。

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
�
�
�����	
���

名 称 もたれ式擁壁 礫質土地盤

滑動安全率ＦＳを最小とする が高さごとの基準値である。

記 号
Ｃ

裏込め土
の種類

Ｎ１
（前面勾配）

Ｎ２
（背面勾配）

Ｈ
（擁壁高）
（ｍ）

Ｂ
（底版幅）
（ｍ）

Ｈ１
（底版厚）
（ｍ）

Ｂ１
基礎前面
幅（ｍ）

ＮＦ
（鉛直力）
（ｋＮ）

ＨＦ
（水平力）
（ｋＮ）

Ｍ
（モーメント）
（ｋＮ・ｍ）

ｅ
偏心距離
（ｍ）

地盤反力度（ｋＮ／ｍ２） ＦＳ
滑 動
安全率

コンク
リート
（ｍ３）

型 枠

（ｍ２）

裏込め材

（ｍ３）ｑ１ ｑ２

ＩＩ－Ｃ－ｅ－２０００

Ｃ１

０．４５ ０．３０

２．００ １．１０ ０．５０ ０．４２５ ３３．１ ８．５３ ４．１３ ０．１２５ １０ ５１ ２．３３ １．３９４ ４．２１１ ０．４４４
ＩＩ－Ｃ－ｅ－２５００ ２．５０ １．２０ ０．５５ ０．４５８ ４３．４ １２．４ ５．７５ ０．１３２ １２ ６０ ２．１０ １．８２３ ５．２７４ ０．６７９
ＩＩ－Ｃ－ｅ－３０００ ３．００ １．３５ ０．６０ ０．５４０ ５５．４ １７．１ ８．０７ ０．１４６ １５ ６８ １．９５ ２．３２２ ６．３３７ ０．９１４
ＩＩ－Ｃ－ｅ－３５００ ３．５０ １．４５ ０．６５ ０．５７３ ６７．８ ２２．４ ９．４４ ０．１３９ ２０ ７４ １．８２ ２．８３４ ７．４０１ １．１４８
ＩＩ－Ｃ－ｅ－４０００ ４．００ １．５５ ０．７０ ０．６０５ ８１．２ ２８．４ １０．３ ０．１２７ ２７ ７８ １．７２ ３．３８７ ８．４６４ １．３８３
ＩＩ－Ｃ－ｅ－４５００ ４．５０ １．７０ ０．７５ ０．６８８ ９６．５ ３５．２ １２．０ ０．１２４ ３２ ８２ １．６５ ４．０１７ ９．５２７ １．６１８
ＩＩ－Ｃ－ｅ－５０００ ５．００ １．８０ ０．８０ ０．７２０ １１２ ４２．６ １１．５ ０．１０３ ４１ ８４ １．５８ ４．６５３ １０．５９１ １．８５３
ＩＩ－Ｃ－ｅ－５５００ ５．５０ １．９０ ０．８５ ０．７５３ １２８ ５０．８ １０．１ ０．０７９ ５１ ８４ １．５２ ５．３２９ １１．６５４ ２．１６６
ＩＩ－Ｃ－ｅ－６０００ ６．００ ２．２０ ０．９０ ０．９８５ １５０ ５９．７ １７．９ ０．１１９ ４６ ９０ １．５１ ６．０９１ １２．７１７ ２．６３６
ＩＩ－Ｃ－ｆ－２０００

０．５０ ０．３５

２．００ １．１０ ０．５０ ０．４２５ ３２．６ ７．７５ ５．０５ ０．１５５ ５ ５５ ２．５２ １．３９４ ４．２６６ ０．４５０
ＩＩ－Ｃ－ｆ－２５００ ２．５０ １．２０ ０．５５ ０．４５８ ４２．７ １１．３ ７．４８ ０．１７５ ４ ６７ ２．２７ １．８２３ ５．３４６ ０．６８９
ＩＩ－Ｃ－ｆ－３０００ ３．００ １．３５ ０．６０ ０．５４０ ５４．５ １５．５ １０．８ ０．１９９ ５ ７６ ２．１１ ２．３２２ ６．４２６ ０．９２７
ＩＩ－Ｃ－ｆ－３５００ ３．５０ １．４５ ０．６５ ０．５７３ ６６．６ ２０．３ １３．６ ０．２０４ ７ ８５ １．９７ ２．８３４ ７．０５６ １．１６５
ＩＩ－Ｃ－ｆ－４０００ ４．００ １．５５ ０．７０ ０．６０５ ７９．７ ２５．８ １６．１ ０．２０２ １１ ９２ １．８５ ３．３８７ ８．５８６ １．４０４
ＩＩ－Ｃ－ｆ－４５００ ４．５０ １．７０ ０．７５ ０．６８８ ９４．６ ３２．０ ２０．２ ０．２１３ １４ ９８ １．７８ ４．０１７ ９．６６６ １．６４２
ＩＩ－Ｃ－ｆ－５０００ ５．００ １．８０ ０．８０ ０．７２０ １１０ ３８．８ ２２．２ ０．２０２ ２０ １０２ １．７０ ４．６５３ １０．７４６ １．８８１
ＩＩ－Ｃ－ｆ－５５００ ５．５０ １．９０ ０．８５ ０．７５３ １２６ ４６．２ ２４．０ ０．１９１ ２６ １０６ １．６３ ５．３２９ １１．８２５ ２．１９８
ＩＩ－Ｃ－ｆ－６０００ ６．００ ２．０５ ０．９０ ０．８３５ １４４ ５４．３ ２７．２ ０．１８９ ３１ １０９ １．５９ ６．０９１ １２．９０５ ２．６７５
ＩＩ－Ｃ－ｆ－６５００ ６．５０ ２．１５ ０．９５ ０．８６８ １６２ ６３．０ ２７．９ ０．１７２ ３９ １１２ １．５４ ６．８５０ １３．９８５ ３．１５２
ＩＩ－Ｃ－ｆ－７０００ ７．００ ２．２５ １．００ ０．９００ １８１ ７２．４ ２７．２ ０．１５０ ４８ １１３ １．５０ ７．６５０ １５．０６５ ３．６２９
ＩＩ－Ｃ－ｇ－２０００

０．５０ ０．３０

２．００ １．１５ ０．５０ ０．４００ ３４．９ ８．５３ ４．７８ ０．１３７ ９ ５２ ２．４６ １．４７５ ４．２４３ ０．４４４
ＩＩ－Ｃ－ｇ－２５００ ２．５０ １．３０ ０．５５ ０．４６０ ４６．８ １２．４ ７．５５ ０．１６１ ９ ６３ ２．２６ １．９７３ ５．３１６ ０．６７９
ＩＩ－Ｃ－ｇ－３０００ ３．００ １．４５ ０．６０ ０．５２０ ６０．１ １７．１ １０．７ ０．１７８ １１ ７２ ２．１１ ２．５２６ ６．３８９ ０．９１４
ＩＩ－Ｃ－ｇ－３５００ ３．５０ １．６０ ０．６５ ０．５８０ ７４．７ ２２．４ １４．３ ０．１９２ １３ ８０ ２．００ ３．１３５ ７．４６２ １．１４８
ＩＩ－Ｃ－ｇ－４０００ ４．００ １．７５ ０．７０ ０．６４０ ９０．７ ２８．４ １８．１ ０．２００ １６ ８７ １．９１ ３．７９９ ８．５３５ １．３８３
ＩＩ－Ｃ－ｇ－４５００ ４．５０ １．８５ ０．７５ ０．６５０ １０７ ３５．２ ２０．５ ０．１９１ ２２ ９４ １．８３ ４．４８１ ９．６０８ １．６１８
ＩＩ－Ｃ－ｇ－５０００ ５．００ ２．００ ０．８０ ０．７１０ １２６ ４２．６ ２４．３ ０．１９３ ２７ ９９ １．７７ ５．２５４ １０．６８１ １．８５３
ＩＩ－Ｃ－ｇ－５５００ ５．５０ ２．１５ ０．８５ ０．７７０ １４６ ５０．８ ２８．４ ０．１９５ ３１ １０５ １．７２ ６．０８２ １１．７５４ ２．１６６
ＩＩ－Ｃ－ｇ－６０００ ６．００ ２．３０ ０．９０ ０．８３０ １６７ ５９．７ ３２．１ ０．１９２ ３６ １０９ １．６８ ６．９６６ １２．８２７ ２．６３６
ＩＩ－Ｃ－ｇ－６５００ ６．５０ ２．４５ ０．９５ ０．８９０ １９０ ６９．３ ３６．２ ０．１９１ ４１ １１４ １．６５ ７．９０５ １３．８９９ ３．１０６
ＩＩ－Ｃ－ｇ－７０００ ７．００ ２．５５ １．００ ０．９００ ２１３ ７９．６ ３５．８ ０．１６８ ５０ １１７ １．６１ ８．８５０ １４．９７２ ３．５７６
ＩＩ－Ｃ－ｇ－７５００ ７．５０ ２．７０ １．０５ ０．９６０ ２３８ ９０．６ ３９．０ ０．１６４ ５６ １２０ １．５８ ９．８９８ １６．０４５ ４．０４６
ＩＩ－Ｃ－ｇ－８０００ ８．００ ２．８５ １．１０ １．０２０ ２６５ １０２ ４１．２ ０．１５６ ６３ １２３ １．５５ １１．００１ １７．１１８ ４．５１５
ＩＩ－Ｄ－ａ－２０００

Ｃ２

０．４５ ０．３０ ２．００ １．１０ ０．５０ ０．４２５ ３２．７ １１．１ ２．１８ ０．０６７ １９ ４１ １．７６ １．３９４ ４．２１１ ０．４４４
ＩＩ－Ｄ－ｂ－２０００

０．５０ ０．４０
２．００ １．００ ０．５０ ０．４００ ２９．３ ９．５３ ２．９１ ０．０９９ １２ ４７ １．８４ １．２８８ ４．２９３ ０．４５８

ＩＩ－Ｄ－ｂ－２５００ ２．５０ １．１０ ０．５５ ０．４５５ ３８．０ １３．９ ３．９０ ０．１０３ １５ ５４ １．６５ １．６７３ ５．３８０ ０．７００
ＩＩ－Ｄ－ｂ－３０００ ３．００ １．２５ ０．６０ ０．５６０ ４８．１ １９．０ ５．１５ ０．１０７ １９ ５８ １．５２ ２．０８８ ６．４６８ ０．９４２
ＩＩ－Ｄ－ｃ－２０００

０．５０ ０．２５

２．００ １．２５ ０．５０ ０．４２５ ３７．６ １２．０ ３．１０ ０．０８２ １８ ４２ １．８９ １．５８１ ４．２２３ ０．４３８
ＩＩ－Ｄ－ｃ－２５００ ２．５０ １．４０ ０．５５ ０．４６３ ５０．６ １７．４ ４．１６ ０．０８２ ２３ ４９ １．７４ ２．１２３ ５．２９０ ０．６７０
ＩＩ－Ｄ－ｃ－３０００ ３．００ １．５５ ０．６０ ０．５００ ６５．３ ２３．９ ４．８２ ０．０７４ ３０ ５４ １．６４ ２．７３０ ６．３５７ ０．９０２
ＩＩ－Ｄ－ｃ－３５００ ３．５０ １．７５ ０．６５ ０．５８８ ８２．３ ３１．３ ６．４８ ０．０７９ ３４ ６０ １．５８ ３．４３５ ７．４２４ １．１３４
ＩＩ－Ｄ－ｃ－４０００ ４．００ １．９０ ０．７０ ０．６２５ １００ ３９．７ ６．２３ ０．０６２ ４２ ６３ １．５２ ４．１７６ ８．４９１ １．３６６

設計条件
項 目 記 号 単 位 数 値
コンクリート
単位体積重量 ｋＮ／ｍ３ ２３．０

コンクリート
設計基準強度 �ｃｋ Ｎ／ｍｍ２ １８．０

滑 動 安 全 率 ＦＳ １．５

土質定数

記号 裏込め土
の 種 類

単位体積重量
（γＳ）

内部摩擦
角 （φ）

Ｃ１ レキ質土 ２０．０ｋＮ／ｍ３ ３５°
Ｃ２ 砂 質 土 １９．０ｋＮ／ｍ３ ３０°



福島県土木部擁壁－１９

（その１）

設計条件

１．小型重力式擁壁 （鍬止擁壁） は，擁壁高さが， １．０ｍ以下で自動車荷重の影響を受けない歩道に面した場所， のり尻擁壁および境界壁等に適用する。 なお， 自動

車荷重の影響を受ける場合は， 「重力式擁壁」 を適用する。

２．設計の基本的な考え方は， 「重力式擁壁」 に準じている。 なお， 小型重力式コンクリート擁壁の代表的な条件を示すと次表のとおりである。

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
�
�
����	
���

名 称 小型重力式擁壁 鍬止擁壁

設計条件項目 内 容

� 形 状

� 集 録 高 さ ○高さ Ｈ＝０．５０ｍ，１．００ｍ

�土圧及び裏
込め土の種類

○土圧…………テルツァギー土圧の方法による。
○裏込め土の種類…………Ｔ１：礫， 礫質土 （砂）

Ｔ２：砂質土

設計条件項目 内 容

� 盛 土 形 状 背面盛土の形状は， 背面水平及び背面一様こう配について行って
いる。
○擁壁形状による背面盛土の形状

なお， 背面水平の場合には， 群衆荷重 （３．５ｋＮ／ｍ２）を載荷した
場合について集録している。

� そ の 他 その他安全条件及び単位体積重量等は， 「重力式擁壁」 に準ずる。



福島県土木部

擁壁－２０

（その２）

使用上の注意事項

１． 小型重力式コンクリート擁壁の形状は， 右図に示すように前面垂直及び背面垂直について集録しているので， 現場の状況
に応じて選定すること。

２． 裏込め土の種類は， Ｔ１ （礫， 礫質土 （砂））および Ｔ２ （砂質土） を対象とし Ｔ３ （シルト， 粘性度） と考えられる場合は，
裏込め土の置き換えを行うか又は， 別途設計を行う必要である。

工 種 記 号 擁 壁 工 ��
�
�
�
�
�
����	
���

名 称 小型重力式擁壁 鍬止擁壁



福島県土木部擁壁－２１

注意事項

１．使用にあたっては解説を熟読のこと。

２．本図は１ｍ当りの設計であり， 地震は考慮してい

ない。

３．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計する。

厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

４．水抜穴は現場の状況に応じて別途検討すること。

５．伸縮目地の間隔は１０ｍ以下とすること。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
�
�
����

名 称 小型重力式擁壁 鍬止擁壁 �	�
��

記 号
前面勾配

（Ｎ１）

背面勾配

（Ｎ２）

底 幅

Ｂ

背面土の

種 類

数 量

コンクリート
（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

ＩＩＩ－Ａ－ａ－５００ 直 ０．４ ３５０ Ｔ１ ０．１２５ １．０３９

ＩＩＩ－Ａ－ｂ－５００ 直 ０．４ ３５０ Ｔ２ ０．１２５ １．０３９

記 号
前面勾配

（Ｎ１）

背面勾配

（Ｎ２）

底 幅

Ｂ

背面土の

種 類

数 量

コンクリート
（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

ＩＩＩ－Ａ－ｃ－５００ 直 ０．４ ３５０ Ｔ１ ０．１２５ １．０３９

ＩＩＩ－Ａ－ｄ－５００ ０．３ 直 ３００ Ｔ１ ０．１１３ １．０２２

設計条件表

項 目 記 号 単 位 数 値

コンクリート単位重量 ｋＮ／ｍ２ ２３

載　　　　 荷　  　　 重 ＱＷ ｋＮ／ｍ２ ３．５

コンクリート設計標準強度　 ｃｋ  Ｎ／ｍｍ２ 　１８

滑   動   安   全   率  ＦＳ　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５



福島県土木部

擁壁－２２

注意事項

１．使用にあたっては解説を熟読のこと。

２．本図は１ｍ当りの設計であり， 地震は考慮してい

ない。

３．基礎材は， 基礎地盤の状況に応じて別途設計する。

厚さは， ２０ｃｍ程度とすること。

４．水抜穴は現場の状況に応じて別途検討すること。

５．伸縮目地の間隔は１０ｍ以下とすること。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����
�
�
�����

名 称 小型重力式擁壁 鍬止擁壁 �	�
��

記 号
前面勾配

（Ｎ１）

背面勾配

（Ｎ２）

底 幅

Ｂ

背面土の

種 類

数 量

コンクリート
（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

ＩＩＩ－Ｂ－ａ－１０００ 直 ０．４５ ６５０ Ｔ１ ０．４２５ ２．０９７

ＩＩＩ－Ｂ－ｂ－１０００ 直 ０．５ ７００ Ｔ２ ０．４５０ ２．１１８

記 号
前面勾配

（Ｎ１）

背面勾配

（Ｎ２）

底 幅

Ｂ

背面土の

種 類

数 量

コンクリート
（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

ＩＩＩ－Ｂ－ｃ－１０００ 直 ０．５ ７００ Ｔ１ ０．４５０ ２．１１８

ＩＩＩ－Ｂ－ｄ－１０００ ０．５ 直 ７００ Ｔ１ ０．４５０ ２．１１８

設計条件表

項 目 記 号 単 位 数 値

コンクリート単位重量 ｋＮ／ｍ２ ２３

載　　　　 荷　  　　 重 ＱＷ ｋＮ／ｍ２ ３．５

コンクリート設計標準強度　 ｃｋ  Ｎ／ｍｍ２ 　１８

滑   動   安   全   率  ＦＳ　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５



21．4．1 擁壁－23        福島県土木部 

工 種 記 号 

名  称 

コンクリート片法枠 
擁壁－23 削除 

擁壁－24 削除 

擁壁－25 削除 

擁壁－26 削除 

擁壁－27 削除
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（注）根入れ深さは500mm以上とし、擁壁前面に水路を設ける場合は、水路底面より300mm以上とする。

500以上

202908
長方形

202908
線

202908
長方形

202908
線

202908
タイプライターテキスト
底版厚さ＋500以上

202908
線

202908
線

202908
線



福島県土木部擁壁－２９

工 種 記 号

名 称

（擁壁ブロック）

擁壁－２９ 削除

１７．４．１



福島県土木部

擁壁－３０

設計条件については，

１．盛土材

φ＝３０°，γ＝１９ｋＮ／ｍ３

２．設計水平震度

０．１５

３，活荷重

�����ｋＮ／ｍ２

注） 上記以外の条件， および

外的安定検討結果によりス

トリップ長に変更あり

工 種 記 号 擁 壁 工 ������������	��

�

名 称 テールアルメ （コンクリート） 設計一般



福島県土木部擁壁－３１

工 種 記 号 擁 壁 工 ������������	��

�

名 称 テールアルメ（コンクリート） 設計数値表

Ｈ（ｍ） Ｈ１（ｍ） ＳＬ１ （段数） ＳＬ２ （数段） ＳＬ３ （段数） ＳＬ４ （段数） ＳＬ５ （段数） ＳＬ６ （段数） Ｌ＝３．０ｍ面積記 号
２．２３ ０ ４．０ ２ ４．５ １ ６．７ｍ２

２．２３ ５ ４．５ １ ４．０ ２ ６．７ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－２．２５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－３．００Ａ ２．９８ ０ ５．０ ２ ４．５ １ ４．０ １ ８．９ｍ２

２．９８ ５ ４．５ ３ ４．０ １ ８．９ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－３．００Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－３．７５Ａ ３．７３ ０ ５．０ ３ ４．５ ２ １１．２ｍ２

３．７３ ５ ５．０ ３ ４．５ １ ４．０ １ １１．２ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－３．７５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－４．５０Ａ ４．４８ ０ ５．５ ３ ５．０ ２ ４．５ １ １３．４ｍ２

４．４８ ５ ５．５ ３ ５．０ １ ４．５ ２ １３．４ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－４．５０Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－５．２５Ａ ５．２３ ０ ５．５ ４ ５．０ ３ １５．７ｍ２

５．２３ ５ ５．５ ４ ５．０ ３ １５．７ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－５．２５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－６．００Ａ ５．９８ ０ ６．０ ４ ５．５ ２ ５．０ ２ １７．９ｍ２

５．９８ ５ ６．０ ４ ５．５ ２ ５．０ ２ １７．９ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－６．００Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－６．７５Ａ ６．７３ ０ ６．５ ４ ６．０ ２ ５．５ １ ５．０ ２ ２０．２ｍ２

６．７３ ５ ６．５ ４ ６．０ ２ ５．５ １ ５．０ ２ ２０．２ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－６．７５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－７．５０Ａ ７．４８ ０ ６．５ ６ ６．０ １ ５．５ １ ５．０ ２ ２２．４ｍ２

７．４８ ５ ７．０ ４ ６．５ ２ ６．０ １ ５．５ １ ５．０ １ ４．０ １ ２２．４ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－７．５０Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－８．２５Ａ ８．２３ ０ ７．０ ６ ６．５ １ ６．０ １ ５．５ １ ５．０ １ ４．０ １ ２４．７ｍ２

８．２３ ５ ７．５ ６ ６．５ １ ６．０ １ ５．５ １ ４．５ ２ ２４．７ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－８．２５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－９．００Ａ ８．９８ ０ ７．５ ６ ７．０ １ ６．５ １ ６．０ １ ５．５ １ ４．５ ２ ２６．９ｍ２

８．９８ ５ ８．０ ６ ７．０ １ ６．５ １ ４．５ ４ ２６．９ｍ２Ⅷ－Ａ－ａ－９．００Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－９．７５Ａ ９．７３ ０ ８．０ ６ ７．５ １ ７．０ １ ６．５ １ ６．０ １ ４．５ ３ ２９．２ｍ２

９．７３ ５ ８．５ ７ ７．０ １ ５．０ ５ ２９．２ｍ２

１０．４８ ０ ８．５ ６ ８．０ １ ７．５ １ ７．０ １ ６．５ １ ５．０ ４ ３１．４ｍ２

１０．４８ ５ ９．５ ７ ６．０ １ ５．５ ６ ３１．４ｍ２

１１．２３ ０ ９．０ ７ ８．０ １ ７．５ １ ７．０ １ ５．５ ５ ３３．７ｍ２

１１．２３ ５ １０．０ ８ ６．０ ７ ３３．７ｍ２

１１．９８ ０ ９．５ ７ ８．５ １ ８．０ １ ７．５ １ ５．５ ６ ３５．９ｍ２

１１．９８ ５ １０．５ ８ ６．５ １ ６．０ ７ ３５．９ｍ２

１２．７３ ０ １０．０ ８ ８．５ １ ８．０ １ ６．０ ７ ３８．２ｍ２

１２．７３ ５ １１．５ ９ ６．５ ８ ３８．２ｍ２

１３．４８ ０ １０．５ ８ ９．０ １ ８．５ １ ６．５ １ ６．０ ７ ４０．４ｍ２

１３．４８ ５ １２．０ ９ ７．０ ９ ４０．４ｍ２

１４．２３ ０ １１．０ ９ ９．０ １ ７．０ １ ６．５ ８ ４２．７ｍ２

１４．２３ ５ １２．５ １０ ７．５ ９ ４２．７ｍ２

１４．９８ ０ １１．５ ９ ９．５ １ ８．０ １ ７．０ ９ ４４．９ｍ２

Ⅷ－Ａ－ａ－９．７５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－１０．５０Ａ
Ⅷ－Ａ－ａ－１０．５０Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－１１．２５Ａ
Ⅷ－Ａ－ａ－１１．２５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－１２．００Ａ
Ⅷ－Ａ－ａ－１２．００Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－１２．７５Ａ
Ⅷ－Ａ－ａ－１２．７５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－１３．５０Ａ
Ⅷ－Ａ－ａ－１３．５０Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－１４．２５Ａ
Ⅷ－Ａ－ａ－１４．２５Ｂ
Ⅷ－Ａ－ａ－１５．００Ａ
Ⅷ－Ａ－ａ－１５．００Ｂ １４．９８ ５ １３．５ １０ ８．０ １ ７．５ ９ ４４．９ｍ２

注） Ａ：天端フラット （上部に防護柵基礎設置）， Ｂ：上載盛土あり （１：１．５でＨ１＝５ｍ）

Ⅷ－Ａ－ａ－２．２５Ｂ



福島県土木部

擁壁－３２

工 種 記 号 擁 壁 工 ������������	��

�

名 称 テールアルメ （コンクリート） 材料図

コンクリートスキンの寸法許容差 （単位：ｍｍ）

種 別 項 目 記 号 設計寸法 許容差 概 要

フ ル
サイズ

基準寸法 Ｃ １，５００

±５

高さ ｈ １，４８０

幅
ａ １，６３５

ｂ １，３３５

ハーフ
サイズ

基準寸法 Ｃ １，５００

高さ ｈ ７３０

幅
ａ １，６３５

ｂ １，３３５

版厚 ｔ －



福島県土木部擁壁－３３

テールアルメ式補強土壁工法に用いる盛土材料の規格

工 種 記 号 擁 壁 工 ������������	��

�

名 称 テールアルメ （コンクリート）
盛土材料適用範囲及び施工管理図

●施工管理

項 目 標 準 値 頻 度 備 考

盛
土
材
料
の
ま
き
出
し
締
め
固
め

締固め度
ＪＩＳＡ１２１０の １．１法による最大乾
燥密度の９０％以上または， ２．４法に
よる最大乾燥密度の８５％以上

盛土体 ５００ｍ３

に１回

現場単位体積重
量 試 験 による
（ＪＩＳＡ１２１４）

施工含水比 最適含水比と上記の締固め度の得ら
れる湿潤側の含水比の範囲

強雨， 長雨，
湧水のあと

ストリップの設置
位置における締固
め面の平坦度

局部的不陸３ｃｍ以下 適時

項 目 標 準 値 頻 度 備 考

スキンの設置
（施工時）

墨出し線からのず
れ

＋０ｃｍ
－１ｃｍ 延長６ｃｍごと スキン前面側（＋）

スキン背面側（－）

設置長さ 延長の０．３％及び
３０ｃｍ以下

最下段スキン設置
時

スキン １枚の垂直
度

＋０ｃｍ
－３ｃｍ スキン組立時 スキン前面側（＋）

スキン背面側（－）

完成後の垂直度

コンクリートスキ
ン

±０．０３Ｈ
及び３０ｃｍ

延長３０ｃｍごと
同上
（Ｈ：測定部のスキ
ン高さ）メタルスキン ±０．０５Ｈ

及び３０ｃｍ



福島県土木部

擁壁－３４

設計条件については，

１．盛土材

普通土：����，�� ��ｋＮ／ｍ２

２． 設計水平震度
地域別補正係数 Ｃ＝１．０

地盤種別 中規模対応ＩＩ種

以上より， ＫＨ＝０．１５とした。

３．活荷重 ｑ１＝１０ｋＮ／ｍ２

注）・上記以外の条件ではダイバー長に変更あり。

・円弧すべり検討については， 地盤条件及び地形

により安全率が異なるため， 別途検討とする。

・基礎地盤については， 地盤版力を満足できるも

のが必要となる。

工 種 記 号 擁 壁 工 ����������	�

名 称 多数アンカー （コンクリート） 設計一般



福島県土木部擁壁－３５

工 種 記 号 擁 壁 工 ����������	�

名 称 多数アンカー（コンクリート） 設計数値表

盛土材 （φ３０°，γ＝１９ｋＮ／ｍ３） （単位：ｍ）

壁 高 Ｈ Ｈａ Ｈ１ ＬＩ �１ ＴＢ１ ＴＢ２ ＴＢ３ ＡＰ Ｗ１ Ｗ２ ｈ１ ｈ２ ブロック列面積

６．０Ａ ６．０ ６．５ ５．５ ５．０ ３．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ９．０ｍ２

６．０Ｂ ６．０ ６．５ １．０ ２．５ １．５ ５．５ ５．０ ４．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ９．０ｍ２

６．０Ｃ ６．０ ６．５ ３．０ ５．５ ４．５ ５．５ ５．０ ３．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ９．０ｍ２

６．０Ｄ ６．０ ６．５ ５．０ ８．５ ７．５ ５．５ ５．０ ４．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ９．０ｍ２

７．５Ａ ７．５ ８．０ ６．５ ６．０ ４．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １１．３ｍ２

７．５Ｂ ７．５ ８．０ １．０ ２．５ １．５ ６．５ ６．０ ５．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １１．３ｍ２

７．５Ｃ ７．５ ８．０ ３．０ ５．５ ４．５ ６．５ ５．０ ４．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １１．３ｍ２

７．５Ｄ ７．５ ８．０ ５．０ ８．５ ７．５ ６．５ ６．０ ５．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １１．３ｍ２

９．０Ａ ９．０ ９．５ ７．５ ６．０ ５．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １３．５ｍ２

９．０Ｂ ９．０ ９．５ １．０ ２．５ １．５ ７．５ ７．０ ５．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １３．５ｍ２

９．０Ｃ ９．０ ９．５ ３．０ ５．５ ４．５ ７．５ ６．０ ４．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １３．５ｍ２

９．０Ｄ ９．０ ９．５ ５．０ ８．５ ７．５ ７．５ ７．０ ５．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １３．５ｍ２

１０．５Ａ １０．５ １１．０ ８．５ ７．０ ６．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １５．８ｍ２

１０．５Ｂ １０．５ １１．０ １．０ ２．５ １．５ ８．５ ８．０ ６．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １５．８ｍ２

１０．５Ｃ １０．５ １１．０ ３．０ ５．５ ４．５ ８．５ ７．０ ５．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １５．８ｍ２

１０．５Ｄ １０．５ １１．０ ５．０ ８．５ ７．５ ８．５ ７．０ ６．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １５．８ｍ２

１２．０Ａ １２．０ １２．５ ９．５ ８．０ ６．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １８．０ｍ２

１２．０Ｂ １２．０ １２．５ １．０ ２．５ １．５ ９．５ ８．０ ７．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １８．０ｍ２

１２．０Ｃ １２．０ １２．５ ３．０ ５．５ ４．５ ９．５ ７．５ ５．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １８．０ｍ２

１２．０Ｄ １２．０ １２．５ ５．０ ８．５ ７．５ ９．５ ８．０ ６．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ １８．０ｍ２

１３．５Ａ １３．５ １４．０ １０．５ ９．０ ７．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ２０．３ｍ２

１３．５Ｂ １３．５ １４．０ １．０ ２．５ １．５ １０．５ ９．０ ８．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ２０．３ｍ２

１３．５Ｃ １３．５ １４．０ ３．０ ５．５ ４．５ １０．５ ８．０ ５．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ２０．３ｍ２

１５．０Ａ １５．０ １５．５ １１．５ １０．０ ８．０ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ２２．５ｍ２

１５．０ １５．５ １１．５ １０．０ ８．５ ３００×３００ ０．７ ０．４ ０．２ ０．２ ２２．５ｍ２

注） Ａ 天端フラット， Ｂ 土羽勾配， １：１．５でＨ＝１．０ｍ，Ｃ Ｈ＝３．０ｍ，Ｄ Ｈ＝５．０ｍ

１５．４．１

１５．０Ｂ １．０ ２．５ １．５



福島県土木部

擁壁－３６

工 種 記 号 擁 壁 工 ����������	�

名 称 多数アンカー（コンクリート） 設計数値表

ダンバー止めボルト

６．０
Ａ

６．０
Ｂ

６．０
Ｃ

６．０
Ｄ

７．５
Ａ

７．５
Ｂ

７．５
Ｃ

７．５
Ｄ

９．０
Ａ

９．０
Ｂ

９．０
Ｃ

９．０
Ｄ

１０．５
Ａ

１０．５
Ｂ

１０．５
Ｃ

１０．５
Ｄ

１２．０
Ａ

１２．０
Ｂ

１２．０
Ｃ

１２．０
Ｄ

１３．５
Ａ

１３．５
Ｂ

１３．５
Ｃ

１５．０
Ａ

１５．０
Ｂ

８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ １０．９ ８．８ ８．８ ８．８ １０．９ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ １０．９ １０．９ ８．８ ８．８ １０．９ １０．９ ８．８ ８．８ １０．９ １０．９ ８．８ ８．８ １０．９ ８．８ ８．８

８．８ ８．８ １０．９ １０．９ ８．８ ８．８ １０．９ １０．９ ８．８ ８．８ １０．９ １０．９ ８．８ ８．８ １０．９ ８．８ ８．８

８．８ １０．９ １０．９ １０．９ ８．８ １０．９ １０．９ １０．９ ８．８ １０．９ １０．９ ８．８ １０．９

１０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９

１０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９

１０．９ １０．９ １０．９ １０．９ １０．９

１０．９ １０．９

１段

２段

３段

４段

５段

６段

７段

８段

９段

１０段

１１段

１２段

１３段

１４段

１５段

１６段 １０．９ １０．９

注） Ａ 天端フラット， Ｂ 土羽勾配， １：１．５でＨ＝１．０ｍ，Ｃ Ｈ＝３．０ｍ，Ｄ Ｈ＝５．０ｍ
＊８．８～１０．９は，ボルトの強度区分 （単位：ｔ）

１５．４．１



福島県土木部擁壁－３７

工 種 記 号 擁 壁 工 ����������	�

名 称 多数アンカー（コンクリート） 設計数値表

コネクター

６．０
Ａ

６．０
Ｂ

６．０
Ｃ

６．０
Ｄ

７．５
Ａ

７．５
Ｂ

７．５
Ｃ

７．５
Ｄ

９．０
Ａ

９．０
Ｂ

９．０
Ｃ

９．０
Ｄ

１０．５
Ａ

１０．５
Ｂ

１０．５
Ｃ

１０．５
Ｄ

１２．０
Ａ

１２．０
Ｂ

１２．０
Ｃ

１２．０
Ｄ

１３．５
Ａ

１３．５
Ｂ

１３．５
Ｃ

１５．０
Ａ

１５．０
Ｂ

１段 ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ ４．５Ｓ

２段 ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ

３段 ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ

４段 ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ

５段 ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ

６段 ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ４．５Ｄ

７段 ４．５Ｓ ４．５Ｓ ６．０Ｓ ６．０Ｓ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ４．５Ｄ ６．０Ｄ

６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ

６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ

６．０Ｓ ６．０Ｓ ９．０Ｓ ９．０Ｓ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ６．０Ｄ

６．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ６．０Ｄ ９．０Ｄ

９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ

９．０Ｓ ９．０Ｓ ９．０Ｓ ９．０Ｓ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ

９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ ９．０Ｄ

９．０Ｄ ９．０Ｄ

８段

９段

１０段

１１段

１２段

１３段

１４段

１５段

１６段 ９．０Ｓ ９．０Ｓ

注） Ａ 天端フラット， Ｂ 土羽勾配， １：１．５でＨ＝１．０ｍ，Ｃ Ｈ＝３．０ｍ，Ｄ Ｈ＝５．０ｍ
＊４．５～９．０は，コネクター板厚 （単位：ｍｍ）
＊Ｓはシングルコネクター， Ｄはダブルコネクター

１５．４．１



福島県土木部

擁壁－３８

工 種 記 号 擁 壁 工 ����������	�

名 称 多数アンカー（コンクリート） 設計数値表

サブプレート

６．０
Ａ

６．０
Ｂ

６．０
Ｃ

６．０
Ｄ

７．５
Ａ

７．５
Ｂ

７．５
Ｃ

７．５
Ｄ

９．０
Ａ

９．０
Ｂ

９．０
Ｃ

９．０
Ｄ

１０．５
Ａ

１０．５
Ｂ

１０．５
Ｃ

１０．５
Ｄ

１２．０
Ａ

１２．０
Ｂ

１２．０
Ｃ

１２．０
Ｄ

１３．５
Ａ

１３．５
Ｂ

１３．５
Ｃ

１５．０
Ａ

１５．０
Ｂ

１段 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

２段 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

３段 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

４段 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ○ × × × × ×

５段 × × × × × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × ×

６段 × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × ×

７段 × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

８段 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９段 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０段 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

１１段

１２段

１３段

１４段

１５段

１６段 ○ ○

注） Ａ 天端フラット， Ｂ 土羽勾配， １：１．５でＨ＝１．０ｍ，Ｃ Ｈ＝３．０ｍ，Ｄ Ｈ＝５．０ｍ
＊×はサブプレートなし， ○はサブプレート使用

１５．４．１



福島県土木部擁壁－３９

工 種 記 号 擁 壁 工 ����������	�

名 称 多数アンカー（コンクリート） 設計数値表

ダイバー径

６．０
Ａ

６．０
Ｂ

６．０
Ｃ

６．０
Ｄ

７．５
Ａ

７．５
Ｂ

７．５
Ｃ

７．５
Ｄ

９．０
Ａ

９．０
Ｂ

９．０
Ｃ

９．０
Ｄ

１０．５
Ａ

１０．５
Ｂ

１０．５
Ｃ

１０．５
Ｄ

１２．０
Ａ

１２．０
Ｂ

１２．０
Ｃ

１２．０
Ｄ

１３．５
Ａ

１３．５
Ｂ

１３．５
Ｃ

１５．０
Ａ

１５．０
Ｂ

１段 Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０

２段 Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０

３段 Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０

４段 Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０

５段 Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０

６段 Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０

７段 Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２２

Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２４ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２４ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２２ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２２ Ｍ２２

Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２２ Ｍ２４

Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２４ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２４ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２４ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２４ Ｍ２４

Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ３０ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ２４ Ｍ２７

Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ３０ Ｍ３０ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ３０ Ｍ２７ Ｍ２７

Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ３０ Ｍ３０ Ｍ２７ Ｍ２７ Ｍ３０ Ｍ２７ Ｍ２７

Ｍ２７ Ｍ３０ Ｍ３０ Ｍ２７ Ｍ３０

Ｍ３０ Ｍ３０

８段

９段

１０段

１１段

１２段

１３段

１４段

１５段

１６段 Ｍ３０ Ｍ３０

注） Ａ 天端フラット， Ｂ 土羽勾配， １：１．５でＨ＝１．０ｍ，Ｃ Ｈ＝３．０ｍ，Ｄ Ｈ＝５．０ｍ
＊Ｍ２０～Ｍ３０はタイバーのネジ径

１５．４．１



福島県土木部

擁壁－４０

工 種 記 号 擁 壁 工 ����������	�

名 称 多数アンカー （コンクリート） 材料図

コンクリートスキンの寸法許容差 （単位：ｍｍ）

種 別 項 目 記 号 設計寸法 許容差 概 要

フ ル
サイズ

基準寸法 Ｃ １，５００

±５

高 さ ｈ １，０１０

長 さ
ａ １，５９０

ｂ １，４１０

天 端
ハーフ
サイズ

基準寸法 Ｃ １，５００

高 さ ｈ ５１０

長 さ ａ １，４１０

下 段
ハーフ
サイズ

基準寸法 Ｃ １，５００

高 さ ｈ ５１０

長 さ ａ １，５９０

共 通 厚 さ ｔ ７５
１１５ ±３



福島県土木部擁壁－４１

工 種 記 号 擁 壁 工 ����������	�

名 称 多数アンカー （コンクリート）
盛土材料適用範囲及び施工管理図

●施工管理

項 目 標 準 値 頻 度 備 考 工 種 測 定 項 目 測 定 基 準 規格値（ｃｍ） 備 考

締

固

め

度

普通土
ＪＩＳ－Ａ－１２１０による最大乾燥密度に
対して ９０％以上に締固めることを標
準とする。

盛土体 ５００ｍ２

に１回

締固め度測定位置は， アンカープレー
トから壁面側１ｍの位置もしくは壁面
からアンカープレート側２ｍの位置を
標準とする。

基礎コンクリー
ト

設置高さ 延長３０ｍごとに１箇所お
よび変点ごとに計測 ±５．０

傾
斜
度

縦断方向 延長 １．５ｍごとの相対誤
差 １．０

高含水の
粘性土

飽和度または， 空気間隙率を １０～１５
％程度の範囲とすることが望ましい。

自然含水比の
高い粘性土 壁面材

横断方向 延長 １．５ｍごとに基礎幅
方向の対誤差 １．０

鉛直度 延長３０ｍごとに１箇所お
よび変点ごとに計測

±０．０３Ｈお
よび±３０

多数アンカー式補強土壁工法に用いる盛土材料の規格

大 分 類 中 分 類 小 分 類 細 分 類 適否

土質材料
（粒径７５ｍｍ
以下の土）

粗粒土
粗粒分�５０％

礫粒土Ｇ
礫分�砂分

礫［Ｇ］
細粒分�１５％

きれいな礫［Ｇ］
細粒分�５％

�������� �
�
�� ��� 粒度のよい礫 （ＧＷ） ○

上記以外 粒度のわるい礫 （ＧＰ） ○
細粒分が主に ［Ｍ］ シルトまじり礫 （Ｇ�Ｍ） ○

細粒分まじり礫［Ｇ�Ｆ］
５％�細粒分�１５％

〃 ［Ｃ］ 粘土まじり礫 （Ｇ�Ｃ） ○
〃 ［Ｏ］ 有機質土まじり礫 （Ｇ�Ｏ） ×
〃 ［Ｖ］ 火山灰質土まじり礫 （Ｇ�Ｖ） ○

礫質土［ＧＦ］
１５％�細粒分�５０％

細粒分が主に ［Ｍ］ シルト質礫 （ＧＭ） ○
〃 ［Ｃ］ 粘土質礫 （ＧＣ） ○
〃 ［Ｏ］ 有機質礫 （ＧＯ） ×
〃 ［Ｖ］ 火山灰質礫 （ＧＶ） ○

砂［Ｓ］
細粒分�１５％

きれいな砂［Ｓ］
細粒分�５％

�������� �
�
�� ��� 粒度のよい砂 （ＳＷ） ○

上記以外 粒度わるい砂 （ＳＰ） ○
細粒分が主に ［Ｍ］ シルトまじり砂 （Ｓ�Ｍ） ○

砂粒土Ｓ
砂分�礫分

細粒分まじり礫［Ｓ�Ｆ］
５％�細粒分�１５％

〃 ［Ｃ］ 粘土まじり砂 （Ｓ�Ｃ） ○
〃 ［Ｏ］ 有機質土まじり砂 （Ｓ�Ｏ） ×
〃 ［Ｖ］ 火山灰質土まじり砂 （Ｓ�Ｖ） ○

砂質土［ＳＦ］
１５％�細粒分�５０％

細粒分が主に ［Ｍ］ シルト質砂 （ＳＭ） ○
〃 ［Ｃ］ 粘土質砂 （ＳＣ） ○
〃 ［Ｏ］ 有機質砂 （ＳＯ） ×
〃 ［Ｖ］ 火山灰質砂 （ＳＶ） ○

シルト［Ｍ］
（ダイレタンシー現象が顕著， 乾燥強さが低い）

���５０％ シルト （低液性限界） （ＭＬ） ○

細粒土Ｆ

���５０％ シルト （高液性限界） （ＭＨ） ○

粘性土［Ｃ］（ダイレタンシー現象が顕著，
乾燥強さが高い， または中ぐらい）

���５０％ 粘質土 （ＣＬ） ○
���５０％ 粘土 （ＣＨ） ×

有機質土［Ｏ］
（有機質， 暗色で有機臭あり）

���５０％ 有機質粘質土 （ＯＬ） ×
���５０％ 有機質粘土 （ＯＨ） ×
有機質で， 火山灰質 有機質火山灰土 （ＯＶ） ×

火山灰質土粘性土［Ｖ］
（地質的背景， 火山放出物）

���８０％ 火山灰質粘性土 （Ｉ型） （ＶＨ１） △
���８０％ 火山灰質粘性土 （ＩＩ型） （ＶＨ２） △

高有機質土Ｐｔ
ほとんど有機質土

高有機質土［Ｐｔ］ 未分解で繊維質 ピート （Ｐｔ） ×
分解が進み黒色 黒泥 （Ｍｋ） ×

��：均等係数
�

�
�：曲率係数

��：液性限界
○：適
×：否
△：適用に注意



積ブロック工

４



積ブロック－１

１） 積ブロック ２

２） 大型積ブロック ４

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

４．積ブロック工



福島県土木部

積ブロック－２

寸法表

記 号
Ｈ

（直高）
（ｍ）

Ｌ （のり長） 控 長 裏込コンク
リート厚さ

裏込め材厚さ
Ｎ１ （前面勾配） Ｕ１（裏込め土が良好な場合） Ｕ２（裏込め土が普通な場合）

１：０．３ １：０．４ １：０．５ ａ ｂ ｃ ｄ ｃ ｄ
１：０．３ １：０．４ １：０．５ １：０．３ １：０．４ １：０．５

Ｉ�Ａ�ａ�１００Ａ １．００ １，０４４ １，０７７ １，１１８ ３５０ １００ ２００ ３４４ ３３９ ３３４ ３００ ４４４ ４３９ ４３４
Ｉ�Ａ�ａ�１５０Ａ １．５０ １，５６６ １，６１６ １，６７７ ３５０ １００ ２００ ３９２ ３８６ ３７９ ３００ ４９２ ４８６ ４７９
Ｉ�Ａ�ａ�２００Ａ ２．００ － ２，１５４ ２，２３６ ３５０ １００ ２００ － ４３２ ４２４ ３００ － ５３２ ５２４
Ｉ�Ａ�ａ�２５０Ａ ２．５０ － ２，６９３ ２，７９５ ３５０ １００ ２００ － ４７９ ４６８ ３００ － ５７９ ５６８
Ｉ�Ａ�ａ�３００Ａ ３．００ － ３，２３１ ３，３５４ ３５０ １００ ２００ － ５２５ ５１３ ３００ － ６２５ ６１３
Ｉ�Ａ�ａ�３５０Ａ ３．５０ － － ３，９１３ ３５０ １５０ ２００ － － ５６２ ３００ － － ６６２
Ｉ�Ａ�ａ�４００Ａ ４．００ － － ４，４７２ ３５０ １５０ ２００ － － ６０７ ３００ － － ７０７
Ｉ�Ａ�ａ�４５０Ａ ４．５０ － － ５，０３１ ３５０ １５０ ２００ － － ６５２ ３００ － － ７５２
Ｉ�Ａ�ａ�５００Ａ ５．００ － － ５，５９０ ３５０ １５０ ２００ － － ６９６ ３００ － － ７９６

注意事項
１．中間の設計条件に対しては， 直近上位のものを使用すること。
２． ブロックは， 圧縮強度 ������Ｎ／ｍｍ２以上とし， １ｍ２当りの使用質量は ３００ｋｇ以上であること。
３．裏込めコンクリートおよび胴込めコンクリート，および基礎コンクリートは，������Ｎ／ｍｍ２以上とす
ること。

４．裏込めコンクリート及び裏込め材の寸法は， 前面勾配に直角として表示してある。
５．寸法表中の裏込め材厚さ（ｄ）は，基礎材厚（ｔ）を２０ｃｍと仮定してある。
６． 材料表中の裏込め材の数量は， 根入れ深さ（ｈ）を５０ｃｍと仮定してある。 したがって， 根入れ深さがこれ
と異なる場合は， 別途計算すること。 また， 河川護岸または， 擁壁前面に水位がある場合は， 図中の良質土
または地山の部分も裏込め材とすること。

７．比較的よく締まった地山の切土部に使用する場合は， 裏込め材を上下等厚とし， 材厚 ３０～４０ｃｍとしてよ
い。

８． 基礎材は， 基礎地盤が良好で切込基礎とすることが不適当な場合には， 厚さ ５ｃｍの均しコンクリート
（普通１８－８－４０Ｎ）を施工することができる。

９．擁壁背面の排水工には，特に注意し，φ５０ｍｍ程度の水抜き孔を ２．０～３．０ｍ２に一箇所設けるのが望まし
い。 ただし， 河川護岸または， 擁壁前面に水位がある場合は， 前面水位以下に設けないこととする。

１０．伸縮目地の間隔は， １０ｍ以下とすること。

工 事 記 号 積ブロック工 ����������	
���

名 称 積ブロック （法留・土留用）

材料表 （１ｍ当り）

記 号
Ｈ

（直高）
（ｍ）

裏 込 め 材 （ｍ３） 裏込コンクリート
（ｍ３）Ｕ１（裏込め土が良好な場合）Ｕ２（裏込め土が普通な場合）

１：０．３ １：０．４ １：０．５ １：０．３ １：０．４ １：０．５ １：０．３ １：０．４ １：０．５
Ｉ�Ａ�ａ�１００Ａ 　１．００  ０．０９６  ０．０９８  ０．１０１  ０．１３７   ０．１４１   ０．１４６   ０．１０６    ０．１１３    ０．１２１
Ｉ�Ａ�ａ�１５０Ａ 　１．５０  ０．２３７  ０．２４３  ０．２５１  ０．３３１   ０．３４０   ０．３５１   ０．１５８    ０．１６７    ０．１７７

－ ０．４１４ ０．４２５ － ０．５６４   ０．５８２ 　－ ０．２２１  ０．２３２
－ ０．６０９ ０．６２４ － ０．２７４  ０．２８８
－ ０．８２９ ０．８４９ －

０．８１３    ０．８３７ 　－
１．０８７   １．１１７ 　－ ０．３２８  ０．３４４

－ － １．０９８ － － １．４２２ 　－ － ０．６０２
－ － １．３７２ － １．７５２ 　－ － ０．６８６
－ － １．６７２ － ２．１０８ 　－ － ０．７７０

Ｉ�Ａ�ａ�２００Ａ 　２．００
Ｉ�Ａ�ａ�２５０Ａ 　２．５０
Ｉ�Ａ�ａ�３００Ａ 　３．００
Ｉ�Ａ�ａ�３５０Ａ 　３．５０
Ｉ�Ａ�ａ�４００Ａ 　４．００
Ｉ�Ａ�ａ�４５０Ａ 　４．５０
Ｉ�Ａ�ａ�５００Ａ 　５．００ － － １．９９６ －

－
－
－ ２．４８８ 　 － － ０．８５４

基礎寸法および材料表

記 号 ａ
（控長）

ｂ（裏込めコン
クリート長さ）

寸法表 材 料 表 （１ｍ当り）
Ｂ１ Ｂ２ Ｈ１ Ｈ２ コンクリート（ｍ３）型枠（ｍ２）基礎材（ｍ２）

Ⅲ－Ｂ－ａ－４５０ ３５０ １００ ５２０ １００ ３００ １００ ０．１１４ ０．４００ ０．９２
Ⅲ－Ｂ－ａ－５００ １５０ ５５０ １００ ３５０ １００ ０．１３６ ０．４５０ ０．９５

胴込コンクリート量
「土木工事標準積算基準」
により計上すること。

裏込め材料計算一般式 （ｍ２）

擁壁前面に水位がない場合
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河川護岸または擁壁前面に水位がある場合
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天端コンクリート材料計算一般式 （ｍ２）
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福島県土木部積ブロック－ 3

寸法表

記 号
H

(直高)
(m)

L (のり長) 控 長 裏込め材厚さ(基礎材を使用しない場合)
N1 (前面勾配) U1 (裏込め土が良好な場合) U2 (裏込め土が普通な場合)

1：0.3 1：0.4 1：0.5 a c d c d
1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5

Ⅰ�A�a�100C 1.00 1,044 1,077 1,118 350 200 320 316 312 300 420 416 412
Ⅰ�A�a�150C 1.50 1,566 1,616 1,677 350 200 368 362 357 300 468 462 457
Ⅰ�A�a�200C 2.00 － 2,154 2,236 350 200 － 409 401 300 － 509 501
Ⅰ�A�a�250C 2.50 － 2,693 2,795 350 200 － 455 446 300 － 555 546
Ⅰ�A�a�300C 3.00 － 3,231 3,354 350 200 － 502 491 300 － 602 591
Ⅰ�A�a�350C 3.50 － － 3,913 350 200 － － 535 300 － － 635
Ⅰ�A�a�400C 4.00 － － 4,472 350 200 － － 580 300 － － 680
Ⅰ�A�a�450C 4.50 － － 5,031 350 200 － － 625 300 － － 725
Ⅰ�A�a�500C 5.00 － － 5,590 350 200 － － 670 300 － － 770

注意事項
１. 本標準図は, 河川護岸用としてのみ使用できる
ものである｡
２. 中間の設計条件に対しては, 直近上位のものを
使用する｡
３. ブロックは, 圧縮強度������N/mm2 以上と
し, 1m2当りの使用質量は 300kg以上であること｡

４. 胴込めコンクリートおよび基礎コンクリートは
������N/mm2 以上とすること｡
５. 裏込め材の寸法は, 前面勾配に直角として表示
してある｡
６. 寸法表中の裏込め材厚さ(d)および材料表中の
裏込め材の数量は, 基礎材厚(t)を考慮していな
い｡ したがって基礎材が必要な場合は, 別途計算
すること｡
７. 比較的よく締まった地山の切土部に使用する場
合は, 裏込め材を上下等厚とし, 材厚 30～40cm
としてよい｡
８. 河川護岸工事にあっては, 切込基礎を省くこと
とするが基礎地盤の状況等に応じて, 必要な場合
は, 別途計上する｡
９. 伸縮目地の間隔は, 10m以下とすること｡
10. 護岸肩部が兼用道路の場合はⅠ－Ａ－ａ－100A
～500Aを使用すること｡
11. 水抜パイプは, 平水位より上部へ2㎡に1箇所程
度設置すること｡ なお, 水抜パイプと裏込め材と
の接合部には, 裏込材流出防止のため, 吸出防止
材を設置すること｡

工 事 記 号 積ブロック工 �����������	���

名 称 積ブロック (河川護岸用)

材料表 (1m当り)

記 号
H

(直高)
(m)

裏 込 め 材 (m3)
U1(裏込め土が良好な場合)U2(裏込め土が普通な場合)
1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5

Ⅰ�A�a�100C 1.00 0.318 0.325 0.335 0.438 0.449 0.463
Ⅰ�A�a�150C 1.50 0.492 0.508 0.522 0.669 0.686 0.706
Ⅰ�A�a�200C 2.00 － 0.716 0.733 － 0.947 0.974
Ⅰ�A�a�250C 2.50 － 0.948 0.970 － 1.234 1.266
Ⅰ�A�a�300C 3.00 － 1.206 1.232 － 1.545 1.584
Ⅰ�A�a�350C 3.50 － － 1.519 － － 1.927
Ⅰ�A�a�400C 4.00 － － 1.831 － － 2.295
Ⅰ�A�a�450C 4.50 － － 2.167 － － 2.687
Ⅰ�A�a�500C 5.00 － － 2.529 － － 3.105

基礎寸法および材料表

記 号 a
(控長)

寸法表 材 料 表 (1m当り)
B1 B2 H1 H2 コンクリート(m3) 型枠(m2) 基礎材(m2)

Ⅲ－B－a－350 350 430 100 250 100 0.083 0.350

裏込め材料計算一般式 (m2)
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天端コンクリート材料計算一般式 (m2)
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胴込コンクリート量

｢土木工事標準積算基準｣ により計上すること｡

23.４.１



������

�	
���

����
���	
設計条件���������
�
������
����� ��!"#$������%&''()�*�+'(,-
��./�01234)�56�7*�
8�9:;<= >?@�A:;<= >?@BCDEF<= >?@��������%&''()�*��7*�
G�9:;<= >?@HD9:;I
JK��LMNO��P*�QR�6��
S�JKQ�
9:;ITUVWX��EFITVYX�(2Z'*[\�6��
]�I^Q�
9:;I
_/��`abcUVdX�５０Z'*[\�6��efg��`abcUf7b*hi�jk��lm計算��7*�ne�opqr
ne��stLM�u�f6�jk��v�
w.xne�yz
{|�9:;I*��7*�
}�~��C��ngeyz
�x{�����jk��9:;I����T*�IT02��2Z'*�C��
��EFI��EFy�fw�5�:EF*��7*f��,ijk���TU1Z'
�<= >?@Vcfci+�����2%X�����7*が5���
��st�M
�u����������12''�$
u����(�2�0�2'(���� ¡�
f¢nい。ただし、河川護岸または，擁壁前面に水位がある場合は，
　前面水位以下には設けないこととする。
+2�£"¤y
	¥��+2')�*��7*�
++���� +¦,-
./�+1234&¦)�*���

工 事 記 号　積みブロック工　Ⅰ－A－b－100A～550A
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����������

��� V§�¨''X
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���
 K¬


®¯�

� °

± V ²�°X
³¬

9:<= 
>?@TU

9:;ITU
%+VLMNOX +́V9:;xfw�ijkX (́V9:;xfµ¶ijkX

+̈ 2�0 +̈ 2�� +̈ 2�1 · ¸ Z
W

Z
W

+̈ 2�0 +̈ 2�� +̈ 2�1 +̈ 2�0 +̈ 2�� +̈ 2�1
¹�º�̧�+22º ( +»222 +22 +»21� +»2(� ¼¼� 012 +22 (22 0�¼ 0�( 00� 022 ��¼ ��( �0�
¹�º�̧�+12º 0 +»122 +22 � +»�¼0 +»��( 012 +22 (22 � 0�1 0½� 022 � ��1 �½�
¹�º�̧�(22º � (»222 +22 � +»¼1½ +»��¼ 012 +22 (22 � �(� �+� 022 � 1(� 1+�
¹�º�̧�(12º 1 (»122 +22 � (»�(+ (»00¾ 012 +22 (22 � �½+ �1� 022 � 1½+ 11�
¹�º�̧�022º ¾ 0»222 +22 � (»��1 (»½�0 012 +22 (22 � 1+� �¼� 022 � ¾+� 1¼�
¹�º�̧�012º ½ 0»122 +22 � � 0»(0+ 012 +12 (22 � � 10� 022 � � ¾0�
¹�º�̧��22º � �»222 +22 � � 0»¾½� 012 +12 (22 � � 1½� 022 � � ¾½�
¹�º�̧��12º ¼ �»122 +22 � � �»+(1 012 +12 (22 � � ¾+� 022 � � ½+�
¹�º�̧�122º +2 1»222 +22 � � �»1½( 012 +12 (22 � � ¾1� 022 � � ½1�
¹�º�̧�112º ++ 1»122 +22 � � 1»2+¼ 012 +12 (22 � � ¾¼� 022 � � ½¼�

� � V+',-X

© ª
«_ ��� 

K¬
V''X

®¯�
�°
V''X

± V ²�°X 9:;IV'0X 9:<= >?@
V'0X%+VLMNOX +́V9:;xfw�ijkX (́V9:;xfµ¶ijkX

+̈ 2�0 +̈ 2�� +̈ 2�1 +̈ 2�0 +̈ 2�� +̈ 2�1 +̈ 2�0 +̈ 2�� +̈ 2�1 +̈ 2�0 +̈ 2�� +̈ 2�1%
¹�º�¸�+22º　　(　　+»222　　+22　　+»21�　+»2(�　　　¼¼� 　　　０．１１１　　　０．１０６　　　０．１００　　　　０．１５９　　　　０．１５２
¹�º�¸�+12º　 0  +»122 +22 � +»�¼0 +»��( �  ０．２４１　　　０．２３２ � � 2�+¾¾ 2�+½2

� +»¼1½　 +»��¼ �  ０．３９８　　　０．３８４ � ０．５４４ � 2�(+¾ 2�((2
� (»�(+ (»00¾ �  ０．５７６　　　０．５５６ � � 2�(¾¾ 2�(½2
� (»��1　 (»½�0 �  ０．７７６　　　０．７４８ �

０．７７２ 
１．０２２ � 2�0+¾ 2�0(2

� � 0»(0+ � � ０．９６１ � � � 2�11½
� � 0»¾½� � � １．１９３ � � � 2�¾0(
� � �»+(1 � � １．４４５ � � � 2�½2½
� � �»1½( � � １．７１７ � � � 2�½�(

¹�º�¸�(22º　 � 　  (»222 +22
¹�º�¸�(12º 　1 (»122 +22
¹�º�¸�022º 　¾ 0»222 +22
¹�º�¸�012º 　½ 0»122 +22
¹�º�¸��22º　　�　　�»222　　+22
¹�º�¸��12º　 ¼  �»122 +22
¹�º�¸�122º　 +2 1»222 +22
¹�º�¸�112º 　++ 1»122 +22 � � 1»2+¼ � � ２．００９ �

�
�
�
�
�

０．５２８

０．９９２
１．２５５
１．５３７
１．８３９
２．１６１
２．５０３ � � 2��1½
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;�B̄@ ;�B̄� ;�B̄A ° �
d

�
d

;�B̄@ ;�B̄� ;�B̄A ;�B̄@ ;�B̄� ;�B̄A
����±�AB² ; ABB ;BB A³́ Aµ� A�³ @AB 9BB 9³́ 9³µ 9³; @BB @³́ @³µ @³;
����±�;BB² 9 ;¶BBB ;BB ;¶BA· ;¶B9· ´́� @AB 9BB @9A @;́ @;; @BB �9A �;́ �;;
����±�;AB² @ ;¶ABB ;BB � ;¶�́@ ;¶��9 @AB 9BB � @µ9 @A; @BB � �µ9 �A;
����±�9BB² � 9¶BBB ;BB � ;¶́A³ ;¶··́ @AB 9BB � �BA @́; @BB � ABA �́;
����±�9AB² A 9¶ABB ;BB � 9¶�9; 9¶@@µ @AB 9BB � ��· �@; @BB � A�· A@;
����±�@BB² µ @¶BBB ;BB � 9¶··A 9¶³·@ @AB 9BB � �́; �³; @BB � Á; A³;
����±�@AB² ³ @¶ABB ;BB � � @¶9@; @AB 9BB � � A;; @BB � � µ;;
����±��BB² · �¶BBB ;BB � � @¶µ³· @AB 9BB � � AA; @BB � � µA;
����±��AB² ´ �¶ABB ;BB � � �¶;9A @AB 9BB � � Á; @BB � � µ́;
����±�ABB² ;B A¶BBB ;BB � � �¶A³9 @AB 9BB � � µ@; @BB � � ³@;
����±�AAB² ;; A¶ABB ;BB � � A¶B;́ @AB 9BB � � µ³; @BB � � ³³;
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防護－１

１） ガードレール ２

２） ガードケーブル …１４

３） ガードパイプ １９

４） ガードパイプ （景観型） ２３

５） ボックスビーム （厚めっき品） ２７

６） ガードレール （耐雪型） ３０

７） ガードケーブル （耐雪型） ３７

８） ガードパイプ （耐雪型） ４１

９） ガードパイプ （耐雪型・景観型） ４５

１０） ロックフェンス ５４

‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥

‥

‥‥‥‥

‥‥‥

‥‥‥‥

‥

‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

５．防 護 工

１７．４．１



福島県土木部

防護－２

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードレール 区間区分と種別の適用

●区間区分と種別の適用

一般区間 重大な被害が発生する
おそれのある区間

新幹線などと交差または
接近する区間

基
本
的
な
考
え

区
間
区
分
の

二次被害の重大性 ・右記以外の区間 ・二次被害が発生すれば重大なものとな
るおそれのある区間

・二次被害が発生すれば極めて重大
なものとなるおそれのある区間

乗員の安全性 ・右記以外の区間 ・逸脱すれば当事者が過度の傷害を受け
るおそれのある区間 －

路
外
の
状
況

二次被害の重大性 ・右記以外の区間

・運行頻度が高くかつ多数の乗客の利用
が見込まれる大都市近郊鉄道や地方幹
線鉄道との交差・近接区間
・走行速度が高くかつ交通量の多い高速
自動車国道や自動車専用道路などとの
交差・近接区間
・走行速度が特に高くかつ交通量の多い
分離帯設置区間
・その他これに類する重大な二次被害の
発生するおそれのある区間

・新幹線との交差・近接区間

・ガスタンクなどの危険物貯蔵施設
に近接する区間など

乗員の安全性 ・右記以外の区間 ・路外に大きな落差があるなど乗員の安
全性からみて極めて危険な区間 －

種
別
の
適
用

高
速
・
自
専
道

８０ｋｍ／ｈ以上

Ａ，Ａｍ

ＳＢ，ＳＢｍ ＳＳ

６０ｋｍ／ｈ以下 ＳＣ，ＳＣｍ ＳＡ

そ
の
他
道
路

６０ｋｍ／ｈ以上 Ｂ，Ｂｍ，Ｂｐ Ａ，Ａｍ，Ａｐ

ＳＢ，ＳＢｐ

５０ｋｍ／ｈ以下 Ｃ，Ｃｍ，Ｃｐ Ｂ，Ｂｍ，Ｂｐ注）

注）設計速度４０ｋｍ／ｈ以下の道路では， Ｃ，Ｃｍ，Ｃｐを使用することができる。



福島県土木部防護－３

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードレール
コンクリート埋込用補強鉄筋の形状

各仕様における補強鉄筋の形状 （埋込み深さ４００ｍｍの場合）

仕
様
記
号

Ｇｒ�ＳＢ�１Ｂ Ｇｒ�Ａ�２Ｂ
Ｇｃ�Ａ�４Ｂ
Ｇｐ�Ａ�２Ｂ
Ｇｐ�Ａｐ�２Ｂ
Ｇｐ�Ａ�２Ｂ４
Ｇｐ�Ａｐ�２Ｂ４

Ｇｒ�Ｃ�２Ｂ
Ｇｒ�Ｃ�２Ｂ２
Ｇｒ�Ｂ�２Ｂ
Ｇｒ�Ｃｍ�２Ｂ
Ｇｒ�Ｂｍ�２Ｂ
Ｇｒ�Ａｍ�２Ｂ
Ｇｒ�ＳＢｍ�１Ｂ
Ｇｃ�Ｃ�４Ｂ
Ｇｃ�Ｂ�４Ｂ
Ｇｃ�Ｂｍ�４Ｂ
Ｇｐ�Ｃ�２Ｂ
Ｇｐ�Ｂ�２Ｂ
Ｇｐ�Ｃ�２Ｂ３
Ｇｐ�Ｂ�２Ｂ３
Ｇｐ�Ｃ�２Ｂ４
Ｇｐ�Ｂ�２Ｂ４
Ｇｐ�Ｃｐ�２Ｂ
Ｇｐ�Ｂｐ�２Ｂ
Ｇｐ�Ｃｐ�２Ｂ３
Ｇｐ�Ｂｐ�２Ｂ３
Ｇｐ�Ｃｐ�２Ｂ４
Ｇｐ�Ｂｐ�２Ｂ４

Ｇｐ�Ａ�２Ｂ２
Ｇｐ�Ａｐ�２Ｂ２

Ｇｐ�Ｃ�２Ｂ２
Ｇｐ�Ｂ�２Ｂ２
Ｇｐ�Ｃｐ�２Ｂ２
Ｇｐ�Ｂｐ�２Ｂ２

Ｇｂ�Ａｍ�２Ｂ Ｇｂ�Ｂｍ�２Ｂ

ａ □１２５×１２５
×６

φ－１３９．８
×４．５

φ１１４．３
×４．５

２－□７５×７５
×４．５

２－□７５×７５
×３．２

Ｈ１２５×６０
×６×８

Ｈ１００×５０
×５×７

ｂ １ １ １ １ １ １ １
ｃ Ｄ２２ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３
ｄ １ １ １ １ １ １ １
ｅ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３
ｆ φ２００ φ２００ φ１８０ １５０ １５０ １８５ １６０
ｇ ２５０ ２５０ １２０ １１０

各仕様における補強鉄筋の形状 （埋込み深さ２５０ｍｍの場合）

仕
様
記
号

Ｇｒ�ＳＢ�１Ｂ Ｇｒ�Ａ�２Ｂ
Ｇｐ�Ａ�２Ｂ
Ｇｐ�Ａｐ�２Ｂ
Ｇｐ�Ａ�２Ｂ４

Ｇｒ�Ｃ�２Ｂ
Ｇｒ�Ｃ�２Ｂ２
Ｇｒ�Ｂ�２Ｂ
Ｇｒ�Ｃｍ�２Ｂ
Ｇｒ�Ｂｍ�２Ｂ
Ｇｒ�Ａｍ�２Ｂ
Ｇｒ�ＳＢｍ�１Ｂ
Ｇｐ�Ｃ�２Ｂ
Ｇｐ�Ｂ�２Ｂ
Ｇｐ�Ｃ�２Ｂ３
Ｇｐ�Ｂ�２Ｂ３
Ｇｐ�Ｃ�２Ｂ４
Ｇｐ�Ｂ�２Ｂ４
Ｇｐ�Ｃｐ�２Ｂ
Ｇｐ�Ｂｐ�２Ｂ

Ｇｐ�Ａ�２Ｂ２
Ｇｐ�Ａｐ�２Ｂ２

Ｇｐ�Ｃ�２Ｂ２
Ｇｐ�Ｂ�２Ｂ２
Ｇｐ�Ｃｐ�２Ｂ２
Ｇｐ�Ｂｐ�２Ｂ２

Ｇｂ�Ａｍ�２Ｂ Ｇｂ�Ｂｍ�２Ｂ

ａ □１２５×１２５
×６

φ－１３９．８
×４．５ φ１１４．３×４．５２－□７５×７５×４．５

２－□７５×７５
×３．２

Ｈ１２５×６０
×６×８

Ｈ１００×５０
×５×７

ｂ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １
ｃ Ｄ２５ Ｄ２２ Ｄ１６ Ｄ２２ Ｄ１３ Ｄ１９ Ｄ１３
ｄ １ １ １ １ １ １ １
ｅ Ｄ２５ Ｄ２２ Ｄ１６ Ｄ２２ Ｄ１３ Ｄ１９ Ｄ１３
ｆ

φ２２０ φ２２０ φ２２０
１５０ １５０ １８５ １６０

ｇ ２５０ ２５０ １２０ １１０

＊これ以外は， 車両用防護柵標準仕様・同解説によるものとする。

１８．４．１



福島県土木部

防護－４

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードレール

ガードレール

用途 建込 種別 記号
支柱
間隔
（ｍ）

塗装品 厚メッキ品 ビーム
厚さ×幅×長さ

（ｍｍ）

支 柱
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）
使用区分参考質量

（ｋｇ／ｍ）
参考質量
（ｋｇ／ｍ）

路
側
用

土
中
用

Ｃ
Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ

４
１６．０ － ２．３×３５０×４，３３０

４．５×１１４．３×２，１００
Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ２ １８．５ － ２．８×３５０×４，３３０

Ｂ Ｇｒ－Ｂ－４Ｅ ４ １９．４ ２０．１ ３．２×３５０×４，３３０ ４．５×１１４．３×２，２００
Ａ Ｇｒ－Ａ－４Ｅ ４ ２６．０ ２６．７ ４．０×３５０×４，３３０ ４．５×１３９．８×２，３５０

ＳＢ Ｇｒ－ＳＢ－２Ｅ ２ ５８．６ ５９．９ ４．０×５００×４，３２０ ６．０×１２５×１２５×２，４９０

構
造
物
用

Ｃ
Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ

２
１６．４ － ２．３×３５０×４，３３０ ４．５×１１４．３×１，１００

Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ２ １９．３ － ２．８×３５０×４，３３０ ４．５×１１４．３×１，１００

Ｂ Ｇｒ－Ｂ－２Ｂ ２ １９．５ ２０．２ ３．２×３５０×４，３３０ ４．５×１１４．３×１，１００

Ａ Ｇｒ－Ａ－２Ｂ ２ ２５．８ ２６．４ ４．０×３５０×４，３３０ ４．５×１３９．８×１，１００

ＳＢ Ｇｒ－ＳＢ－１Ｂ １ ６２．４ ６３．７ ４．０×５００×４，３２０ ６．０×１２５×１２５×１，２４０

１７．４．１



福島県土木部防護－５

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードレール

ガードレール

用途 建込 種別 記号
支柱
間隔
（ｍ）

塗装品 厚メッキ品 ビーム
厚さ×幅×長さ

（ｍｍ）

支 柱
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）
使用区分参考質量

（ｋｇ／ｍ）
参考質量
（ｋｇ／ｍ）

分
離
帯
用

土
中
用

４ ２９．２ － ２．３×３５０×４，３３０

４．５×１１４．３×２，２５０４ ３７．８ ３８．７ ３．２×３５０×４，３３０

Ｃｍ 　Ｇｒ－Ｃｍ－４Ｅ
Ｂｍ 　Ｇｒ－Ｂｍ－４Ｅ
Ａｍ 　Ｇｒ－Ａｍ－４Ｅ ４ ４７．３ ４８．４ ４．０×３５０×４，３３０

構
造
物
用

２
２９．２ －

２．３×３５０×４，３３０
４．５×１１４．３×１，１５０

２８．２ － ４．５×１１４．３×１，０００ 橋梁用

２
３７．９ ３８．８

３．２×３５０×４，３３０
４．５×１１４．３×１，１５０

３７．０ ３７．８ ４．５×１１４．３×１，０００ 橋梁用

２
４７．６ ４８．８

４．０×３５０×４，３３０
４．５×１１４．３×１，１５０

４６．７ ４７．８ ４．５×１１４．３×１，０００ 橋梁用

Ｃｍ

Ｂｍ

Ａｍ

Ｇｒ－Ｃｍ－2B
Ｇｒ－Ｃｍ－2B－２
Ｇｒ－Ｂｍ－2B
Ｇｒ－Ｂｍ－2B－２
Ｇｒ－Ａｍ－2B
Ｇｒ－Ａｍ－2B－２



福島県土木部

防護－６

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

名 称 ガードレール

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｌ１ （ｍｍ） Ｎ （本）
Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ

Ｃ ４５ 路側用 図示
０．２０ ４１ ４，０００ － －

Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ ２

１７．４．１



福島県土木部防護－７

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
���

名 称 ガードレール

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｌ１ （ｍｍ） Ｎ （本）

Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ２
Ｃ ４５ 路側用 図示

０．１７ ４３ ４，０００ － －

Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ２ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ ４

１７．４．１



福島県土木部

防護－８

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

名 称 ガードレール

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｌ１ （ｍｍ） Ｎ （本）

Ｇｒ－Ｂ－４Ｅ
Ｂ ６０ 路側用 図示

０．１７ ４４ ４，０００ － －

Ｇｒ－Ｂ－２Ｂ ０．００ ６７ ４，０００ ２，０００ ２

１７．４．１



福島県土木部防護－９

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

名 称 ガードレール

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｌ１ （ｍｍ） Ｎ （本）

Ｇｒ－Ａ－４Ｅ
Ａ １３０ 路側用 図示

０．２０ ９９ ４，０００ － －

Ｇｒ－Ａ－２Ｂ ０．０７ １２８ ４，０００ ２，０００ ２

１７．４．１



福島県土木部

防護－１０

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

名 称 ガードレール

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｌ１ （ｍｍ） Ｎ （本）

Ｇｒ－ＳＢ－２Ｅ
ＳＢ ２８０ 路側用 図示

０．３６ １２６ ２，０００ － －

Ｇｒ－ＳＢ－１Ｂ ０．２３ １６９ ２，０００ １，０００ ８

１７．４．１



福島県土木部防護－１１

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
�	

名 称 ガードレール

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ） 備 考

Ｇｒ－Ｃｍ－４Ｅ
Ｃｍ ４５ 分離帯用 図示

０．００ ７３

Ｇｒ－Ｃｍ－２Ｂ ０．００ ６８



福島県土木部

防護－１２

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

名 称 ガードレール

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ） 備 考

Ｇｒ－Ｂｍ－４Ｅ
Ｂｍ ６０ 分離帯用 図示

０．００ ７１

Ｇｒ－Ｂｍ－２Ｂ ０．００ ７２



福島県土木部防護－１３

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
�	

名 称 ガードレール ケーブル

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ） 備 考

Ｇｒ－Ａｍ－４Ｅ
Ａｍ １３０ 分離帯用 図示

０．１５ １０６

Ｇｒ－Ａｍ－２Ｂ ０．０４ １３９



福島県土木部

防護－１４

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードケーブル

標準型ガードケーブル

用途 建込
区分 種別 記号

ケーブル（亜鉛めっき）中間支柱（ブラケット一式含む） 端末支柱（索端金具含む） 間隔保持材（亜鉛めっき）

厚さ×
条数
（ｍｍ）

ｍ当り
厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
ｋｇ

埋込方式 アンカーボルト方式
厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
ｋｇ質量

ｋｇ
厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
ｋｇ

厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
ｋｇ

路
側
用

土
中
用

Ｃ Ｇｃ－Ｃ－６Ｅ １８φ×３ ３．３ ４．５×１１４．３×２，１４０ ３３．０ ４．５×１１４．３×１，１４０ ５８ ４．５×１１４．３×７７２ １４４ ３．２×６０．５×３６０ １．９１

Ｂ Ｇｃ－Ｂ－６Ｅ １８φ×４ ４．４ ４．５×１１４．３×２，３７０ ３７．５ ４．５×１１４．３×１，３２０ ７２ ４．５×１１４．３×９０２ １５９ ３．２×６０．５×４９０ ２．６０

Ａ Ｇｃ－Ａ－６Ｅ １８φ×５ ５．５ ４．５×１３９．８×２，６５０ ５１．７ ５．０×１６５．２×１，５００ １２４ ５．０×１６５．２×１，０２８ ２２５ ３．２×６０．５×６２０ ３．３０

構
造
物
用

Ｃ Ｇｃ－Ｃ－４Ｂ １８φ×３ ３．３ ４．５×１１４．３×１，１４０ ２０．６ ４．５×１１４．３×１，１４０ ５８ ４．５×１１４．３×７７２ １４４ ３．２×６０．５×３６０ １．９１

Ｂ Ｇｃ－Ｂ－４Ｂ １８φ×４ ４．４ ４．５×１１４．３×１，２７０ ２３．９ ４．５×１１４．３×１，３２０ ７２ ４．５×１１４．３×９０２ １５９ ３．２×６０．５×４９０ ２．６０

Ａ Ｇｃ－Ａ－４Ｂ １８φ×５ ５．５ ４．５×１３９．８×１，４００ ３２．３ ５．０×１６５．２×１，５００ １２４ ５．０×１６５．２×１，０２８ ２２５ ３．２×６０．５×６２０ ３．３０

分
離
帯
用

土
中
用

Ｂｍ Ｇｃ－Ｂｍ－６Ｅ

１８φ×６ ６．６

４．５×１１４．３×２，３３０ ５６．５ ・両面一体型（角パイプ）
４．５×２００×１５０×１，３８０

・一対型（丸パイプ）
４．５×１１４．３×１，３８０

１４６ ・両面一体型（角パイプ）
４．５×２００×１５０×９５８
・一対型（丸パイプ）
４．５×１１４．３×９６２

２１５

３．２×６０．５×４４０ ２．３３
構
造
物
用

Ｂｍ Ｇｃ－Ｂｍ－４Ｂ ４．５×１１４．３×１，２３０ ３９．６ ６７×２ １５９×２



福島県土木部防護－１５

　

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

名 称 ガードケーブル

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｎ （本）

Ｇｃ－Ｃ－６Ｅ
Ｃ ４５ 路側用 図示

０．３０ ４１ ６，０００～７，０００ ２

Ｇｃ－Ｃ－４Ｂ ０．００ ７５ ４，０００ １



福島県土木部

防護－１６

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

名 称 ガードケーブル

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｎ （本）

Ｇｃ－Ｂ－６Ｅ
Ｂ ６０ 路側用 図示

０．２５ ４８ ６，０００～７，０００ ２

Ｇｃ－Ｂ－４Ｂ ０．００ ７５ ４，０００ １



福島県土木部防護－１７

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

名 称 ガードケーブル

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｎ （本）
Ｇｃ－Ａ－６Ｅ

Ａ １３０ 路側用 図示
０．２４ １１６ ６，０００～７，０００ ２

Ｇｃ－Ａ－４Ｂ ０．１３ １３５ ４，０００ １



福島県土木部

防護－１８

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

名 称 ガードケーブル

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸法表
備 考

Ｌ （ｍｍ） Ｎ （本）

Ｇｃ－Ｂｍ－６Ｅ
Ｂｍ ６０ 分離帯用 図示

０．０５ ６７ ６，０００ ２

Ｇｃ－Ｂｍ－４Ｂ ０．０２ ７７ ４，０００ １



福島県土木部防護－１９

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ

標準型ガードパイプ

用途 建込 種別 記号
ビームパイプ
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）

支柱
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）

支柱間隔
（ｍ）

参考重量
（ｋｇ／ｍ） 使用区分

路
側
用

土
中
用

Ｃ Ｇｐ－Ｃ－３Ｅ ２．４×４８．６×３，０００ ４．５×１１４．３×２，２００ ３ ２０．２

Ｂ Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ ３．２×４８．６×３，０００ ４．５×１１４．３×２，３００ ３ ２３．３

Ａ Ｇｐ－Ａ－３Ｅ ３．８×６０．５×３，０００ ４．５×１３９．８×２，４７５ ３ ３３．０

構
造
物
用

Ｃ
Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ

２．４×４８．６×４，０００
４．５×１１４．３×１，２００ ２ １８．３

Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ－２ ４．５×１１４．３×１，０５０ ２ １７．３ 橋梁用

Ｂ
Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ

３．２×４８．６×４，０００
４．５×１１４．３×１，２００ ２ ２０．９

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ－２ ４．５×１１４．３×１，０５０ ２ １９．９ 橋梁用

Ａ
Ｇｐ－Ａ－２Ｂ

３．８×６０．５×４，０００
４．５×１３９．８×１，２２５ ２ ２９．２

Ｇｐ－Ａ－２Ｂ－２ ４．５×１３９．８×１，０７５ ２ ２７．９ 橋梁用

歩
車
道
境
界
用

土
中
用

Ｃｐ Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｅ ２．４×４８．６×４，０００ ４．５×１１４．３×２，２００ ２ ２４．８

Ｂｐ Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｅ ３．２×４８．６×４，０００ ４．５×１１４．３×２，３００ ２ ２８．０

Ａｐ Ｇｐ－Ａｐ－２Ｅ ３．８×６０．５×４，０００ ４．５×１３９．８×２，４７５ ２ ３９．２

構
造
物
用

Ｃｐ
Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ

２．４×４８．６×４，０００
４．５×１１４．３×１，２００ ２ １８．３

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ－２ ４．５×１１４．３×１，０５０ ２ １７．３ 橋梁用

Ｂｐ
Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ

３．２×４８．６×４，０００
４．５×１１４．３×１，２００ ２ ２０．９

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ－２ ４．５×１１４．３×１，０５０ ２ １９．９ 橋梁用

Ａｐ
Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ

３．８×６０．５×４，０００
４．５×１３９．８×１，２２５ ２ ２９．２

Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ－２ ４．５×１３９．８×１，０７５ ２ ２７．９ 橋梁用



福島県土木部

防護－２０

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

������
��
��

名 称 ガードパイプ

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ａ１（ｍｍ） Ｎ（本）

Ｇｐ－Ｃ－３Ｅ
Ｃ

４５

路側用

図示

０．１１ ４６ ３，０００ － ２，９３６ － －

Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｅ
Ｃｐ 歩車道境界用

０．００ ６０ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２



福島県土木部防護－２１

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

������
��
��

名 称 ガードパイプ

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ａ１（ｍｍ） Ｎ（本）

Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ
Ｂ

６０

路側用

図示

０．１１ ４８ ３，０００ － ２，９３６ － －

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ ０．００ ６７ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｅ
Ｂｐ 歩車道境界用

０．００ ６４ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ ０．００ ６７ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２



福島県土木部

防護－２２

工 種 記 号 防 護 工 �����
��
��

������
��
��

名 称 ガードパイプ

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ａ１（ｍｍ） Ｎ（本）

Ｇｐ－Ａ－３Ｅ
Ａ

１３０

路側用

図示

０．１７ １０４ ３，０００ － ２，９３６ － －

Ｇｐ－Ａ－２Ｂ ０．０９ １２９ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２

Ｇｐ－Ａｐ－２Ｅ
Ａｐ 歩車道境界用

０．１１ １２４ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２

Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ ０．０９ １２９ ４，０００ ２，０００ ３，９３６ １，９６８ ２



福島県土木部防護－２３

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ 景観型

景観型ガードパイプ

用途 建込 種別 記号
ビームパイプ
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）

支柱
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）

支柱間隔
（ｍ）

参考重量
（ｋｇ／ｍ） 使用区分

路
側
用

土
中
用

Ｃ Ｇｐ－Ｃ－３Ｅ２ 上段ビーム２．８×１２０×５０×２，７４５
下段ビーム２．４×４８．６×２，９３６

地上部支柱３．２×７５×７５×１，０７５
埋込支柱４．５×１３９．８×１，４００ ３ ２５．６

Ｂ Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，７４５
下段ビーム３．２×４８．６×２，９３６

地上部支柱３．２×７５×７５×１，０７５
埋込支柱４．５×１３９．８×１，５００ ３ ２７．７

Ａ Ｇｐ－Ａ－３Ｅ２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，７４５
下段ビーム３．２×６０．５×２，９３６

地上部支柱４．５×７５×７５×１，０７５
埋込支柱４．５×１３９．８×１，６５０ ３ ３７．５

構
造
物
用

Ｃ
Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ２ 上段ビーム２．８×１２０×５０×１，７４５

下段ビーム２．４×４８．６×３，９３６
３．２×７５×７５×１，１７５ ２ ２０．１

Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ２－２ ３．２×７５×７５×１，０２５ ２ １９．０ 橋梁用

Ｂ
Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，７４５

下段ビーム３．２×４８．６×３，９３６
３．２×７５×７５×１，１７５ ２ ２１．７

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ２－２ ３．２×７５×７５×１，０２５ ２ ２０．６ 橋梁用

Ａ
Ｇｐ－Ａ－２Ｂ２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，７４５

下段ビーム３．２×６０．５×３，９３６
４．５×７５×７５×１，１７５ ２ ３１．７

Ｇｐ－Ａ－２Ｂ２－２ ４．５×７５×７５×１，０２５ ２ ３０．２ 橋梁用

歩
車
道
境
界
用

土
中
用

Ｃｐ Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｅ２ 上段ビーム２．８×１２０×５０×１，７４５
下段ビーム２．４×４８．６×３，９３６

地上部支柱３．２×７５×７５×１，０７５
埋込支柱４．５×１３９．８×９５０ ２ ２９．６

Ｂｐ Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｅ２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，７４５
下段ビーム３．２×４８．６×３，９３６

地上部支柱３．２×７５×７５×１，０７５
埋込支柱４．５×１３９．８×１，０５０ ２ ３２．０

Ａｐ Ｇｐ－Ａｐ－２Ｅ２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，７４５
下段ビーム３．２×６０．５×３，９３６

地上部支柱４．５×７５×７５×１，０７５
埋込支柱４．５×１３９．８×１，１００ ２ ４２．２

構
造
物
用

Ｃｐ
Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ２ 上段ビーム２．８×１２０×５０×１，７４５

下段ビーム２．４×４８．６×３，９３６
３．２×７５×７５×１，１７５ ２ ２０．１

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ２－２ ３．２×７５×７５×１，０２５ ２ １９．０ 橋梁用

Ｂｐ
Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，７４５

下段ビーム３．２×４８．６×３，９３６
３．２×７５×７５×１，１７５ ２ ２１．７

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ２－２ ３．２×７５×７５×１，０２５ ２ ２０．６ 橋梁用

Ａｐ
Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，７４５

下段ビーム３．２×６０．５×３，９３６
４．５×７５×７５×１，１７５ ２ ３１．７

Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ２－２ ４．５×７５×７５×１，０２５ ２ ３０．２ 橋梁用

１６．４．１



福島県土木部

防護－２４

　

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
���

������
���
���

名 称 ガードパイプ 景観型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ） Ｎ（本）

Ｇｐ－Ｃ－３Ｅ２
Ｃ

４５

路側用

図示

０．１０ ４６ ３，０００ － ２，７４５ ２，９３６ － －

Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ２ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８９８ ２

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｅ２
Ｃｐ 歩車道境界用

０．００ ５２ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８９８ ２

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ２ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８９８ ２



福島県土木部防護－２５

　

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
���

������
���
���

名 称 ガードパイプ 景観型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ） Ｎ（本）
Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ２

Ｂ
６０

路側用
図示

０．１１ ４６ ３，０００ － ２，７４５ ２，９３６ － －
Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ２ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８９８ ２
Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｅ２

Ｂｐ 歩車道境界用
０．００ ５３ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８９８ ２

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ２ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８９８ ２



福島県土木部

防護－２６

　

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
���

������
���
���

名 称 ガードパイプ 景観型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ） Ｎ（本）
Ｇｐ－Ａ－３Ｅ２

Ａ
１３０

路側用
図示

０．１８ １０３ ３，０００ － ２，７４５ ２，９３６ － －
Ｇｐ－Ａ－２Ｂ２ ０．１１ １２７ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８７８ ２
Ｇｐ－Ａｐ－２Ｅ２

Ａｐ 歩車道境界用
０．１６ １１５ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８７８ ２

Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ２ ０．１１ １２７ ４，０００ ２，０００ １，７４５ ３，９３６ １，８７８ ２



福島県土木部防護－２６－１

���������	
�	�����
�� �� �� �� ������ !" !"#$ %&'( )�*+

,-./0.1-2334 ,-./0.1-2334 254 267854

9:;<=>?@A=B?<C>@>
DE� F GHIFJKLK M:;<=B?AN=O?<CPB< Q=O?RRQ=B?RCPBN B=N <N=N

9:;B=<?@A=B?<C>@>
S GHISJKLK M:;B=<?AN=O?<CPB< Q=O?RRQ=B?<CN>N B=N <B=B

9:;<=>?@A=B?RC>@>
TU� F GHIFJVSK M:;<=B?AN=O?RCPB< Q=O?RRQ=B?��PBN <=N R>=@

9:;<=>?@A=B?RC>@>
WXY� GHIFJVSKJV M:;<=B?AN=O?RCPB< Q=O?RRQ=B?��@>N <=N R@=@ Z[�

9:;B=<?@A=B?RC>@>
S GHISJVSK M:;B=<?AN=O?RCPB< Q=O?RRQ=B?��P>N <=N <<=B

9:;B=<?@A=B?RC>@>
GHISJVSKJV M:;B=<?AN=O?RCPB< Q=O?RRQ=B?��>BN <=N <R=B Z[�

9:;<=>?@A=B?<C>@>
DE� F GHIFHJKLK M:;<=B?AN=O?<CPB< Q=O?RRQ=B?RCPBN B=N <N=N

9:;B=<?@A=B?<C>@>
\]^_`� S GHISHJKLK M:;B=<?AN=O?<CPB< Q=O?RRQ=B?<CN>N B=N <B=B

9:;<=>?@A=B?RC>@>
WXY� F GHIFHJVSK M:;<=B?AN=O?RCPB< Q=O?RRQ=B?��PBN <=N R>=@

9:;B=<?@A=B?RC>@>
S GHISHJVSK M:;B=<?AN=O?RCPB< Q=O?RRQ=B?��P>N <=N <<=B

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ 景観型 ２本ビーム

１６．４．１



福島県土木部

防護－２６－２

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
���
���	�

������
���
���

名 称 ガードパイプ 景観型 ２本ビーム

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）

Ｇｐ－Ｃ－３Ｅ３

Ｃ

４５

路側用

図示

０．１０ ４６ ３，０００ ２，８７８ ２，９３２

Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２

Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ３－２ ０．００ ７３ ２，０００ １，８７８ １，９３２

Ｇｐ－Ｃｐ－３Ｅ３
Ｃｐ 歩車道

境界用
０．００ ６８ ３，０００ ２，８７８ ２，９３２

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２

１６．４．１



福島県土木部防護－２６－３

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
���
�����

������
���
���

名 称 ガードパイプ 景観型 ２本ビーム

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）

Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ３

Ｂ

６０

路側用

図示

０．１０ ４７ ３，０００ ２，８７８ ２，９３２

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ３－２ ０．００ ７３ ２，０００ １，８７８ １，９３２

Ｇｐ－Ｂｐ－３Ｅ３
Ｂｐ 歩車道

境界用
０．００ ７１ ３，０００ ２，８７８ ２，９３２

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２

１６．４．１



福島県土木部

防護－２６－４

���������	
�	�����
�� �� �� �� ������ !" !"#$ %&'( )�*+

,-./0.1-2334 ,-./0.1-2334 254 267854

9:;<=>?@A=B?<C>@>
D EFGDHIJK L:;<=B?M>=A?<CNB<?<O M=P?QQM=B?<CR<P B=R <<=N

ST� 9:;B=<?@A=B?<C>@>
U EFGUHIJK L:;B=<?M>=A?<CNB<?<O M=P?QQM=B?<CQAR B=R <A=@

9:;B=<?>N=Q?<C>P<
V EFGVHIJK L:;B=<?AR=P?<CNB<?<O M=P?QBN=>?<C<PP B=R BP=<

9:;<=>?@A=B?QC>@>
D EFGDHWUK L:;<=B?M>=A?QCNB<?<O M=P?QQM=B?QCR<P <=R <Q=>

XY� 9:;<=>?@A=B?QC>@>
EFGDHWUKHW L:;<=B?M>=A?QCNB<?<O M=P?QQM=B?��>@P <=R <R=@ Z[�

9:;B=<?@A=B?QC>@>
\]^� U EFGUHWUK L:;B=<?M>=A?QCNB<?<O M=P?QQM=B?QCRAR <=R <A=Q

9:;B=<?@A=B?QC>@>
EFGUHWUKHW L:;B=<?M>=A?QCNB<?<O M=P?QQM=B?��NQR <=R <P=Q Z[�

9:;B=<?>N=Q?QC>P<
V EFGVHWUK L:;B=<?AR=P?QCNB<?<O M=P?QBN=>?QCRRP <=R BM=<

9:;B=<?>N=Q?QC>P<
EFGVHWUKHW L:;B=<?AR=P?QCNB<?<O M=P?QBN=>?��>PP <=R BB=R Z[�

9:;<=>?@A=B?<C>@>
D EFGDFHIJK L:;<=B?M>=A?<CNB<?<O M=P?QQM=B?<CR<P B=R <<=N

ST� 9:;B=<?@A=B?<C>@>
U EFGUFHIJK L:;B=<?M>=A?<CNB<?<O M=P?QQM=B?<CQAR B=R <A=@

9:;B=<?>N=Q?<C>P<
_`abc� V EFGVFHIJK L:;B=<?AR=P?<CNB<?<O M=P?QBN=>?<C<PP B=R BP=<

9:;<=>?@A=B?QC>@>
D EFGDFHWUK L:;<=B?M>=A?QCNB<?<O M=P?QQM=B?QCR<P <=R <Q=>

\]^� 9:;B=<?@A=B?QC>@>
U EFGUFHWUK L:;B=<?M>=A?QCNB<?<O M=P?QQM=B?QCRAR <=R <A=Q

9:;B=<?>N=Q?QC>P<
V EFGVFHWUK L:;B=<?AR=P?QCNB<?<O M=P?QBN=>?QCRRP <=R BM=<

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ 景観型 ３本ビーム

１６．４．１



福島県土木部防護－２６－５

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
�	�
�	�
�

������
���
�	�

名 称 ガードパイプ 景観型 ３本ビーム

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）

Ｇｐ－Ｃ－３Ｅ４

Ｃ

４５

路側用

図示

０．０８ ４７ ３，０００ ２，８７８ ２，９３２

Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２

Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ４－２ ０．００ ７３ ２，０００ １，８７８ １，９３２

Ｇｐ－Ｃｐ－３Ｅ４
Ｃｐ 歩車道

境界用
０．００ ６９ ３，０００ ２，８７８ ２，９３２

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２

１６．４．１



福島県土木部

防護－２６－６

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
���
���	�

������
���
���

名 称 ガードパイプ 景観型 ３本ビーム

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）

Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ４

Ｂ

６０

路側用

図示

０．０８ ４８ ３，０００ ２，８７８ ２，９３２

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ４－２ ０．００ ７４ ２，０００ １，８７８ １，９３２

Ｇｐ－Ｂｐ－３Ｅ４
Ｂｐ 歩車道

境界用
０．００ ７１ ３，０００ ２，８７８ ２，９３２

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２

１６．４．１



福島県土木部防護－２６－７

工 種 記 号 防 護 工 �����
���
�	�
�	�
�

������
���
�	�

名 称 ガードパイプ 景観型 ３本ビーム

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）

Ｇｐ－Ａ－３Ｅ４

Ａ

１３０

路側用

図示

０．１６ １０４ ３，０００ ２，８５２ ２，９３２

Ｇｐ－Ａ－２Ｂ４ ０．０８ １２８ ２，０００ １，８５２ １，９３２

Ｇｐ－Ａ－２Ｂ４－２ ０．０４ １３０ ２，０００ １，８５２ １，９３２

Ｇｐ－Ａｐ－３Ｅ４
Ａｐ 歩車道

境界用
０．１６ １０４ ３，０００ ２，８５２ ２，９３２

Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ４ ０．０８ １２８ ２，０００ １，８５２ １，９３２

１６．４．１



福島県土木部防護－２７

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ボックスビーム 厚めっき品

分類 種別 記 号
支柱
間隔
（ｍ）

質 量
（ｋｇ／ｍ）

ビーム寸法
板厚×横×縦×長さ

（ｍｍ）

支柱寸法
高さ×辺×板厚×長さ

（ｍｍ）
使用区分

土
中
用

Ｂｍ Ｇｂ－Ｂｍ－２Ｅ ２ ４４．１ ４．５×２００×１５０×５，９９０ Ｈ１００×６０×６×８×１，９８５

Ａｍ Ｇｂ－Ａｍ－２Ｅ ２ ５１．８ ４．５×２００×２００×５，９９０ Ｈ１２５×６０×６×８×１，９６０

構
造
物
用

Ｂｍ Ｇｂ－Ｂｍ－２Ｂ ２ ３６．１ ４．５×２００×１５０×５，９９０ Ｈ１００×６０×６×８×８８５

Ｂｍ Ｇｂ－Ｂｍ－２Ｂ－２ ２ ３５．４ ４．５×２００×１５０×５，９９０ Ｈ１００×６０×６×８×７３５ 橋梁用

Ａｍ Ｇｂ－Ａｍ－２Ｂ ２ ４１．７ ４．５×２００×２００×５，９９０ Ｈ１２５×６０×６×８×８６０

Ａｍ Ｇｂ－Ａｍ－２Ｂ－２ ２ ４０．７ ４．５×２００×２００×５，９９０ Ｈ１２５×６０×６×８×７１０ 橋梁用



福島県土木部

防護－２８

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

名 称 ボックスピーム 厚めっき品

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ） 備 考

Ｇｂ－Ｂｍ－２Ｅ
Ｂｍ ６０ 分離帯用 図示

０．００ ６８

Ｇｂ－Ｂｍ－２Ｂ ０．００ ６９



福島県土木部防護－２９

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

名 称 ボックスビーム 厚めっき品

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ） 備 考

Ｇｂ－Ａｍ－２Ｅ
Ａｍ １３０ 分離帯用 図示

０．０２ １２１

Ｇｂ－Ａｍ－２Ｂ ０．０１ １２２



福島県土木部

防護－３０

耐雪型防護柵の適用

１積雪ランクの区分は別表のとおりとする。 各耐雪防護柵は同表に示す積雪深に対応している。

２各積雪深に対する構造諸元は平均密度０．４ｔ／ｍ３のときの値であり， ０．４ｔ／ｍ３以外の時は平均

密度の比で補正するものとする。 ただし， １ｍ以下の積雪深は補正対象としない。

３除雪した雪で防護柵上に堆雪することが予想される場合は，必要に応じて堆雪深を考慮する。

４路側用ガードレールで種別Ｂの積雪ランク５，種別Ｃの積雪ランク４，５については上級種別の使用を検討するものとする。

５路側用ガードレール， 路側用ガードケーブルで積雪ランクが５を超える場所については， 冬期のビーム， ケーブルの取外しの検討または別途構造について検討する

ものとする。

６路側用ガードレール （種別Ｃ，Ｂ，Ａ）で切土斜面等でビームに作用する斜面雪圧力 （グライド力） が大きくビームがねじられる可能性の高い場合には， 参考図－１

に示す補強金具の使用も検討する必要がある。

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードレール 耐雪型



福島県土木部防護－３１

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードレール 耐雪型

耐雪型防護柵の適用

積雪ランク 積雪深
（５年再現最大積雪深） 路側用ガードレール 路側用ガードケーブル 路側用ガードパイプ 歩車道境界用ガードパイプ

１ ５０ｃｍを超え１ｍ以下 標準型防護柵を適用することができ
る

標準型防護柵を適用することができ
る

Ｇｐ－Ｃ１－１．５Ｅ，Ｇｐ－Ｃ１－１．５Ｂ
Ｇｐ－Ｃ１－２Ｅ２，Ｇｐ－Ｃ１－２Ｂ２
Ｇｐ－Ｂ１－２Ｅ，Ｇｐ－Ｂ１－２Ｂ
Ｇｐ－Ｂ１－２Ｅ２，Ｇｐ－Ｂ１－２Ｂ２
Ｇｐ－Ａ１－２Ｅ，Ｇｐ－Ａ１－２Ｂ
Ｇｐ－Ａ１－２Ｅ２，Ｇｐ－Ａ１－２Ｂ２
景観型ガードパイプ２，３本ビームは，
標準型防護柵を適用することができる

Ｇｐ－Ｃｐ１－１．５Ｅ，Ｇｐ－Ｃｐ１－１．５Ｂ
Ｇｐ－Ｃｐ１－２Ｅ２，Ｇｐ－Ｃｐ１－２Ｂ２
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｅ，Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｂ
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｅ２，Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｂ２
Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｅ，Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｂ
Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｅ２，Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｂ２
景観型ガードパイプ２，３本ビームは，
標準型防護柵を適用することができる

２ １ｍを超え２ｍ以下 Ｇｒ－Ｃ２－３Ｅ，Ｇｒ－Ｃ２－２Ｂ
Ｇｒ－Ｂ２－４Ｅ，Ｇｒ－Ｂ２－２Ｂ
Ｇｒ－Ａ２－４Ｅ，Ｇｒ－Ａ２－２Ｂ
Ｇｒ－ＳＢ２－２Ｅ，Ｇｒ－ＳＢ２－１Ｂ

Ｇｃ－Ｃ２－６Ｅ，Ｇｃ－Ｃ２－４Ｂ
Ｇｃ－Ｂ２－６Ｅ，Ｇｃ－Ｂ２－４Ｂ
Ｇｃ－Ａ２－６Ｅ，Ｇｃ－Ａ２－４Ｂ

Ｇｐ－Ｃ２－１Ｅ，Ｇｐ－Ｃ２－１Ｂ
Ｇｐ－Ｃ２－１．５Ｅ２，Ｇｐ－Ｃ２－１．５Ｂ２
Ｇｐ－Ｂ２－１Ｅ，Ｇｐ－Ｂ２－１Ｂ
Ｇｐ－Ｂ２－１．５Ｅ２，Ｇｐ－Ｂ２－１．５Ｂ２
Ｇｐ－Ａ２－１Ｅ，Ｇｐ－Ａ２－１Ｂ
Ｇｐ－Ａ２－１．５Ｅ２，Ｇｐ－Ａ２－１．５Ｂ２
Ｇｐ－Ｃ２－２．５Ｅ３，Ｇｐ－Ｃ２－２．５Ｅ４
Ｇｐ－Ｂ２－２．５Ｅ３，Ｇｐ－Ｂ２－２．５Ｅ４
Ｇｐ－Ｃ２－２Ｂ３，Ｇｐ－Ａ２－２．５Ｅ４
Ｇｐ－Ｂ２－２Ｂ３，Ｇｐ－Ｃ２－２Ｂ４
Ｇｐ－Ｂ２－２Ｂ４
Ｇｐ－Ａ２－２Ｂ４

Ｇｐ－Ｃｐ２－１Ｅ，Ｇｐ－Ｃｐ２－１Ｂ
Ｇｐ－Ｃｐ２－１．５Ｅ２
Ｇｐ－Ｃｐ２－１．５Ｂ２
Ｇｐ－Ｂｐ２－１Ｅ，Ｇｐ－Ｂｐ２－１Ｂ
Ｇｐ－Ｂｐ２－１．５Ｅ２
Ｇｐ－Ｂｐ２－１．５Ｂ２
Ｇｐ－Ａｐ２－１Ｅ，Ｇｐ－Ａｐ２－１Ｂ
Ｇｐ－Ａｐ２－１．５Ｅ２
Ｇｐ－Ａｐ２－１．５Ｂ２
Ｇｐ－Ｃｐ２－２．５Ｅ３，Ｇｐ－Ｃｐ２－２．５Ｅ４
Ｇｐ－Ｂｐ２－２．５Ｅ３，Ｇｐ－Ｂｐ２－２．５Ｅ４
Ｇｐ－Ｃｐ２－２Ｂ３，Ｇｐ－Ａｐ２－２．５Ｅ４
Ｇｐ－Ｂｐ２－２Ｂ３，Ｇｐ－Ｃｐ２－２Ｂ４
Ｇｐ－Ｂｐ２－２Ｂ４
Ｇｐ－Ａｐ２－２Ｂ４

３ ２ｍを超え３ｍ以下 Ｇｒ－Ｃ３－２Ｅ，Ｇｒ－Ｃ３－２Ｂ
Ｇｒ－Ｂ３－３Ｅ，Ｇｒ－Ｂ３－２Ｂ
Ｇｒ－Ａ３－３Ｅ，Ｇｒ－Ａ３－２Ｂ
Ｇｒ－ＳＢ３－２Ｅ，Ｇｒ－ＳＢ３－１Ｂ

Ｇｃ－Ｃ３－５Ｅ，Ｇｃ－Ｃ３－４Ｂ
Ｇｃ－Ｂ３－５Ｅ，Ｇｃ－Ｂ３－４Ｂ
Ｇｃ－Ａ３－５Ｅ，Ｇｃ－Ａ３－４Ｂ

Ｇｐ－Ｃ３－２Ｅ３，Ｇｐ－Ｃ３－２Ｅ４
Ｇｐ－Ｂ３－２Ｅ３，Ｇｐ－Ｂ３－２Ｅ４
Ｇｐ－Ｃ３－２Ｂ３，Ｇｐ－Ａ３－２Ｅ４
Ｇｐ－Ｂ３－２Ｂ３，Ｇｐ－Ｃ３－２Ｂ４
Ｇｐ－Ｂ３－２Ｂ４
Ｇｐ－Ａ３－２Ｂ４

Ｇｐ－Ｃｐ３－２Ｅ３，Ｇｐ－Ｃｐ３－２Ｅ４
Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｅ３，Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｅ４
Ｇｐ－Ｃｐ３－２Ｂ３，Ｇｐ－Ａｐ３－２Ｅ４
Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｂ３，Ｇｐ－Ｃｐ３－２Ｂ４
Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｂ４
Ｇｐ－Ａｐ３－２Ｂ４

４ ３ｍを超え４ｍ以下 Ｇｒ－Ｂ４－２Ｅ，Ｇｒ－Ｂ４－２Ｂ
Ｇｒ－Ａ４－２Ｅ，Ｇｒ－Ａ４－２Ｂ
Ｇｒ－ＳＢ４－１Ｅ，Ｇｒ－ＳＢ４－１Ｂ

Ｇｃ－Ｃ４－４Ｅ，Ｇｃ－Ｃ４－４Ｂ
Ｇｃ－Ｂ４－４Ｅ，Ｇｃ－Ｂ４－４Ｂ
Ｇｃ－Ａ４－４Ｅ，Ｇｃ－Ａ４－４Ｂ

５ ４ｍを超え５ｍ以下 Ｇｒ－Ａ５－２Ｅ，Ｇｒ－Ａ５－２Ｂ
Ｇｒ－ＳＢ５－１Ｅ，Ｇｒ－ＳＢ５－１Ｂ

Ｇｃ－Ｃ５－３Ｅ，Ｇｃ－Ｃ５－３Ｂ
Ｇｃ－Ｂ５－３Ｅ，Ｇｃ－Ｂ５－３Ｂ
Ｇｃ－Ａ５－３Ｅ，Ｇｃ－Ａ５－３Ｂ

１６．４．１



福島県土木部

防護－３２

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードレール 耐雪型

ガードレール （耐雪型）

用途 建込 種別 記号 支柱間隔
（ｍ）

塗装品 厚めっき品 ビーム寸法
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）

支柱寸法
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）
参考重量
（ｋｇ／ｍ）

参考重量
（ｋｇ／ｍ）

路
側
用

土
中
用

Ｃ
Ｇｒ－Ｃ２－３Ｅ ３ １８．９ － ２．３×３５０×３，３３０

４．５×１１４．３×２，１００
Ｇｒ－Ｃ３－２Ｅ ２ ２３．４ － ２．３×３５０×４，３３０

Ｂ

Ｇｒ－Ｂ２－４Ｅ ４ １９．７ ２０．４ ３．２×３５０×４，３３０

４．５×１１４．３×２，２００Ｇｒ－Ｂ３－３Ｅ ３ ２２．５ ２３．２ ３．２×３５０×３，３３０

Ｇｒ－Ｂ４－２Ｅ ２ ２７．１ ２７．９ ３．２×３５０×４，３３０

Ａ

Ｇｒ－Ａ２－４Ｅ ４ ２６．３ ２６．９ ４．０×３５０×４，３３０

４．５×１３９．８×２，３５０
Ｇｒ－Ａ３－３Ｅ ３ ３０．０ ３０．７ ４．０×３５０×３，３３０

Ｇｒ－Ａ４－２Ｅ
２ ３６．４ ３７．２ ４．０×３５０×４，３３０

Ｇｒ－Ａ５－２Ｅ

ＳＢ

Ｇｒ－ＳＢ２－２Ｅ
２ ５８．６ ５９．９

４．０×５００×４，３２０ ６．０×１２５×１２５×２，４９０
Ｇｒ－ＳＢ３－２Ｅ

Ｇｒ－ＳＢ４－１Ｅ
１ ８９．７ ９１．５

Ｇｒ－ＳＢ５－１Ｅ

構
造
物
用

Ｃ
Ｇｒ－Ｃ２－２Ｂ

２ １７．０ － ２．３×３５０×４，３３０

４．５×１１４．３×１，１００

Ｇｒ－Ｃ３－２Ｂ

Ｂ

Ｇｒ－Ｂ２－２Ｂ

２ ２０．１ ２０．８ ３．２×３５０×４，３３０Ｇｒ－Ｂ３－２Ｂ

Ｇｒ－Ｂ４－２Ｂ

Ａ

Ｇｒ－Ａ２－２Ｂ

２ ２６．４ ２７．０ ４．０×３５０×４，３３０ ４．５×１３９．８×１，１００
Ｇｒ－Ａ３－２Ｂ

Ｇｒ－Ａ４－２Ｂ

Ｇｒ－Ａ５－２Ｂ

ＳＢ

Ｇｒ－ＳＢ２－１Ｂ

１ ６２．４ ６３．７ ４．０×５００×４，３２０ ６．０×１２５×１２５×１，２４０
Ｇｒ－ＳＢ３－１Ｂ

Ｇｒ－ＳＢ４－１Ｂ

Ｇｒ－ＳＢ５－１Ｂ



福島県土木部防護－３３

切土斜面等でビームに作用する斜面雪圧力 （グライド力） が大きくビームが

ねじられる可能性が高い場合には， 参考図－１に示すビーム補強金具の使用

も検討する必要がある。

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

������
��
��

名 称 ガードレール 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ｎ（本）
Ｇｒ－Ｃ２－３Ｅ

Ｃ ４５ 路側用
耐雪型 図示

０．１０ ４５ ３，０００ － －
Ｇｒ－Ｃ２－２Ｂ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ ２
Ｇｒ－Ｃ３－２Ｅ ０．０１ ５２ ４，０００ ２，０００ ２
Ｇｒ－Ｃ３－２Ｂ ０．００ ６６ ４，０００ ２，０００ ２



福島県土木部

防護－３４

切土斜面等でビームに作用する斜面雪圧力 （グライド力） が大きくビームが

ねじられる可能性が高い場合には， 参考図－１に示すビーム補強金具の使用

も検討する必要がある。

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

������
��
��

������
��
��

名 称 ガードレール 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ）

主な
用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ｎ（本）

Ｇｒ－Ｂ２－４Ｅ

Ｂ ６０ 路側用
耐雪型 図示

０．１５ ４５ ４，０００ － －

Ｇｒ－Ｂ２－２Ｂ ０．００ ６７ ４，０００ ２，０００ ２

Ｇｒ－Ｂ３－３Ｅ ０．０９ ４６ ３，０００ － －

Ｇｒ－Ｂ３－２Ｂ ０．００ ６７ ４，０００ ２，０００ ２

Ｇｒ－Ｂ４－２Ｅ ０．０１ ５５ ４，０００ ２，０００ ２

Ｇｒ－Ｂ４－２Ｂ ０．００ ６７ ４，０００ ２，０００ ２



福島県土木部防護－３５

切土斜面等でビームに作用する斜面雪圧力 （グライド力） が大きくビームが

ねじられる可能性が高い場合には， 参考図－１に示すビーム補強金具の使用

も検討する必要がある。

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

����	�
	�
��

���
��
�


�
��
��

名 称 ガードレール 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ｎ（本）

Ｇｒ－Ａ２－４Ｅ

Ａ １３０ 路側用
耐雪型 図示

０．１９ １０６ ４，０００ － －

Ｇｒ－Ａ２－２Ｂ ０．０７ １２８ ４，０００ ２，０００ ２

Ｇｒ－Ａ３－３Ｅ ０．１５ １０１ ３，０００ － －

Ｇｒ－Ａ３－２Ｂ ０．０７ １２８ ４，０００ ２，０００ ２

Ｇｒ－Ａ４－２Ｅ ０．１０ １２５ ４，０００ ２，０００ ２

Ｇｒ－Ａ４－２Ｂ ０．０７ １２８ ４，０００ ２，０００ ２

Ｇｒ－Ａ５－２Ｅ ０．１０ １２５ ４，０００ ２，０００ ２

Ｇｒ－Ａ５－２Ｂ ０．０７ １２８ ４，０００ ２，０００ ２



福島県土木部

防護－３６

＊印はＧｒ－ＳＢ５－１Ｅ及びＧｒ－ＳＢ５－１Ｂの場合の寸法と材質を示す。

工 種 記 号 防 護 工 ���
���
���

�
��
	�

���
��

���

�
	�
	�

名 称 ガードレール 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｌ１（ｍｍ） Ｎ（本）
Ｇｒ－ＳＢ２－２Ｅ

ＳＢ ２８０ 路側用
耐雪型 図示

０．３６ １２６ ２，０００ － －
Ｇｒ－ＳＢ２－１Ｂ ０．２３ １６９ ２，０００ １，０００ ８
Ｇｒ－ＳＢ３－２Ｅ ０．３５ １２９ ２，０００ － －
Ｇｒ－ＳＢ３－１Ｂ ０．２３ １６９ ２，０００ １，０００ ８
Ｇｒ－ＳＢ４－１Ｅ ０．２６ １５１ ２，０００ １，０００ ８
Ｇｒ－ＳＢ４－１Ｂ ０．２３ １６９ ２，０００ １，０００ ８
Ｇｒ－ＳＢ５－１Ｅ ０．２５ １５５ ２，０００ １，０００ ８
Ｇｒ－ＳＢ５－１Ｂ ０．２３ １６９ ２，０００ １，０００ ８



福島県土木部防護－３７

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードケーブル 耐雪型

建込 種別 記号

ケーブル （亜鉛めっき） 中間支柱
（ブラケット一式含む）

端末補助支柱
（ブラケット一式含む）

端末支柱（索端金具含む） 間隔保持材（亜鉛めっき）

直径×
条数
（ｍｍ）

ｍ当り 埋込方式 アンカーボルト方式
厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
（ｋｇ）重量

（ｋｇ）
厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
（ｋｇ）

厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
（ｋｇ）

厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
（ｋｇ）

厚さ×外径
×長さ（ｍｍ）

質量
（ｋｇ）

土中用

Ｃ

Ｇｃ－Ｃ２－６Ｅ
Ｇｃ－Ｃ３－５Ｅ
Ｇｃ－Ｃ４－４Ｅ
Ｇｃ－Ｃ５－３Ｅ

１８φ×３ ３．３ ４．５×１１４．３
×２，１４０ ３４．６ ４．５×１１４．３

×１，１４０ ２２．２ ４．５×１１４．３
×１，１４０ ５８ ４．５×１１４．３

×７７２ １４４ ３．２×６０．５
×３６０ １．９１

Ｂ

Ｇｃ－Ｂ２－６Ｅ
Ｇｃ－Ｂ３－５Ｅ
Ｇｃ－Ｂ４－４Ｅ
Ｇｃ－Ｂ５－３Ｅ

１８φ×４ ４．４ ４．５×１１４．３
×２，３７０ ４０．２ ４．５×１１４．３

×１，２７０ ２６．６ ４．５×１１４．３
×１，３２０ ７２ ４．５×１１４．３

×９０２ １５９ ３．２×６０．５
×４９０ ２．６０

Ａ

Ｇｃ－Ａ２－６Ｅ
Ｇｃ－Ａ３－５Ｅ
Ｇｃ－Ａ４－４Ｅ
Ｇｃ－Ａ５－３Ｅ

１８φ×５ ５．５ ４．５×１３９．８
×２，６５０ ５５．３ ４．５×１３９．８

×１，４００ ３５．９ ５．０×１６５．２
×１，５００ １２４ ５．０×１６５．２

×１，０２８ ２２５ ３．２×６０．５
×６２０ ３．３０

構造物
用

Ｃ

Ｇｃ－Ｃ２－４Ｂ
Ｇｃ－Ｃ３－４Ｂ
Ｇｃ－Ｃ４－４Ｂ
Ｇｃ－Ｃ５－３Ｂ

１８φ×３ ３．３ ４．５×１１４．３
×１，１４０ ２２．２ ４．５×１１４．３

×１，１４０ ２２．２ ４．５×１１４．３
×１，１４０ ５８ ４．５×１１４．３

×７７２ １４４ ３．２×６０．５
×３６０ １．９１

Ｂ

Ｇｃ－Ｂ２－４Ｂ
Ｇｃ－Ｂ３－４Ｂ
Ｇｃ－Ｂ４－４Ｂ
Ｇｃ－Ｂ５－３Ｂ

１８φ×４ ４．４ ４．５×１１４．３
×１，２７０ ２６．６ ４．５×１１４．３

×１，２７０ ２６．６ ４．５×１１４．３
×１，３２０ ７２ ４．５×１１４．３

×９０２ １５９ ３．２×６０．５
×４９０ ２．６０

Ａ

Ｇｃ－Ａ２－４Ｂ
Ｇｃ－Ａ３－４Ｂ
Ｇｃ－Ａ４－４Ｂ
Ｇｃ－Ａ５－３Ｂ

１８φ×５ ５．５ ４．５×１３９．８
×１，４００ ３５．９ ４．５×１３９．８

×１，４００ ３５．９ ５．０×１６５．２
×１，５００ １２４ ５．０×１６５．２

×１，０２８ ２２５ ３．２×６０．５
×６２０ ３．３０



福島県土木部

防護－３８

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
�	

����
�
��
�	

������
��
�	

������

�

	

名 称 ガードケーブル 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｎ（本）
Ｇｃ－Ｃ２－６Ｅ

Ｃ ４５ 路側用
耐雪型 図示

０．２６ ４４ ６，０００ ２
Ｇｃ－Ｃ２－４Ｂ ０．００ ７５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ｃ３－５Ｅ ０．１９ ４６ ５，０００ ２
Ｇｃ－Ｃ３－４Ｂ ０．００ ７５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ｃ４－４Ｅ ０．１４ ４７ ４，０００ １
Ｇｃ－Ｃ４－４Ｂ ０．００ ７５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ｃ５－３Ｅ ０．０８ ４７ ３，０００ １
Ｇｃ－Ｃ５－３Ｂ ０．００ ７２ ３，０００ １



福島県土木部防護－３９

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
��

����	�

�
��

������
��
��

����
�
	�
	�

名 称 ガードケーブル 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｎ（本）
Ｇｃ－Ｂ２－６Ｅ

Ｂ ６０ 路側用
耐雪型 図示

０．２４ ５０ ６，０００ ２
Ｇｃ－Ｂ２－４Ｂ ０．００ ７５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ｂ３－５Ｅ ０．１８ ５２ ５，０００ ２
Ｇｃ－Ｂ３－４Ｂ ０．００ ７５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ｂ４－４Ｅ ０．１３ ５３ ４，０００ １
Ｇｃ－Ｂ４－４Ｂ ０．００ ７５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ｂ５－３Ｅ ０．０８ ５３ ３，０００ １
Ｇｃ－Ｂ５－３Ｂ ０．００ ７３ ３，０００ １



福島県土木部

防護－４０

工 種 記 号 防 護 工 ������
��
�	

����
�
��
�	

������
��
�	

������

�

	

名 称 ガードケーブル 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ｎ（本）
Ｇｃ－Ａ２－６Ｅ

Ａ １３０ 路側用
耐雪型 図示

０．２１ １２２ ６，０００ ２
Ｇｃ－Ａ２－４Ｂ ０．１３ １３５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ａ３－５Ｅ ０．１９ １２７ ５，０００ ２
Ｇｃ－Ａ３－４Ｂ ０．１３ １３５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ａ４－４Ｅ ０．１６ １２２ ４，０００ １
Ｇｃ－Ａ４－４Ｂ ０．１３ １３５ ４，０００ １
Ｇｃ－Ａ５－３Ｅ ０．１２ １１９ ３，０００ １
Ｇｃ－Ａ５－３Ｂ ０．１０ １２９ ３，０００ １



福島県土木部防護－４１

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ 耐雪型

標準型ガードパイプ 耐雪型

用途 建込 種別 記号 支柱間隔
（ｍ）

塗装品 厚めっき品 ビームパイプ
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）

支柱
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）
参考重量
（ｋｇ／ｍ）

参考重量
（ｋｇ／ｍ）

路
側
用
耐
雪
型

土
中
用

Ｃ
Ｇｐ－Ｃ１－１．５Ｅ １．５ ３１．４ － ２．４×４８．６×１，５００

４．５×１１４．３×２，２００
Ｇｐ－Ｃ２－１Ｅ １ ４２．５ － ２．４×４８．６×１，０００

Ｂ
Ｇｐ－Ｂ１－２Ｅ ２ ２９．２ ２９．９ ３．２×４８．６×２，０００

４．５×１１４．３×２，３００
Ｇｐ－Ｂ２－１Ｅ １ ４６．６ ４７．８ ３．２×４８．６×１，０００

Ａ
Ｇｐ－Ａ１－２Ｅ ２ ４１．０ ４２．０ ３．８×６０．５×２，０００

４．５×１３９．８×２，４７５
Ｇｐ－Ａ２－１Ｅ １ ６４．８ ６６．２ ３．８×６０．５×１，０００

構
造
物
用

Ｃ
Ｇｐ－Ｃ１－１．５Ｂ １．５ ２２．９ － ２．４×４８．６×１，５００

４．５×１１４．３×１，２００
Ｇｐ－Ｃ２－１Ｂ １ ２９．９ － ２．４×４８．６×１，０００

Ｂ
Ｇｐ－Ｂ１－２Ｂ ２ ２２．１ ２２．６ ３．２×４８．６×２，０００

Ｇｐ－Ｂ２－１Ｂ １ ３２．８ ３３．５ ３．２×４８．６×１，０００

Ａ
Ｇｐ－Ａ１－２Ｂ ２ ３１．１ ３１．８ ３．８×６０．５×２，０００

４．５×１３９．８×１，２２５
Ｇｐ－Ａ２－１Ｂ １ ４５．４ ４６．３ ３．８×６０．５×１，０００

歩
車
道
境
界
用
耐
雪
型

土
中
用

Ｃｐ
Ｇｐ－Ｃｐ１－１．５Ｅ １．５ ３１．４ － ２．４×４８．６×１，５００

４．５×１１４．３×２，２００
Ｇｐ－Ｃｐ２－１Ｅ １ ４２．５ － ２．４×４８．６×１，０００

Ｂｐ
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｅ ２ ２９．２ ２９．９ ３．２×４８．６×２，０００

４．５×１１４．３×２，３００
Ｇｐ－Ｂｐ２－１Ｅ １ ４６．６ ４７．８ ３．２×４８．６×１，０００

Ａｐ
Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｅ ２ ４１．０ ４２．０ ３．８×６０．５×２，０００

４．５×１３９．８×２，４７５
Ｇｐ－Ａｐ２－１Ｅ １ ６４．８ ６６．２ ３．８×６０．５×１，０００

構
造
物
用

Ｃｐ
Ｇｐ－Ｃｐ１－１．５Ｂ １．５ ２２．９ － ２．４×４８．６×１，５００

４．５×１１４．３×１，２００
Ｇｐ－Ｃｐ２－１Ｂ １ ２９．９ － ２．４×４８．６×１，０００

Ｂｐ
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｂ ２ ２２．１ ２２．６ ３．２×４８．６×２，０００

Ｇｐ－Ｂｐ２－１Ｂ １ ３２．８ ３３．５ ３．２×４８．６×１，０００

Ａｐ
Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｂ ２ ３１．１ ３１．８ ３．８×６０．５×２，０００

４．５×１３９．８×１，２２５
Ｇｐ－Ａｐ２－１Ｂ １ ４５．４ ４６．３ ３．８×６０．５×１，０００



福島県土木部

防護－４２

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
����
���	

���
�

��


�
��
�	

名 称 ガードパイプ 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ａ（ｍｍ）
Ｇｐ－Ｃ１－１．５Ｅ

Ｃ

４５

路側用
耐雪型

図示

０．００ ５３ １，５００ １，４３６
Ｇｐ－Ｃ１－１．５Ｂ ０．００ ６１ １，５００ １，４３６
Ｇｐ－Ｃ２－１Ｅ ０．００ ５９ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ｃ２－１Ｂ ０．００ ７８ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ｃｐ１－１．５Ｅ

Ｃｐ 歩車道境界用
耐雪型

０．００ ６２ １，５００ １，４３６
Ｇｐ－Ｃｐ１－１．５Ｂ ０．００ ６１ １，５００ １，４３６
Ｇｐ－Ｃｐ２－１Ｅ ０．００ ７５ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ｃｐ２－１Ｂ ０．００ ７８ １，０００ ９３６



福島県土木部防護－４３

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
��
��

���
��
���

�
��
��

名 称 ガードパイプ 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ａ（ｍｍ）
Ｇｐ－Ｂ１－２Ｅ

Ｂ

６０

路側用
耐雪型

図示

０．０３ ５４ ２，０００ １，９３６
Ｇｐ－Ｂ１－２Ｂ ０．００ ６７ ２，０００ １，９３６
Ｇｐ－Ｂ２－１Ｅ ０．００ ６１ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ｂ２－１Ｂ ０．００ ８０ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｅ

Ｂｐ 歩車道境界用
耐雪型

０．００ ６４ ２，０００ １，９３６
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｂ ０．００ ６７ ２，０００ １，９３６
Ｇｐ－Ｂｐ２－１Ｅ ０．００ ７８ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ｂｐ２－１Ｂ ０．００ ８０ １，０００ ９３６



福島県土木部

防護－４４

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
��
��

���
��
���

�
��
��

名 称 ガードパイプ 耐雪型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ａ（ｍｍ）
Ｇｐ－Ａ１－２Ｅ

Ａ

１３０

路側用
耐雪型

図示

０．１１ １２４ ２，０００ １，９３６
Ｇｐ－Ａ１－２Ｂ ０．０９ １２９ ２，０００ １，９３６
Ｇｐ－Ａ２－１Ｅ ０．０４ １４３ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ａ２－１Ｂ ０．０２ １５５ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｅ

Ａｐ 歩車道境界用
耐雪型

０．１１ １２４ ２，０００ １，９３６
Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｂ ０．０９ １２９ ２，０００ １，９３６
Ｇｐ－Ａｐ２－１Ｅ ０．０４ １４３ １，０００ ９３６
Ｇｐ－Ａｐ２－１Ｂ ０．０２ １５５ １，０００ ９３６



福島県土木部防護－４５

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型

景観型ガードパイプ 耐雪型

用途 建込 種別 記号 支柱間隔
（ｍ）

塗装品 厚めっき品 ビームパイプ
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）

支柱
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）
参考重量
（ｋｇ／ｍ）

参考重量
（ｋｇ／ｍ）

路
側
用
耐
雪
型

土
中
用

Ｃ

Ｇｐ－Ｃ１－２Ｅ２ ２ ３３．６
－ － 上段ビーム２．８×１２０×５０×２，０００

下段ビーム２．４×４８．６×２，０００ 地上部支柱３．２×７５×７５×７７５
埋込支柱４．５×１３９．８×１，４００

Ｇｐ－Ｃ２－１．５Ｅ２ １．５ ４１．５
－ － 上段ビーム２．８×１２０×５０×１，５００

下段ビーム２．４×４８．６×１，５００

Ｂ

Ｇｐ－Ｂ１－２Ｅ２ ２ ３６．０
３６．５ ３６．５ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，０００

下段ビーム３．２×４８．６×２，０００ 地上部支柱３．２×７５×７５×７７５
埋込支柱４．５×１３９．８×１，５００

Ｇｐ－Ｂ２－１．５Ｅ２ １．５ ４４．１
４４．８ ４４．８ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，５００

下段ビーム３．２×４８．６×１，５００

Ａ

Ｇｐ－Ａ１－２Ｅ２ ２ ４７．９
４８．６ ４８．６ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，０００

下段ビーム３．２×６０．５×２，０００ 地上部支柱４．５×７５×７５×７７５
埋込支柱４．５×１３９．８×１，６５０

Ｇｐ－Ａ２－１．５Ｅ２ １．５ ５８．１
５８．９ ５８．９ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，５００

下段ビーム３．２×６０．５×１，５００

構
造
物
用

Ｃ

Ｇｐ－Ｃ１－２Ｂ２ ２ ２０．４
－ － 上段ビーム２．８×１２０×５０×２，０００

下段ビーム２．４×４８．６×２，０００

３．２×７５×７５×１，１７５

Ｇｐ－Ｃ２－１．５Ｂ２ １．５ ２４．２
－ － 上段ビーム２．８×１２０×５０×１，５００

下段ビーム２．４×４８．６×１，５００

Ｂ

Ｇｐ－Ｂ１－２Ｂ２ ２ ２２．０
２２．６ ２２．６ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，０００

下段ビーム３．２×４８．６×２，０００

Ｇｐ－Ｂ２－１．５Ｂ２ １．５ ２５．８
２６．４ ２６．４ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，５００

下段ビーム３．２×４８．６×１，５００

Ａ

Ｇｐ－Ａ１－２Ｂ２ ２ ３２．９
３３．７ ３３．７ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，０００

下段ビーム３．２×６０．５×２，０００
４．５×７５×７５×１，１７５

Ｇｐ－Ａ２－１．５Ｂ２ １．５ ３８．４
３９．３ ３９．３ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，５００

下段ビーム３．２×６０．５×１，５００

１６．４．１



福島県土木部

防護－４６

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型

景観型ガードパイプ 耐雪型

用途 建込 種別 記号 支柱間隔
（ｍ）

塗装品 厚めっき品 ビームパイプ
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）

支柱
厚さ×外径×長さ

（ｍｍ）
参考重量
（ｋｇ／ｍ）

参考重量
（ｋｇ／ｍ）

歩
車
道
境
界
用
耐
雪
型

土
中
用

Ｃｐ

Ｇｐ－Ｃｐ１－２Ｅ２ ２ ２９．９
－ － 上段ビーム２．８×１２０×５０×２，０００

下段ビーム２．４×４８．６×２，０００ 地上部支柱３．２×７５×７５×７７５
埋込支柱４．５×１３９．８×９５０

Ｇｐ－Ｃｐ２－１．５Ｅ２ １．５ ３６．７
－ － 上段ビーム２．８×１２０×５０×１，５００

下段ビーム２．４×４８．６×１，５００

Ｂｐ

Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｅ２ ２ ３２．３
３２．９ ３２．９ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，０００

下段ビーム３．２×４８．６×２，０００ 埋込支柱４．５×１３９．８×１，０５０
地上部支柱３．２×７５×７５×７７５

Ｇｐ－Ｂｐ２－１．５Ｅ２ １．５ ３９．３
４０．０ ４０．０ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，５００

下段ビーム３．２×４８．６×１，５００

Ａｐ

Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｅ２ ２ ４３．４
４４．２ ４４．２ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，０００

下段ビーム３．２×６０．５×２，０００ 埋込支柱４．５×１３９．８×１，１００
地上部支柱４．５×７５×７５×７７５

Ｇｐ－Ａｐ２－１．５Ｅ２ １．５ ５２．２
５３．１ ５３．１ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，５００

下段ビーム３．２×６０．５×１，５００

構
造
物
用

Ｃｐ

Ｇｐ－Ｃｐ１－２Ｂ２ ２ ２０．４
－ － 上段ビーム２．８×１２０×５０×２，０００

下段ビーム２．４×４８．６×２，０００

地上部支柱３．２×７５×７５×１，１７５

Ｇｐ－Ｃｐ２－１．５Ｂ２ １．５ ２４．２
－ － 上段ビーム２．８×１２０×５０×１，５００

下段ビーム２．４×４８．６×１，５００

Ｂｐ

Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｂ２ ２ ２２．０
２２．６ ２２．６ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，０００

下段ビーム３．２×４８．６×２，０００

Ｇｐ－Ｂｐ２－１．５Ｂ２ １．５ ２５．８
２６．４ ２６．４ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，５００

下段ビーム３．２×４８．６×１，５００

Ａｐ

Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｂ２ ２ ３２．９
３３．７ ３３．７ 上段ビーム３．２×１２０×５０×２，０００

下段ビーム３．２×６０．５×２，０００
地上部支柱４．５×７５×７５×１，１７５

Ｇｐ－Ａｐ２－１．５Ｂ２ １．５ ３８．４
３９．３ ３９．３ 上段ビーム３．２×１２０×５０×１，５００

下段ビーム３．２×６０．５×１，５００

１６．４．１



福島県土木部防護－４７

　

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
���
���

���
��
���

�
�	
��
�	
��

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ）
Ｇｐ－Ｃ１－２Ｅ２

Ｃ

４５

路側用
耐雪型

図示

０．０１ ５２ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ｃ１－２Ｂ２ ０．００ ６６ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ｃ２－１．５Ｅ２ ０．００ ５２ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ｃ２－１．５Ｂ２ ０．００ ６１ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ｃｐ１－２Ｅ２

Ｃｐ 歩車道境界用
耐雪型

０．００ ５２ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ｃｐ１－２Ｂ２ ０．００ ６６ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ｃｐ２－１．５Ｅ２ ０．００ ５９ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ｃｐ２－１．５Ｂ２ ０．００ ６１ １，５００ １，２４５ １，４３６



福島県土木部

防護－４８

　

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
���
���

���
��
���

�
��	��
��	��

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ）
Ｇｐ－Ｂ１－２Ｅ２

Ｂ

６０

路側用
耐雪型

図示

０．０３ ５４ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ｂ１－２Ｂ２ ０．００ ６６ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ｂ２－１．５Ｅ２ ０．００ ５８ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ｂ２－１．５Ｂ２ ０．００ ６３ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｅ２

Ｂｐ 歩車道境界用
耐雪型

０．００ ５３ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｂ２ ０．００ ６６ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ｂｐ２－１．５Ｅ２ ０．００ ６２ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ｂｐ２－１．５Ｂ２ ０．００ ６３ １，５００ １，２４５ １，４３６



福島県土木部防護－４９

　

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
���
���

���
��
���

�
�	
��
�	
��

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型

仕様記号 種 別 衝撃度
（ｋＪ） 主な用途 支持条件 車両の最大

進入行程（ｍ）
車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備 考

Ｌ（ｍｍ） Ａ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ）
Ｇｐ－Ａ１－２Ｅ２

Ａ

１３０

路側用
耐雪型

図示

０．１３ １２３ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ａ１－２Ｂ２ ０．１１ １２７ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ａ２－１．５Ｅ２ ０．０８ １３４ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ａ２－１．５Ｂ２ ０．０７ １４１ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｅ２

Ａｐ 歩車道境界用
耐雪型

０．１６ １１５ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｂ２ ０．１１ １２７ ２，０００ １，７４５ １，９３６
Ｇｐ－Ａｐ２－１．５Ｅ２ ０．１２ １１９ １，５００ １，２４５ １，４３６
Ｇｐ－Ａｐ２－１．５Ｂ２ ０．０７ １４１ １，５００ １，２４５ １，４３６



福島県土木部

防護－４９－１

���������	
�	���������
�� �� �� �� ���� !" #$ #$%& '()* +�,-

./01203/4556 ./01203/4556 476 489:76

;<=>?@ABC?>A@D>BE
FGHIJKJLMNO P<=@?>ACQ?RA@DS>@ S?RATTS?>ATDU>Q @?R @>?S

;<=>?@ABC?>ATDEBE
VW� I FGHIOKJNO P<=@?>ACQ?RATDU>@ @?Q @C?R

;<=>?@ABC?>A@D>BE
FGHXJKJLMNO P<=>?@ACQ?RA@DS>@ S?RATTS?>A@DQEQ @?R @R?B

;<=>?@ABC?>ATDEBE
YZ� X FGHXOKJNO P<=>?@ACQ?RATDU>@ @?Q @U?>

FGHIJKJXO ;<=>?@ABC?>ATDEBE S?RATTS?>A��U>Q @?Q @Q?T
P<=@?>ACQ?RATDU>@

[\]� I FGHIOKJXO

FGHXJKJXO ;<=>?@ABC?>ATDEBE S?RATTS?>A��UEQ @?Q @@?>
P<=>?@ACQ?RATDU>@

X FGHXOKJXO
;<=>?@ABC?>A@D>BE

FGHIGJKJLMNO P<=@?>ACQ?RA@DS>@ S?RATTS?>ATDU>Q @?R @>?S
;<=>?@ABC?>ATDEBE

VW� I FGHIGOKJNO P<=@?>ACQ?RATDU>@ @?Q @C?R
;<=>?@ABC?>A@D>BE

FGHXGJKJLMNO P<=>?@ACQ?RA@DS>@ S?RATTS?>A@DQEQ @?R @R?B
;<=>?@ABC?>ATDEBE

^_`ab� X FGHXGOKJNO P<=>?@ACQ?RATDU>@ @?Q @U?>

FGHIGJKJXO ;<=>?@ABC?>ATDEBE S?RATTS?>A��U>Q @?Q @Q?T
P<=@?>ACQ?RATDU>@

[\]� I FGHIGOKJXO

FGHXGJKJXO ;<=>?@ABC?>ATDEBE S?RATTS?>A��UEQ @?Q @@?>
P<=>?@ACQ?RATDU>@

X FGHXGOKJXO

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型 ２本ビーム

１６．４．１



福島県土木部防護－４９－２

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）
Ｇｐ－Ｃ２－２．５Ｅ３

Ｃ

４５

路側用

耐雪型
図示

０．０５ ４９ ２，５００ ２，３７８ ２，４３２
Ｇｐ－Ｃ２－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃ３－２Ｅ３ ０．０１ ５２ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃ３－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃｐ２－２．５Ｅ３

Ｃｐ
歩車道
境界用

耐雪型

０．００ ６５ ２，５００ ２，３７８ ２，４３２
Ｇｐ－Ｃｐ２－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃｐ３－２Ｅ３ ０．００ ６１ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃｐ３－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
����	
�
	

���
�	
��	

�
��	
�
	

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型 ２本ビーム

１６．４．１



福島県土木部

防護－４９－３

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）
Ｇｐ－Ｂ２－２．５Ｅ３

Ｂ

６０

路側用

耐雪型
図示

０．０７ ５０ ２，５００ ２，３７８ ２，４３２
Ｇｐ－Ｂ２－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂ３－２Ｅ３ ０．０３ ５４ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂ３－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂｐ２－２．５Ｅ３

Ｂｐ
歩車道
境界用

耐雪型

０．００ ７０ ２，５００ ２，３７８ ２，４３２
Ｇｐ－Ｂｐ２－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｅ３ ０．００ ６４ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｂ３ ０．００ ６６ ２，０００ １，８７８ １，９３２

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
����	
��	

���
�	
��	

�
��	
��	

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型 ２本ビーム

１６．４．１



福島県土木部防護－４９－４

���������	
�	���������
�� �� �� �� ���� !" #$ #$%& '()* +�,-

./01203/4556 ./01203/4556 476 489:76

;<=>?@ABC?>A@D>BE
FGHIJKJLMNO P<=@?>AQE?CA@DQ>@A@R Q?SATTQ?>A@DU@S @?S @C?Q

;<=>?@ABC?>ATDEBE
I FGHIVKJNO P<=@?>AQE?CATDW>@A@R @?U @W?C

;<=>?@ABC?>A@D>BE
XY� FGHZJKJLMNO P<=>?@AQE?CA@DQ>@A@R Q?SATTQ?>A@DTCU @?S @E?E

;<=>?@ABC?>ATDEBE
Z FGHZVKJNO P<=>?@AQE?CATDW>@A@R @?U >@?C

;<=>?@AEW?TA@D>S@
FGH[JKJLMNO P<=>?@ACU?SA@DQ>@A@R Q?SAT>W?EA@D@SS @?S >E?W

;<=>?@AEW?TATDES@
\]� [ FGH[VKJNO P<=>?@ACU?SATDW>@A@R @?U QQ?T

FGHIJKJZO ;<=>?@ABC?>ATDEBE Q?SATTQ?>ATDU@S @?U @>?@
P<=@?>AQE?CATDW>@A@R

I FGHIVKJZO

FGHZJKJZO ;<=>?@ABC?>ATDEBE Q?SATTQ?>ATDUCU @?U @C?T
^_`� P<=>?@AQE?CATDW>@A@R

Z FGHZVKJZO

FGH[JKJZO ;<=>?@AEW?TATDES@ Q?SAT>W?EATDUUS @?U >Q?@
P<=>?@ACU?SATDW>@A@R

[ FGH[VKJZO
;<=>?@ABC?>A@D>BE

FGHIGJKJLMNO P<=@?>AQE?CA@DQ>@A@R Q?SATTQ?>A@DU@S @?S @C?Q
;<=>?@ABC?>ATDEBE

I FGHIGVKJNO P<=@?>AQE?CATDW>@A@R @?U @W?C
;<=>?@ABC?>A@D>BE

XY� FGHZGJKJLMNO P<=>?@AQE?CA@DQ>@A@R Q?SATTQ?>A@DTCU @?S @E?E
;<=>?@ABC?>ATDEBE

Z FGHZGVKJNO P<=>?@AQE?CATDW>@A@R @?U >@?C
;<=>?@AEW?TA@D>S@

FGH[GJKJLMNO P<=>?@ACU?SA@DQ>@A@R Q?SAT>W?EA@D@SS @?S >E?W
;<=>?@AEW?TATDES@

abcde� [ FGH[GVKJNO P<=>?@ACU?SATDW>@A@R @?U QQ?T

FGHIGJKJZO ;<=>?@ABC?>ATDEBE Q?SATTQ?>ATDU@S @?U @>?@
P<=@?>AQE?CATDW>@A@R

I FGHIGVKJZO

^_`� FGHZGJKJZO ;<=>?@ABC?>ATDEBE Q?SATTQ?>ATDUCU @?U @C?T
P<=>?@AQE?CATDW>@A@R

Z FGHZGVKJZO

FGH[GJKJZO ;<=>?@AEW?TATDES@ Q?SAT>W?EATDUUS @?U >Q?@
P<=>?@ACU?SATDW>@A@R

[ FGH[GVKJZO

工 種 記 号 防 護 工

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型 ３本ビーム
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福島県土木部

防護－４９－５

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）
Ｇｐ－Ｃ２－２．５Ｅ４

Ｃ

４５

路側用

耐雪型
図示

０．０３ ５０ ２，５００ ２，３７８ ２，４３２
Ｇｐ－Ｃ２－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃ３－２Ｅ４ ０．００ ５３ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃ３－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃｐ２－２．５Ｅ４

Ｃｐ
歩車道
境界用

耐雪型

０．００ ６６ ２，５００ ２，３７８ ２，４３２
Ｇｐ－Ｃｐ２－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃｐ３－２Ｅ４ ０．００ ６１ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｃｐ３－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
����	
�
	

���
��
���

�
��	
�
	

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型 ３本ビーム

１６．４．１



福島県土木部防護－４９－６

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）
Ｇｐ－Ｂ２－２．５Ｅ４

Ｂ

６０

路側用

耐雪型
図示

０．０５ ５１ ２，５００ ２，３７８ ２，４３２
Ｇｐ－Ｂ２－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂ３－２Ｅ４ ０．０１ ５６ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂ３－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂｐ２－２．５Ｅ４

Ｂｐ
歩車道
境界用

耐雪型

０．００ ７１ ２，５００ ２，３７８ ２，４３２
Ｇｐ－Ｂｐ２－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｅ４ ０．００ ６５ ２，０００ １，８７８ １，９３２
Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｂ４ ０．００ ６７ ２，０００ １，８７８ １，９３２

工 種 記 号 防 護 工 ���
��
���

�
����	
��	

���
�

��


�
��	
��	

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型 ３本ビーム

１６．４．１



福島県土木部

防護－４９－７

工種記号 防 護 工 �����
����

����	
�
	 �����

����
��	
�
	

名 称 ガードパイプ 耐雪型・景観型 ３本ビーム

仕様記号 種別 衝撃度
（ｋＪ）主な用途

支持
条件

車両の最大
進入行程（ｍ）

車両重心加速度
（ｍ／ｓ２／１０ｍｓ）

寸 法 表
備考

Ｌ（ｍｍ） Ｂ１（ｍｍ）Ｂ２（ｍｍ）
Ｇｐ－Ａ２－２．５Ｅ４

Ａ

１３０

路側用

耐雪型
図示

０．１４ １１６ ２，５００ ２，３５２ ２，４３２
Ｇｐ－Ａ３－２Ｅ４ ０．１１ １２３ ２，０００ １，８５２ １，９３２
Ｇｐ－Ａ２－２Ｂ４ ０．０８ １２８ ２，０００ １，８５２ １，９３２
Ｇｐ－Ａ３－２Ｂ４ ０．０８ １２８ ２，０００ １，８５２ １，９３２
Ｇｐ－Ａｐ２－２．５Ｅ４

Ａｐ
歩車道
境界用

耐雪型

０．１４ １１６ ２，５００ ２，３５２ ２，４３２
Ｇｐ－Ａｐ３－２Ｅ４ ０．１１ １２３ ２，０００ １，８５２ １，９３２
Ｇｐ－Ａｐ２－２Ｂ４ ０．０８ １２８ ２，０００ １，８５２ １，９３２
Ｇｐ－Ａｐ３－２Ｂ４ ０．０８ １２８ ２，０００ １，８５２ １，９３２

１６．４．１



福島県土木部

防護－５０

工 種 記 号

名 称

（ガードパイプ Ｐ種）
防護－５０ 削除
防護－５１ 削除
防護－５２ 削除
防護－５３ 削除

１７．４．１



福島県土木部

防護－５４

１．本図はロックフェンスの代表的な一般図

であるため， 中間支柱・端末支柱の規格寸

法及び製造は各メーカーにより異なる。

２． 本表中ケーブル条数が１２本以上となる

ロックフェンスは， ステー付構造である。

３．本表中曲柱ロックフェンス地上高は， 支

柱の垂直部寸法で表している。

工 種 記 号 防 護 工 ����
�
�
����	

名 称 ロックフェンス 設計一般

記 号 中間支柱の建込

ケーブル 中間支柱 端末支柱
地上高

径 条数 重量 長さ 規格寸法 重量 長さ 金網規格

ｍｍ 本 ｋｇ／ｍ ｍｍ ｍｍ ｋｇ／本 ｍｍ ｍｍ ｍ

Ｉ－Ｂ－ａ－５ 直 コンクリート １８ ５ ５．５ ２．３５０ Ｈ－２００×１００×５．５×８ ５１．１ ２．３５０ ５０×５０ １．５０

Ｉ－Ｂ－ａ－７ 直 コンクリート １８ ７ ７．７ ２．８５０ Ｈ－２００×１００×５．５×８ ６２．０ ２．８５０ ５０×５０ ２．００

Ｉ－Ｂ－ａ－８ 直 コンクリート １８ ８ ８．８ ３．３５０ Ｈ－２００×１００×５．５×８ ７２．９ ３．３５０ ５０×５０ ２．５０

Ｉ－Ｂ－ａ－１０ 直 コンクリート １８ １０ １１．０ ３．８５０ Ｈ－２００×１００×５．５×８ ８３．０ ３．８５０ ５０×５０ ３．００

Ｉ－Ｂ－ａ－１２ 直 コンクリート １８ １２ １３．２ ４．３５０ Ｈ－２００×１００×５．５×８ ９４．８ ４．３５０ ５０×５０ ３．５０

Ｉ－Ｂ－ａ－１３ 直 コンクリート １８ １３ １４．３ ５．０００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ２５２．０ ５．０００ ５０×５０ ４．００

Ｉ－Ｂ－ａ－１５ 直 コンクリート １８ １５ １６．５ ５．５００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ２７７．０ ５．５００ ５０×５０ ４．５０

Ｉ－Ｂ－ａ－１７ 直 コンクリート １８ １７ １８．７ ６．０００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ３０２．０ ６．０００ ５０×５０ ５．００

Ｉ－Ｂ－ａ－１８ 直 コンクリート １８ １８ １９．８ ６．５００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ３２７．０ ６．５００ ５０×５０ ５．５０

Ｉ－Ｂ－ａ－２０ 直 コンクリート １８ ２０ ２２．０ ７．０００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ３５３．０ ７．０００ ５０×５０ ６．００

Ｉ－Ｂ－ｃ－８ 曲 コンクリート １８ ８ ８．８ ３．３５０ Ｈ－２００×１００×５．５×８ ７２．９ ３．３５０ ５０×５０ １．６０

Ｉ－Ｂ－ｃ－１０ 曲 コンクリート １８ １０ １１．０ ３．８５０ Ｈ－２００×１００×５．５×８ ８３．８ ３．８５０ ５０×５０ ２．１０

Ｉ－Ｂ－ｃ－１２ 曲 コンクリート １８ １２ １３．２ ４．３５０ Ｈ－２００×１００×５．５×８ ９４．８ ４．３５０ ５０×５０ ２．６０

Ｉ－Ｂ－ｃ－１３ 曲 コンクリート １８ １３ １４．３ ５．０００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ２５２．０ ５．０００ ５０×５０ ３．１０

Ｉ－Ｂ－ｃ－１５ 曲 コンクリート １８ １５ １６．５ ５．５００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ２７７．０ ５．５００ ５０×５０ ３．３０

Ｉ－Ｂ－ｃ－１７ 曲 コンクリート １８ １７ １８．７ ６．０００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ３０２．０ ６．０００ ５０×５０ ３．８０

Ｉ－Ｂ－ｃ－１８ 曲 コンクリート １８ １８ １９．８ ６．５００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ３２７．０ ６．５００ ５０×５０ ４．３０

Ｉ－Ｂ－ｃ－２０ 曲 コンクリート １８ ２０ ２２．０ ７．０００ Ｈ－２００×２００×８×１２ ３５３．０ ７．０００ ５０×５０ ４．８０



福島県土木部防護－５５

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 �������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部

防護－５６

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 �������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部防護－５７

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 �������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部

防護－５８

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部防護－５９

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部

防護－６０

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部防護－６１

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部

防護－６２

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部防護－６３

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部

防護－６４

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部防護－６５

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 �������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部

防護－６６

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部防護－６７

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部

防護－６８

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部防護－６９

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部

防護－７０

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



福島県土木部防護－７１

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



防護－７２

注：本図はロックフェンスの代表的な一般図であるため， 端末支柱の規格寸法及び製造は各メーカにより異なる。

工 種 記 号 防 護 工 ��������

名 称 ロックフェンス コンクリート建込



護 岸 工

６



護岸－１

１） 練石張工 ２

２） コンクリート法枠 …３

３） コンクリート根止工 ４

４） 環境保全型ブロック積タイプ ５

５） カゴマット ９

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

６．護 岸 工



福島県土木部

護岸－ 2

扣 35cm

注意事項
１. 水抜パイプは, 平水位より上部へ2㎡に1箇所程度設置すること｡
なお, 水抜パイプと裏込め材との接合部には, 裏込材流出防止のため,
吸出防止材を設置すること｡

工 種 記 号 護 岸 工 �������������

名 称 練 石 張 工

記 号
形状寸法 (mm)

a b c

Ⅰ－A－a－300 3,000 350 300

Ⅰ－A－a－350 3,500 350 300

Ⅰ－A－a－400 4,000 350 300

Ⅰ－A－a－450 4,500 350 300

Ⅰ－A－a－500 5,000 350 300

Ⅰ－A－a－550 5,500 350 300

Ⅰ－A－a－600 6,000 350 300

Ⅰ－A－a－650 6,500 350 300

Ⅰ－A－a－700 7,000 350 300

Ⅰ－A－a－750 7,500 350 300

Ⅰ－A－a－800 8,000 350 300

Ⅰ－A－a－850 8,500 350 300

Ⅰ－A－a－900 9,000 350 300

扣 35cm 1.0m2 当り材料表

個 数
胴 込
コンクリート

裏 込 材

雑割石 13 個 0.18m3 0.30m3

野面石又は雑石 16 0.12 0.30

間知石 13 0.18 0.30

23.４.１
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福島県土木部護岸－ 5

標準断面図 (道路兼用護岸用)

注意事項
１. 中間の設計条件に対しては, 直近上位のものを使用すること｡
２. ブロックは, 圧縮強度σck＝18Ｎ/mm2以上とし, 1m2当りの使用質量はブロックと中詰材の合計が 805kg/m2以上であること｡
３. 裏込めコンクリート, および基礎コンクリートは, σck＝18N/mm2以上とすること｡
４. 裏込めコンクリート及び裏込め材の寸法は, 前面勾配に直角として表示してある｡
５. 寸法表中の裏込め材厚さ (d) は, 基礎材厚 (t) を考慮してない｡ したがって基礎材が必要な場合は, 別途計算すること｡
６. 比較的よく締まった地山の切土部に使用する場合は, 裏込め材を上下等厚とし, 材厚 30～40cmとしてよい｡
７. 擁壁背面の排水工には, 特に注意し, φ50mm程度の水抜きパイプを , 平水位より上部に2.0㎡に一箇所程度設置すること｡ なお, 水
抜パイプを設置する場合は, ブロック前面の内側までとし, 水抜きパイプと裏込め材との接合部には, 裏込材流出防止のため, 吸出防止
材を設置すること｡
８. 伸縮目地の間隔は, 10m以下とすること｡
９. ブロックの中詰材には, 流出防止のため, 粒径の大きい材料を使用すること｡
現場発生土等, 流出の恐れがある材料を使用する場合は, ブロック前面の孔に吸出防止材を設置する等の流出防止対策を行うこと｡

10. ブロック 1個当りの質量は 150kg／個以上とする｡

工 種 記 号 護 岸 工 ������������

名 称 環境保全型ブロック積タイプ
(道路兼用護岸用)

寸法表 (単位＝mm)

記 号
段数

N

ブロッ
ク法長
L

シール
工直高

H (設計直高) 控 長裏込コンクリート厚さ
裏込め材厚さ (基礎材をしない場合)

N1 (前面勾配) U1 (裏込め土が良好な場合) U2 (裏込め土が普通な場合)

1：0.3 1：0.4 1：0.5 a b c d c d
1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5

Ⅳ－A－a－50 1 500 100 479 464 447 500 100 200 284 280 276 300 384 380 376
Ⅳ－A－a－100 2 1,000 100 958 928 894 500 100 200 330 323 316 300 430 423 416
Ⅳ－A－a－150 3 1,500 100 1,437 1,393 1,342 500 100 200 376 366 356 300 476 466 456
Ⅳ－A－a－200 4 2,000 100 － 1,857 1,789 500 100 200 － 410 396 300 － 510 496
Ⅳ－A－a－250 5 2,500 100 － 2,321 2,236 500 100 200 － 453 436 300 － 553 536
Ⅳ－A－a－300 6 3,000 100 － 2,785 2,683 500 100 200 － 496 476 300 － 596 576
Ⅳ－A－a－350 7 3,500 100 － － 3,131 500 150 200 － － 516 300 － － 616
Ⅳ－A－a－400 8 4,000 100 － － 3,578 500 150 200 － － 556 300 － － 656
Ⅳ－A－a－450 9 4,500 100 － － 4,025 500 150 200 － － 596 300 － － 696
Ⅳ－A－a－500 10 5,000 100 － － 4,472 500 150 200 － － 636 300 － － 736
Ⅳ－A－a－550 11 5,500 100 － － 4,919 500 150 200 － － 676 300 － － 776

裏込め材料計算一般式 (m2)
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������������
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	 ������������
��

天端シールコンクリート材料計算一般式 (m2)

������	�������
�

	

材料表 (1m当り)

記 号 段数
N

ブロック
法長 L

シール工
直高

H (設計直高) 裏込め材 (m3) (基礎材をしない場合) 裏込コンクリート
(m3)N1 (前面勾配) U1(裏込め土が良好な場合)U2(裏込め土が普通な場合)

1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5
Ⅳ－A－a－50 1 500 100 479 464 447 0.201 0.201 0.202 0.282 0.284 0.286 0.056 0.061 0.066
Ⅳ－A－a－100 2 1,000 100 958 928 894 0.354 0.352 0.350 0.486 0.485 0.484 0.106 0.111 0.116
Ⅳ－A－a－150 3 1,500 100 1,437 1,393 1,342 0.531 0.525 0.518 0.712 0.707 0.702 0.156 0.161 0.166
Ⅳ－A－a－200 4 2,000 100 － 1,857 1,789 － 0.719 0.706 － 0.951 0.940 － 0.211 0.216
Ⅳ－A－a－250 5 2,500 100 － 2,321 2,236 － 0.934 0.914 － 1.217 1.198 － 0.261 0.266
Ⅳ－A－a－300 6 3,000 100 － 2,785 2,683 － 1.171 1.142 － 1.504 1.475 － 0.311 0.316
Ⅳ－A－a－350 7 3,500 100 － － 3,131 － － 1.390 － － 1.773 － － 0.551
Ⅳ－A－a－400 8 4,000 100 － － 3,578 － － 1.658 － － 2.091 － － 0.626
Ⅳ－A－a－450 9 4,500 100 － － 4,025 － － 1.946 － － 2.429 － － 0.701
Ⅳ－A－a－500 10 5,000 100 － － 4,472 － － 2.253 － － 2.787 － － 0.776
Ⅳ－A－a－550 11 5,500 100 － － 4,919 － － 2.581 － － 3.165 － － 0.851

23.４.１



福島県土木部

護岸－ 6

標準断面図(河川護岸用)

注意事項
１. 本標準図は, 河川護岸用としてのみ使用できるものである｡
２. 中間の設計条件に対しては, 直近上位のものを使用すること｡
３. ブロックは, 圧縮強度σck＝18N/mm2以上とし, 1m2当りの使用質量はブロックと中詰材の合計が 805kg/m2以上であること｡
４. 基礎コンクリートは, σck＝18N/mm2以上とすること｡
５. 裏込め材の寸法は, 前面勾配に直角として表示してある｡
６. 寸法表中の裏込め材厚さ (d) および材料表中の裏込め材の数量は, 基礎材厚 (ｔ) を考慮してない｡ したがって基礎材が必要な場合
は, 別途計算すること｡
７. 比較的よく締まった地山の切土部に使用する場合は, 裏込め材を上下等厚とし, 材厚 30～40cmとしてよい｡
８. 伸縮目地の間隔は, 20m以下とすること｡
９. ブロックの中詰材には, 流出防止のため, 粒径の大きい材料を使用すること｡
現場発生土等, 流出の恐れがある材料を使用する場合は, ブロック前面の孔に吸出防止材を設置する等の流出防止対策を行うこと｡

10. ブロック 1個当りの質量は 150kg／個以上とする｡
11. 護岸肩部が兼用道路の場合はⅣ－A－a－50～550 を使用すること｡
12. 吸出防止材は, ブロック背面に全面設置すること｡

工 種 記 号 護 岸 工 ������������

名 称 環境保全型ブロック積タイプ (河川護岸用)

寸法表 (単位＝mm)

記 号
段数

N

ブロッ
ク法長
L

シール
工直高

H (設計直高)
控 長

裏込め材厚さ (基礎材をしない場合)
N1 (前面勾配) U1 (裏込め土が良好な場合) U2 (裏込め土が普通な場合)

1：0.3 1：0.4 1：0.5 a c
d

c
d

1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5
Ⅳ－A－b－ 50 1 500 100 479 464 447 500 200 279 276 271 300 379 376 371
Ⅳ－A－b－100 2 1,000 100 958 928 894 500 200 325 319 311 300 425 419 411
Ⅳ－A－b－150 3 1,500 100 1,437 1,393 1,342 500 200 371 362 351 300 471 462 451
Ⅳ－A－b－200 4 2,000 100 － 1,857 1,789 500 200 － 405 391 300 － 505 491
Ⅳ－A－b－250 5 2,500 100 － 2,321 2,236 500 200 － 448 431 300 － 548 531
Ⅳ－A－b－300 6 3,000 100 － 2,785 2,683 500 200 － 491 471 300 － 591 571
Ⅳ－A－b－350 7 3,500 100 － － 3,131 500 200 － － 511 300 － － 611
Ⅳ－A－b－400 8 4,000 100 － － 3,578 500 200 － － 551 300 － － 651
Ⅳ－A－b－450 9 4,500 100 － － 4,025 500 200 － － 591 300 － － 691
Ⅳ－A－b－500 10 5,000 100 － － 4,472 500 200 － － 631 300 － － 731
Ⅳ－A－b－550 11 5,500 100 － － 4,919 500 200 － － 671 300 － － 771

裏込め材料計算一般式 (m2)
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天端シールコンクリート材料計算一般式 (m2)
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材料表 (1m当り)

記 号 段数
N

ブロック
法長L

シール工
直高

H (設計直高) 裏込め材厚さ (基礎材をしない場合)
N1 (前面勾配) U1 (裏込め土が良好な場合) U2 (裏込め土が普通な場合)

1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5 1：0.3 1：0.4 1：0.5
Ⅳ－A－b－ 50 1 500 100 479 464 447 0.186 0.187 0.187 0.262 0.263 0.265
Ⅳ－A－b－100 2 1,000 100 958 928 894 0.337 0.335 0.333 0.463 0.462 0.461
Ⅳ－A－b－150 3 1,500 100 1,437 1,393 1,342 0.511 0.505 0.498 0.687 0.682 0.676
Ⅳ－A－b－200 4 2,000 100 － 1,857 1,789 － 0.697 0.684 － 0.924 0.912
Ⅳ－A－b－250 5 2,500 100 － 2,321 2,236 － 0.910 0.890 － 1.187 1.168
Ⅳ－A－b－300 6 3,000 100 － 2,785 2,683 － 1.145 1.115 － 1.472 1.443
Ⅳ－A－b－350 7 3,500 100 － － 3,131 － － 1.361 － － 1.739
Ⅳ－A－b－400 8 4,000 100 － － 3,578 － － 1.627 － － 2.055
Ⅳ－A－b－450 9 4,500 100 － － 4,025 － － 1.912 － － 2.390
Ⅳ－A－b－500 10 5,000 100 － － 4,472 － － 2.218 － － 2.746
Ⅳ－A－b－550 11 5,500 100 － － 4,919 － － 2.544 － － 3.122

23.４.１



福島県土木部護岸－７

１．一般に， 道路用は��部分を， 河川用には�����部分を施工する。

２．必要に応じて裏込め材の天端シール工 （ｔ＝１０ｃｍ）を施工することが

できる。

工 種 記 号 護 岸 工 ���������

名 称 環境保全積ブロック用 天端コンクリート

材料表 （１．０ｍ当り）

記 号
控厚
（ｍｍ）

形状寸法 （ｍｍ）
Ａタイプ Ｂタイプ

Ｖ１ Ｖ１＋Ｖ２

Ｈ３ Ｂ３ Ｂ５ Ｓ
コンクリート
（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

コンクリート
（ｍ３）

型 枠
（ｍ２）

ＩＶ－Ｂ－ａ－５００ ５００ ２５０ ４５０ １２０ ２８０ ０．０５６ ０．２５ ０．０７１ ０．２８



福島県土木部

護岸－８

１．裏込コンクリート施工厚さにより選択する。

２．河川工事にあっては， 基礎材を省くこと。 （護岸用）

３． 基礎地盤が良好で切込基礎とすることが不適当な場合には， 厚さ５ｃｍ

の均しコンクリート （普通１８�８�４０Ｎ）を施工することができる。

工 種 記 号 護 岸 工 �������������

名 称 環境保全積ブロック用 基礎コンクリート

記 号
控 厚
（ｍｍ）

裏 込
コンクリート
（ｍｍ）

形 状 寸 法 （ｍｍ） 材料表 （１．０ｍ当り）

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ （ｔ）
コンクリート
（ｍ３）

型枠
（ｍ２）

基礎材
（ｍ２）

ＩＶ－Ｃ－ａ－５００ ５００ ０ ６００ １００ ４５０ １，０００ ５０ ３５０ １００ ２５０ （２００） ０．１４１ ０．４５０ （１．００）

ＩＶ－Ｃ－ａ－６００ ５００ １００ ７００ １００ ５５０ １，１００ ５０ ４００ １００ ３００ （２００） ０．１８３ ０．５００ （１．１０）

ＩＶ－Ｃ－ａ－６５０ ５００ １５０ ７５０ １００ ６００ １，１５０ ５０ ４００ １００ ３００ （２００） ０．１９５ ０．５００ （１．１５）

１８．４．１



福島県土木部護岸－９

代表流速
（水深４．０ｍ
以上に適用）

護岸法勾配（水平）
～護岸法勾配（１：５）

５．０ｍ／ｓ以下 ５．０ｍ／ｓを超え６．０ｍ／ｓ以下

護岸法勾配（１：３） ４．８ｍ／ｓ以下 ４．８ｍ／ｓを超え５．７ｍ／ｓ以下
護岸法勾配（１：２） ４．５ｍ／ｓ以下 ４．５ｍ／ｓを超え５．２ｍ／ｓ以下

中 詰 め 材 料 の 粒 径 ５ｃｍ～１５ｃｍ １５ｃｍ～２０ｃｍ

籠

の

構

造

籠の厚さ ３０ｃｍ ５０ｃｍ

網 目
蓋 部 ６．５ｃｍ
本体部 ７．５ｃｍ １０．０ｃｍ

線 径
網 部

蓋 部 φ４．０ｍｍ φ５．０ｍｍ
本体部 φ３．２ｍｍ φ４．０ｍｍ

枠 骨
蓋 部 φ５．０ｍｍ φ６．０ｍｍ
本体部 φ４．０ｍｍ φ６．０ｍｍ

仕切間隔

水 平 部 ２．０ｍ以下
法 面 部 １．５ｍ以下
タ レ 部 １．５ｍ以下
側 壁 間 隔 ２．０ｍ以下

仕切の取付け角度 法面に直角
法面に直角。 ただし法勾配が１�２
未満の急勾配の場合は鉛直

（単位：ｃｍ）

水深 （ｍ）
設計流速 （ｍ／ｓ）

１．０ ２．０ ３．０ ４．０ ５．０ ６．０ ６．５
１．０以下 ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ １５～２０

１．０を超え２．０以下 ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ １５～２０ １５～２０
２．０を超え３．０以下 ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ １５～２０
３．０を超え４．０以下 ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５
４．０を超え５．０以下 ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５ ５～１５

中詰材の粒径（ｃｍ） ５～１５ １５～２０

籠
の
構
造
と
規
格

籠の厚さ（ｃｍ） ５０

大
き
さ

網
目
の

前直網（ｍｍ） ６５
前平網（ｍｍ） ６５

最上段の蓋網（ｍｍ） ６５
その他（ｍｍ） １００

線
材
の
径

網
線

前直網（ｍｍ） ５
前平網（ｍｍ） ５

最上段の蓋網（ｍｍ） ５
その他（ｍｍ） ４

枠線及び骨線（ｍｍ） ６
仕切網の間隔（ｃｍ） ２００

【標準タイプ】

鉄線籠型護岸の設計施工技術基準（案） （平成１３年１月２４日建設省河川局）

中詰め材料の粒径と護岸構造の選定

護岸設置箇所の設計摩擦速度から， 法勾配に対応した中詰め材料の粒径及

び護岸の構造を下表より選定するものとする。

なお， 籠の厚さは， ３０ｃｍ，５０ｃｍの２種類を標準とする

線材の仕様及び品質管理

線材は， 淡水中での耐用年数３０年程度を確保するものとして， 本体部は亜鉛

＋アルミ合金メッキ （アルミ含有量１０％，付着量３００ｇ／ｍ２以上） とする。 また，

蓋部は亜鉛＋アルミ＋マグネシウム合金メッキ （アルミ含有量１１％，マグネシ

ウム含有量２％， 付着量２２０ｇ／ｍ２以上） とする。

【多段タイプ】

鉄線籠型多段積護岸工法 設計・施工技術基準（試行案） 建設省河川局防災・海岸課 編集より

多段積構造の設計

中詰材の粒径

中詰材の粒径は， 移動限界掃流力に耐える粒径を用いることとする。 当面，

設計流速と水深より中詰材の粒径は下表を標準とする。

鉄線籠の構造

鉄線籠の品質

鉄線籠に使用する線材は， 本体部と前直網は亜鉛＋アルミ合金メッキ （ア
ルミ含有率１０％，付着量３００ｇ／ｍ２以上） されたもの， また， 蓋と前平網は
亜鉛＋アルミ＋マグネシウム合金メッキ （アルミ含有量１１％，マグネシウ
ム含有量２％， 付着量２２０ｇ／ｍ２以上） とする。

鉄線籠の規格

鉄線籠の規格は下表を標準とする。

工 種 記 号 護 岸 工

名 称 カゴマット 標準・多段タイプ

１６．４．１



福島県土木部

護岸－１０

法勾配 １：１．５ Ｈ＝５０ｃｍ Ｌ＝１０ｍ

（注）カゴマットの面積・吸出し防止材の数量・割栗石の計算は一律
同計算方法となる。 ※吸出し防止材 （幅２ｍ）は，継目１０ｃｍ重ね
を含む。

工 種 記 号 護 岸 工 �������������

名 称 カゴマット 標準タイプ

（単位：１０ｍ当り）

単位 （Ａ）・（Ｂ）

カゴマット
面 積

ｍ２ １０×Ｗ

吹出し防止材
数 量

ｍ２ （Ｗ＋０．５）×１０．７

割 栗 石
（１５０～２００ｍｍ）

ｍ３ Ｗ×０．５×９．０



福島県土木部護岸－１１

法勾配 １：２．０ Ｈ＝５０ｃｍ Ｌ＝１０ｍ

（注）カゴマットの面積・吸出し防止材の数量・割栗石の計算は一律
同計算方法となる。 ※吸出し防止材 （幅２ｍ）は，継目１０ｃｍ重ね
を含む。

工 種 記 号 護 岸 工 �������������

名 称 カゴマット 標準タイプ

（単位：１０ｍ当り）

単位 （Ａ）・（Ｂ）

カゴマット
面 積

ｍ２ １０×Ｗ

吹出し防止材
数 量

ｍ２ （Ｗ＋０．５）×１０．７

割 栗 石
（１５０～２００ｍｍ）

ｍ３ Ｗ×０．５×９．０



福島県土木部

護岸－１２

法勾配 １：１．５ Ｈ＝３０ｃｍ Ｌ＝１０ｍ

（注）カゴマットの面積・吸出し防止材の数量・割栗石の計算は一律
同計算方法となる。 ※吸出し防止材 （幅２ｍ）は，継目１０ｃｍ重ね
を含む。

工 種 記 号 護 岸 工 �������������

名 称 カゴマット 標準タイプ

（単位：１０ｍ当り）

単位 （Ａ）・（Ｂ）

カゴマット
面 積

ｍ２ １０×Ｗ

吹出し防止材
数 量

ｍ２ （Ｗ＋０．３）×１０．７

割 栗 石
（５０～１５０ｍｍ）

ｍ３ Ｗ×０．３×９．５



福島県土木部護岸－１３

法勾配 １：２．０ Ｈ＝３０ｃｍ Ｌ＝１０ｍ

（注）カゴマットの面積・吸出し防止材の数量・割栗石の計算は一律
同計算方法となる。 ※吸出し防止材 （幅２ｍ）は，継目１０ｃｍ重ね
を含む。

工 種 記 号 護 岸 工 �������������

名 称 カゴマット 標準タイプ

（単位：１０ｍ当り）

単位 （Ａ）・（Ｂ）

カゴマット
面 積

ｍ２ １０×Ｗ

吹出し防止材
数 量

ｍ２ （Ｗ＋０．３）×１０．７

割 栗 石
（５０～１５０ｍｍ）

ｍ３ Ｗ×０．３×９．５



福島県土木部

護岸－１４

高さ５０ｃｍ 幅（奥行き）１．０ｍ 法勾配１：０．５

工 種 記 号 護 岸 工 ��������

名 称 カゴマット 多段タイプ

（単位：100m2当り）

カゴマット
（多段式）

割 栗 石 吸出し防止材
厚１０ｍｍ

ｍ２ ｍ３ ｍ２

２段積 100.0 90.0 225.0

３段積

４段積

５段積

６段積

（注）１．かごマットの面積は正面投影面積とする。
　　　２．割栗石、吸出し防止材の数量にはロスを含まない。

100.0

100.0

100.0

100.0

90.0

90.0

90.0

90.0

200.0

187.5

180.0

175.0

150～200mm

28.10.1



福島県土木部護岸－１５

高さ５０ｃｍ 幅（奥行き）１．０ｍ 法勾配１：１．０

工 種 記 号 護 岸 工 ��������

名 称 カゴマット 多段タイプ

カゴマット
（多段式）

割栗石 吸出し防止材
厚１０ｍｍ

ｍ２ ｍ３ ｍ２

２段積

３段積

４段積

５段積

６段積

250.0100.0

100.0

100.0

100.0

90.0

90.0

90.0

90.0

233.3

225.0

220.0

216.7100.0 90.0

150～200mm

（注）１．かごマットの面積は正面投影面積とする。
　　　２．割栗石、吸出し防止材の数量にはロスを含まない。

（単位：100m2当り）

28.10.1



福島県土木部

護岸－１６

高さ５０ｃｍ 幅（奥行き）１．０ｍ 法勾配１：０．５

工 種 記 号 護 岸 工 ��������

名 称 カゴマット 多段タイプ

カゴマット
（多段式）

割栗石 吸出し防止材
厚１０ｍｍ

ｍ２ ｍ３ ｍ２

２段積

３段積

４段積

５段積

６段積

216.7100.0

100.0

100.0

100.0

90.0

90.0

90.0

90.0

200.0

190.0

183.3

178.6100.0 90.0

150～200mm

（注）１．かごマットの面積は、正面投影面積とする。
　　　　　根固め部も同様とする。
　　　２．割栗石、吸出し防止材の数量にはロスを含まない。
　　　３．本体と根固め部は、連結しない。

（単位：100m2当り）

連結しない

28.10.1



福島県土木部護岸－１７

高さ５０ｃｍ 幅（奥行き）１．０ｍ 法勾配１：１．０

工 種 記 号 護 岸 工 ��������

名 称 カゴマット 多段タイプ

カゴマット
（多段式）

割栗石 吸出し防止材
厚１０ｍｍ

ｍ２ ｍ３ ｍ２

２段積

３段積

４段積

５段積

６段積

233.3100.0

100.0

100.0

100.0

90.0

90.0

90.0

90.0

225.0

220.0

216.7

214.3100.0 90.0

150～200mm

（注）１．かごマットの面積は、正面投影面積とする。
　　　　　根固め部も同様とする。
　　　２．割栗石、吸出し防止材の数量にはロスを含まない。
　　　３．本体と根固め部は、連結しない。

（単位：100m2当り）

連結しない

28.10.1



張ブロック工

７



張ブロック－１

１） 張ブロック ２

２） 平張ブロック …４

３） 大型張ブロック ６

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

７．張ブロック工



福島県土木部

張ブロック－２

（その１） 控２５ｃｍ

工 事 記 号 張ブロック工 �������������	

名 称 張ブロック 一般図



福島県土木部張ブロック－３

（その２） 控２５ｃｍ

工 事 記 号 張ブロック工 �������������	

名 称 張ブロック 法長表

Ａ 谷 張 工

記 号
段数
Ｎ

設計法長
（ａ）
（ｍｍ）

控 長
（ｂ）
（ｍｍ）

胴 込
コンクリート
（ｍ３）

裏込材
（ｃ）
（ｍｍ）

実法長

（ｍｍ）

高さ （Ｈ）（ｍｍ）
法 勾 配

１：１．０１：１．２１：１．５１：２．０
Ｉ－Ａ－ａ－８０Ａ １ ８００ ２５０ ０．１３ ３００ ８３０ ５８７ ５３１ ４６０ ３７１
Ｉ－Ａ－ａ－１１０Ａ ２ １，１００ ２５０ ０．１３ ３００ １，１４８ ８１２ ７３５ ６３７ ５１３
Ｉ－Ａ－ａ－１５０Ａ ３ １，５００ ２５０ ０．１３ ３００ １，４６６ １，０３７ ９３９ ８１３ ６５６
Ｉ－Ａ－ａ－１８０Ａ ４ １，８００ ２５０ ０．１３ ３００ １，７８４ １，２６１ １，１４２ ９９０ ７９８
Ｉ－Ａ－ａ－２１０Ａ ５ ２，１００ ２５０ ０．１３ ３００ ２，１０２ １，４８６ １，３４６ １，１６６ ９４０
Ｉ－Ａ－ａ－２４０Ａ ６ ２，４００ ２５０ ０．１３ ３００ ２，４２０ １，７１１ １，５４９ １，３４２ １，０８２
Ｉ－Ａ－ａ－２７０Ａ ７ ２，７００ ２５０ ０．１３ ３００ ２，７３８ １，９３６ １，７５３ １，５１９ １，２２４
Ｉ－Ａ－ａ－３１０Ａ ８ ３，１００ ２５０ ０．１３ ３００ ３，０５６ ２，１６１ １，９５６ １，６９５ １，３６７
Ｉ－Ａ－ａ－３４０Ａ ９ ３，４００ ２５０ ０．１３ ３００ ３，３７４ ２，３８６ ２，１６０ １，８７２ １，５０９
Ｉ－Ａ－ａ－３７０Ａ １０ ３，７００ ２５０ ０．１３ ３００ ３，６９２ ２，６１１ ２，３６４ ２，０４８ １，６５１
Ｉ－Ａ－ａ－４００Ａ １１ ４，０００ ２５０ ０．１３ ３００ ４，０１０ ２，８３５ ２，５６７ ２，２２４ １，７９３
Ｉ－Ａ－ａ－４３０Ａ １２ ４，３００ ２５０ ０．１３ ３００ ４，３２８ ３，０６０ ２，７７１ ２，４０１ １，９３６
Ｉ－Ａ－ａ－４６０Ａ １３ ４，６００ ２５０ ０．１３ ３００ ４，６４６ ３，２８５ ２，９７４ ２，５７７ ２，０７８
Ｉ－Ａ－ａ－５００Ａ １４ ５，０００ ２５０ ０．１３ ３００ ４，９６４ ３，５１０ ３，１７８ ２，７５４ ２，２２０
Ｉ－Ａ－ａ－５３０Ａ １５ ５，３００ ２５０ ０．１３ ３００ ５，２８２ ３，７３５ ３，３８１ ２，９３０ ２，３６２
Ｉ－Ａ－ａ－５６０Ａ １６ ５，６００ ２５０ ０．１３ ３００ ５，６００ ３，９６０ ３，５８５ ３，１０６ ２，５０４
Ｉ－Ａ－ａ－５９０Ａ １７ ５，９００ ２５０ ０．１３ ３００ ５，９１８ ４，１８５ ３，７８９ ３，２８３ ２，６４７
Ｉ－Ａ－ａ－６２０Ａ １８ ６，２００ ２５０ ０．１３ ３００ ６，２３６ ４，４１０ ３，９９２ ３，４５９ ２，７８９
Ｉ－Ａ－ａ－６６０Ａ １９ ６，６００ ２５０ ０．１３ ３００ ６，５５４ ４，６３４ ４，１９６ ３，６３６ ２，９３１
Ｉ－Ａ－ａ－６９０Ａ ２０ ６，９００ ２５０ ０．１３ ３００ ６，８７２ ４，８５９ ４，３９９ ３，８１２ ３，０７３
Ｉ－Ａ－ａ－７２０Ａ ２１ ７，２００ ２５０ ０．１３ ３００ ７，１９０ ５，０８４ ４，６０３ ３，９８８ ３，２１５
Ｉ－Ａ－ａ－７５０Ａ ２２ ７，５００ ２５０ ０．１３ ３００ ７，５０８ ５，３０９ ４，８０７ ４，１６５ ３，３５８
Ｉ－Ａ－ａ－７８０Ａ ２３ ７，８００ ２５０ ０．１３ ３００ ７，８２６ ５，５３４ ５，０１０ ４，３４１ ３，５００
Ｉ－Ａ－ａ－８１０Ａ ２４ ８，１００ ２５０ ０．１３ ３００ ８，１４４ ５，７５９ ５，２１４ ４，５１７ ３，６４２
Ｉ－Ａ－ａ－８５０Ａ ２５ ８，５００ ２５０ ０．１３ ３００ ８，４６２ ５，９８４ ５，４１７ ４，６９４ ３，７８４

備考 １．実法長は， ＪＩＡＢブロックの１０号寸法 （４５０×３００ｍｍ）に準じて算出し， 設計法長は１００ｍｍ単位に四捨五入してあり， 寸法の違うブロックは別途算出する。
２．谷張工の実法長 （ｍｍ）算出式は， ３１８×Ｎ＋５１２として算出した。 （Ｎは標準ブロックの段数， ３１８は１段当り法長， ５１２＝１５０＋２１２＋１５０ｍｍ）
３．布張工の実法長 （ｍｍ）算出式は， ３００×Ｎとして算出した。 （Ｎは標準ブロックの段数， ３００は１段当り法長）
４．実法長が設計法長を確保できない場合は天端コンクリートにて調整すること。
５．間仕切りコンクリートは， 張ブロックと同等とみなして施工することができる。

Ｂ 布 張 工

記 号
段数
Ｎ

設計法長
（ａ）
（ｍｍ）

控 長
（ｂ）
（ｍｍ）

胴 込
コンクリート
（ｍ３）

裏込材
（ｃ）
（ｍｍ）

実法長

（ｍｍ）

高さ （Ｈ）（ｍｍ）
法 勾 配

１：１．０１：１．２１：１．５１：２．０
Ｉ－Ａ－ａ－３０Ｂ １ ３００ ２５０ ０．１３ ３００ ３００ ２１２ １９２ １６６ １３４
Ｉ－Ａ－ａ－６０Ｂ ２ ６００ ２５０ ０．１３ ３００ ６００ ４２４ ３８４ ３３３ ２６８
Ｉ－Ａ－ａ－９０Ｂ ３ ９００ ２５０ ０．１３ ３００ ９００ ６３６ ５７６ ４９９ ４０２
Ｉ－Ａ－ａ－１２０Ｂ ４ １，２００ ２５０ ０．１３ ３００ １，２００ ８４９ ７６８ ６６６ ５３７
Ｉ－Ａ－ａ－１５０Ｂ ５ １，５００ ２５０ ０．１３ ３００ １，５００ １，０６１ ９６０ ８３２ ６７１
Ｉ－Ａ－ａ－１８０Ｂ ６ １，８００ ２５０ ０．１３ ３００ １，８００ １，２７３ １，１５２ ９９８ ８０５
Ｉ－Ａ－ａ－２１０Ｂ ７ ２，１００ ２５０ ０．１３ ３００ ２，１００ １，４８５ １，３４４ １，１６５ ９３９
Ｉ－Ａ－ａ－２４０Ｂ ８ ２，４００ ２５０ ０．１３ ３００ ２，４００ １，６９７ １，５３６ １，３３１ １，０７３
Ｉ－Ａ－ａ－２７０Ｂ ９ ２，７００ ２５０ ０．１３ ３００ ２，７００ １，９０９ １，７２８ １，４９８ １，２０７
Ｉ－Ａ－ａ－３００Ｂ １０ ３，０００ ２５０ ０．１３ ３００ ３，０００ ２，１２１ １，９２１ １，６６４ １，３４２
Ｉ－Ａ－ａ－３３０Ｂ １１ ３，３００ ２５０ ０．１３ ３００ ３，３００ ２，３３３ ２，１１３ １，８３１ １，４７６
Ｉ－Ａ－ａ－３６０Ｂ １２ ３，６００ ２５０ ０．１３ ３００ ３，６００ ２，５４６ ２，３０５ １，９９７ １，６１０
Ｉ－Ａ－ａ－３９０Ｂ １３ ３，９００ ２５０ ０．１３ ３００ ３，９００ ２，７５８ ２，４９７ ２，１６３ １，７４４
Ｉ－Ａ－ａ－４２０Ｂ １４ ４，２００ ２５０ ０．１３ ３００ ４，２００ ２，９７０ ２，６８９ ２，３３０ １，８７８
Ｉ－Ａ－ａ－４５０Ｂ １５ ４，５００ ２５０ ０．１３ ３００ ４，５００ ３，１８２ ２，８８１ ２，４９６ ２，０１２
Ｉ－Ａ－ａ－４８０Ｂ １６ ４，８００ ２５０ ０．１３ ３００ ４，８００ ３，３９４ ３，０７３ ２，６６３ ２，１４７
Ｉ－Ａ－ａ－５１０Ｂ １７ ５，１００ ２５０ ０．１３ ３００ ５，１００ ３，６０６ ３，２６５ ２，８２９ ２，２８１
Ｉ－Ａ－ａ－５４０Ｂ １８ ５，４００ ２５０ ０．１３ ３００ ５，４００ ３，８１８ ３，４５７ ２，９９５ ２，４１５
Ｉ－Ａ－ａ－５７０Ｂ １９ ５，７００ ２５０ ０．１３ ３００ ５，７００ ４，０３１ ３，６４９ ３，１６２ ２，５４９
Ｉ－Ａ－ａ－６００Ｂ ２０ ６，０００ ２５０ ０．１３ ３００ ６，０００ ４，２４３ ３，８４１ ３，３２８ ２，６８３
Ｉ－Ａ－ａ－６３０Ｂ ２１ ６，３００ ２５０ ０．１３ ３００ ６，３００ ４，４５５ ４，０３３ ３，４９５ ２，８１７
Ｉ－Ａ－ａ－６６０Ｂ ２２ ６，６００ ２５０ ０．１３ ３００ ６，６００ ４，６６７ ４，２２５ ３，６６１ ２，９５２
Ｉ－Ａ－ａ－６９０Ｂ ２３ ６，９００ ２５０ ０．１３ ３００ ６，９００ ４，８７９ ４，４１７ ３，８２７ ３，０８６
Ｉ－Ａ－ａ－７２０Ｂ ２４ ７，２００ ２５０ ０．１３ ３００ ７，２００ ５，０９１ ４，６０９ ３，９９４ ３，２２０
Ｉ－Ａ－ａ－７５０Ｂ ２５ ７，５００ ２５０ ０．１３ ３００ ７，５００ ５，３０３ ４，８０１ ４，１６０ ３，３５４



福島県土木部

張ブロック－４

（その１） 控１２ｃｍ

工 事 記 号 張ブロック工 ���������

名 称 平張ブロック 全協型平張

平張ブロック１ｍ２当り材料表

材 料 規 格 数量 参 考

平張ブロック 全協型控１２ｃｍ １．０００ｍ２ ４個／ｍ２，２３６ｋｇ／ｍ２

合端モルタル １：３ ０．０１０ｍ２

裏 込 め 材 切込砕石 ０．１５０ｍ２ 必要に応じて施工

備考：間仕切りコンクリートは平張ブロックと同等とみなして， 施工
することができる。

１８．４．１



福島県土木部張ブロック－５

（その２） 標 準 型 半 型 控１２ｃｍ

工 事 記 号 張ブロック工 ���������

名 称 平張ブロック 全協型平張

表示寸法
（ｍｍ）

体 積 （ｍ３） 重 量 （ｋｇ） １ｍ２当りの
標準個数１個 １ｍ２ １個 １ｍ２

４９７×４９７×１２０ ０．０２６ ０．１０４ ５９ ２３６ ４

注：（ ）書は，施行目地の延び３ｍｍを見込んだ長さ。

圧 縮 強 度 ����������
�

面（長さ方向）の寸法 ±３ｍｍ

面（幅方向） の寸法 ±３ｍｍ

面 （厚さ） の寸法 ±３ｍｍ



福島県土木部

張ブロック－６

工 事 記 号 張ブロック工 ��
�
�
������	�
�

名 称 大型張ブロック

大型張ブロック （１５０ｋｇ／個以上）

記 号
ブロック
厚 さ
（ｍｍ）

材料表 （１００ｍ２当り）

ブロック
標 準 型
（個）

副 材 料 参考質量
（標準形） 表面意匠連結金具

（個）
充填コンクリート

（ｍ３） （ｋｇ／個）
Ⅲ－ Ｄ－ａ－１２０ １２０ １００ － ０．１１ ２０４ 凹面
Ⅲ－ Ｄ－ａ－１５０ １５０ １００ － ０．１４ ２６８ 〃
Ⅲ－ Ｄ－ａ－２００ ２００ １００ － ０．１８ ３８０ 〃
Ⅲ－ Ｄ－ａ－２５０ ２５０ １００ － ０．２２ ４９６ 〃
Ⅲ－ Ｅ－ａ－１２０ １２０ １００ １２２ ０．９９ ２７７ 擬石
Ⅲ－ Ｅ－ａ－１５０ １５０ １００ １２２ １．３０ ３３９ 〃
Ⅲ－ Ｅ－ａ－２５０ ２５０ １００ １２２ ２．４０ ５４４ 〃



202908
スタンプ



法枠ブロック工

８



法枠ブロック－１

１） コンクリート法枠 ２

２） コンクリート軽量法枠 ４

３） 基礎コンクリート ５

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

８．法枠ブロック工



福島県土木部

法枠ブロック－２

工 事 記 号 法枠ブロック工 ����
�
�
����	
��

名 称 コンクリート法枠 角形式

法枠ブロック （角形式）

記 号
ブロック
厚 さ
（ｍｍ）

材料表 （１００ｍ２当り）

ブロック
（標準型）

間 詰 材 止 杭

（本）

参考質量
（標準形）
（ｋｇ／個）

中張ブロック （枚） 中詰材
（ｍ３）

詰 石
（ｍ３）

植生土のう
（袋）中込め材 （ｍ３）

Ｉ－Ａ－ａ－１５０

１５０

２１０
３９１

１０．０ １０．０ ５８７ ９２ ５０．０
４．０

Ｉ－Ａ－ｂ－１５０ １００ １０．１ １０．１ ６００ ９４ １２０．０

Ｉ－Ａ－ａ－２００

２００

２１０ １３．２ １３．２ ５８７ ９２ ７０．０

Ｉ－Ａ－ｂ－２００ １００ １３．４ １３．４ ６００ ９４
１４６．０～
１６２．０（大型）

＊数量は， 標準施工量を （Ｌ）２０．１５ｍ×（Ｌ）１０．１５ｍ＝（Ａ）２０４．５２２５ｍ２として算出し， １００ｍ２当りに換算している。
また， ブロック個数についても， 端部に使用される異形ブロックは， 標準形ブロックに換算して計上している。



福島県土木部法枠ブロック－３

工 事 記 号 法枠ブロック工 �����������	�

名 称 コンクリート法枠 円形式

法枠ブロック （円形式）

記 号
ブロック
厚 さ
（ｍｍ）

材料表 （１００ｍ２当り）

ブロック
（標準型）

間 詰 材 止 杭

（本）

参考質量
（標準形）
（ｋｇ／個）

中張ブロック （枚） 中詰材
（ｍ３）

詰 石
（ｍ３）

植生土のう
（袋）中込め材 （ｍ３）

Ｉ－Ｂ－ｄ－１２０ １２０ ２００
４００

５．２ ５．２ ５００ ９８ ４５．０
１．７

Ｉ－Ｂ－ｄ－１８０ １８０ ２００
４００

８．７ ８．７ ５００ ９８ ７０．０
５．２

＊数量は， 標準施工量を（Ｌ）２１．０（２１．２１３）ｍ×（Ｌ）９．８（９．８９９）ｍ＝（Ａ）２０５．８（２１０．０）ｍ２として算出し， １００ｍ２当りに換算
している。 また， ブロック個数についても， 端部に使用される異形ブロックは， 標準形ブロックに換算して計上し
ている。



福島県土木部

法枠ブロック－４

工 事 記 号 法枠ブロック工 ���������

名 称 コンクリート軽量法枠

法枠ブロック （軽量式）

記 号
ブロック
厚 さ
（ｍｍ）

材料表 （１００ｍ２当り）

ブロック
（標準型）

ジョイント
（Ａ・Ｂ混）
（個）

間 詰 材 止 杭

（本）

参考質量
（標準形）
（ｋｇ／個）中詰材

（ｍ３）
詰 石
（ｍ３）

植生土のう
（袋）

Ｉ－Ｃ－ｆ－１００ １００ １６５ ９５ １０．０ １０．０ － ９５ ２５．０



福島県土木部法枠ブロック－５

コンクリート法枠

備考

１．図集掲載しているコンクリート法枠控厚は１００～２００ｍｍの範囲があるが，

基礎工選定にあたっては直近上位の断面を採用する。

工 事 記 号 法枠ブロック工 ��
�
�
�
�
�
����	
��

名 称 基礎コンクリート

記 号 勾 配
控 厚
（ｍｍ）

形 状 寸 法 （ｍｍ） 材 料 表 （１．０ｍ当り）

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４ Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ ｔ コンクリート（ｍ３） 型枠（ｍ２） 基礎礫（ｍ２）

Ｉ－Ｔ－ａ－１００ １：１．０ １００ １００ ７１ １７１ ３７１ ７１ １００ １７１ １００ ０．０２７ ０．２７ ０．３７１

Ｉ－Ｔ－ｂ－１５０ １：１．０ １５０ １００ １０６ ２０６ ４０６ １０６ １００ ２０６ １００ ０．０３７ ０．３１ ０．４０６

Ｉ－Ｔ－ｃ－２００ １：１．０ ２００ １００ １４１ ２４１ ４４１ １４１ １００ ２４１ １００ ０．０４８ ０．３４ ０．４４１

Ｉ－Ｕ－ａ－１００ １：１．５ １００ １００ ５６ １５６ ３５６ ８３ １００ １８３ １００ ０．０２６ ０．２８ ０．３５６

Ｉ－Ｕ－ｂ－１５０ １：１．５ １５０ １００ ８３ １８３ ３８３ １２５ １００ ２２５ １００ ０．０３６ ０．３３ ０．３８３

Ｉ－Ｕ－ｃ－２００ １：１．５ ２００ １００ １１１ ２１１ ４１１ １６６ １００ ２６６ １００ ０．０４７ ０．３７ ０．４１１

１８．４．１



連節ブロック工

９



連節ブロック－１

１） 連節ブロック ２

２） 大型連節ブロック …３

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

９．連節ブロック工



福島県土木部

連節ブロック－２

ブロック １個当り質量：１５０ｋｇ個／未満 （小型）

工 事 記 号 連節ブロック工 ����
�
�
�����	��

名 称 連節ブロック

質量区分：２４０ｋｇ／ｍ２～３５０ｋｇ／ｍ２未満

記 号
ａ

設計法長
（ｍ）

ｂ
控 長
（ｍｍ）

標準使用個数
（個／ｍ２）

延長１．０ｍ当り材料表
鉄筋�＝９ｍｍ

長さ（ｍ） 重量（ｋｇ）
Ｉ－Ａ－ａ－３００ ３．００ １２５～２２０ ６．５～７．５ １６ ７．９８
Ｉ－Ａ－ａ－３５０ ３．５０ １２５～２２０ ６．５～７．５ １８ ８．９８
Ｉ－Ａ－ａ－４００ ４．００ １２５～２２０ ６．５～７．５ ２１ １０．４８
Ｉ－Ａ－ａ－４５０ ４．５０ １２５～２２０ ６．５～７．５ ２４ １１．９８
Ｉ－Ａ－ａ－５００ ５．００ １２５～２２０ ６．５～７．５ ２６ １２．９７
Ｉ－Ａ－ａ－５５０ ５．５０ １２５～２２０ ６．５～７．５ ２８ １３．９７
Ｉ－Ａ－ａ－６００ ６．００ １２５～２２０ ６．５～７．５ ３０ １４．９７
Ｉ－Ａ－ａ－６５０ ６．５０ １２５～２２０ ６．５～７．５ ３３ １６．４７
Ｉ－Ａ－ａ－７００ ７．００ １２５～２２０ ６．５～７．５ ３５ １７．４７
Ｉ－Ａ－ａ－７５０ ７．５０ １２５～２２０ ６．５～７．５ ３８ １８．９６
Ｉ－Ａ－ａ－８００ ８．００ １２５～２２０ ６．５～７．５ ４０ １９．９６
Ｉ－Ａ－ａ－８５０ ８．５０ １２５～２２０ ６．５～７．５ ４３ ２１．４６
Ｉ－Ａ－ａ－９００ ９．００ １２５～２２０ ６．５～７．５

ブロック面積
（ｍ２）
３．００
３．５０
４．００
４．５０
５．００
５．５０
６．００
６．５０
７．００
７．５０
８．００
８．５０
９．００ ４５ ２２．４６

質量区分：３５０ｋｇ／ｍ２以上

記 号
ａ

設計法長
（ｍ）

ｂ
控 長
（ｍｍ）

標準使用個数
（個／ｍ２）

延長１．０ｍ当り材料表
鉄筋�＝９ｍｍ

長さ（ｍ） 重量（ｋｇ）
Ｉ－Ａ－ｂ－３００ ３．００ ２５０～２６０ ８ ８．５ ４．２４
Ｉ－Ａ－ｂ－３５０ ３．５０ ２５０～２６０ ８ ９．５ ４．７４
Ｉ－Ａ－ｂ－４００ ４．００ ２５０～２６０ ８ １０．５ ５．２４
Ｉ－Ａ－ｂ－４５０ ４．５０ ２５０～２６０ ８ １１．５ ５．７４
Ｉ－Ａ－ｂ－５００ ５．００ ２５０～２６０ ８ １２．５ ６．２４
Ｉ－Ａ－ｂ－５５０ ５．５０ ２５０～２６０ ８ １３．５ ６．７４
Ｉ－Ａ－ｂ－６００ ６．００ ２５０～２６０ ８ １４．５ ７．２４
Ｉ－Ａ－ｂ－６５０ ６．５０ ２５０～２６０ ８ １５．５ ７．７３
Ｉ－Ａ－ｂ－７００ ７．００ ２５０～２６０ ８ １６．５ ８．２３
Ｉ－Ａ－ｂ－７５０ ７．５０ ２５０～２６０ ８ １７．５ ８．７３
Ｉ－Ａ－ｂ－８００ ８．００ ２５０～２６０ ８ １８．５ ９．２３
Ｉ－Ａ－ｂ－８５０ ８．５０ ２５０～２６０ ８ １９．５ ９．７３
Ｉ－Ａ－ｂ－９００ ９．００ ２５０～２６０ ８

ブロック面積
（ｍ２）
３．００
３．５０
４．００
４．５０
５．００
５．５０
６．００
６．５０
７．００
７．５０
８．００
８．５０
９．００ ２０．５ １０．２３

備考：吸出防止材 （ｔ＝１０ｍｍ以上） を施工すること。



福島県土木部連節ブロック－３

ブロック １個当り質量：１５０ｋｇ個／以上 （大型）

工 事 記 号 連節ブロック工 ����
�
�
�����	��

名 称 大型連節ブロック

質量区分：２４０ｋｇ／ｍ２～３５０ｋｇ／ｍ２未満

記
ａ

号           設計法長
（ｍ）

ｂ
控 長
（ｍｍ）

標準使用個数
（個／ｍ２）

延長１．０ｍ当り材料表
ブロック面積
（ｍ２）

鉄筋�＝１３ｍｍ
長さ（ｍ） 重量（ｋｇ）

ＩＩ－Ａ－ａ－３００ ３．００ ２００ １．６７ ３．００ ７．４ ７．７０
ＩＩ－Ａ－ａ－３５０ ３．５０ ２００ １．６７ ３．５０ ８．２ ８．５３
ＩＩ－Ａ－ａ－４００ ４．００ ２００ １．６７ ４．００ ９．０ ９．３６
ＩＩ－Ａ－ａ－４５０ ４．５０ ２００ １．６７ ４．５０ ９．９ １０．３０
ＩＩ－Ａ－ａ－５００ ５．００ ２００ １．６７ ５．００ １０．７ １１．１３
ＩＩ－Ａ－ａ－５５０ ５．５０ ２００ １．６７ ５．５０ １１．５ １１．９６
ＩＩ－Ａ－ａ－６００ ６．００ ２００ １．６７ ６．００ １２．４ １２．９０
ＩＩ－Ａ－ａ－６５０ ６．５０ ２００ １．６７ ６．５０ １３．２ １３．７３
ＩＩ－Ａ－ａ－７００ ７．００ ２００ １．６７ ７．００ １４．０ １４．５６
ＩＩ－Ａ－ａ－７５０ ７．５０ ２００ １．６７ ７．５０ １４．９ １５．５０
ＩＩ－Ａ－ａ－８００ ８．００ ２００ １．６７ ８．００ １５．７ １６．３３
ＩＩ－Ａ－ａ－８５０ ８．５０ ２００ １．６７ ８．５０ １６．５ １７．１６
ＩＩ－Ａ－ａ－９００ ９．００ ２００ １．６７ ９．００ １７．４ １８．１０

質量区分：３５０ｋｇ／ｍ２以上

記 号
ａ

設計法長
（ｍ）

ｂ
控 長
（ｍｍ）

標準使用個数
（個／ｍ２）

延長１．０ｍ当り材料表
ブロック面積
（ｍ２）

鉄筋�＝１３ｍｍ
長さ（ｍ） 重量（ｋｇ）

ＩＩ－Ａ－ｂ－３００ ３．００ ２００ １．０ ３．００ ５．４ ５．６２
ＩＩ－Ａ－ｂ－３５０ ３．５０ ２００ １．０ ３．５０ ５．９ ６．１４
ＩＩ－Ａ－ｂ－４００ ４．００ ２００ １．０ ４．００ ６．４ ６．６６
ＩＩ－Ａ－ｂ－４５０ ４．５０ ２００ １．０ ４．５０ ６．９ ７．１８
ＩＩ－Ａ－ｂ－５００ ５．００ ２００ １．０ ５．００ ７．４ ７．７０
ＩＩ－Ａ－ｂ－５５０ ５．５０ ２００ １．０ ５．５０ ８．０ ８．３２
ＩＩ－Ａ－ｂ－６００ ６．００ ２００ １．０ ６．００ ８．５ ８．８４
ＩＩ－Ａ－ｂ－６５０ ６．５０ ２００ １．０ ６．５０ ９．０ ９．３６
ＩＩ－Ａ－ｂ－７００ ７．００ ２００ １．０ ７．００ ９．５ ９．８８
ＩＩ－Ａ－ｂ－７５０ ７．５０ ２００ １．０ ７．５０ １０．０ １０．４０
ＩＩ－Ａ－ｂ－８００ ８．００ ２００ １．０ ８．００ １０．６ １１．０２
ＩＩ－Ａ－ｂ－８５０ ８．５０ ２００ １．０ ８．５０ １１．１ １１．５４
ＩＩ－Ａ－ｂ－９００ ９．００ ２００ １．０ ９．００ １１．６ １２．０６
備考：吸出し防止材 （ｔ＝１０ｍｍ以上） を施工すること。



砂 防 工

１０



砂防－１

１） コンクリート法枠 ２

２） コンクリート張工 …５

３） 取 水 工 ７

４） 指定地標識 ８

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

１０．砂 防 工



福島県土木部

砂防－２

工 事 記 号 砂 防 工 ����������	
���

名 称 コンクリート法枠 砂防用

記 号
形 状 寸 法 （ｍｍ） 材料表 （１０．０ｍ当り）

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ Ｈ
コンクリ
ート（ｍ３）

型枠
（ｍ２）

基礎工
（ｍ２）

エラスタ
イト（ｍ２）

Ｉ－Ａ－ａ－１．９８１，９８０２００ ６９０１５０ ５４０１００１５０２００２００ ５００１，４００ ４．０９ １９．７ １９．８ ０．５

Ｉ－Ａ－ａ－２．１２２，１２０２００ ７６０１５０ ６１０１００１５０２００２００ ５００１，５００ ４．３４ ２０．７ ２１．２ ０．５

Ｉ－Ａ－ａ－２．２６２，２６０２００ ８３０１５０ ６８０１００１５０２００２００ ７８０１，６００ ４．４７ １９．２ ２２．６ ０．６

Ｉ－Ａ－ａ－２．４０２，４００２００ ９００１５０ ７５０１００１５０２００２００ ７８０１，７００ ４．７１ １９．９ ２４．０ ０．６

Ｉ－Ａ－ａ－２．５４２，５４０２００ ９７０１５０ ８２０１００１５０２００２００ ７８０１，８００ ４．９５ ２０．６ ２５．４ ０．６

Ｉ－Ａ－ａ－２．６８２，６８０２００１，０４０１５０ ８９０１００１５０２００２００ ７８０１，９００ ５．２０ ２１．４ ２６．８ ０．７

Ｉ－Ａ－ａ－２．８２２，８２０２００１，１１０１５０ ９６０１００１５０２００２００ ７８０２，０００ ５．４４ ２２．１ ２８．２ ０．７

Ｉ－Ａ－ａ－２．９６２，９６０２００１，１８０１５０１，０３０１００１５０２００２００ ７８０２，１００ ５．６８ ２２．８ ２９．６ ０．７

Ｉ－Ａ－ａ－３．１２３，１２０２００１，２６０１５０１，１１０１００１５０２００２００１，２００２，２００ ５．８１ ２０．５ ３１．２ ０．８

Ｉ－Ａ－ａ－３．２６３，２６０２００１，３３０１５０１，１８０１００１５０２００２００１，２００２，３００ ６．０４ ２１．０ ３２．６ ０．８

Ｉ－Ａ－ａ－３．４０３，４００２００１，４００１５０１，２５０１００１５０２００２００１，２００２，４００ ６．２７ ２１．６ ３４．０ ０．９

Ｉ－Ａ－ａ－３．５４３，５４０２００１，４７０１５０１，３２０１００１５０２００２００１，２００２，５００ ６．５１ ２２．１ ３５．４ ０．９



福島県土木部砂防－３

　

　

工 事 記 号 砂 防 工 ����������

名 称 コンクリート法枠 急傾斜地用

���������� （単位：区間）

名 称 規 格 算 式

コンクリート
規格外

１８－３－２５Ｃ２６５Ｎ
４．４５５ ３．７８

０．３×０．３×９．９×５．０＋０．３×０．３×２．１×５．０×４＝８．２３５≒８．２４ｍ３

型 枠
２９．７ ５．５８ ２０．１６

０．３×９．９×１０．０＋０．３×９．３×２．０＋０．３×２．１×８．０×４．０＝５５．４４ｍ２

鉄 筋
鉄 筋

Ｄ１６
Ｄ１０

９．８×４．０×５．０×２．０×１．５６ｋｇ／ｍ＝６１１．５２ｋｇ
０．８×８．０×４．０×５．０×２．０×０．５ｋｇ／ｍ＝１２８．０ｋｇ

すべり止めアンカー （Ｄ１９） １．１×５．０×５．０×２．２５ｋｇ／ｍ＝６１．８７５ｋｇ



福島県土木部

砂防－４

工 事 記 号 砂 防 工 �����
������	��

名 称 コンクリート法枠 急傾斜地用

（単位：１０ｍ）

名 所 規 格 算 式

コンクリート 普通１８－８－４０Ｎ

切込砕石または
均しコンクリート

（０～８０ｍｍ）
（普通１８－８－４０Ｎ）

０．０８９２５０．２３０１

｛（０．３＋０．５５）／２×０．２１＋（０．５５＋０．６３）／２×０．３９｝×１０．０＝３．１９３５≒３．１９ｍ３

０．８３×０．１×１０．０  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝０．８３ｍ３

型枠 ＝１０．０ｍ２

均し型枠

（０．３９＋０．６１）×１

０．００．１×１０×２．０ ＝２．０ｍ２

（単位：１０ｍ）

名 所 規 格 算 式

コンクリート 普通１８－８－４０Ｎ
０．０２２０５０．２９５

（０．２１×０．２１×１／２＋０．５９×０．５）×１０．０＝３．１７０５≒３．１７ｍ３

型枠 （０．５＋０．２９）×１０．０＝７．９ｍ２



福島県土木部砂防－５

工 事 記 号 砂 防 工 ����������

名 称 コンクリート張工 急傾斜地用

���������� （単位：区間）

名 称 規 格 算 式

コ ン ク リ ー ト
縦リブコンクリート
横リブコンクリート

普通１８－８－４０Ｎ
普通１８－８－４０Ｎ
普通１８－８－４０Ｎ

５．０×１０．０×０．５＝２５．００ｍ３

０．５×０．５×５．０×２．０＝２．５０ｍ３

０．３×０．７５×１／２×（１０．０－０．５×２）≒１．０１ｍ３

型 枠 １０×５．０＝５．０ｍ２

鉄 筋
縦 リ ブ 鉄 筋
横 リ ブ 鉄 筋

（９．８×１１＋５．０×２１）×１．５６≒３３２ｋｇ
（１０．０×２＋１．９×２０）×１．５６≒９０ｋｇ
（９．８×２＋１．４６×２１）×１．５６≒７８ｋｇ

ア ン カ ー 削 孔 １．０×６×６＋１．０×５×５＝６１．０ｍ

ア ン カ ー 筋 （Ｄ１９） （１．２×６×６＋１．２×５×５）×２．２５ｋｇ／ｍ＝１６５ｋｇ

１８．４．１



福島県土木部

砂防－６

　

工 事 記 号 砂 防 工 �����
������	���

名 称 コンクリート張工 急傾斜地用

��������� （単位：１０ｍ）

式名 称 規 格  算

コンクリート 普通 １８－８－４０Ｎ （０．８＋１．０）／２×０．５×１０．０ｍ＝４．５ｍ３

型枠 （０．５＋０．５４）×１０．０＝１０．４ｍ２

������	��� （単位：１０ｍ）

式名 称 規 格  算

コンクリート 普通 １８－８－４０Ｎ （０．５＋１．１）／２×１．５０×１０．０＝１２．０ｍ３

型枠 （１．５＋１．６２）×１０．０＝３１．２ｍ２

鉄筋 （０．５×２１．０＋９．８）×１．５６ｋｇ／ｍ＝３１．６６８≒３１．７ｋｇ

������
�� （単位：１０ｍ）

名 称 規 格  算 式

コンクリート 普通 １８－８－４０Ｎ ｛（１．１２＋１．３６）／２×０．６－（０．３＋０．４２）／２×０．３｝×１０．０＝６．３６ｍ３

型枠 （０．３＋０．３２３）×１０．０＝６．２３＝６．２ｍ２

鉄筋 ｛（０．５４＋０．９２＋０．４０）×２１．０＋９．８×４｝×１．５６＝１２２．０８＝１２２．１ｋｇ



福島県土木部砂防－７

工 事 記 号 砂 防 工 ���������������

名 称 取 水 工 スクリーンバー

記 号 水深 材質
品 番 １ 品 番 ２ 品 番 ３ 総重量

（ｋｇ）寸 法 員数 重量ｋｇ 寸 法 員数 重量ｋｇ寸 法 員数 重量ｋｇ

ＩＩＩ－ Ａ－ａ－１０００ １．０ｍ ＳＳ４１ＦＢ６×５０×１１００ １３ ３４ ＳＧＰ
�

�
Ｂ×３２ ２４ １ １６φ×４９４ ２ １．６４ ３６．６４

ＩＩＩ－ Ａ－ａ－１５００ １．５ｍ ＳＳ４１ＦＢ６×５５×１１００ １３ ３７ ＳＧＰ
�

�
Ｂ×３２ ２４ １ １６φ×４９４ ２ １．６４ ３９．６４

ＩＩＩ－ Ａ－ａ－２０００ ２．０ｍ ＳＳ４１ＦＢ６×６０×１１００ １３ ４０ ＳＧＰ
�

�
Ｂ×３２ ２４ １ １６φ×４９４ ２ １．６４ ４２．６４

ＩＩＩ－ Ａ－ａ－２５００ ２．５ｍ ＳＳ４１ＦＢ６×６５×１１００ １３ ４４ ＳＧＰ
�

�
Ｂ×３２ ２４ １ １６φ×４９４ ２ １．６４ ４６．６４

ＩＩＩ－ Ａ－ａ－３０００ ３．０ｍ ＳＳ４１ＦＢ６×７０×１１００ １３ ４７ ＳＧＰ
�

�
Ｂ×３２ ２４ １ １６φ×４９４ ２ １．６４ ４９．６４



福島県土木部

砂防－８

　

注 � 塗装はメラミン樹脂塗焼付仕上げとする。

字体は丸ゴシック体とし， 文字の太さは１３ｍｍ，大きさ７０ｍｍ

（上部）と８ｍｍ，大きさ５０ｍｍ（下部）とする。

� 材 質 合金板 （アルミニウム合金板） 厚１．２ｍｍ，フチ曲げ。

板の加工， 補強金具， 取付金具は道路標識ハンドブック （全国

道路標識・標示業協会編） による。

� 柱 合成樹脂静電粉体焼付 （下地亜鉛メッキ） または

合成樹脂被覆鋼管

�
ＳＴＫ－４１，ＪＩＳＧ３４４４
被覆鋼管は， 塩化ビニール又はポリエチレ
ンとする。 �

工 事 記 号 砂 防 工 ����
�
�
����

名 称 指 定 地 標 識 様式１



福島県土木部砂防－９

注� 材質 合金板 （アルミニウム合金板） 厚２．０ｍｍ

板の加工， 補強金具 （平リブ），取付金具は道路標識ハンドブック

（全国道路標識・標示業協会編） による。

� 柱 合成樹脂静電粉体焼付 （下地亜鉛メッキ）

又は合成樹脂被覆鋼管， ねかせ付

�ＳＴＫ－４１，ＪＩＳＧ３４４４被覆鋼管は， 塩化ビニール又はポリエチレンとする�
� 塗 装

脱脂洗浄処理を十分に行ったうえ， 下塗りし， 上塗りはメラミン

樹脂塗料焼付仕上げとする。

� 印 刷

表面の塗料として適合する印刷塗料を用いて， 所定の図柄， 文字

等をシルクスクリーンプロセスにより印刷する。 また， 切抜型を用

いて塗装或いは筆写でも良い。

� クリヤー塗装

塗装面を強化し， 印刷面を保護するため仕上げ塗装として， 上塗

り塗料と同系統のクリヤー塗料を用いて， 塗装，焼付けする。

筆写部分についてはクリヤー塗装を要しない。
ヘ� 使用する色は原則として次のとおりとする

地……………………白

地形・文字…………黒

道路…………………茶

河川…………………水色

指定区域の枠………赤

工 事 記 号 砂 防 工 ���������

名 称 指 定 地 標 識 様式２



福島県土木部

砂防－１０

工 事 記 号 砂 防 工 ���������

名 称 指 定 地 標 識 様式２－１



福島県土木部砂防－１１

工 事 記 号 砂 防 工 ���������

名 称 指 定 地 標 識 様式２－２



福島県土木部

砂防－１２

工 事 記 号 砂 防 工 ���������

名 称 指 定 地 標 識 様式２－３



福島県土木部砂防－１３

１ 砂防ダムが設置された河川沿いの道路際若しくは砂防ダム袖部に１ヶ所設置する。

２ 流路工等の設置により， 護岸と河床にかなりの高低差がある箇所等に設置する。

工 事 記 号 砂 防 工 ���������

名 称 指 定 地 標 識 様式２－４



福島県土木部

砂防－１４

工 事 記 号 砂 防 工 ���������

名 称 指 定 地 標 識 様式２－５



202908
スタンプ



街 路 工

１１



街路－１

１） 街 路 舗 装 ２

２） 植 樹 桝 …５

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

� �

１１．街 路 工



福島県土木部

街路－２

製品規格

１．形状寸法図 （単位＝ｍｍ）

工 事 記 号 街 路 工 �������

名 称 街路舗装 インターロッキングブロック

区分 波形ブロック

名所 トップ ユニ ボンコ

形 状
および
割付寸法

厚さ ６０／８０ ６０／８０ ６０／８０

区分 直線型ブロック 大版ブロック
名所 ストレート オーゴン Ｌ型

形 状
および
割付寸法

厚さ ６０／８０ ６０／８０（１５０×２５０サイズのみ） ６０／８０（３００×３００サイズのみ）

区分 視覚障害者誘導用ブロック 植生ブロック
名所 ストレート Ｌ型 ＴＰＧＳ

形 状
および
割付寸法

厚さ ６０／８０ ６０／８０ ８０

２．品質規格値

規格項目 通常品 透水性
幅・長さ（ｍｍ） ±２．５以内 ±２．５以内
厚さ（ｍｍ） ±２．５以内 －１～＋４以内
曲げ強度（Ｎ／ｍｍ２） ５．０以上 ３．０以上
透水係数 １．０×１０－２ｃｍ／ｓｅｃ以内

規格項目 植生用 視覚障害者誘導用
幅・長さ（ｍｍ） ±２．５以内 ±２．５以内
厚さ（ｍｍ） ±２．５以内 ±２．５以内
曲げ強度（Ｎ／ｍｍ２） ４．０以上 ５．０以上



福島県土木部街路－３

　

標準構造

１．交通量の区分

工 事 記 号 街 路 工 �������

名 称 街路舗装 インターロッキングブロック
交通量の区分 大型車交通量 （台／日・方向） ５ｔ換算輪数

Ｉ １０未満 １４，０００
ＩＩ １０以上１００未満 ６０，０００
ＩＩＩ １００以上３００未満 ３００，０００
ＩＶ ３００以上１，０００未満 ２，０００，０００
Ｖ １，０００以上２，０００未満 ７，２００，０００

注：区分Ｖについては， 大型バス （乗車定員３０人以上） や大
型貨物 （最大積載量５ｔ以上の貨物及び大型特殊） が通行
する道路では１日当り１，０００台程度， これより軽量のバス
や貨物車であれば概ね１日当り２，０００台迄が通行可能な交
通量である。

２．歩道・広場

標準品 透水性

３．車乗入れ部

車両乗入れ部

標

準

品
Ｗ≦４（出入り口幅）
乗用車・小型貨物自動車
（２ｔ程度）

透

水

性

Ｗ≦４（出入り口幅）
乗用車・小型貨物自動車
（２ｔ程度）

４．車道部

区 分Ｉ 区 分ＩＩ 区 分ＩＩＩ 区 分ＩＶ 区 分Ｖ

Ｃ
Ｂ
Ｒ
３

＊大版ブロックは， 原則
として区分Ｉまでの適
用。

Ｃ
Ｂ
Ｒ
４

＊大版ブロックは， 原則
として区分Ｉまでの適
用。



福島県土木部

街路－４

敷設パターン例

１．波形ブロック

２．直線型ブロック

３．大版ブロック

工 事 記 号 街 路 工 �������

名 称 街路舗装 インターロッキングブロック



福島県土木部街路－５

Ａ－Ａ�断 面 図

�型 平 面 図 �型 平 面 図

工 事 記 号 街 路 工 ����������	


名 称 植 樹 桝 Ａ型・Ｂ型

形状寸法（ｍｍ） 材料表 （１０．０ケ所当り）

巾 奥行 緑 ブ ロ ッ ク
基 礎
コンクリート

基礎礫
目 地
モルタル

９７５ ７９５
６００×１２０×１２０
（Ｉ型）

３０本

３５３
×１２０×１２０

２５６
（ＩＩＩ型）

２０本

０．２２ｍ３ ５．８ｍ２ ０．０３ｍ３

形状寸法（ｍｍ） 材料表 （１０．０ケ所当り）

巾 奥行 緑 ブ ロ ッ ク
基 礎
コンクリート

基礎礫
目 地
モルタル

１，２８０ ７８５
６００×１２０×１２０
（Ｉ型）

２０本

９００×１２０×１２０
（ＩＩ型）

１０本

３５３
×１２０×１２０

２５２
（ＩＩＩ型）

２０本

０．２４ｍ３ ６．５ｍ２ ０．０３ｍ３



下 水 道 工

１２







































福島県土木部下水道－１９

工 種 記 号

名 称

（マンホール鉄蓋）
下水道－１９ 削除
下水道－２０ 削除
下水道－２１ 削除

１５．４．１



福島県土木部

下水道－２２

工 種 記 号 下 水 道 工 ����
���
���

名 称 雨水・汚水ます

雨水ますの形状及び用途

記 号 呼 び 方 形状寸法 用 途

ＩＩ－Ａ－ａ－１ １号雨水ます 内径５０ｃｍ円形 Ｌ形の場合に使用

汚水ますの形状及び用途

記 号 呼 び 方 形状寸法 用 途

ＩＩ－Ａ－ｂ－３ ３号汚水ます 内径５０ｃｍ円形又は
内のり５０×５０ｃｍ角形 取付け管内径１５０ｍｍ以上， 深さ０．８ｍ以上に使用



202908
スタンプ



付属施設工
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附属施設－１

１） アスファルトカーブ ２

２） 県 道 標 識 …３

３） 案内標識 （Ｆ－１型） ５

４） 案内標識 （Ｆ－２型） １６

５） 用地境界杭 ３９

６） 道 路 照 明 ４２

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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１３．付属施設工



福島県土木部

附属施設－２

設計数量＝０．０１８７ｍ３／ｍ

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ���������

名 称 縁 石 工 アスファルトカーブ



福島県土木部附属施設－３

（その１）

工 種 記 号 付属施設工 ����������������	

名 称 県 道 標 識 福島県指定

１６．４．１



福島県土木部

附属施設－４

（その２）

備考 材質 合金板 （アルミニウム合金板）

厚２．０ｍｍ

板の加工， 補強金具 （平リブ），取付金具は，

道路標識ハンドブック （全国道路標識・標示業協

会編） による。

工 種 記 号 付属施設工 ����������������	

名 称 県 道 標 識 福島県指定



福島県土木部附属施設－５

工 種 記 号 付 属 施 設 工

名 称 案 内 標 識 一覧表
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１６．４．１



福島県土木部

附属施設－６

（その１）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	�
型
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（その２）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	�
型

１６．４．１



福島県土木部

附属施設－８

（その１）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式��	型

１６．４．１
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（その２）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式��	型

]SFTQ7RQM̂ _`abcdefgYh, -i��jkf
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福島県土木部

附属施設－１０

（その１）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	�
型

１６．４．１
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（その２）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	�
型

]SFTQ7RQM̂ _`abcdefgYh+ ,i��jkf
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福島県土木部

附属施設－１２

（その１）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	�
型

１６．４．１
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（その２）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	�
型

]SFTQ7RQM̂ _`abcdefgYh+ ,i��jkf
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福島県土木部

附属施設－１４

（その１）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	�
型
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（その２）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	�
型
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福島県土木部

附属施設－１６

（その１）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������

名 称 案 内 標 識 固定式	��型
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（その１）
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（その２）
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工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����
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名 称 用地境界杭

材料表 （１個当り）

コンクリート
普通１８‐８‐４０Ｎ

型 枠

０．０２ｍ３ ０．４５ｍ２
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（単位 ｍｍ）

工 種 記 号 付 属 施 設 工 ���������

名 称 用地境界杭 プレート式
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工 種 記 号 付 属 施 設 工 ����������	��

名 称 用 地 境 界 杭 プレート式



福島県土木部

附属施設 － 42

工 種 記 号

名 称

（道路照明）
附属施設－ 42　削除【H29.4.1】
附属施設－ 43　削除【H29.4.1】
附属施設－ 44　削除【H29.4.1】
附属施設－ 45　削除【H29.4.1】
附属施設－ 46　削除【H29.4.1】



福島県土木部附属施設－４７

工 種 記 号 付 属 施 設 工 �������

名 称 環境配慮型道路照明 １燈形

※ベースプレートを地中に埋め込む場合は、 アンカーボルト・ナットに防錆のた
めにモルタルペーストを塗布すること。

（単位：ｍｍ）

形式 灯具取付高 ｈ１ ｈ２ Ｄ１ Ｄ２ ｗ
（丸ベース）

ｗ
（角ベース） 備考

８ＡＳＢ（８，０００）７，７００ ８，０００１，５００ ８５ １６５ φ５００５００×５００

ベースプ
レート式

※ベース
プレート
を地上に
露出させ
る場合は
（ ）の
寸法とす
る。

１０ＡＳＢ（１０，０００）９，７００１０，０００１，８００ ７５ １７５ φ５００５００×５００

１２ＡＳＢ（１０，０００）９，７００１２，０００１，８００ ７５ １９５ φ６００６００×６００
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（その２）

各部の構造

ａ．アダプタ

アダプタの寸法は６０．５ｍｍ，長さ１２０ｍｍとする。

ｂ．安定器取付口

� 各部の寸法

各部の寸法は次表に示すとおりとする。

� 安定器取付口の構造

安定器取付口は， 安定器取付口開口部， 安定器取付用フック， ジョイン

トボックス取付板， 安定器落下防止機および接地端子ボルトよりなる。

� 接地端子ネジ

接地端子ネジは頂部に緑色の着色をするものとする。

ｃ．ベースプレート

ベースプレートの寸法は次表に示すとおりとする。

ｄ．寸法の許容差

ポールの寸法の許容差は次表によるものとする。

工 種 記 号 付 属 施 設 工 �������

名 称 環境配慮型道路照明

（単位：ｍｍ）

項 目 寸 法

安定器取付口開口部 ６００×１３０

安定器取付口の中心位置（地面上） ７５０

安定器取付用
フックの位置

８ｍ，１０ｍ，１２ｍ 安定器取付中心より７３０

（単位：ｍｍ）

項 目 丸 形 角 形

ベースプレートの大きさ
８ｍ，１０ｍ

４５０�
４００×４００

１２ｍ ４５０×４５０

アンカーボルトの取付間隔
８ｍ，１０ｍ

－
３００×３００

１２ｍ ３５０×３５０

アンカーボルトのピッチサークル ３５０� －

アンカーボルト用孔径 ３２ ３０

ベースプレートの全長
８ｍ，１０ｍ ６００ ６００

１２ｍ ８００ ８００

ベースプレートの厚さ
８ｍ，１０ｍ ２２ ２２

１２ｍ ２５ ２５

（単位：ｍｍ）

区 分 許容差

ポ ー ル の 高 さ
＋３０ｍｍ
－０ｍｍ

ポ ー ル の 外 径 ±３％

ベ ー ス プ レ ー ト 孔 間 隔 ±３ｍｍ

ベ ー ス プ レ ー ト 孔 の 径 ±１．５ｍｍ

板 厚 （４ｍｍ 以上） ±１０％

真円度（最大外径と最小外径の平均値との比） ±５％
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